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  本电子书的封面和插图可能会在您下载后未经预告而变更。

  本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

  本电子书以横版呈现，建议您根据屏幕尺寸调整字体大小。

  本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

  此外，根据阅读系统的不同，显示效果可能会有所差异。

  また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。

  本作品在正篇结束后，还收录了角川BOOKS『左迁炼金术师的边境生活　前精英在第二次人生中也失败了，所以决定在边境悠闲地重新来过』（作者：出云大吉　插画：みきさい）的试读版。

  本作品は本編終了後にカドカワＢＯＯＫＳ『左遷錬金術師の辺境暮らし　元エリートは二度目の人生も失敗したので辺境でのんびりとやり直すことにしました』（著：出雲 大吉　イラスト：みきさい）のお試し版が収録されています。
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  エピローグ

  后记

  あとがき

 
  序章

  プロローグ

  　我被一阵轻笑的声音唤醒。刚睡醒的脑袋还迷迷糊糊的，有只温柔的手抚摸着我的头。她的动作十分轻柔，仿佛在欣赏终于得手的珍品。我从中感受到了近乎怨念的执念，仿佛在说“终于变成我的所有物了”。不过这大概只是我的错觉吧。

  　くすり、という
    
     密
    ひそやかな笑い声で目が覚めた。まだ
    
     覚
    かく
    
     醒
    せいしたばかりではっきりとしない頭を誰かのたおやかな手が
    
     撫
    なでる。その手付きは念願
    
     叶
    かなってやっと手に入った珍品を
    
     愛
    めでるかのように繊細だ。やっと自分のものにできたのだ、という
    
     怨
    おん
    
     念
    ねんに近い執念を感じる気がするが、多分気のせいだろう。

  「……早安。」

  「……おはよう」

  　我睁开眼睛，看向在我身旁抚摸着我的头的女性，她那鲜红的眼眸也看向了我。

  　目を開け、隣で俺の頭を撫でている女性に視線を向けると、真紅の
    
     瞳
    ひとみが俺を見返してきた。

  「早安。你的睡脸真是天真可爱。」

  「おはよう。寝顔は無邪気で
    
     可愛
    かわいいのね」

  「抱歉，我醒着的时候长得就不怎么可爱。不过我觉得上校的容貌一直都很漂亮哦。」

  「起きてる時の顔は可愛くなくて申し訳ないな。大佐の顔はいつも
    
     綺
    き
    
     麗
    れいだと俺は思ってるよ」

  「在私底下别叫我上校了。也不准叫我大人。」

  「もうプライベートで大佐はやめて。様も禁止」

  　瑟琳娜说着说着便眯起眼睛，用指尖戳了戳我的脸颊。

  　そう言ってジト目になったセレナが俺の頰を指先でつついてくる。

  「那还真是失礼了。那我们起床吧，瑟琳娜。」

  「そいつは失礼。それじゃ、起きるか。セレナ」

  「嗯，希罗。」

  「ええ、ヒロ」

  　我坐起身来，伸了个懒腰后便下了床。接下来就只剩一路驶向帝都了。

  　
    
     身体
    からだを起こし、一つのびをしてからベッドを降りる。さて、あとは帝都まで一直線だ。

  ☆★☆

  ☆★☆

  　我和瑟琳娜——既是霍尔斯侯爵家的千金，也是帝国航宙军上校，更是对宙贼独立舰队司令官的她共度了一夜春宵。在早晨的沐浴时间结束后，我和她一起来到了我们佣兵团的旗舰兼母舰黑莲花的食堂。

  　セレナ──セレナ・ホールズ侯爵令嬢にして、帝国航宙軍大佐にして、対宙賊独立艦隊の司令官でもある彼女との楽しい一夜からの朝のバスタイムを過ごした俺は、彼女と連れ立って我が
    
     傭
    よう
    
     兵
    へい団の旗艦にして母艦であるブラックロータスの食堂へと足を運んだ。

  　我的母舰黑莲花的设计理念是“对敌人恶毒，对船员慈母”。在隐藏护盾装甲遮蔽武装的状态下，黑莲花乍一看像是艘货物运输舰，但只要展开武装，它就会立刻变身为重武装炮舰。

  　我が母艦ブラックロータスの設計思想は敵には
    
     悪
    あく
    
     辣
    らつに、クルーには慈母のように、といったような感じのものである。コンシールド装甲によって武装が
    
     隠
    いん
    
     蔽
    ぺいされた状態だと一見貨物輸送艦のように見えるブラックロータスだが、武装を展開するとたちまち重武装の砲艦に変身する。

  　尽管如此，它在居住区确保了最大限度的空间和舒适性，各种设施的充实程度和豪华程度，花钱之多简直堪比客船。餐厅宽敞明亮，设置的自动烹饪器是最新型且高性能。自动烹饪器铁人·五代制作的合成食品，连侯爵千金瑟琳娜都赞不绝口。

  　それでいて居住区画には最大限のスペースと快適性を確保しており、各種施設の充実ぶりと豪華さは客船もかくやという金のかけっぷりだ。食堂は広く、明るく、設置されている自動調理器は最新かつ高性能。自動調理器テツジン・フィフスが作り出す合成食品は侯爵令嬢であるセレナをも
    
     唸
    うならせる出来だ。

  「早上好，瑟琳娜大人。还有希罗大人」

  「おはようございます、セレナ様。それにヒロ様も」

  「早上好，蜜蜜小姐」

  「おはよう、ミミさん」

  「早上好，蜜蜜。只有你一个人吗？」

  「おはよう、ミミ。ミミだけか？」

  「艾尔玛小姐她们一起去医疗坞了。好像是昨晚喝多了」

  「エルマさん達は
    
     揃
    そろってメディカルベイに行ってます。昨晩
    
     吞
    のみすぎたみたいで」

  　蜜蜜说着，脸上浮现出苦笑。

  　そう言ってミミが苦笑いを浮かべる。

  　她是我的爱机克里希那的主操作员，负责佣兵团的补给和战利品的销售业务，以及收集情报等工作。虽然她是佣兵团最老资格的船员，但其实也是最年轻的。

  　彼女は俺の愛機であるクリシュナのメインオペレーターで、傭兵団の補給や戦利品の売却業務、情報収集なども一手に引き受けている。うちの傭兵団の最古参クルーだが、実は一番年若い。

  　她原本只是个没有任何技能的殖民卫星移民，但如今她已经是我们佣兵团不可或缺的存在了。

  　元は特に何の技能も無いただのコロニー入植者の女の子だったが、経験を積んだ今となってはうちの傭兵団に欠かせない存在である。

  　其实她是我们在活动的古兰坎帝国皇帝陛下的侄孙女，也是皇太子殿下的女儿——也就是说，她和皇女殿下长得一模一样。虽然她看起来很平凡，但其实是个不得了的炸弹……不过对我们来说，蜜蜜就是蜜蜜。仅此而已。

  　実は俺達が活動しているグラッカン帝国の皇帝陛下の
    
     姪
    てつ
    
     孫
    そんであるだとか、皇太子殿下の娘──つまり皇女様と顔つきが
    
     瓜
    うり
    
     二
    ふたつであるだとか、平凡そうに見えてとんでもない爆弾を抱えている……が、俺達にとってはミミはミミである。それ以上でもそれ以下でもない。

  「所有人？库姬也是吗？」

  「全員？　クギもか？」

  「库姬小姐比我起得更早，好像已经去训练室了。」

  「クギさんは私よりも早く起きてて、もうトレーニングルームに行ってるみたいです」

  「原来如此。库姬是个早睡早起的人啊。」

  「なるほど。クギは早寝早起きだよなぁ」

  　我一边和瑟琳娜聊天，一边拿着从铁人那里取出来的餐盘，准备和蜜蜜坐在一起。就在这时，库姬突然出现在食堂里。

  　などと話しながらセレナと一緒にテツジンから排出されてきた食事のトレイを持ってミミと同じ席に着こうとすると、そのクギがひょっこりと食堂に現れた。

  「早上好，主公。瑟琳娜大人也早上好。」

  「おはようございます、我が君。セレナ様もおはようございます」

  「嗯，早上好。早上的训练结束了吗？」

  「ああ、おはよう。朝の訓練を終えたのか？」

  「早上好，库姬小姐。」

  「おはよう、クギさん」

  　我和瑟琳娜一起坐在蜜蜜对面，库姬一边点头回答“是的”，一边在蜜蜜旁边坐下。

  　セレナと一緒にミミの対面に腰掛けながらそう聞くと、クギは「はい」と言って
    
     頷
    うなずきながらミミの隣に腰を下ろした。

  　她是从韦尔扎鲁斯神圣帝国这个遥远的异国，为了侍奉我而千里迢迢来到这里的巫女。头上长着尖尖的狐耳，腰际还长着三条毛茸茸的尾巴，是个狐娘。

  　彼女はヴェルザルス神聖帝国という遠い異国から俺に仕えるためにはるばる旅をしてきた
    
     巫
    み
    
     女
    こさんで、頭の上にはつんと
    
     尖
    とがった
    
     狐
    きつねのような獣耳が生え、更に腰の当たりから三本のモフッとした
    
     尻
    しつ
    
     尾
    ぽも生えている狐娘である。

  　在佣兵团中的立场是灵能——也就是与超能力相关的所有事物的顾问兼我的灵能能力的师父，作为船员则是我爱机克里希那的副驾驶员见习生。作为佣兵团的一员，她上船的日子还很短，所以还在摸索作为船员的方向。

  　傭兵団内での立場としてはサイオニック──
    
     所
    いわ
    
     謂
    ゆる超能力関連全般におけるアドバイザー兼俺のサイオニック能力の師匠で、船のクルーとしては俺の愛機であるクリシュナのサブパイロット見習いといった感じだ。まだ傭兵団の一員として船に乗って日が浅いので、クルーとしての方向性に関しては模索中といったところだ。

  　顺便一提，她拥有极为强大的精神系灵能能力——在神圣帝国似乎被称为第二法力。

  　ちなみに、彼女は極めて強力な精神系サイオニック能力──神聖帝国では第二法力と呼ばれているらしい──の使い手である。

  「是的，主公。我只做了早上的冥想。如果要活动身体的话，我会陪您。」

  「はい、我が君。朝の
    
     瞑
    めい
    
     想
    そうだけですが。身体を動かすならお付き合い致します」

  「那就这么办吧。蜜蜜也会去吧。瑟琳娜呢？」

  「じゃあそうするか。ミミも行くよな。セレナはどうする？」

  「我要回船上了。梦的时间差不多要结束了。」

  「私は船に帰ります。そろそろ夢の時間も終わりです」

  　瑟琳娜以洗练的动作将食物送入口中，一边说道。

  　セレナが洗練された所作で食事を口に運びながらそう言う。

  　我们现在所在的地方，是距离克利翁星系最近的星际闸道。克利翁星系是之前和贝雷贝雷姆联邦军发生冲突的地方。这个星际闸道在前些日子的骚动中，被背叛帝国投靠贝雷贝雷姆联邦的混蛋贵族的手下搞了破坏，不过现在已经排除了那些破坏者，恢复了正常运行。

  　俺達の現在地はベレベレム連邦軍との衝突が起こったクリーオン星系に一番近い場所にあるゲートウェイの設置されている星系だ。このゲートウェイは先日の騒動中に帝国を裏切ってベレベレム連邦に
    
     与
    くみしようとしていたクソ貴族の手の者によってサボタージュを仕掛けられていたのだが、既にサボタージュを仕掛けた連中は排除され、運行も復旧している。

  　通过星际闸道之后，帝都就近在眼前了，所以我和瑟琳娜的甜蜜时光也到此为止。回到帝都之后，瑟琳娜自不必说，我也有各种各样的安排。最重要的是，瑟琳娜的老家霍尔斯侯爵家的宅邸也在帝都。在帝都逗留的期间，因为军务和老家的关系，瑟琳娜应该无法自由地外出。

  　ゲートウェイを通れば帝都は目の前なので、こうして俺とセレナがイチャつけるのもここまでということだな。帝都に戻ればセレナはもちろんのこと、俺も色々と予定があるし。何より、帝都にはセレナの実家であるホールズ侯爵家の屋敷もある。帝都滞在中は軍務と実家関係でセレナはそうそう自由には出歩けなくなるだろうからな。

  「希罗，你明白吧？」

  「ヒロ、わかっていますね？」

  「除了无论如何都推不掉的事情以外，我都会回应瑟琳娜，或者说霍尔斯侯爵家的传唤。如果无论如何都要我优先处理的话，那就请对方在有事的时候去拜托霍尔斯侯爵家吧。」

  「どうしても外せない用がある時を除いてセレナ、というかホールズ侯爵家の呼び出しには応じるよ。何が何でも優先しろってことなら、相手がある用事の場合にはホールズ侯爵家に骨を折ってもらうからな」

  「好吧……你有打算负起责任吧？」

  「良いでしょう……責任を取ってくれるつもりはあるんですよね？」

  「我保证，我会在自己能让步的范围内做出最大限度的让步。只不过，我也有不能让步的底线。这一点还请你理解。」

  「俺が譲歩できるところまでは最大限譲歩することを約束する。ただ、俺にも譲れないラインはある。それだけはわかってくれ」

  　瑟琳娜罕见地露出不安的表情，我则真诚地回答了她。就算她多少，不，就算她给我带来相当麻烦的事情，我也打算接受。只不过，作为佣兵的生活，以及蜜蜜她们。这两点我不能让步。完全不能让步。这是我无论如何都必须守住的底线。

  　セレナとしては珍しい、不安げな表情で発された言葉に俺は
    
     真
    しん
    
     摯
    しに答える。多少、いやかなりの面倒事を言いつけられても俺はそれを吞むつもりだ。ただ、傭兵としての生活、そしてミミ達。この二つに関しては譲れない。一切譲らない。それだけはどうしても守らなければならないラインだ。

  「我明白了。关于你的底线，我自认为还是有一定程度的理解。」

  「わかりました。そのラインについても私はそれなりに理解しているつもりです」

  　听到我的回答，瑟琳娜微笑着如此说道。

  　俺の返事にセレナは
    
     微笑
    ほほえみ、そう答えた。

  　帝都已经近在眼前了。

  　帝都はもうすぐそこだ。

  ☆★☆

  ☆★☆

  「所以，瑟琳娜上校回自己的船上了？」

  「んで、セレナ大佐は自分の船に帰ったと」

  「她没跟艾尔玛你们打声招呼就回去了，让我有点在意，不过她好像没什么时间。」

  「エルマ達に
    
     挨
    あい
    
     拶
    さつもせずに帰るのを気にはしてたけど、時間がなかったようでな」

  「哎，这都要怪我们喝太多，被送去了医务室。」

  「まぁ、深酒しすぎて医務室の世話になってたうちらが悪いわな」

  「我们做了坏事呢。下次得跟她道歉才行。」

  「悪いことしちゃった。今度謝らないとだね」

  　目送瑟琳娜离开后，蜜蜜、库姬和我三人在训练室稍微活动了一下身体，流了汗之后，我们便在休息区放松休息。这时，艾尔玛、蒂娜和薇丝卡三人出现了。

  　セレナを見送り、ミミとクギと俺の三人で軽くトレーニングルームで身体を動かし、汗を流してから休憩スペースでまったりしているとエルマとティーナ、ウィスカの三人が現れた。

  「算了，穿过星际闸道后马上就是帝都，也不能一直在这艘船上玩。没办法。」

  「ま、ゲートウェイを抜けたらすぐ帝都だし、いつまでもこの船で遊んでいられないか。仕方ないわね」

  　艾尔玛说完后，带着有些遗憾的表情在我身旁坐下。她是个美人，特征是那对尖尖的竹叶形耳朵。她属于一般被称为精灵的种族，不过与其说一般，不如说和我想象中的精灵形象不同，她的身体能力非常强。她是个佣兵资历比我更长的老手，不只我，所有船员都很依赖她，是佣兵团的大姐头。

  　そう言って少し残念そうな様子で俺の隣に腰掛けたエルマはツンと尖った
    
     笹
    ささ
    
     穂
    ぼのような耳が特徴的な美人さんである。一般的にエルフと呼ばれている種族なのだが、一般的というか俺が想像するようなエルフのイメージとは違ってフィジカルが非常に強い。俺よりも傭兵のキャリアが長いベテランで、俺だけでなくクルーの全員に頼られる我が傭兵団の姉御ポジションだ。

  　她负责驾驶最近引进的安特利翁中型战舰，在战斗中保护我的背后，同时使用安特利翁搭载的重力干扰器这种特殊装备，阻止企图逃跑的猎物，担任重要的角色。

  　彼女は最近導入したアントリオンという中型戦闘艦のパイロットを務めており、戦闘では俺の背後を守りつつ、アントリオンに搭載されているグラビティジャマーという特殊装備を使って逃げようとする獲物の足止めを行う重要な役割を担っている。

  「所以我不是说那瓶酒绝对不能喝吗……」

  「せやからあの酒は絶対アカンって言うたやん……」

  「姐姐你最后还不是喝得很起劲。」

  「そういうお姉ちゃんも最後はノリノリになって吞んでたでしょ」

  　一边这样拌嘴，一边在我眼前的地板坐下，自然而然地靠在我腿上或抱住我的是矮人蒂娜和薇丝卡。

  　そう言い合いながら俺の目の前の床に座り、ナチュラルに俺の足に寄っかかったり抱きついたりしてくるのはドワーフのティーナとウィスカである。

  　虽然她们的体格看起来都像小孩子，但都是已经成年的女性。她们是优秀的工程师，负责维护我的爱机克里希那和这艘黑莲花，以及艾尔玛的安特利翁。不仅如此，她们还负责修复从宙贼那里抢来的装备和船只，和蜜咪在不同的意义上，都是这个佣兵团不可或缺的人才。

  　二人とも子供にしか見えないような体格をしているが、立派に成人している大人の女性だ。彼女達は優秀なエンジニアで、俺の愛機であるクリシュナやこのブラックロータス、それにエルマのアントリオンのメンテナンスなどを担当している。それだけではなく宙賊から
    
     鹵
    ろ
    
     獲
    かくした装備品や船のレストアなども担当しており、ミミとは違う意味でこの傭兵団の運営に欠かせない人材だ。

  　顺带一提，她们和矮人一样，非常喜欢喝酒。外表看起来像少女，却拿着大酒杯大口喝着烈酒，这幅画面虽然感觉相当危险，但完全合法。毕竟她们和我几乎同龄。

  　ちなみに、ステレオタイプなドワーフらしく非常に酒が好きである。少女みたいな見た目でどでかいジョッキに入った強い酒をグビグビと吞み干す絵面はなかなかに危険な匂いを感じさせるが、完全に合法である。なんせ俺とほぼ同年齢なので。

  「对了，小哥，小白好像醒了。」

  「そいや兄さん、シロちゃんの目ぇ覚めたみたいやで」

  「翔子医师和梅伊小姐正在医疗坞里照顾她。」

  「ショーコ先生とメイさんがメディカルベイで対応してましたよ」

  「你啊，怎么叫她小白……算了，我知道了。我去看看情况。」

  「シロちゃんってお前ね……まぁ、わかった。ちょっと様子を見に行ってみるわ」

  　虽然比叫她无名氏好多了，但小白也太随便了吧。虽然很好懂就是了。总之，先去医疗坞看看吧。

  　名無しちゃんとかよりは良いかもしれないが、シロちゃんは安直すぎるだろう。わかりやすくはあるが。とりあえず、メディカルベイに足を運んでみますかね。

  ☆★☆

  ☆★☆

  「主人，早安。」

  「ご主人様、おはようございます」

  「哦，是希罗君啊。早安。你是从艾尔玛君她们那里听说的吗？」

  「ああ、ヒロくんか。おはよう。エルマくん達に聞いてきたのかな？」

  「两位早安。差不多就是这么回事」

  「おはよう、二人とも。そんなところだ」

  　我一来到医疗坞，梅伊和翔子医师就出来迎接我。

  　メディカルベイへと移動すると、メイとショーコ先生に出迎えられた。

  　梅伊是东方工业这家女仆机器人专业企业制造的定制女仆机器人。设计者是我，我对女仆的浪漫情怀全都塞进了她的身体里。

  　メイはオリエント・インダストリーというメイドロイド専門企業で造られたカスタムメイドロイドだ。設計者は俺で、俺のメイドという存在に対するロマンがこれでもかと詰め込まれている。

  　具体来说，从女仆机器人能搭载的最高级小型阳电子头脑开始，特殊合金制的金属骨骼，最高质量的超小型动力炉，特殊金属纤维制的高功率人工肌肉，从打扫到管理船只，从战斗到教育，能塞进去的技能都塞了进去，完全体现了我心目中最强女仆的理想。

  　具体的にはメイドロイドに搭載できる最上級の小型陽電子頭脳に始まり、特殊な合金製の金属骨格、最高品質の超小型ジェネレーター、特殊金属繊維製の高出力人工筋肉、お掃除から船の管理、戦闘に教育まで詰め込める限り詰め込んだ技能プリセットなどなど、ぼくのかんがえたさいきょうのメイドさんという理想をそのまま体現している。

  　当然，脸型，身材，性格等也都是按照我的喜好设计的。黑色长发，身穿经典女仆装，戴着眼镜，性格冷酷但充满爱意的女仆小姐。嗯，太棒了。

  　当然、顔の造形や身体つき、性格なども俺の趣味全開で設計させてもらった。黒髪ロングでクラシカルなメイド服に身を包んだ眼鏡装備のクールだけど愛情深いメイドさん。うん、最高だな。

  「怎么了？」

  「何か？」

  「没什么，只是觉得梅伊今天也是最棒最可靠的究极女仆」

  「いや、メイは今日も頼りになる最高で究極のメイドだなと」

  「能得到您的夸奖是我的荣幸」

  「お褒めに
    
     与
    あずかり光栄です」

  　梅伊说着恭敬地低下头。

  　そう言ってメイが恭しく頭を下げる。

  「哎呀？我呢？」

  「おや？　私には何か無いのかい？」

  「翔子医师的胸部今天也是最棒的」

  「ショーコ先生のおっぱいは今日も最高だな」

  　实际上，她的胸部装甲是足以和蜜蜜匹敌的重装甲。由于身高比蜜蜜高得多，单纯从比例上来说也可以说是非常好。

  　実際彼女の胸部装甲はミミにも匹敵する重装甲である。ミミよりも身長がずっと高いので、単純にプロポーションがとても良いとも言える。

  「虽然我觉得这种夸奖方式不太对……不过算了」

  「そういう褒め方はどうかと思うけど……まぁ良いけどさ」

  　尽管对我的说法表示怀疑，翔子医师还是露出满意的笑容。

  　俺の物言いに疑義を呈しながらもショーコ先生は機嫌良さそうにニンマリとした笑みを浮かべる。

  　她是优秀的生物・遗传基因工学专家，同时也是医生。与此相关的纳米机器工学和材料工学也很精通，拥有多彩的才能和知识，甚至能和蒂娜和薇丝卡畅谈技术话题。

  　彼女は優秀な生物・遺伝子工学を専門とする科学者であり、医師でもある。それに関連してナノマシン工学や材料工学にも明るく、ティーナやウィスカと技術談義に花を咲かせていることもあるほどの多彩な才能と知識を持つ才人だ。

  　之所以会成为这样的人才，其实是因为她是被设计成这样的试管婴儿，不过在我看来，她果然还是拥有丰富知识和技术的优秀医生，严格来说不是人类而是人造生命体，这些事情都无所谓。

  　その才人という部分も、実は彼女がそうなるように造られたデザイナーベイビーであったからということらしいが、俺からしてみれば彼女はやはりなんかすごい知識と技術を持っている優秀なお医者さんであって、厳密に言えば人間ではなく人造生命体であるだとかそういうことはあまり関係がない。

  　她的出生确实有些特殊，不过要说特殊的话，从异世界来到这个世界的我出身才更加特殊。我最近也意识到自己在各方面都逐渐变得不像人类，所以完全不在意。

  　生まれが少々特殊なのは確かなのだろうが、それを言ったら異世界からこの世界へと転がり込んできた俺のほうがよっぽど特殊な出自であるわけでなぁ。俺自身、最近色々と人間離れしてきたのを自覚しているのもあって、何も気にならないんだよな。

  「所以，她醒了？」

  「で、起きたって？」

  「与其说是醒了，不如说是被叫醒了。虽然因为免疫机能方面的问题还不能让她离开医疗舱，不过自发呼吸和代谢机能方面已经大致上有所改善了。等免疫机能的问题解决，运动机能恢复到一定程度后应该就能让她出来了」

  「起きたというか、起こしただね。まだ免疫機能に問題があるから医療ポッドの外には出せないけど、自発呼吸とか代謝機能に関してはまぁなんとか
    
     目
    め
    
     処
    どがついたからさ。免疫機能の問題が片付いて、運動機能をある程度取り戻せたら外に出せるようになるかな」

  「原来如此」

  「なるほど」

  　我探头往医疗舱里看了看，她那血红色的眼睛正呆呆地望着天花板。她时不时会眨眨眼，所以应该是醒着的，不过没有做出任何反应。

  　ひょいと医療ポッドの中身を
    
     覗
    のぞいてみると、血のように真っ赤な
    
     瞳
    ひとみがぼうっと天井に向けられていた。時折
    
     瞬
    まばたきをしているので起きているのだろうが、反応らしい反応は何もない。

  　我不知道她的名字。她是搭载在贝雷贝雷姆联邦的战舰还是什么上的生物指挥单元的内部人员。我们对她掌握的情报很少。

  　彼女の名前はわからない。ベレベレム連邦の戦艦か何かに搭載されていた生体指揮ユニットとやらの中身が彼女だったのだ。彼女について俺達が把握できている情報は少ない。

  　梅伊报告说，她拥有以人类来说令人惊讶的演算能力，或者说电子战能力。另外，虽然她看上去像个少女或者幼女，但这是生物工程学的处理结果，实际上她比我和蒂娜她们稍微小一点——和瑟琳娜同龄。这是翔子医师的生物分析结果。

  　人間としては驚異的なレベルの演算能力というか、電子戦能力を有しているらしいとメイから報告されているのが一つ。あと、少女というか幼女のような見た目だがこれは生体工学的な処置によるもので、実際には俺やティーナ達より少し下──セレナと同い年くらいではないかというのが一つ。こちらはショーコ先生による生体分析の結果だ。

  　另外还有一点，就是我们把她作为俘虏回收之前，她至少被关了十几年，搞不好从她懂事起就被关在生物单元的核心里了。这已经不是残忍二字能形容的了。

  　そしてもう一つ分かっているのは、俺達が捕虜として回収するまで少なくとも十数年間、下手すると物心付いた時から生体ユニットのコアとして缶詰のような専用ユニットに詰め込まれていたのではないかということだ。
    
     惨
    むごいなんてレベルの話じゃないな。

  　除此之外，目前我们几乎一无所知。梅伊似乎通过她脑内植入的芯片掌握了一些情报，但目前她还没有告诉我。梅伊没有主动告诉我，说明现在这些情报还不需要我了解。

  　それ以外の情報は今のところ
    
     殆
    ほとんど得られていない。彼女の脳内に埋め込まれているチップを経由してメイは何か情報を
    
     摑
    つかんでいるようだが、今のところ話してくれていない。メイが自分から話さないということは、今の時点で俺が知るべき情報ではないのだろうと思う。

  「今天给她穿了衣服啊」

  「今日は服を着せたんだな」

  　今天白色少女身上穿着一件朴素的手术服。我不知道他们是怎么给躺在医疗舱里的她穿上衣服的，但应该有什么办法吧。

  　今日の白い少女は簡素な手術着のようなものを着せられていた。医療ポッドの中に入れられたままの彼女にどうやって服を着せたのかはわからないが、何かしら方法があるのだろう。

  「总不能一直让希罗君看到她的裸体嘛」

  「いつまでもヒロくんの目に彼女の裸体を
    
     晒
    さらしてるわけにもいかないからね」

  「我看到这种毫无起伏的身体也不会有什么想法……不过比起全裸，这样确实更让人安心，不用为眼睛该往哪放而发愁」

  「別にこんな起伏も何もない身体を見てもなんとも思わんが……まぁ素っ裸よりは落ち着くな。目のやり場には困らない」

  『抱歉啊，我这身体毫无起伏又寒酸』

  『起伏も何もない貧相な身体で悪かったな』

  　突然听到声音让我吓了一跳。是从哪里传来的？我立刻使用精神感应能力寻找声音的主人。能像这样自然而然地使用灵能能力，看来我也真的变得不普通了。

  　いきなり声が聞こえてきてびっくりした。どこからだ？　と
    
     咄
    とつ
    
     嗟
    さに精神感応能力を用いて声の主を探す。こうして自然とサイオニック能力を使うようになった辺り、俺も本当に常人離れしてきたよな。

  　我很快就找到了声音的主人。就是眼前的少女。虽然她的视线依然对着虚空，但我能感觉到她的意识正转向我这边。不过，这声音并不是她本人的声音。我好像在哪里听过这种合成音。

  　声の主についてはすぐにわかった。
    
     眼
    めの前の少女だ。視線は虚空に向いたままだが、彼女の意識がこちらに向けられているのを感じる。でも、この声は彼女の肉声ではないな。どこかで聞いたような合成音声だ。

  「你不仅醒过来了，还能说话啊」

  「目を覚ましただけじゃなくて話せるんだな」

  『我的身体动不了，肉身的眼睛也几乎看不见，只能听到一点点声音。不过，医疗舱上的传感器会把信息传给我』

  『身体も動かないし、生身の目の方は殆ど見えないし、音も
    
     微
    かすかにしか聞こえない。だが医療ポッドに取り付けられたセンサーの情報は拾ってる』

  　听她这么一说，我才发现医疗舱上多了几个没见过的部件。这些部件应该就是光学传感器和收音传感器吧。

  　そう言われてみると、医療ポッドに見覚えのないパーツがいくつかついている。これらのどれかが光学センサーだったり集音センサーだったりするのだろう。

  「原来如此。抱歉，我不该随便观察和评论你的身体。以后我会注意的」

  「なるほど。無遠慮にお前の身体を見たり論評したりして悪かったな。今後は気をつける」

  『你不用在意。我的肉体不过是大脑的容器罢了』

  『別に気にしなくていい。私の肉体なんてただの脳の
    
     容
    いれ物だ』

  「真是令人深有同感……我可以问你的名字吗？我是船长希罗。这位是女仆机器人梅伊，这位是我们的船医翔子医师」

  「なかなかキマった意見だなぁ……名前とか聞いても良いか？　俺はキャプテン・ヒロだ。こっちはメイドロイドのメイで、こっちはうちの船医を務めてもらってるショーコ先生だ」

  『我是104号个体。』

  『ユニット１０４だ』

  「我觉得这不算是名字……」

  「それは名前じゃないと思うが……」

  『我被这么称呼，也只被这么称呼过。我本来就没有人类的名字。』

  『私はそう呼ばれていたし、そう呼ばれたことしかない。人間としての名前なんて元から無いんだ』

  　扬声器中传来她不情愿的声音。原来如此，做得真彻底。

  　スピーカーから不本意そうな声が返ってくる。なるほど、徹底してるなぁ。

  「我想先说明一下我的立场和你的状态，你要听吗？」

  「一応俺の立場とお前の状態を説明しようと思うが、聞くか？」

  『我从那个女仆机器人那里得到了一定程度的情报，但还是听一下吧。在判断状况时，多个情报源可以提高准确度，也可以进行比较和讨论。而且，你似乎是那个女仆机器人的主人。』

  『そこのメイドロイドにある程度の情報は
    
     貰
    もらっているが、聞こう。状況を判断する上で複数の情報源があったほうが精度も上がるし、比較検討もできる。それに、お前はそのメイドロイドの
    
     主
    あるじだそうだしな』

  「OK。首先，你还记得在国境沿线的战斗吗？战斗结束后，我发现了你漂浮在战场上的舱体并将其回收。顺便一提，战斗以古兰坎帝国的胜利告终。我是古兰坎帝国雇用的佣兵，这艘船正驶向帝都。你的立场是我捕获的俘虏，因为你的身体很虚弱，至少在能够行动之前，我们的医生会负责治疗你的身体。」

  「オーケー。まず、国境沿いでの戦闘は覚えてるな？　戦闘終了後、俺が戦場を漂っているお前の入ったポッドを見つけて回収した。ちなみに、戦闘はグラッカン帝国の勝利に終わった。そして俺はグラッカン帝国に雇われていた
    
     傭
    よう
    
     兵
    へいで、今この船は帝都に向かってる。お前の立場は俺が
    
     拿
    だ
    
     捕
    ほした捕虜ってことになってて、お前は身体が弱いから、少なくとも動けるようになるまではうちのドクターがお前の身体を治療することになってる」

  　听完我的说明，104号个体稍微思考了一下，然后开口说道：

  　俺の説明を聞いたユニット１０４はほんの少しだけ考えるような間を置き、発言した。

  『我理解了状况，但我觉得治疗我是没用的。我的耐用年限已经不到一年了，就算治疗也无法超过耐用年限吧。这是浪费资源和时间。』

  『状況は理解したが、私を治療しても無駄だと思うぞ。私の耐用年数は一年を切っている。治療したところで耐用年数は越えられないだろう。資源と時間の無駄だ』

  「以贝雷贝雷姆联邦的技术来说或许是这样，但以我们的技术就能克服这个问题。」

  「ベレベレム連邦の技術だとそうなのかもしれないけどね。私達の技術ならそこはクリアできるんだよ」

  　翔子医师代替我回答。她对我眨了眨眼，意思是要我交给她吧。

  　俺の代わりにショーコ先生が答えた。俺にウィンクをしてみせてるってことは、ここは任せろってことか。

  『就算如此，性价比也不划算吧。我的确在立场上记住了几个贝雷贝雷姆联邦的军事机密，但情报的新鲜度每分每秒都在下降。我想治疗我的技术恐怕是古兰坎帝国的贵族使用的活体工学的身体强化技术，但我听说那个技术的手术成本很高。用在我这种一次性指挥单元身上，成本应该太高了。』

  『だとしても費用対効果が見合わないだろう。確かに私は立場上ベレベレム連邦の軍事機密をいくつも記憶しているが、情報の鮮度は刻一刻と落ちる。私を治療する技術は恐らくグラッカン帝国の貴族に使用される生体工学的身体強化技術なのだろうと思うが、あの技術は施術コストが高いという
    
     噂
    うわさを聞いている。私のような使い捨ての指揮ユニットに使用するにはコストが高すぎる
    
     筈
    はずだ』

  「那要看强化的程度。如果只是能正常生活的程度，也不是什么会让人吓到眼珠子掉出来的天价。」

  「それは強化の度合い次第さ。普通に生活できる程度の処置なら、目玉が飛び出るほどの高額ってわけでもないよ」

  『原来如此。但就算这样，应该也不便宜。至少不是能以现场判断实施的程度吧。你们到底有什么目的？是谁基于什么样的意志想治疗我？』

  『なるほど。だがそれでも安くはない筈だ。少なくとも、現場の判断だけで実施できるほどではないだろう。一体何が目的だ？　誰がどのような意志をもって私を治療しようとしている？』

  　对于104组件的提问，翔子医师没有回答，只是把视线转向我。梅伊也同样把视线转向我。

  　ユニット１０４の問いかけにショーコ先生は答えず、ただ俺に視線を向けた。メイも同様に俺に視線を向けている。

  『船长，这是你的意志吗？为什么？』

  『キャプテン、君の意志なのか。
    
     何
    な
    
     故
    ぜだ？』

  「没有什么特别的理由。只是觉得见死不救的话会睡不好觉而已」

  「別に深い理由なんて無い。見捨てたら寝覚めが悪いと思っただけだ」

  『睡不好觉……？』

  『寝覚めが、悪い……？』

  　104组件发出了打心底无法理解的声音。虽然是机械音，但其中却带着感情。

  　ユニット１０４が心底理解出来ないというような声を発した。機械音声の割には感情が乗ってるな。

  「帝国航宙军会审问你吧。如果你不抵抗，把知道的都说了，那应该不至于被处刑。然后，把你当作俘虏，根据情况，可能会把你当作贝雷贝雷姆联邦非人道行为的证人来利用。但是，如果贝雷贝雷姆联邦装傻的话，也不会造成多大的伤害，帝国航宙军的上校是这么说的」

  「帝国航宙軍はお前を尋問するだろう。お前が抵抗せず、洗いざらい
    
     喋
    しやべればまぁ、処刑されるようなことにもならないだろうな。で、お前を捕虜として扱って、場合によってはベレベレム連邦の非人道的な行いの証人として利用したりしようとするかもしれない。でも、それもベレベレム連邦がしらを切れば
    
     然
    さ
    
     程
    ほどのダメージにはならないだろう、と帝国航宙軍の大佐は言っていた」

  　这是从瑟琳娜那里听来的枕边故事。虽然不一定会变成那样，但瑟琳娜说有很高的概率会变成那样。

  　これはセレナから寝物語に聞いた話だ。絶対にそうなるとは限らないが、高確率でそうなるだろうとセレナは語っていた。

  「这样一来，你就会被当作既非帝国臣民也非联邦国民的外国人释放。你将不会得到任何帮助，被丢到帝都里……大概会死吧。在那里的小巷子里，忍受着寒冷和饥饿，凄惨地死去。那样的话，我晚上会睡不好觉的。」

  「そうするとお前は帝国臣民でも連邦国民でもない異邦人として放免されることになる。誰の助けもなく、帝都に放り出されることになるだろうが……まぁ死ぬだろうな。そこらの路地裏で寒さと飢えに
    
     悶
    もだえながら、惨めに。そんなのは寝覚めが悪いじゃないか」

  　说到底，她长时间只在专用的生命维持装置中度过，真的具备正常的免疫能力吗？在挨饿受冻之前，说不定会先得什么病而死。

  　そもそも、専用の生命維持ユニットの中だけで長い時間を過ごしてきた彼女にまともな免疫能力が備わっているのだろうか？　飢えや寒さで苦しむ前に、何かの病気に
    
     罹
    かかって死ぬほうが早いかもしれない。

  『在联邦里，像那样死去的人比比皆是。在帝国应该也是多到数不清吧。船长的行动不就是伪善吗？』

  『そんな風に死ぬ人間など連邦にはありふれている。帝国にだって掃いて捨てるほどいる筈だろう。キャプテンのその行動は偽善に他ならないのではないか？』

  　那倒也是。那样的人应该到处都是，只要在殖民卫星里走走，就能看到无力地坐在小巷子里的人，或是乞丐之类的人。我没有博爱精神，不会对所有人伸出援手。但是——

  　それはそうだな。そういう人間は多分そこかしこにいるし、コロニーに降り立って辺りを歩けば路地裏で無気力に座り込んでる連中だの、
    
     物
    もの
    
     乞
    ごいだのって連中を見かける。その全てに手を差し伸べるほどの博愛精神は持ち合わせてはいない。いないがな。

  「伪善有什么不对？我只是为了自己的内心安宁而想帮助你而已。不是为了世界，也不是为了别人，而是为了我自己。没有人有资格批评我，你也不例外。」

  「偽善で何か悪いことがあるか？　俺は俺の心の安寧のためにお前を助けようと思ってるだけだ。世のため人のためじゃない、他でもない俺だけのためにな。それを誰かに批判される筋合いはないね。お前自身にもな」

  『毕竟是我的事情，我觉得我至少有权利抱怨一下吧……？』

  『
    
     流石
    さすがに私のことなのだから文句の一つくらい言う権利はあると思うが……？』

  「不然你想怎样？你甘愿被贝雷贝雷姆联邦利用到一无所有，然后被他们抛弃，凄惨地死去吗？你难道不想给他们一点颜色瞧瞧，说『你们竟敢这样对我』吗？」

  「じゃあなんだ？　お前はベレベレム連邦に利用されるだけ利用されて、お前なんぞ知らんと放り出されて惨めに死ぬのが良いってのか？　よくもやってくれたなと一発かましてやろうとか思わんのか？」

  『如果可以的话，我当然想这么做。我想把手伸进他们的屁眼，让他们吓得牙齿打颤。但是，就算我受到你的庇护，又能做什么？我知道你是佣兵，但你又能对贝雷贝雷姆联邦做什么？』

  『当然できるならそうしたい。
    
     奴
    やつらのケツの穴に手を突っ込んで奥歯をガタガタ言わせてやりたいさ。だが、君の
    
     庇
    ひ
    
     護
    ご下に入ったところで何ができる？　君が傭兵だというのは知っているが、だからといってベレベレム連邦相手に何ができるというんだ？』

  「在之前的战斗中，我驾驶克里希那击沉了包含旗舰在内的四艘战舰级、七艘巡洋舰级、十二艘驱逐舰，还有其他护卫舰和舰载机也多不胜数。我麾下的船和这艘黑莲花也立下了战果。」

  「先の戦いでは俺が操艦するクリシュナだけで旗艦を含む戦艦級を四隻、巡洋艦級を七隻、駆逐艦を十二隻、その他コルベットや艦載機も山程
    
     叩
    たたき落した。配下の船とこのブラックロータスでも戦果を挙げているが」

  　由于我方没有损失，从击杀率来看，贝雷贝雷姆联邦应该蒙受了让他们想翻白眼的大损失。贝雷贝雷姆联邦虽然不如帝国，但也是支配着众多星系的国家，光是我造成的损失应该不至于让国家倾覆，但也不至于可以忽视。

  　こちらの損害は無しなので、キルレシオを考えるとベレベレム連邦にしてみれば白目を
    
     剝
    むきたくなるような大損害だと思う。ベレベレム連邦も帝国ほどではないが多数の星系を支配する国家ではあるので、俺が与えた損害だけで国が傾くようなことはないだろうが、無視できるような損害でも無い筈だ。

  『好，我答应。船长，我可是很能干的。不然我也可以当你的情妇。虽然我的身材很寒酸，但寒酸的身材也有寒酸身材的魅力。别看我这样，我今年二十四岁，是合法的。』

  『よし乗った。私は使える奴だぞキャプテン。なんなら君の情婦になってもいい。貧相な身体だが、貧相な身体には貧相な身体なりの魅力があると思うぞキャプテン。これでも二十四歳だから合法だしな』

  「你是手心超高速旋转的钻头吗？居然这么积极……不过，因为这和帝国的意图有关，所以我无法向你保证，但我打算收留你。你就当作是这样吧。」

  「手の平超高速回転ドリルか？　
    
     滅
    め
    
     茶
    ちや
    
     苦
    く
    
     茶
    ちや食いついてくるじゃん……まぁ、帝国の思惑も関わってくるところだから確約は出来ないけど、俺はお前を引き取るつもりだから。そのつもりでな」

  『了解。我相信你，船长。』

  『了解した。信じているぞ、キャプテン』

  　就这样，我和104组件的第一次接触结束了。虽然搞不好会诞生比帝国航宙军更激进的贝雷贝雷姆联邦绝对杀戮女，但目前她打算在古兰坎帝国活动，所以应该不会有问题。她愿意合作也是好事。

  　こうしてユニット１０４とのファーストコンタクトは終了した。下手すると帝国航宙軍よりも過激なベレベレム連邦絶対殺すウーマンが誕生しそうだが、今のところはグラッカン帝国で活動するつもりだから問題にはならないだろう。協力的なのも結構なことだしな。

  「翔子医师，她的治疗大概要花多久时间？」

  「ショーコ先生、彼女の治療はどれくらいの時間がかかりそうなんだ？」

  「在阿雷因星系购买的高度医疗器材还有剩，如果想快点完成，也是可以加快速度。」

  「アレイン星系で購入した高度医療資材には余裕があるから、急ごうと思えば急ぐことはできるね」

  「那就请你尽可能加快治疗速度，但不要勉强。毕竟在帝都补充高度医疗器材也很容易。」

  「それじゃあ無理をしない範囲で、可能な限り急いで治療してやってくれ。帝都なら高度医療資材の補充も
    
     容易
    たやすいだろうしな」

  　许多贵族居住的帝都星系是帝国内对身体强化处置需求最高的地方。毕竟说到帝国贵族，就是指接受高度身体强化处置，使用剑进行白兵战的人。

  　多くの貴族が生活している帝都星系は帝国内で最も身体強化処置の需要が高い場所だ。帝国貴族といえば高度な身体強化処置と剣を使った白兵戦だからな。

  　需求高，也就意味着处理所需的高级医疗器材也会从帝国全境聚集而来。也就是说，姑且不论价格，至少有机会确保高级医疗器材。

  　需要が高いということは、処置に必要な高度医療資材も帝国全土から集まってくるということである。つまり、値段はともかくとして高度医療資材を確保する機会には恵まれているということだ。

  「我想大概会花很多钱哦？」

  「多分結構お金かかると思うよ？」

  「钱的话，我打飞贝雷贝雷姆联邦那帮人赚了不少。费用就记在我，应该说记在梅伊的账上吧。」

  「金ならベレベレム連邦の連中をぶっ飛ばした分がたんまりとあるさ。請求は俺の方に、というかメイに回しておいてくれ」

  「既然如此，那我就不客气了。」

  「そういうことなら遠慮なく」

  　翔子医师露出非常开心的笑容。虽然应该不至于花到几百万艾尼……不过，只要交给梅伊，一切都会顺利进行吧。毕竟她是最棒最究极的女仆小姐。

  　ショーコ先生がそれはもう
    
     嬉
    うれしそうににんまりとした笑みを浮かべる。流石に数百万エネルも使い込むことはないだろうが……まぁ、メイに任せておけば万事
    
     上
    う
    
     手
    まくことを運んでくれるだろう。何せ最高で究極のメイドさんだからな。

 
  ＃1：再访帝都

  ＃１：帝都再訪

  　瑟琳娜回到她的船，对宙贼独立舰队的旗舰莱斯塔里亚斯后，大概过了一天左右，我们通过超巨大构造物星际闸道，抵达了目的地。

  　セレナが彼女の船にして対宙賊独立艦隊の旗艦であるレスタリアスに帰ってから
    
     凡
    およそ丸一日ほど
    
     経
    たった頃、俺達は超巨大構造物であるゲートウェイを通過して目的地へと
    
     辿
    たどり
    
     着
    ついていた。

  　我们抵达的地方是古兰坎帝国的首都星系，古拉基乌斯。古兰坎帝国以整个行星都被结构体覆盖的帝都——大都市艾库梅诺波里斯为中心，拥有多个殖民卫星，是名副其实的帝国中心，也是心脏地带。

  　辿り着いた場所はグラッカン帝国の首都星系、グラキウス。惑星一つをまるごと構造体で覆ったエキュメノポリスである帝都を中心として、複数のコロニーを擁するグラッカン帝国の文字通りの中心部にして心臓部である。

  　尤其是大都市艾库梅诺波里斯的安保措施极为严格，别说未经许可尝试降落，光是试图侵入降落轨道，驻扎的帝国航宙军近卫舰队就会毫不留情地进行无警告炮击。即便对方是帝国航宙军所属的船只也不例外。

  　特にエキュメノポリスである帝都のセキュリティは厳重で、無許可での降下を試みるどころか、降下軌道に侵入する素振りを見せただけで駐屯している帝国航宙軍の
    
     近衛
    このえ艦隊から容赦のない無警告砲撃が飛んでくるほどだ。それが帝国航宙軍所属の船であっても。

  　因此，为了通过安保措施，需要办理相当繁琐的手续。不过这方面和上次一样，瑟琳娜会帮我们处理，所以我们和上次一样，在降落申请通过之前，先在古拉基乌斯塞坎达斯殖民卫星停留等待。

  　そういうわけなので、セキュリティをパスするためにはそれなりに面倒な手続きをする必要がある。まぁ、その辺は前回と同様セレナがやってくれるそうなので、俺達はこれまた前回と同じように降下申請が通るまでの間、グラキウスセカンダスコロニーに滞在して待つことになった。

  　虽然说要等待——

  　待つことになったのだが。

  「您好，希罗大人。我是您的克莉丝汀娜。」

  「どうも、ヒロ様。あなたのクリスティーナです」

  「哎……」

  「アイエェ……」

  　我们进入古拉基乌斯塞坎达斯殖民卫星港还不到一小时，浑身散发着漆黑气场的克莉丝就杀到了黑莲花。救命啊。

  　グラキウスセカンダスコロニーに入港して一時間足らずでドス黒いオーラを身にまとったクリスがブラックロータスに押しかけてきた。助けて。

  　她的名字是克莉丝汀娜・达莱恩瓦尔德。是达莱恩瓦尔德伯爵家的下任当主，现在为了继承伯爵家的家业，正在科马特星系担任总督……应该是这样才对，但不知为何她却来到了帝都古拉基乌斯。

  　彼女の名はクリスティーナ・ダレインワルド。ダレインワルド伯爵家の次期当主で、今は伯爵家の跡を継ぐための修行としてコーマット星系の総督をしている……筈なのだが、どうしてか帝都グラキウスに足を運んでいたらしい。

  　我过去曾救过她两次，她对我抱有直白的好感。

  　過去に二度ほど彼女を助けたという経緯があり、彼女からは直球の好意を向けられている。

  　不过一段时间没见，她变得好成熟啊……身高是不是比蜜蜜还高了？刚认识的时候接近妹妹头的艳丽秀发也长到了背后，原本平坦的体型也逐渐变得有女人味。

  　しかしまた
    
     暫
    しばらく見ないうちに大人っぽくなったな……背はミミよりも高くなったんじゃないだろうか？　出会った頃はおかっぱに近かった
    
     艶
    つやのある美しい髪の毛も背中のあたりまで伸びているし、ぺったんこだった体形も女性らしく変化しつつあるようだ。

  　不过，总之，能不能先把那把像是在说“我现在就要刺你”一样用双手架好的短剑收起来？好吗？我们先和平地谈谈吧。

  　でも、とりあえず、その今からあなたを刺しますと言わんばかりに両手で構えている短剣をしまおう？　な？　ここは平和的に話し合おうじゃないか。

  「刺了希罗大人之后，我也会追随您而去。」

  「ヒロ様を刺して私も後を追います」

  「无处可逃！」

  「取り付く島もない！」

  「开玩笑的……开玩笑的啦。呵呵呵」

  「なーんて……冗談です。冗談ですよ？　うふふ」

  　克莉丝笑着用指尖碰了碰短剑的剑尖，短剑的剑刃便发出“锵”的一声廉价弹簧音，缩回了剑柄里。看来是精心制作的整人玩具。我刚才好慌，真的吓到我了。

  　そう言ってクリスが笑いながら指先で短剣の先に触れると、短剣の
    
     刃
    やいばがシャコーンと安っぽいバネの音を立てて
    
     柄
    つかの中に引っ込んでいった。どうやら手の込んだジョークグッズだったらしい。焦った。
    
     流石
    さすがに肝が冷えた。

  「不过，玩弄我这样纯洁少女的纯情的坏人，被刺一两下也不能有怨言吧。希罗大人您怎么看？」

  「でも、私のようないたいけな乙女の純情を
    
     弄
    もてあそぶ悪い人は一回か二回くらい刺されても文句は言えないのではないでしょうか。ヒロ様はどう思います？」

  「你说的确实有道理，但我也不是故意的啊？」

  「
    
     仰
    おつしやることはごもっともだと思うが、
    
     止
    やむに止まれぬ事情というものがな？」

  「那我也注射同样的药剂可以吗？」

  「私も同じ薬を打ったら良いですか？」

  「你到底听到了多少……？别这样啊？」

  「どこまで聞いてるんだ……？　やめようね？」

  　克莉丝的话真的有可能会这么做，所以我先劝阻了她。这孩子做事不择手段，或者说行动过于直白。第一次保护她的时候，她也是一个人跑到我的房间。当然，是“那种”意思。

  　クリスなら本当にやりかねないので
    
     諌
    いさめておく。割と手段を選ばないというか、行動が火の玉ストレートな子だからな、この子。初めて保護した時も一人で俺の部屋に訪ねてきたりしたし。
    
     勿
    もち
    
     論
    ろん「そういう」意味で。

  　我将视线转向休息区，想向在那边观察这边情况的家伙们求助。

  　助け舟を呼ぶべく休憩スペースでこちらの様子を
    
     窺
    うかがっている連中に視線を向けてみる。

  「……咻——咻咻——」

  「……ぴゅー、ひゅひゅー」

  　蜜蜜露骨地移开视线，吹着没声音的口哨。认定她为主犯。

  　ミミは露骨に目を
    
     逸
    そらして吹けてない口笛を吹いている。主犯と認定。

  「好啊——上吧上吧——」

  「いいわよー、やれやれー」

  　废柴酒鬼废物宇宙精灵居然拿我和克莉丝的对话当下酒菜。不可原谅。

  　ポンコツ酒クズ宇宙エルフは俺とクリスのやりとりをつまみにして
    
     吞
    のんでやがる。ゆるせねぇ。

  「嗯，该说是时候该交出代价了吗？」

  「んまぁ、年貢の納め時っちゅうかなんちゅうかな」

  「再怎么说也太糟糕了吧……」

  「流石にまずいんじゃないかな……」

  　蒂娜，不要放弃啊。放弃的话，很多事就结束了。还有薇丝卡，你总是在这种时候做出常识性的判断呢。我爱你。不过不要只是看着，可以阻止她吗？

  　ティーナ、
    
     諦
    あきらめるな。諦めたらそこで色々と終了なんだよ。あとウィスカはいつもこういう時に常識的な判断をしてくれるよな。愛してる。でも見てないで止めてくれないか？

  
   [image: ]
  

  「……」

  「……」

  　为什么库姬先生笑咪咪地静观其变？你的主人有危机哦？为什么在摇尾巴？

  　どうしてクギさんはにこにこしながら静観してるんですか？　君の
    
     主
    あるじの危機だよ？　どうして
    
     尻
    しつ
    
     尾
    ぽフリフリしてるの？

  　梅伊和翔子医师不在场。一直待在104号房的翔子医师就不用说了，梅伊没有飞过来，就表示一定没有那么危险吧。没有吗？真的吗？

  　メイとショーコ先生はそもそもこの場にいない。ユニット１０４につきっきりのショーコ先生はともかく、メイが飛んでこないということはきっと
    
     然
    さ
    
     程
    ほど危険はないのだろう。ないのか？　本当か？

  「关于瑟琳娜的事，真的是迫不得已……话说，既然你知道药的事，就表示克莉丝也理解大部分的事情吧？」

  「セレナの件については本当に止むに止まれぬ事情が……というか薬の件を知ってるってことはクリスも事情の大半を理解してるよな？」

  「理解事情和我对事实感到愤慨、抗议是两回事，您不这么认为吗？希罗大人。」

  「事情に理解を示すのと、私が事実に憤慨して抗議するのは別の問題だと思いませんか？　ヒロ様」

  「是，您说得对。」

  「はい、ごもっともです」

  　我完全无法反驳。

  　ぐうの音も出ない反論であった。

  「OKOK，我明白克莉丝的愤怒了。但是还有年龄的问题吧？我可不能对未成年人出手。而且伯爵阁下也不会允许我这种佣兵和克莉丝发展成那种关系吧。」

  「ＯＫＯＫ、クリスの怒りはよくわかった。だが年齢の問題があるだろう？　流石に未成年には手を出せないからな。そもそも伯爵閣下が俺のような
    
     傭
    よう
    
     兵
    へい風情とクリスがそういう関係になるのをお許しにならないだろう」

  「只要解决年龄和祖父大人的问题就行了吧？」

  「未成年であることとお
    
     祖
    じ
    
     父
    い様のことが片付けば良いんですね？」

  「……等一下。你先冷静一下。」

  「……ちょっとタンマ。少し落ち着こうじゃないか」

  　我突然有种不祥的预感，决定阻止克莉丝。在我提到她的年龄和达莱恩瓦尔德伯爵的瞬间，我从克莉丝那双如玛瑙般美丽的瞳孔中感受到了确信胜利的光芒。

  　猛烈に嫌な予感がした俺はクリスを止めることにした。俺が彼女の年齢とダレインワルド伯爵の話を出した瞬間、オニキスのように美しいクリスの
    
     瞳
    ひとみに勝利を確信した
    
     煌
    きらめきを感じたのだ。

  「希罗大人知道我正确的年龄吗？应该不知道吧？」

  「ヒロ様は私の正確な年齢をご
    
     存
    ぞん
    
     知
    じですか？　ご存知ではないですよね？」

  　克莉丝一脸兴奋地向我问道。如果我自信满满地回答“大概是十三四岁吧？”，那就好了，但我并不记得自己调查过她的年龄。从她的体格来看，刚相遇的时候我估计她大概十二岁左右，但仔细想想，我好像没有直接问过她年龄。

  　クリスがそれはもう楽しそうにウキウキとした様子で俺に聞いてくる。ここで自信満々に十三歳か十四歳くらいだろ？　と言えれば良かったのだが、彼女の公式な年齢を調べた覚えはない。彼女の体格から出会った当初は十二歳くらいだろうと思っていたのだが、思えば彼女に年齢を直接尋ねた覚えもない。

  「其实我和蜜蜜小姐只差半年左右。您明白我想说什么了吧？」

  「実は私、ミミさんとは半年ほどしか
    
     歳
    としが離れていないんです。私の言いたいこと、わかりますよね？」

  「不能用贵族的力量蒙混过去吗……？」

  「貴族パワーで誤魔化したりとかは……？」

  「我既没有，也不可能这么做。贵族籍的信息可没那么容易就能改写」

  「してませんし、できませんよ。貴族籍の情報なんてそんな簡単に書き換えられるわけがないです」

  　克莉丝说着，把小型情报终端上显示的自己的ID给我看。确实已经成年了。原来如此。

  　そう言ってクリスは彼女の小型情報端末に表示されている彼女自身のＩＤを見せつけてきた。確かに成人済みである。なるほど。

  「我明白了。年龄的问题已经解决了，我明白了。看你的样子，应该也得到了伯爵阁下的许可吧？即便如此，我也不是那种会轻易对女性出手的男人」

  「わかった。年齢の件をクリアしているのはよくわかったよ。その様子だと伯爵閣下の了解も取り付けているんだろ？　だとしてもだ。俺はそんな軽々に女性に手を出すような男じゃないから」

  「那个，现在这艘船上除了希罗大人以外，还有几个船员来着？」

  「ええと、今この船にはヒロ様以外に何人のクルーがいましたっけ？」

  「七个吧」

  「七人かな」

  「……您和所有人都有那种关系吧？」

  「……全員とそういう関係ですよね？」

  「……是啊」

  「……そうだね」

  「能请您再说一遍刚才的话吗？」

  「もう一度先程の言葉を仰って頂けますか？」

  「……」

  「……」

  　哎呀，形势不妙啊。好，逃吧。

  　さて、旗色が悪くなってきたな。よし、逃げるか。

  　我转过身，拔腿就跑。但是，我的腰被从后面狠狠地撞了一下。是恶意的擒抱。我毫无还手之力地摔倒了。虽然我正面倒下，但还是用双手勉强保护了自己。

  　俺は振り返り、逃げ出した。しかしその俺の腰に後ろから激突してくるものがあった。悪質なタックルである。俺は
    
     為
    なす
    
     術
    すべもなく転倒した。ズベシャッ、と真正面から倒れることにはなったが両腕を使ってなんとか受け身は取った。

  「我不会让你逃走的」

  「逃しませんよ」

  「克，克莉丝……你动作变得好快啊？」

  「ク、クリス……随分素早くなったな？」

  　我转过头，看到克莉丝在我身后露出微笑。

  　振り返った肩越しにクリスがにこりと笑みを浮かべる。

  「为了成为继承人，我接受了强化手术」

  「跡取りになるためにしっかりと強化手術を受けましたから」

  「ＯＫ，我明白了，我投降。我投降了，所以让我们好好谈谈吧」

  「ＯＫわかった、降参する。降参するから話し合おう」

  　说完，我趴在地上。在克莉丝联系我的时候我就知道会变成这样了。做好觉悟吧。

  　そう言って俺は床に突っ伏した。クリスに連絡が行ってるって時点でこうなる気はしていたんだ。腹を
    
     括
    くくろう。

  ☆★☆

  ☆★☆

  「虽然瑟琳娜也是这样，但你们为什么要这么执着于我……不，我很高兴。我很高兴哦？你们这么执着于我，作为男人来说是无上的荣幸。但是，我们之间不是有很多障碍吗？身份差距，世间的看法，贵族的职责，老家的意向之类的。更进一步说，我讨厌被束缚在同一个地方，喜欢自由的佣兵生活，这不也是众所周知的事实吗？我觉得作为对象来说，你们的条件相当勉强……不，我很高兴，我很高兴。克莉丝的好意让我非常高兴。真的」

  「セレナもそうなんだが、そうまでして俺に
    
     拘
    こだわるのは……いや、
    
     嬉
    うれしい。嬉しいよ？　そうまでして求めてくれるのは男
    
     冥
    みよう
    
     利
    りに尽きるよ？　だけどこう、障害が色々と多いだろう？　身分差とか、世間体とか、貴族としての責務とか、実家の意向とかさ。更に言えば俺がひとところに縛られるのが嫌いで、自由な傭兵生活を好んでいるというのも周知の事実じゃないか。相手としてはかなり無理目だと思うんだけど……いや嬉しい、嬉しいから。クリスの好意はとても嬉しいから。本当に」

  　虽然我们在休息区面对面谈话，但我坐的沙发是单人沙发，其他人则是坐在多人沙发上，而且还是半包围我的状态，这是怎么回事？感觉好像自己是正在接受审判的被告人。

  　休憩スペースにて対面で話し合いをしているのだが、俺が座っているソファが一人がけで、他の面々が複数人がけのソファで
    
     尚
    なお
    
     且
    かつ俺を半包囲するような状態になっているのは何事なのだろうか？　なんだか裁判中の被告人か何かみたいな気分なんだが。

  「我明白希罗大人的担忧了。但是请放心。希罗大人的担忧可以说已经全部解决了」

  「ヒロ様の懸念はよくわかりました。ですがご安心ください。ヒロ様の懸念は全て解決済みと言っても過言ではありません」

  「什么意思？」

  「そのこころは？」

  「首先，关于身份差距和世俗眼光，希罗大人在获得一等星芒十字勋章——也就是黄金之星，成为名誉子爵的时候就已经没有问题了。而且我听说希罗大人在这次伊克萨马尔家的叛乱和贝雷贝雷姆联邦的侵略中，和帝国航宙军一同立下了巨大的战功。所以更没有问题了」

  「まず、身分差や世間体に関してですが、ヒロ様が一等
    
     星
    せい
    
     芒
    ぼう十字勲章──つまりゴールドスターを受勲して名誉子爵となった時点で問題ありません。それに、伝え聞いた話では今回のイクサーマル家の造反とベレベレム連邦の侵攻においても帝国航宙軍と共に大きな戦功を挙げられたとか。一層問題ありませんね」

  「原，原来如此。但是你要我履行贵族的职责，我可做不到啊？」

  「な、なるほど。でも俺に貴族の責務を果たせと言われても無理だぞ？」

  「这一点请不必担心。贵族的职责由我来履行。祖父大人也是为了这个目的才锻炼我的。也就是说，祖父大人不是从外面招赘女婿来管理伯爵家，而是决定让我继承伯爵之位，让我来管理伯爵领地的时候，就已经打算让希罗大人成为我的伴侣了」

  「その点はご心配なく。貴族としての責務は私が果たします。そのためにお祖父様も私を鍛えてくださっているのです。つまり、お祖父様は
    
     余
    よ
    
     所
    そから婿を取って伯爵家の運営を任せるのではなく、私自身に伯爵位を継がせ、伯爵領を切り盛りさせると決めた時点で、既に私の
    
     伴
    はん
    
     侶
    りよとしてヒロ様を婿に取る心づもりでいたのです」

  「什，什么……真，真的吗？」

  「な、なん……ま、マジで？」

  　克莉丝自信满满地点头肯定了我的话。这可真是吓了我一跳。不过仔细想想，克莉丝虽然年纪尚小，但要开始接受贵族家主的教育的话，现在确实有点晚了。所以把星系总督交给她，让她在实际工作中学习如何经营领地，确实有点不自然。

  　俺の言葉にクリスが自信満々で
    
     頷
    うなずく。流石にこれはたまげた。いや、まぁ、確かによく考えれば年端もいかない、とはいえ貴族家の当主としての教育を始めるには少し時期を逸しているであろうクリスに星系の総督を任せ、領地運営について現場で学ばせるというのは若干不自然だったかもしれない。

  　如果是为了让克莉丝学习如何经营领地，那还不如招个有经验的贵族子弟入赘，让克莉丝辅佐他，这样更稳妥，克莉丝也不用那么辛苦。

  　それならばしっかりと領地運営を学んだ貴族の子弟を婿として迎え、クリスにその補佐をさせたほうが確実だし、苦労も少なかったことだろう。

  　但是，那个严谨的达莱恩瓦尔德伯爵，从一开始就打算让我成为克莉丝的丈夫吗……？虽然难以置信，但也不是完全说不通。

  　しかし、あの謹厳なダレインワルド伯爵が
    
     殆
    ほとんど最初から俺をクリスの婿にするために動いていたというのか……？　信じがたい話だが、
    
     辻
    つじ
    
     褄
    つまが合っていないというわけでもない。

  「而且我不会束缚希罗大人的。只要您愿意回到我身边，我就满足了。希罗大人的梦想是在安全的行星居住地建房子，悠闲地生活对吧？那我可以提供达莱恩瓦尔德伯爵领地内的任何土地，而且达莱恩瓦尔德伯爵领地的安全等级比邻近星系都要高得多。今后我也不打算降低安全等级。而且，通常要在行星上居住需要一级市民权，但只要是在达莱恩瓦尔德伯爵家的领地内，都可以通融」

  「それに私はヒロ様を縛り付けたりはしません。私のところにちゃんと帰ってきてくれるなら、それで良いんです。ヒロ様の夢は安全な惑星上居住地に家を建ててのんびりすることですよね？　それならダレインワルド伯爵領のどこにでも土地を提供できますし、ダレインワルド伯爵領のセキュリティレベルは近隣星系と比べても大変に高いものです。これからもセキュリティレベルを落とすつもりはありません。それに、惑星上に住むとなれば通常は一等市民権などが必要になりますが、ダレインワルド伯爵家の領地内であればいくらでも融通が利きます」

  「克莉丝确实知道我所有的愿望……那——」

  「確かにクリスなら俺の望むことは全てわかってるよな……それなら──」

  「等一下——————！不准偷跑！」

  「ちょっと待ったぁーーーーーーッ！　抜け駆けは許しませんよ！」

  「啧」

  「ちっ」

  　几件事同时发生了。

  　いくつかの事が同時に起こった。

  　首先，瑟琳娜伴随着一声大喊冲进了休息区。然后我被从侧面飞来的空中擒抱给撞飞，和瑟琳娜一起从沙发上摔了下去。接着我听到了某人的咂舌声。难道是克莉丝吗？

  　まず、大声とともにセレナが休憩スペースに駆け込んできた。そして空中タックルを横合いから受けた俺はセレナ
    
     諸
    もろ
    
     共
    ともソファの上から吹っ飛んだ。更に誰かの舌打ちが聞こえた。もしやクリスだろうか？

  　再加上，休息区里陆续涌进了许多人。一名少女带着腰间佩剑的女性近卫骑士，她的脸我非常熟悉。具体来说，和蜜蜜一模一样。

  　加えて、休憩スペースにぞろぞろと人がなだれこんできた。腰に剣を
    
     佩
    はいた女性近衛騎士を引き連れた少女の顔はとても見覚えのあるものであった。具体的に言うと、ミミと
    
     瓜
    うり
    
     二
    ふたつだ。

  「到此为止！这场争执就由皇帝陛下的孙女，我露西亚达来接管！」

  「そこまでです！　この争いは皇帝陛下の孫、このルシアーダが預かります！」

  　已经乱成一团了！谁来救救我啊！

  　もう
    
     滅
    め
    
     茶
    ちや
    
     苦
    く
    
     茶
    ちやだよ！　誰か助けてくれ！

 
  ＃2：古板的公主们

  ＃２：こうきなおひめさまたち

  「首先我想问一下，为什么皇女殿下会来突袭我们的船？」

  「とりあえず最初に聞きたいんですがね。どうして皇女殿下がうちの船に突撃してきてるんですか」

  「说来话长，所以我就长话短说吧。我在和霍尔斯侯爵千金面谈的时候，她的部下联系了我，我听了事情的经过后，觉得非常有趣——需要仲裁，所以我就赶过来了。」

  「話せば長くなるのでごく簡潔に言うと、ホールズ侯爵令嬢との面談中に彼女の部下から連絡が来て、事情を聞いてみるととても面白そ──仲裁が必要な案件だと思ったので、駆けつけました」

  「你刚才差点说有趣对吧？」

  「今面白そうって言いかけたよな？」

  　我瞪了她一眼，露西亚达皇女殿下就露出了皇室的微笑。这家伙……果然是那个混蛋皇帝的孙女！

  　俺がジト目を向けると、ルシアーダ皇女殿下はにっこりとロイヤルなスマイルをお浮かべになられた。こいつ……やはりあのファッキンエンペラーの孫だな！

  「希罗阁下，你对皇女殿下用这种语气说话，不会太不敬了吗？」

  「ヒロ殿、皇女殿下にその言葉遣いは不敬ではありませんか？」

  　之前在训练中被我打得落花流水的近卫骑士伊索尔蒂上前一步抗议，但我无视了她的抗议。

  　前に訓練でボコボコにしたことのある
    
     近衛
    このえ騎士のイゾルデが一歩前に出て抗議してきたが、俺はその抗議を
    
     一
    いつ
    
     蹴
    しゆうした。

  「这里是我的船。不管是皇女殿下还是皇帝陛下，谁都不想待的话，可以请他出去。然后，有个词让我很在意……瑟琳娜，你该不会让部下监视我的船吧？」

  「ここは俺の船だ。皇女殿下だろうが皇帝陛下だろうが誰であろうが、嫌なら出ていってもらって結構。で、気になるワードがあったんだが……セレナ、まさか俺の船を部下に監視させていたのか？」

  「这、这个……我听说那边的黑心猫会联系你，所以为了以防万一……」

  「そ、それは……そこの黒い泥棒猫に連絡が行っているということは聞いていたので、念のためにですね？」

  「只是发生过一次关系就束缚得这么紧吗？而且还让部下监视。这不叫滥用职权吗？」

  「一度関係を持っただけで随分な束縛のしようですね？　しかも部下に監視までさせて。それは職権濫用というものでは？」

  　克莉丝对语无伦次的瑟琳娜发起攻势。天哪，好可怕。

  　しどろもどろに弁明をするセレナにクリスが仕掛ける。やだ、こわい。

  「我只是私下拜托了非值班的部下，所以不算滥用职权。这是为了保护希罗不被毫无关系的恶毒贵族伤害的紧急措施。还有，不是只发生过一次关系。他更加疼爱我了」

  「非番の部下にごく個人的に頼み込んだものですから、職権濫用にはあたりません。ヒロを何の関係もない赤の他人の
    
     悪
    あく
    
     辣
    らつ貴族から守るための緊急措置です。あと一度じゃないですー。もっとたくさん
    
     可愛
    かわいがってもらってますー」

  「呃……你……！」

  「ぐっ……このっ……！」

  　瑟琳娜也回应了克莉丝的攻势，两人视线碰撞出火花。明明没有灵能的力量在起作用，却有一股难以言喻的紧迫感和压迫感涌来。感觉好像能看到克莉丝和瑟琳娜背后有黑豹和老鹰在互相威吓的幻影。好可怕。

  　セレナもクリスの仕掛けに応じ、互いの視線が火花を散らす。サイオニック的な力は何も働いていない
    
     筈
    はずなのだが、何とも言えぬ緊迫感というか圧迫感が押し寄せてくる。なんかクリスとセレナの背後に威嚇し合う
    
     黒
    くろ
    
     豹
    ひようと
    
     鷹
    たかの幻影が見える気がする。とてもこわい。

  　而露西亚达皇女殿下则一脸愉快地望着这幅景象。她的眼睛都闪闪发光了。喂，你不是来仲裁的吗？什么都不做的话能不能回去啊？

  　そしてルシアーダ皇女殿下はその様子を楽しそうに眺めている。もう目がキラッキラしてる。おい、あんた仲裁しに来たんじゃねぇのかよ。何もしないなら帰ってくんねぇかな？

  　可能是从我的视线中感受到了我的想法，露西亚达皇女殿下一瞬间露出了「啊」的表情，然后清了清嗓子。掩饰也没用哦？我全都看到了哦？

  　そんな俺の感情が視線から伝わったのか、ルシアーダ皇女殿下は一瞬だけ「あっ」みたいな顔をした後にゴホンと
    
     咳
    せき
    
     払
    ばらいをした。取り繕っても駄目だからね？　俺、全部見てたからね？

  「好了，你们两个都到此为止。你们两个都喜欢同一个人，所以不可以吵架哦」

  「はい、二人ともそこまでです。二人とも同じ相手を
    
     想
    おもっているのですから、
    
     喧
    けん
    
     嘩
    かなどしてはいけませんよ」

  　明明刚才还两眼放光地看戏，现在还好意思说这话？　这么想的肯定不止我一个。虽然谁都没有说出口。

  　今まで目をキラキラさせてその様子を見ていたのにどの口が言うのか？　と思ったのは俺だけではあるまい。誰も何も言わないけど。

  「说到底，我觉得你们两个争这个没有意义。你们两个应该都没有想要独占船长希罗吧？」

  「そもそも、二人が争うのは不毛だと私は思います。別に二人ともキャプテン・ヒロを独占しようと考えているわけではないのでしょう？」

  「这个嘛……」

  「それは、まぁ……」

  「是啊……」

  「そうですね……」

  　瑟琳娜和克莉丝不情不愿地承认了露西亚达皇女殿下的发言。独占我的话，就等于不承认我和蜜蜜她们的关系。这我可不能坐视不管。如果她们无论如何都要独占我，那我有必要考虑和她们分手。

  　セレナとクリスが渋々といった様子でルシアーダ皇女殿下の発言を認める。俺を独占するということは、俺とミミ達との関係も認めないということになる。それは
    
     流石
    さすがに俺としても看過できない。どうしてもというなら付き合いを考えさせてもらう必要がある。

  「既然如此，那顺序不就自然定下来了吗？你们争来争去只会让船长希罗为难，让他心生厌烦」

  「それなら、争うまでもなく序列は決まっているでしょう？　争ってもキャプテン・ヒロを困らせて、彼の心が離れていくだけですよ」

  　露西亚达皇女殿下露出了仿佛背后有圣光的皇家微笑，但遗憾的是，我已经看惯了蜜蜜的尊容，所以这对我没什么效果。比起这个，我更在意看到露西亚达皇女殿下的皇家微笑后，正在捏自己脸颊的蜜蜜。你不用勉强模仿哦？

  　ニッコリと後光でも差してきそうなロイヤルスマイルだが、残念ながらルシアーダ皇女殿下のご尊顔はミミで見慣れているからな。俺にはそこまで効果がない。それよりもルシアーダ皇女殿下のロイヤルスマイルを目の当たりにして自分のほっぺをむにむにしているミミの方が気になる。無理に
    
     真
    ま
    
     似
    ねしなくて良いからね？

  「啊——我们只是闹着玩而已，不会因为这样就心生厌烦。而且我们之间根本不需要争，顺序早就定好了。话说顺序是什么顺序？」

  「あー、まぁ多少じゃれ合う程度でそんな心が離れるなんてことはないけれども。争うまでもなく序列が決まってるってのは？　というか序列って何の序列だ？」

  「那当然是作为你妻子的顺序。在你娶的妻子中，谁是正室，谁是侧室。顺便一提，如果按照贵族和皇族的常识来考虑，正室的宝座应该由克莉丝汀娜・达莱恩瓦尔德下任女伯爵来坐，侧室的首席是瑟琳娜・霍尔斯侯爵千金，次席是艾尔玛・威尔罗斯子爵千金。侯爵和伯爵基本上是侯爵的地位更高，这一点也适用于子女。但是，先不说作为军人，作为贵族，克莉丝汀娜小姐是正式拥有贵族地位和领地的贵族，而瑟琳娜小姐是无位无冠的贵族。所以妻子的顺序在那个时候就已经确定了。」

  「それは
    
     勿
    もち
    
     論
    ろんキャプテン・ヒロ、あなたの妻としての序列です。あなたが
    
     娶
    めとった妻の中で、誰が正室で誰が側室なのか、ということですね。ちなみに貴族や皇族の常識で考えるのであれば、正室の座に
    
     相応
    ふさわしいのがクリスティーナ・ダレインワルド次期女伯爵、側室の筆頭がセレナ・ホールズ侯爵令嬢、次席がエルマ・ウィルローズ子爵令嬢ということになるでしょう。侯爵と伯爵では基本的には侯爵の方が地位は上です。これは子女にもそのまま適用されます。しかし、軍人としてはともかく貴族としては無位無冠のセレナ嬢に対し、クリスティーナ嬢は正式に貴族位と領地を持つ貴族となるわけですから。その時点で妻としての序列はもう決まっているということですね」

  　我一边安静地听着露西亚达皇女殿下滔滔不绝的长篇大论，一边在脑海中咀嚼着她所说的内容。

  　ルシアーダ皇女殿下の長広舌を大人しく聞きながら、その内容を頭の中で
    
     咀
    そ
    
     嚼
    しやくする。

  　这并不是什么复杂的事情。将来会成为女伯爵的克莉丝，作为贵族的地位是最高的。其他人的顺序是按照父母的爵位来决定的。蜜蜜、蒂娜和薇丝卡这些与贵族世界无缘的孩子们则排在她们下面。

  　難しい話ではない。将来的に女伯爵になるクリスの貴族としての地位が一番高くなる。他は親の爵位に従って順位が決まる。ミミやティーナ、ウィスカなど貴族の世界とは無縁の子達はその下というわけか。

  「露西亚达皇女殿下能明确裁定并事先平息纠纷，我是很感激，但这种排序对我而言有点……？」

  「ルシアーダ皇女殿下がはっきりと裁定して
    
     諍
    いさかいを事前に収めてくれるのはありがたいんだが、俺としてはそういう順位をつけるみたいなのはちょっとね……？」

  「不愧是身边有下任女伯爵和侯爵千金，一共八名——不，九名女性的人，说的话就是不一样」

  「流石、次期女伯爵と侯爵令嬢まで入れて八人──いえ九人も女性を囲う人の言うことは一味違いますね」

  　露西亚达皇女殿下说完再次露出满面笑容。顺带一提，守在她两侧和背后的女性近卫骑士们正用看着垃圾或害虫的视线盯着我。好难受。

  　ルシアーダ皇女殿下がそう言って再び満面の笑みを浮かべてみせる。ちなみに彼女の両脇と背後を固めている女性近衛騎士の皆さんからはゴミとか不快害虫でも見るような視線を向けられている。とてもつらい。

  　不过她说到八名时瞥了梅伊一眼，看来是这个意思。在古兰坎帝国，机械智慧姑且是有人权的，但事情似乎没那么简单。

  　しかし八人と言いかけてチラッとメイに視線を向けたのはそういうことなんだろうな。グラッカン帝国において機械知性は一応人権を認められている筈なんだが、そう簡単な話でもないらしい。

  「家庭内部的事情请随意。这终究只是作为帝国贵族的形式上的问题。话说回来，看来你终于要到交待的时候了」

  「ご家庭内での話はお好きにしてくださって結構ですよ。あくまでもこれは帝国貴族としての形式上の話ですから。ところで流石の
    
     貴方
    あなたもそろそろ年貢の納め時のようですね」

  「交待……？」

  「年貢の納め時……？」

  「这是当然的。先不说自己离家出走，隐瞒身份以佣兵身份活动的威尔罗斯子爵千金，你和霍尔斯侯爵千金的关系是无法推脱的」

  「それはそうでしょう。自分で家を飛び出して身分を隠して
    
     傭
    よう
    
     兵
    へいとして活動していたウィルローズ子爵令嬢に関してはともかく、ホールズ侯爵令嬢と関係を持った件に関しては言い逃れはできないでしょうし」

  「啊啊，是这件事啊。我不会逃跑的。毕竟都约好了。不过，如果克莉丝也加入的话，我也不可能掌握调整的主导权……」

  「ああ、そういう。別に逃げはしないよ。そういう約束だし。とはいえ、クリスもとなるとその調整に関して俺が手綱を握るのは不可能ではあるな……」

  　听到我说不会逃跑，瑟琳娜和克莉丝听到我说克莉丝也加入后，各自露出灿烂的表情。毕竟她们俩都露出有点不安的表情。

  　逃げはしないという俺の言葉を聞いてセレナが、そしてクリスもという俺の言葉を聞いてクリスがそれぞれ顔を輝かせる。二人ともちょっと不安そうな顔をしていたものな。

  「不过，我也有不能退让的底线。首先，我不能接受会破坏我们目前关系的提议。这个佣兵团……虽然自己说有点厚脸皮，但这是以我这个男人为中心，聚集了有才能的女性们所组成的家庭，或者说是氏族。当然，如果把位于中心的我拉进贵族家，这个氏族就会瓦解。我不能接受这种事。」

  「ただ、俺にも譲れないラインはある。まず、今の俺達の関係を崩すような話は受け入れられない。この傭兵団は……自分で言うのも
    
     烏
    お
    
     滸
    こがましいが、俺という男を中心に才能ある女性達が集まってできた一つの家族、あるいは
    
     氏族
    クランだ。当然、中心にいる俺を取り上げて貴族家に組み込めば、この氏族は崩壊する。それは受け入れられない」

  　我看着瑟琳娜和克莉丝的脸，像是在说服她们般说道。

  　俺はセレナとクリスに言い聞かせるようにそれぞれの顔を見ながらそう言った。

  「还有，我也不打算放弃作为佣兵的活动。如果不能接受这两点，那很遗憾，希望你们放弃我。如果无论如何都不能接受这两点，无论如何都要剥夺我的自由，那我无论如何都会全力抵抗，甚至不惜逃到天涯海角。当然，为了不发生那种危险的事情，我会尽可能地让步」

  「そして、俺は傭兵としての活動をやめるつもりもないってことだ。この二点が
    
     吞
    のめないというなら、残念だが俺のことは
    
     諦
    あきらめてほしい。もしこの二点について何が何でも受け入れられない、どうあっても取り上げるというなら俺は何がどうなろうと全力で
    
     抗
    あらがうし、何ならどこまででも逃げる。無論、そんな物騒なことにならないように譲歩できるところは最大限譲歩するけどな」

  「谢谢。祖父大人对希罗大人的情况非常了解，所以不用担心这方面的事情」

  「ありがとうございます。お
    
     祖
    じ
    
     父
    い様はヒロ様のことをよくわかっておいでですから、その辺りはご心配なさらずとも大丈夫です」

  　克莉丝微笑着说道，而瑟琳娜则露出了苦涩的表情。

  　そう言ってクリスは
    
     微笑
    ほほえんだが、それとは対照的にセレナは
    
     苦
    にが
    
     虫
    むしを
    
     嚙
    かみ
    
     潰
    つぶしたような表情をしていた。

  「我会尽最大努力避免这种情况发生」

  「そのようなことにならないように最大限の努力はします」

  「没什么，如果真的发生了，就让元凶挥舞大刀吧。对吧，露西亚达皇女殿下？」

  「なに、いざとなったら元凶に
    
     大
    おお
    
     鉈
    なたを振るってもらうさ。なぁ、ルシアーダ皇女殿下？」

  　被我搭话的露西亚达皇女殿下装傻似地歪了歪头。

  　俺に水を向けられたルシアーダ皇女殿下がとぼけるかのように首を
    
     傾
    かしげる。

  「我吗？」

  「私ですか？」

  「这次，不是有个人把我和瑟琳娜扔进了那种可疑的地方吗？我是在说，如果真的发生了什么，就让那个人来想办法。虽然说真的，那只是在最后的最后，走投无路时的最终手段。反正那个人应该全部都掌握了吧？话说回来，露西亚达皇女殿下在这个时间点出现在古拉基乌斯塞坎达斯殖民卫星，也是那个人的安排吧」

  「今回、あんな
    
     胡
    う
    
     散
    さん
    
     臭
    くさい場所に俺とセレナを放り込んだ御方がいるだろう？　いざとなればその御方に骨を折ってもらうぞって言ってるんだよ。本当に最後の最後、にっちもさっちも行かなくなった時の最終手段としてだけどな。どうせ全部把握してるんだろ？　というか、そもそもルシアーダ皇女殿下がこのタイミングでグラキウスセカンダスコロニーにいるのもあの御方の差し金だろ」

  「怎么会，只是偶然。我们刚结束对地方的视察，正要返回帝都」

  「まさか、偶然ですよ。地方への視察を終えて帝都に帰ってきたところだったんです」

  「是这样吗」

  「左様ですか」

  　绝对是骗人的。不，对地方的视察应该是有的，但本来应该在帝都——在严密警备下的埃库梅玻利亚——的皇城里的露西亚达皇女殿下在这个时间点介入，绝对不是偶然。这应该也是那个Fucking Emperor的一步棋。我和那家伙所看到的观点本身相差太大，所以完全不知道这意味着什么。

  　絶対に
    
     噓
    うそだ。いや、地方への視察はあったのだろうが、本来帝都──厳重な警備下にあるエキュメノポリス──の帝城にいるのが自然な筈のルシアーダ皇女殿下がこのタイミングで介入してくるのは絶対に偶然じゃない。これもあのファッキンエンペラーの指した一手だと見るのが妥当だ。俺とあの野郎とでは見えている視点そのものが違いすぎるから、どんな意味のものなのかはまったくわからんがな。

  「不管怎么说，都是在到达帝都之后的事吧。啊，伯爵是留在这个殖民卫星吗？那应该去打个招呼吧」

  「何にせよ帝都に降りてからの話でしょう。ああ、伯爵はこのコロニーに滞在してるのか？　なら
    
     挨
    あい
    
     拶
    さつには行くべきだろうが」

  「不，祖父大人在领地。这边只有我和几名随从」

  「いえ、お祖父様は領地にいます。こちらには私と供の者が数名です」

  「这样啊。能稍微放松一下吗？」

  「そうか。少しはゆっくりできるのか？」

  「是的，我向祖父大人稍微任性了一下，得到了休假」

  「はい、お祖父様に少しだけ
    
     我
    わが
    
     儘
    ままを言ってお休みを
    
     貰
    もらってきたんですよ」

  　克莉丝一边说着一边高兴地蹭了过来。嗯，虽然还是一如既往的可爱……但她在很多方面都成长了。所以，该怎么说呢，有点不知道该怎么对待她了。如果是刚相遇的时候，我可能会摸摸她的头，但她现在已经是出色的淑女了。

  　クリスがそう言いながら
    
     嬉
    うれしそうに擦り寄ってくる。うん、相変わらず可愛いんだが……色々と成長しているからな。少しこう、扱いに困るな。出会った頃なら頭の一つも
    
     撫
    なでていたのかもしれないが、もう立派な淑女だし。

  「那真是太好了。瑟琳娜……你其实没有时间在这种地方玩吧」

  「そいつは重畳。セレナは……こんなところで遊んでいる暇は本当は無いんだろうな」

  「嗯，那个……我姑且是处于负责接待露西亚达皇女殿下的状态」

  「まぁ、その……一応ルシアーダ皇女殿下の接待を務めさせていただいている状態ですね」

  「所以你就带着接待对象来黑莲花突击了吗？你在做什么啊……？」

  「それでその接待相手を引き連れてブラックロータスに突撃してきたのかよ。何してんの……？」

  「因为我也很乐——很认同这件事」

  「そこは私も楽し──納得していることですから」

  「你不用再勉强自己隐瞒了……反正已经谈完了，回去吧」

  「もう無理に隠そうとしなくていいよ……もう話し合いも終わったし、帰ってね」

  　我一边说着一边用鄙视的眼神看向她，露西亚达皇女双手合十，放在左脸颊上，微微一笑。这是无与伦比的装可爱撒娇姿势。心机也该有个限度。

  　そう言ってジト目を向けると、ルシアーダ皇女は両手を合わせ、左頰に添えてにっこりと笑った。これ以上無いほどのぶりっ子おねだりポーズである。あざといにも程がある。

  「我听说这艘船上有个很有趣的孩子。请务必让我见见」

  「風の
    
     噂
    うわさで聞いたのですが。なんだか面白い子がこの船に乗っていると。是非会ってみたいです」

  「……喂」

  「……オイ」

  　我瞪着瑟琳娜，不，是瑟琳娜上校。

  　俺はセレナを、いやセレナ大佐を
    
     睨
    にらみつけた。

  「您都拿出皇室特权了，我还能怎么办……？」

  「流石に帝室特権を振りかざされるとですね……？」

  「……唉。梅伊，能确保安全吗？」

  「……はぁ。メイ、安全は確保できるか？」

  「是的，主人。她已经完全被隔离在了网络之外，没有问题。」

  「はい、ご主人様。彼女はネットワークから完全に遮断されているので問題ありません」

  「听到了吗。如果您愿意自己承担责任，那我就给您介绍吧，皇女殿下。」

  「だそうで。自己責任ってことで良ければご紹介致しますよ、皇女殿下」

  「那可真是侥幸。那么就拜托您带路了。」

  「それは
    
     僥
    ぎよう
    
     倖
    こうですね。ではエスコートをお願いします」

  　皇女殿下脸上带着非常开心的笑容说道。随你便吧。

  　とても楽しそうな笑みを浮かべたまま皇女様はそう言った。もう好きにしてくれ。

  ☆★☆

  ☆★☆

  「典型的公主，以及一大群同样典型的女骑士……船长，你都有我了，这样是不是太花心了？」

  「絵に描いたようなお姫様に、沢山のこれまた絵に描いたような女騎士……キャプテン、私というものがありながらダイナミックすぎないか？」

  　104小队看到我和露西亚达皇女殿下一行人，突然就来了一句。什么叫都有我了啊。虽然我的确说过要收留你。

  　俺とルシアーダ皇女殿下御一行を目にしたユニット１０４がいきなりぶっこんでくる。私というものがありながらってなんだよ。確かに引き取るつもりだとは言ったけどさぁ。

  　话说，你已经从医疗舱里出来了，还看着我这边，用自己的声音说话了。从医疗舱里用传感器看外面，用合成音说话，那都是仅仅一天前的事啊。身体恢复得这么明显，吓死我了。翔子医师真的没有乱来吧？

  　というか、もう医療ポッドから出てるし、ちゃんとこっちを見てるし自分の声で
    
     喋
    しやべっている。医療ポッドの中からセンサーで外を見て合成音声で喋ってたの、ほんの丸一日くらい前の話だぞ。体調回復の進行が著しくてビビるんだが。ショーコ先生、本当に無茶をしていないんだろうな？

  「都不知道该从哪里吐槽了……话说，你恢复得也太快了吧？」

  「もうどこから突っ込んだら良いかわかんねぇよ……つか回復早いな？」

  「你想往哪里捅都行……不对，要是突然坏掉就麻烦了，还是请你再等一下吧？身体状况方面多亏了医生的治疗。」

  「どこに突っ込んでくれても良い……いや、いきなり壊れたら困るからもう少し待ってもらおうかな？　体調に関してはドクターのお陰だよ」

  「那就好，不过你的词汇有点下流，是跟贝雷贝雷姆联邦军的士兵们学的吗？总之，这位是古兰坎帝国皇帝陛下的外孙女，皇太子殿下的女儿，也就是皇女殿下露西亚达皇女殿下，你要是太无礼的话会被砍头哦。会被你身后的近卫骑士大姐们砍头哦。」

  「そいつは良かったが、お前さんの
    
     語
    ご
    
     彙
    いが若干お下品なのはアレか？　ベレベレム連邦軍の兵士どもから学習したせいか？　とりあえず、こちらはグラッカン帝国の皇帝陛下のお孫さん、皇太子殿下の娘さん、つまり皇女殿下であらせられるルシアーダ皇女殿下だから、あまり無礼を
    
     晒
    さらすとポーンだぞ。後ろの近衛騎士のお姉様がたにポーンされるぞ」

  　我一边说，一边用食指摸了摸自己的脖子。

  　そう言いながら俺は人差し指の先で自分の首元を撫でる。

  「船长，那个……真的吗？」

  「キャプテン、それはその……本当に？」

  「你是指哪件事？虽然不知道你在说什么，但露西亚达皇女殿下是真的。至于近卫骑士大姐们会不会真的砍你的头，就看她们的心情了。」

  「どれについて本当に？　と言っているのかわからんが、ルシアーダ皇女殿下に関しては大マジだぞ。近衛騎士のお姉様がたが本当に首をポーンするかどうかは彼女達次第だが」

  　我一边说，一边看向女性近卫骑士们，她们露出非常不情愿的表情。不管怎么说，她们都不可能因为这种程度的失言就砍人吧。

  　と言いつつ女性近衛騎士の皆様に視線を向けると、彼女達からはとても不本意そうな表情を向けられた。いくらなんでもこの程度の失言で人を斬るわけがないだろうという顔だ。

  　不过，如果她们真的气到砍向104号单元的话，我会阻止她们的。虽然我现在手无寸铁，但用念动力压制她们还是很容易的。

  　まぁ、もし彼女達が激怒してユニット１０４に斬りかかったりしたら俺が止めるけどな。今の俺は丸腰だが、それでも彼女達を念動力で制圧するのは
    
     容易
    たやすいことだし。

  「看来……不是蜜蜜的cosplay呢。咦咦……？船长，如果这是真的，那你到底有什么门路啊？还有我没见过的大小姐在呢。」

  「ミミのコスプレじゃ……ないようだね。えぇ……？　キャプテン、それが本当だとすると、一体君はどういうコネクションを持っているんだい？　見覚えのないご令嬢もいるし」

  　104号单元这么说着，缓缓地将视线转向克莉丝和瑟琳娜。趁这个机会，也介绍一下她们吧。

  　そう言ってゆるゆるとユニット１０４が視線を向けた先には、クリスとセレナがいる。この際だから彼女達についても説明するとしよう。

  「这位是克莉丝汀娜・达莱恩瓦尔德，下任女伯爵。而这位是在你被击破的战斗中负责指挥的帝国航宙军上校，瑟琳娜・霍尔斯侯爵千金。」

  「こちらはクリスティーナ・ダレインワルド次期女伯爵、そしてこっちがお前さんが撃破された戦闘で指揮を執っていた帝国航宙軍大佐のセレナ・ホールズ侯爵令嬢だ」

  「这可真是……难道说，她们全都是船长的这个吗？」

  「それはそれは……もしかしてなんだけど、全員キャプテンのコレなのかい？」

  「我不知道你所谓的『这个』是指什么。不过，我先声明，我可没有不知天高地厚到敢对皇女殿下出手。」

  「コレっていうのがドレなのかわからんな。ただ、俺は皇女殿下に手を出すような身の程知らずではないとだけ言っておく」

  　皇女殿下，您为什么露出那种「诶？」的表情呢。就算您鼓起脸颊也不行。虽然很可爱，但皇女殿下这么做还是不太好吧。从常识上考虑。还有各位近卫骑士，不要用那种品评的眼神看我。能买下这种船的经济实力……嗯。不是这样的。克莉丝开始释放黑暗气场了，所以请住手。还有瑟琳娜好像也在低吼。

  　皇女殿下、どうしてそんな「えー？」みたいな顔してるんですか。頰を膨らませても駄目です。可愛いけど流石に皇女殿下は無理でしょう。常識的に考えて。あと近衛騎士の皆様、品定めするような目を向けるのはやめてください。こんな船を買えるような経済力があるのは……ふむ。じゃないんですよ。クリスが暗黒オーラを放ち始めているのでやめてください。あとセレナもなんかガルルしてるんで。

  「那么皇女殿下，您已经看够了吧？正如您所听到的，她是个不太会说漂亮话的家伙，所以请在她失礼之前——」

  「それで皇女殿下、もうひと目見て満足されましたかね？　聞いての通りあまりお上品なことが言えない
    
     奴
    やつなんで、失礼をする前に──」

  「真是有趣的女孩。她叫什么名字？」

  「面白い
    
     娘
    こですね。名前はなんと言うのですか？」

  「——好像是104组件。除此之外，她还被称为『罐头』和『废柴』」

  「──ユニット１０４だそうです。それ以外には『缶詰』や『ポンコツ』と呼ばれていたそうで」

  「哎呀，邻国的人们难道没有命名的品味吗？如果是我，就会叫她小白」

  「まぁ、隣国の方々はネーミングセンスというものが無いのでしょうか？　私ならシロちゃんと呼びますけど」

  「啊，是」

  「アッハイ」

  「船长，她果然是在cosplay蜜蜜吧？」

  「キャプテン、やっぱりミミのコスプレだったりしない？」

  　小白这个昵称和蜜蜜取的一样，其实这个称呼已经在舰内的船员之间传开了。除了我和梅伊和翔子医师以外。顺便说一下，104组件对此很不服气。

  　シロちゃんという愛称はミミがつけたものと同じで、実はそれが艦内のクルー達の間に浸透しつつある。俺とメイとショーコ先生以外にだが。ちなみにユニット１０４は不服げである。

  「开玩笑的。因为这名字太直白了。我想想……你的皮肤就像雪一样白，就叫涅薇如何？」

  「冗談ですよ。あまりに安直すぎますからね。そうですね……
    
     貴女
    あなたは雪のように真っ白ですし、ネーヴェというのはどうでしょう？」

  「涅薇吗……听起来还不错。我觉得挺好的。」

  「ネーヴェ、ほう……語感も悪くないな。俺は良いんじゃないかと思うが」

  「涅薇吗。嗯，不错。比小白好太多了。能得到皇女殿下的赐名，真是光荣。等我顺利成为船长的船员之后，我一定会为了古兰坎帝国和皇女殿下，将贝雷贝雷姆联邦的混账和宇宙垃圾般的宙贼们化为宇宙的尘埃。」

  「ネーヴェか。うん、悪くない。シロちゃんよりはずっと良いね。皇女殿下に名前を賜るなんて光栄だ。無事キャプテンのクルーになれた暁には、グラッカン帝国と皇女殿下のために喜んでベレベレム連邦のクソ野郎どもと宙賊のゴミカスどもを宇宙の
    
     藻
    も
    
     屑
    くずにさせて頂くよ」

  「那还真是可靠。我会衷心祈祷你能顺利成为船长的船员。话说回来，涅薇真是可爱呢。就像洋娃娃一样。」

  「それは頼もしいことですね。そうなってくれるように心からお祈りしておきます。それにしても、ネーヴェは可愛らしいですね。お人形さんみたいです」

  「是吗？其实我还没看过自己的脸。因为直到刚才，我才能不使用机械式的光学感应器，直接获取视觉情报。」

  「そうなのだろうか？　実はまだ自分で自分の顔を見たことがないんだ。機械的な光学センサーを使わずとも視覚情報を拾えるようになったのは、つい先ほどのことでね」

  　和外表一样，声音有些稚嫩的104组件——不，涅薇一边这么说，一边看着自己的白皙双手。毕竟她一直被塞在金属罐里，透过植入脑内的芯片来获取外界的信息。当然，她不可能知道自己的外表。

  　見た目通りの少し幼げな声でユニット１０４──いや、ネーヴェはそう言いながら、自分の白い手を眺めた。ずっと金属缶の中に詰め込まれ、脳内にインプラントされたサイバーチップ経由で物を見聞きしていたという話だからな。当然、自分の見た目など知る由も無かったというわけだ。

  　刚从舱体里出来的涅薇头发蓬乱，手脚末端破破烂烂，肌肤水分姑且不论，质量也很差，状态相当悲惨。不过经过翔子医师的治疗，现在健康得判若两人……不，虽然看起来还是很不健康，但已经好很多了。露西亚达皇女殿下说她像洋娃娃一样可爱，我也能理解。

  　ポッドから出た直後のネーヴェは髪はボサボサ、手足の末端はぼろぼろ、お肌も水分はともかく質が劣悪と実はかなり悲惨な状態だったのだが、ショーコ先生の治療によって今は見違えるほど健康……いや、まだかなり不健康そうに見えるが、かなりマシになった。ルシアーダ皇女殿下がお人形さんのように可愛らしい姿と評するのも
    
     頷
    うなずける状態だ。

  　不过，她一开口就会用一些比较低俗的词汇，给人的印象和外表相去甚远。说实话，相当有冲击性。

  　もっとも、口を開けば語彙が若干お下品というか言葉が汚いので、その姿とはかけ離れた印象を与えてくるのだが。正直、かなりインパクトがある。

  「是啊，很可爱哦。对吧，船长希罗？」

  「ええ、可愛らしいですよ。ねぇ？　キャプテン・ヒロ」

  「是啊，只有外表像可爱的雪之妖精呢。」

  「そうですね。見た目だけは
    
     可
    か
    
     憐
    れんで雪の
    
     妖
    よう
    
     精
    せいのようですね」

  「船长，你这话别有深意呢。你可以更坦率地夸奖我哦？」

  「含みがある言い方だね、キャプテン。もっと素直に褒めてくれても良いんだよ？」

  　涅薇虽然这么说，表情却有些得意。这家伙，得意忘形了。

  　そんなことを言いながらもネーヴェの表情はどこか得意げである。こいつめ、調子に乗りおってからに。

  「涅薇对船长希罗敞开心扉了呢。」

  「ネーヴェは随分とキャプテン・ヒロに心を開いているんですね？」

  「皇女殿下，船长不仅把我从贝雷贝雷姆联邦的混蛋们手中救了出来，还把我从舱体里放了出来。他甚至为即将到达使用年限的我进行治疗，还和我约好，无论发生什么，最终都会把我捡回去，让我成为船员。他说，他不会把我当成用完就扔的零件，而是会让我作为一个人活下去。所以，我决定把我的一切献给船长」

  「皇女殿下、キャプテンは私をベレベレム連邦のクソ野郎どもから解放してくれたし、ポッドからも出してくれた。耐用年数間近の私にこうして治療を施してくれているし、何があっても最終的には私を拾ってクルーとして迎え入れると約束もしてくれた。使い潰される部品ではなく、人としての運命を与えてくれるって言うんだ。だから、私はキャプテンに残っている全てを
    
     捧
    ささげると決めたんだよ」

  「这样啊……船长希罗，涅薇就拜托你了」

  「そうですか……キャプテン・ヒロ。ネーヴェのこと、頼みますよ？」

  「当然，我会负起责任照顾她的」

  「
    
     勿
    もち
    
     論
    ろん。ちゃんと責任を持って面倒を見ますとも」

  　既然捡了回来，那我就得照顾到最后。如果没人能照顾她的话。

  　拾った以上はちゃんと最後まで面倒を見るさ。他に面倒を見る奴がいないならな。

  「……」

  「……」

  　克莉丝用难以言喻的复杂表情看着涅薇。如果克莉丝不是贵族的女儿，除了已故的父母以外没有其他亲人的话，或许也会和涅薇一样成为我船上的船员。那是克莉丝曾经打从心底想要，但最终还是放弃的立场。

  　クリスがなんとも言えない複雑な表情をネーヴェに向けている。もしクリスが貴族の娘ではなく、亡くなった両親以外に親族が居なかったならネーヴェと同じように俺の船のクルーになっていたかもしれないものな。それはかつてクリスが心の底から欲して、それでも諦めた立場だ。

  「既然你都当着皇女殿下的面这么说了，那我就放心了。对了对了，说到麻烦，船长。等我的生殖能力恢复了，就拜托你和我生孩子吧。身体能像这样自由活动后，欲望就涌上来了。我也是女人，总有一天想亲手抱抱自己的孩子。只要船长愿意，要我生两个三个都行，拜托你啦」

  「皇女殿下の前でそう言ってくれたなら安心だね。そうそう、面倒と言えばキャプテン。私の生殖能力が回復したら、子作りをお願いするよ。こうして
    
     身体
    からだが自由に動かせるようになってくると欲が出てきてね。私も女だから、我が子ってやつをいつかこの腕で抱いてみたいんだ。キャプテンさえ良ければ二人でも三人でも産むから、よろしくね」

  「「「……！」」」

  「「「……！」」」

  　突然扔进来的炸弹发挥了激烈的效果。

  　突如放り込まれた爆弾は激烈な効果を発揮した。

  　首先，克莉丝的脸猛地转向了我。克莉丝，好可怕。你的动作和眼神好可怕。

  　まず、クリスの顔がぐりん、とこちらを向いた。クリス、怖いよ。その動きと目は怖い。

  　然后以蜜蜜为首的女性阵营开始躁动不安，时不时地瞥向我，或是用湿漉漉的视线盯着我。大家冷静点。现在还不是时候。我觉得至少要等到据点建立好之后再做那种事。

  　そしてミミを始めとして女性陣がそわそわしたり、チラチラと視線を送ってきたり、じっとりとした湿度の高い視線を向けてきたりしている。落ち着いてくれ、皆。今はまだその時期ではないと思うんだ。そういうのはせめて拠点を構えてからにした方が良いと思う。

  　翔子医师很优秀，梅伊也能完美地照顾孩子，但即便如此，我觉得航宙舰内部也不算是适合育儿的环境。

  　ショーコ先生は優秀だし、メイも子供の世話は
    
     完
    かん
    
     璧
    ぺきにこなしてくれるだろうが、それでも航宙艦の中というのは育児に適した環境とは言えないと思うんだ。

  　还有各位近卫骑士。能不能别故意检查剑柄的情况？我什么错都没犯吧？

  　そして近衛騎士の皆様。これ見よがしに剣の柄の具合を確かめたりするのはやめませんか？　俺は何も悪くないよね？

  「这种玩笑……不对，你不是在开玩笑，但玩笑话等身体好了再说。还有，现在还不清楚帝国那边会怎么处理，所以无法断言今后的事。说不定帝国会收留你。还有，你是故意来捣乱的吧？」

  「そういう冗談……いや冗談じゃないんだろうが、軽口は身体をしっかり治してから言え。あと、まだ帝国側の対応がはっきりとはわからないから、今後に関してはなんとも言えん。帝国で引き取るって話になるかもしれないしな。あと、お前わざと
    
     引
    ひっ
    
     搔
    かき回してるだろう？」

  「哈哈哈，真好玩啊，船长。」

  「ははは。楽しいね、キャプテン」

  「我可不好玩……克莉丝，冷静点，好吗？」

  「俺は楽しくない……クリス、落ち着こう。な？」

  「好的，希罗大人。我会生很多的。」

  「はい、ヒロ様。私、沢山産みますね？」

  「太快了。这发言在各种意义上都太快了。还有，把手放开，好吗？」

  「早い。その発言は色々な意味で早すぎる。あと手を放そう、な？」

  　克莉丝用神秘的滑步靠近我，抓住我的衣角不放。

  　謎の滑るような歩法で俺に近づいてきたクリスが俺の服の
    
     裾
    すそを
    
     摑
    つかんで放してくれない。

  　谁来救救我。

  　だれかたすけて。

  ☆★☆

  ☆★☆

  　露西亚达皇女殿下除了驾驶舱等最重要机密区域外，大致上参观了整艘船后心满意足，带着近卫骑士大姐姐们和瑟琳娜离开了。结果，她是为了调解瑟琳娜和克莉丝的争执，或者说在出事前先灭火吗？

  　コックピットなどの最重要機密エリアを除き、
    
     概
    おおむね船全体を見て回って満足したルシアーダ皇女殿下は近衛騎士のお姉様達とセレナを引き連れて去っていった。結局、セレナとクリスの仲裁をしに来たというか、トラブルになる前に火消しをしていった、ということになるのだろうか？

  　或许她也是为了亲眼看看涅薇。

  　ネーヴェをその目で見るのも目的だったのかもしれないな。

  「那么，呃……克莉丝……」

  「で、えーと……クリスは……」

  　在舷梯上目送露西亚达皇女殿下一行人离开后，我将视线转向站在我身旁的克莉丝。仔细一想，她一开始就是独自一人来到这艘黑莲花上的，自然没有理由和露西亚达皇女殿下一起回去。

  　タラップでルシアーダ皇女殿下達を一緒に見送り終え、俺の隣に立ったままのクリスに視線を向ける。考えてみれば彼女は最初から一人でこのブラックロータスに乗り込んできたんだったな。そりゃルシアーダ皇女殿下と一緒に帰る理由もないわ。

  「我打扰到您了吗……？」

  「お邪魔ですか……？」

  「不，没这回事。你是一个人来的吗？你之前说过有随从吧？」

  「いや、邪魔なんてことはないけど。一人で来たのか？　お供の人がいるって言ってたよな？」

  「我是独自一人来到这艘船上的。我给随从们放了明天之前的假」

  「この船には一人で来ましたよ。供の者達には明日まで休暇を与えていますから」

  「你住在什么地方？话说，你是从旅馆独自一人过来的吗？」

  「どこかに宿を取ってるのか？　というか宿から一人で来たのか？」

  「希罗大人，我已经是成年的贵族了。我能够保护好自己」

  「ヒロ様、私ももう成人した立派な貴族です。自分の身くらい自分で守れますよ」

  　克莉丝说着，把手放在腰间细剑的剑柄上，挺起胸膛。克莉丝的剑是细长的小剑。说是匕首的话太长，说是短剑的话又太短。以日本刀来说，长度相当于小太刀。

  　そう言ってクリスは腰元に差した細身の剣の
    
     柄
    つかに手を置き、胸を張る。クリスの剣は細身の小剣だな。ダガーと言うには長い。スモールソードと言うには短い。刀で言えば小太刀くらいの長さの剣だ。

  「希罗大人，您那眼神像是在说『你用得了那把剑吗？』」

  「ヒロ様、その目は『その剣、使えるのか？』とでも言いたそうですね」

  「抱歉。虽然你有一段时间没见了，想必也做过身体强化和训练，但我无论如何都无法想象你战斗的样子」

  「すまん。クリスも
    
     暫
    しばらく見ないうちに身体強化をしたり訓練をしたりしたんだろうが、どうしても戦えるってイメージが無くてな」

  　虽然我也承认克莉丝成长了很多，但在我心里，和克莉丝在塞拉星系一起生活时的印象还是太深刻了。

  　クリスが大きく成長しているのは俺も認めるところではあるのだが、どうしても俺の中ではシエラ星系で共に過ごしていた頃のクリスのイメージが強いのだ。

  「虽然我肯定比不上希罗大人和身为军人的瑟琳娜大人，但祖父大人说我很有天赋」

  「当然ヒロ様や軍人のセレナ様には勝てないでしょうけど、これでもお祖父様からは筋は良いと言われているんですよ」

  「原来如此。不过，拿着剑走在路上，应该也没多少人敢来找你麻烦吧」

  「なるほど。まぁ、剣を持って歩いていれば絡んでくるような奴はそうそう居ないか」

  　如果真有这种人，那要么是从古兰坎帝国以外的地方来的，要么就是不要命的蠢货。这个国家的贵族基本上不会滥用贵族的特权，但要是普通人带着恶意来找麻烦，那贵族们就会毫不犹豫地拔剑。

  　もし居たとしたらグラッカン帝国の外から来た人か、命が惜しくないホームラン級の馬鹿くらいである。基本、この国の貴族というのはあまり貴族としての特権を振りかざしたりしないようなのだが、一般人の方から悪意を持って絡んでいけば普通に斬られるらしいし。

  「对了，希罗大人」

  「ところでヒロ様」

  「怎么了？」

  「なんだ？」

  「能请您介绍一下库姬小姐和翔子小姐吗？」

  「クギさんとショーコさんを紹介して頂けませんか？」

  「嗯……也是，你们确实是第一次见面」

  「ふむ……まぁ、実際に顔を合わせるのは初めてだもんな」

  　虽然她们应该已经通过消息交流过，但克莉丝肯定是有自己的想法。

  　メッセージで情報はやり取りしていそうなのだが、きっと何か意味のあることなのだろう。

  　我将视线转向库姬，它正看着我和克莉丝，缓缓地摇着尾巴。头上的狐耳也竖了起来，看来它并不害怕克莉丝。

  　クギに視線を向けると、俺とクリスの方に視線を向けてゆっくりと
    
     尻
    しつ
    
     尾
    ぽをフリフリしている。頭の上の
    
     狐
    きつね耳もピンと立っているので、クリスのことを怖がっているだとかそういうことは無さそうだ。

  　顺带一提，翔子医师留在医疗坞，继续为104号，也就是涅薇进行治疗。循环系统等器官的修复已经完成，视觉和听觉等感觉器官的恢复也基本结束，接下来似乎要进行运动能力的恢复。由于器官的修复已经完成，接下来的恢复会很显著，据说几天后就能走路了。帝国，或者说翔子医师的医疗技术真是不得了。

  　ちなみに、ショーコ先生はメディカルベイに残っている。ユニット１０４改めネーヴェの治療を継続するためだ。循環器系をはじめとした臓器の修復が完了し、視覚や聴覚などの感覚器の回復もほぼ終わったので、今度は運動能力の回復を行うらしい。臓器の修復が完了したため、ここから先の回復は目覚ましいものになるとか。数日で歩けるようになるだろうとのことだ。帝国というかショーコ先生の医療技術はとんでもねぇな。

  「站在这里说话也不太好，我们去休息区坐下来聊吧。这次我也不打算在旅馆订房间。」

  「こんなところで立ち話もなんだし、休憩スペースで腰を落ち着けて話そうか。今回はホテルに部屋を取るつもりもないし」

  「毕竟这个殖民卫星不管做什么都稍微贵了点呢。」

  「何から何まで少し高いですからね。このコロニーは」

  　克莉丝一边走向休息区，一边露出困扰的微笑。

  　休憩スペースに向かいながらクリスが困ったように微笑む。

  　古拉基乌斯塞坎达斯殖民卫星是扮演着帝都城门角色的殖民卫星。要申请降落帝都，基本上必须来到这个殖民卫星，审查时也会彻底调查身份等资料。也就是说，审查需要时间，所以降落帝都的人无论如何都必须在这个殖民卫星停留一段时间。

  　グラキウスセカンダスコロニーは帝都の城門のような役割をしているコロニーだ。帝都への降下申請を行うには基本的にこのコロニーに来る必要があるし、審査の際には徹底的に素性などを洗われる。つまり審査には時間がかかるので、帝都に降りる人はどうしてもこのコロニーである程度の期間滞在することになる。

  　因此，古拉基乌斯塞坎达斯殖民卫星必然聚集了大量的人和物。当然，这里也准备了许多供滞留者住宿和用餐的设施，但正如克莉丝所说，和其他星系的殖民卫星相比，这里的住宿费和餐费都相当高。具体来说，大概高了两到三成。虽然有规定不能太高，但还是相当昂贵。

  　というわけで、必然的にグラキウスセカンダスコロニーにはヒトもモノも集まるわけだ。当然滞在者向けの宿や食事
    
     処
    どころなども多く用意されているのだが、それがまたクリスの言うように他の星系のコロニーと比べるとそこそこにお高い。具体的には二割から三割くらい。あまり高くなりすぎないように規制はされているらしいが、とても高い。

  　因此，像我们这样拥有居住性高的船的人，基本上不会在古拉基乌斯塞坎达斯殖民卫星住宿。真正的贵族似乎会趁这种机会花钱，但我是天下无敌的“名誉”贵族，所以没必要特地做那种事。

  　なので、俺達のように居住性の高い船を持っている連中は基本的にグラキウスセカンダスコロニーでは宿は取らない。本物の貴族だとこういった機会にカネを落としてくのも
    
     嗜
    たしなみということらしいのだが。俺は天下御免の『名誉』貴族様だからな。わざわざそんなことをする必要はないってわけだ。

  「那么，我来介绍一下。克莉丝，她是库姬。她是韦尔扎鲁斯神圣帝国的巫女，为了照顾我而千里迢迢来到这里，是个很厉害的女孩。她也是我的灵能力量的师父。现在她正在代替艾尔玛，作为克里希那的副驾驶员进行训练。」

  「それでええと、紹介ね。それじゃあ改めて。クリス、彼女はクギ。ヴェルザルス神聖帝国の
    
     巫
    み
    
     女
    こさんで、俺のお世話をするために
    
     遥
    はる
    
     々
    ばる旅をしてきた
    
     凄
    すごい子だ。俺のサイオニックパワー関連の師匠でもある。今はエルマに代わってクリシュナのサブパイロットとしての修練を積んでいるところだな」

  　在休息区坐下来后，库姬被我介绍给克莉丝，她向克莉丝鞠躬礼。

  　休憩スペースに腰を落ち着けたところで俺に紹介されたクギがペコリとクリスに頭を下げる。

  「然后是库姬，她是克莉丝。全名是克莉丝汀娜・达莱恩瓦尔德。是达莱恩瓦尔德伯爵家的下任当家，现在担任科马特星系的总督。从她腰间的佩剑就能看出来，她是贵族。之前应该也跟你提过，我在帝国的度假行星塞拉星系偶然从宙贼手中救了她，因此结下缘分。虽然不能详细说明，但她是和我一起跨越生死线的伙伴，呃……总之，我们关系很亲密。你们要好好相处。」

  「そしてクギ、彼女はクリス。フルネームはクリスティーナ・ダレインワルド。ダレインワルド伯爵家の次期当主で、今はコーマット星系の総督を務めている。腰の剣を見れば分かる通り、貴族だ。前に話したと思うが、帝国のリゾート星系であるシエラ星系で俺が偶然宙賊から救出したことで縁ができてな。詳しくは話せないが、一緒に死線を越えた仲だし、えー……まぁ、親しい間柄でもある。互いに仲良くしてくれ」

  「请多指教，库姬小姐。」

  「よろしくお願いしますね、クギさん」

  「好的，克莉丝汀娜大人。请多指教。」

  「はい、クリスティーナ様。
    
     宜
    よろしくお願い致します」

  　克莉丝和库姬互相微笑。这应该算是一种仪式吧。

  　クリスとクギが互いに微笑みを交わし合う。まぁ一種の儀式のようなものなのだろうな、これは。

  「虽然不在这里，但我也介绍一下翔子医师。她原本是稻川科技的研究员兼医生，在我认识克莉丝之前，曾在阿雷因星系受过她的照顾。当时我偶然救了被宙贼袭击的她，还有在阿雷因特提乌斯殖民卫星因为神秘的生物兵器而陷入危机时救了她，发生了很多事……因为一些原因，我前往边境领域时再次与她重逢。之后也发生了很多事，就请她担任我们船上的船医了。」

  「ここにはいないが、ショーコ先生のことも紹介しておく。彼女は元イナガワテクノロジーの研究者兼医者で、クリスと出会う前にアレイン星系でお世話になった人だ。その時はその時で宙賊に襲われていたところを偶然助けたり、謎の生物兵器によってアレインテルティウスコロニーが大変なことになった時に助けたりと色々あったんだが……訳あって最辺境領域に行った時に再会してな。その後もまぁ、色々あってうちの船医として船に乗ってもらったんだ」

  「各种各样的……库姬先生也和你发生过各种各样的事吧？」

  「色々ですか……クギさんとも色々あったんですね？」

  　克莉丝说着，用一种责备的眼神看向我。嗯，是啊。发生过各种各样的事。嗯。

  　そう言ってクリスがじっとりとした視線を俺に向けてくる。それはうん、そうだね。イロイロありましたね。ええ。

  「我也希望你能对我做各种各样的事」

  「私にも色々してほしいですね」

  「那种事，不是还有时机等各种各样的问题吗」

  「そういうのはほら、時期とか色々あるじゃん」

  　在我心中，克莉丝还是保护对象，还是不能出手的女孩子，所以她这么说让我很为难。

  　俺の中でクリスはまだ保護対象カテゴリかつ手を出してはいけない
    
     娘
    こカテゴリなので、そんなことを言われても困る。

  「这么看来，你毫不犹豫就对我出手，其实是很稀有的案例呢」

  「こうして見ると、割と
    
     躊
    ちゆう
    
     躇
    ちよなく手を出された私って実はレアケースだったのねぇ」

  「你对艾尔玛小姐和翔子医师好像也没有犹豫呢。还有梅伊小姐也是」

  「エルマさんとショーコ先生には躊躇しなかったみたいですね。あとメイさんも」

  「关键在于她们都是独立的成熟女性吧？」

  「自立した大人のオンナってのがポイントなんやない？」

  「也就是说，我们没有达到哥哥的标准，所以花了更多时间。但是，小蜜蜜很快就做到了吧？」

  「私達はお兄さん基準で大人っぽくなかったから時間がかかったってことだね。でも、ミミちゃんはすぐだったんだよね？」

  「我那个，因为有那个习俗……而且，当时我为了不被希罗大人抛弃，非常拼命」

  「私はその、例の慣習もありましたし……それに、あの時はヒロ様に捨てられまいと必死だったので」

  「本人倒是没有很快呢」

  「
    
     此
    この身はすぐとはいきませんでしたね」

  「你是不是觉得，仗着自己的身份逼迫别人很讨厌？」

  「立場を
    
     笠
    かさに着て迫るみたいで嫌だったんじゃないかしら？」

  　你们几个，能不能别装作在说悄悄话，实际上却用完全不打算隐藏的音量说这种话啊？我会觉得如坐针毡的。而且克莉丝还一直往我身上贴。就算你一直抚摸我的肚脐下方也什么都不会发生，所以快住手吧。这种肢体接触有点太超过了。

  　君達、コソコソ話す風に装いながら全く隠す気のない声量でそういうことを話すのはやめないか？　いたたまれなくなるから。そしてクリスがグイグイ来るから。俺の
    
     臍
    へその下あたりをすりすりと
    
     撫
    なでても何も無いからやめようね。微妙にスキンシップとして際どいから。

  ☆★☆

  ☆★☆

  　在那之后，我一边应付克莉丝的肢体接触，一边在不触及机密的范围内告诉她科马特星系的工作内容，接着又和克莉丝在训练室用模拟剑稍微训练了一下，就这样度过了一段时间。克莉丝虽然依依不舍，但还是回到了她下榻的旅馆。

  　その後、クリスの際どいスキンシップをいなしながらコーマット星系での仕事の後にあったことを話せる範囲で話したり、トレーニングルームでクリスと模擬剣を使って軽く訓練したりして時間を過ごし、クリスは別れを惜しみながらも滞在先のホテルへと帰っていった。

  　虽然我姑且让梅伊以护卫的身份同行，不过就模拟战的感觉来看，应该没有这个必要。至少一般的混混根本不是她的对手。如果不用雷射枪而是赤手空拳，就算是艾儿玛大概也会陷入苦战。一个不小心还会被砍中。

  　一応護衛としてメイを同行させたのだが、模擬戦をしてみた感じだと必要なかっただろうなと思う。少なくとも、そこらのチンピラでは相手にならない。レーザーガンを使わない無手だと、エルマでも多分苦戦する。下手すると斬られるな。

  「一阵子没见，小克莉丝变得好成熟哦。」

  「クリスちゃん、少し見ないうちに大人になってましたね」

  　和蜜蜜一起洗完澡后，我们慵懒地并排躺在床上，这时蜜蜜突然喃喃说道。

  　ミミと一緒にお
    
     風
    ふ
    
     呂
    ろに入った後、ほっこりとした状態で並んでベッドの上でだらだらしていると、ミミがぽつりと
    
     呟
    つぶやいた。

  「的确。女生的成长速度真快。」

  「確かに。女の子の成長ってのは早いな」

  　我一边在脑海中回想刚认识时的克莉丝和今天见到的克莉丝，一边感慨万千。刚认识时身材娇小纤细的克莉丝，现在身高已经比蜜蜜还高，原本像妹妹头的头发也长到可以称作中长发了。

  　出会ったばかりの頃のクリスと今日顔を合わせたクリスを頭の中で思い浮かべながらしみじみとしてしまう。出会ったばかりの頃は小柄で細かったクリスも今ではミミよりも背が高くなり、おかっぱのようだった髪の毛もセミロングと言えるくらいには長くなっていた。

  「我好像完全没有成长……唔唔唔。」

  「私は全然成長していないような……むむむ」

  　蜜蜜一边这么说，一边坐在床上挺直背脊，像在喊万岁一样把双手举高。这是伸展运动还是什么吗？比起这个，她睡衣的胸口变得很不得了。好像要爆开了。太棒了。

  　そう言ってミミはベッドの上に座ったまま背筋を伸ばし、バンザイでもするように両腕を上に挙げる。背を伸ばす運動か何かなのだろうか？　それよりもパジャマの胸元が凄いことになってるな。はちきれそう。素晴らしい。

  「我觉得你有好好长肌肉哦。」

  「筋肉はちゃんとついてると思うぞ」

  「可是完全瘦不下来。体重反而……！」

  「でも全然
    
     瘦
    やせないんですよ。むしろ体重が……！」

  「因为肌肉比较重啊。如果维持体型，增加肌肉的比例，体重当然会变重……不过我觉得现在这样最好。我非常这么觉得。」

  「筋肉のほうが重いからなぁ。体形を維持したまま筋肉の比率が上がれば重くなるのは必定……でも俺は今の感じがベストだと思う。強くそう思う」

  「是吗？我想要再苗条一点……像艾尔玛小姐那样。」

  「そうですか？　私はもう少しスラッと……こう、エルマさんみたく」

  「艾尔玛听到你这么说，应该会发飙吧。」

  「エルマがそれを聞いたらキレるんじゃねぇかな」

  　拥有的人不会懂没有的人的心情。我可以轻易想象艾尔玛一边这么说，一边露出笑容浮现青筋的模样。还有蒂娜和薇丝卡好像也会在她左右。

  　持つ者には持たざる者の気持ちが分からぬ。というようなことをエルマが言いながら笑顔で青筋を浮かべている姿が容易に想像できる。あとその左右にティーナとウィスカもいる気がする。

  　不过艾尔玛也是一边大口喝酒一边时不时吃点东西，却完全没有发胖的迹象，所以蜜蜜可能也和我一样这么想。

  　まぁエルマもエルマで酒をかっくらいながらちょくちょくなんか
    
     摘
    つまんでいるのに太る気配が全く無いので、ミミからは同じように思われているのかもしれんが。

  「希罗大人。您要和小克莉丝结婚吗？」

  「ヒロ様。クリスちゃんと結婚するんですか？」

  「啊……这个嘛。说实话我还在考虑。我当然喜欢克莉丝，克莉丝喜欢我也让我很开心。但一说到结婚，毕竟我和蜜蜜已经是夫妻了」

  「あー……それなぁ。どうしたもんかと思っているのが本音だな。クリスのことはもちろん好きだし、クリスが俺のことを好いてくれているというのも
    
     嬉
    うれしい。でも結婚って話になるとな。俺はもうミミと夫婦だし」

  「不用太在意我……那个，只要能像以前一样生活就好」

  「私のことはあまり気にしなくても……その、今まで通りに過ごせるなら」

  　虽然蜜蜜这么说，但看起来有点遗憾，或者说有点寂寞。我们虽然没有意识到彼此，没有做过什么夫妻会做的事。但怎么说呢，这种明确的联系消失，感觉还是不太好。

  　そう言いながらもミミは少し残念そうというか、寂しそうである。互いに意識してこう、夫婦っぽいことをしたことはないんだけどな。なんというかこう、確かな
    
     繫
    つながりが消えてしまうようで気分はあまりよろしくはない。

  「虽然一切都是我不好，对瑟琳娜出手了……但在那种情况下，我实在没法见死不救」

  「何もかもセレナに手を出した俺が悪いんだけどな……でもあの状況で見捨てるのはな」

  　虽然那个状况很荒唐，但除此之外别无他法。事到如今，我也不想考虑其他的可能性。毕竟，除了那个选择以外，其他选择都会导致非常糟糕的结果。

  　冗談みたいな状況だったが、あれ以外に手はなかっただろう。他の可能性については今更考える気も起きない。何にせよ、あの選択以外の選択肢は
    
     途
    と
    
     轍
    てつもなく苦い結果になっただろうから。

  「虽然有点像放弃思考，但不管怎么说，也只能顺其自然了。现在想再多也没用。我们只能在每个当下努力，尽可能地引导出我们最能接受的结果。我下定决心……」

  「思考放棄みたいでアレだが、何にせよなるようにしかならないし、今うだうだと考えても無駄だな。可能な限り俺達が一番納得できる結果を引き寄せられるよう、その場その場で努力する。そう心に決めて……」

  「决心……？」

  「決めて……？」

  「现在要和蜜蜜卿卿我我。来吧，你可以尽情撒娇哦？」

  「今はミミとイチャイチャする。カモン、好きなだけ甘えてくれて良いんだぞ？」

  　我盘腿坐在床上，张开双臂。蜜蜜先是愣了一下，然后笑着扑进了我的怀里。

  　そう言って俺がベッドの上で
    
     胡座
    あぐらをかいたまま両腕を広げてみせると、ミミは少しだけ
    
     呆
    ほうけたような顔をした後、笑顔になって俺の胸に飛び込んできた。

  　哦哦，真乖真乖。蜜蜜真可爱。

  　おお、よしよし。ミミは可愛いなぁ。

 
  ＃3：矮人一家

  ＃３：ドワーフの家族達

  　虽然绝对不是为了补偿我跟瑟琳娜发生关系，以及跟克莉丝的婚约有所进展，但在降落申请受理之前的几天，我跟船员们卿卿我我，无所事事，也经常去约会。

  　セレナと関係を持ったり、クリスとの婚約なり結婚なりという関係の進展に対する埋め合わせというわけでは断じて無いが、降下申請が受理されるまでの数日間、クルー達とイチャイチャしたり、ダラダラしたりした。デートに行くことが多かった。

  　此外，艾尔玛似乎跟帝都的威尔罗斯家取得联系，蒂娜和薇丝卡也跟某处取得联系。以两人的行动来说，这很罕见。

  　また、エルマは帝都のウィルローズ家に連絡を取っていたようだし、ティーナとウィスカもどこかに連絡を取っていた。これは二人の行動としては珍しい。

  「你们是跟利梅的艾莉亚联络吗？」

  「リーメイのアイリアのとこにでも連絡してたのか？」

  　因此我试着询问。

  　というわけで聞いてみた。

  　利梅星系是蒂娜以前居住的星系，利梅普莱姆殖民卫星住着蒂娜的熟人。我原本以为她们是趁滞留帝都的机会取得联系，但得到的回答出乎意料。

  　リーメイ星系はティーナが昔住んでいた星系で、リーメイプライムコロニーにはティーナの
    
     顔
    かお
    
     馴
    な
    
     染
    じみが住んでいる。帝都に滞在するのを機として連絡でも取ったのかな、と思ったのだが、返ってきた答えは予想外のものであった。

  「不是，我联络了妈妈。」

  「うんにゃ、母ちゃんに連絡してん」

  「妈妈。」

  「母ちゃん」

  「是的。我跟大哥很少聊到家人对吧？呃，我们的父母离婚了，姐姐被爸爸带走，我被妈妈带走。」

  「はい。お兄さんとはあまり家族の話をしたことがなかったですよね。ええと、私達の両親は離婚していて、お姉ちゃんはお父さんに、私はお母さんに引き取られたんです」

  「然后，我那白痴老爸丢下我先走了。即便如此，我还是在利梅勉强撑了下来，后来和薇重逢，然后就到了现在。和我那白痴老爸不同，老妈是个正经的人」

  「で、アホ
    
     親
    おや
    
     父
    じはうちを残してくたばってん。それでもなんとかかんとかリーメイでやってたところでウィーと再会して今に至るわけやな。アホ親父と違って母ちゃんはまともな人やで」

  「正经啊……那个正经的老妈，不会因为你们从正经的企业里跑出来，和佣兵混在一起而生气吗？」

  「まともねぇ……そのまともな母ちゃん、まともな企業から飛び出して
    
     傭
    よう
    
     兵
    へいなんぞとよろしくしてることに怒ったりしてない？」

  「「……」」

  「「……」」

  　听到我的问题，两人都移开了视线。真是简单易懂的反应，谢谢你们。

  　俺の質問に二人は目を
    
     逸
    そらした。大変わかりやすい反応どうもありがとう。

  「哎，她也就发发信息抱怨一下吧？毕竟她也没办法冲到我们这艘到处移动的船上骂人」

  「ま、まぁいうてメッセージでお小言もらうくらいの話やし？　あちこち移動してるうちらの船に怒鳴り込んできたりするのは無理やし？」

  「是啊。希望她别气得冲到帝国的中心古拉基乌斯来」

  「そうだな。交通の便が良い帝都にブチ切れたお母さんが突撃してこなければ良いな」

  　古拉基乌斯是帝国的中心，交通非常便利。所有的星际闸道都通往帝都，经营旅客业和运输业的企业也大多拥有星际闸道的使用权。

  　なんだかんだいって帝国の中心地であるグラキウスという場所は交通の便が良い。全てのゲートウェイは当然帝都へと通じているし、旅客業や運送業を運営している企業の中にはゲートウェイの使用権が付与されていることも多い。

  　也就是说，正如我所说，如果她们俩正经的老妈知道女儿和诓骗她们的佣兵在帝都，很有可能会取消所有工作安排，冲到帝都来。

  　つまり、俺が言ったように二人のまともな母ちゃんとやらが娘達と彼女らを
    
     誑
    たぶらかした傭兵が帝都にいると知れば、仕事の予定なりなんなりを全てキャンセルして帝都に突撃してくる可能性が割と高いということだ。

  「怎、怎么会……啊哈哈。」

  「ま、まさかそんな……あはは」

  　这是两小时前的对话。

  　という話をしたのが二時間前。

  「你好，我是她们的母亲谢菈。」

  「どうも、二人の母のシェーラです」

  「我是她们的舅舅巴尔干。」

  「伯父のバルガンだ」

  「我是加特拉姆，也是她们的舅舅。」

  「ガトラム。俺も二人の叔父だ」

  　义母和她的哥哥、弟弟三人组突然杀到黑莲花。蒂娜她们是昨天联络的，所以从联络到抵达这里只花了十几个小时，也就是收到信息后就立刻赶过来了。

  　お
    
     義
    か
    
     母
    あさんとその兄、その弟という組み合わせの三人がブラックロータスに突撃してきた。ティーナ達が連絡を取ったのは昨日のことだから、連絡があちらに届いてから十数時間、つまりメッセージを受け取って最速で突撃してきた計算になる。

  「感谢各位远道而来。我是佣兵希罗，女儿们承蒙各位照顾了。」

  「これはご丁寧にどうも。傭兵のヒロです。娘さん達にはとてもお世話になっています」

  　总不能把来访的蒂娜、薇丝卡的母亲和舅舅们拒之门外，所以我请他们上船，带他们到休息区。这艘船没有会客室这种时髦的设施，能接待客人的空间只有食堂或这里。下次买新母船的时候，考虑设置会客室吧。

  　訪ねてきたティーナとウィスカの母と伯父達を門前払いするわけにも行かないので、船に入ってもらって休憩スペースへとご案内した。この船には応接室なんて
    
     洒落
    しやれたものはないからな。食堂かここくらいしか来客に応対できるようなスペースはない。今度新しい母船を買う時には応接室の設置も検討するとしよう。

  「「……」」

  「「……」」

  　蒂娜和薇丝卡甚至没有坐在我旁边，而是躲在我坐的沙发后面，只露出脸来。她们把沙发和我当成盾牌。

  　ティーナとウィスカは俺の隣に座ってすらいない。俺が座っているソファの後ろで顔だけ
    
     覗
    のぞかせている。ソファと俺を盾にする体勢である。

  「该怎么说呢，各位来得真快。」

  「なんというか、随分と早いご到着で」

  「我们来附近的星系工作时，收到女儿们的信息，所以就来打声招呼。虽然从以前就想来问候，但一直没机会。」

  「仕事で近くの星系に来ていたところに娘達からメッセージが届いたのでご
    
     挨
    あい
    
     拶
    さつにと。以前からご挨拶したいとは思っていたのですが、なかなか機会が無くて」

  「我应该主动拜访才对。没有问候就带着令嫒们到处跑，真是抱歉。毕竟佣兵这行就是得四处奔波。」

  「こちらから伺うべきでした。ご挨拶もせずに娘さん達を連れ回して申し訳ない。なんせ傭兵稼業というのはあちこち飛び回ってなんぼの世界で」

  「既然是新锐白金级，还获得陛下金星的英雄，那也没办法。我和女儿们一样都是平凡的平民，对名誉子爵大人来说，比起问候父母，优先处理职责也是理所当然……对吧？」

  「新進気鋭のプラチナランカーで、陛下からゴールドスターを頂くほどの英雄であれば仕方ありませんね。私と同様娘達は何の変哲もない平民ですし、名誉子爵様としては親への挨拶よりもお役目を優先するのが当たり前です……ね？」

  「哎呀，真的很抱歉。」

  「いやほんとすいません」

  　面对那张温柔笑容中蕴含的压迫感，我低头无条件投降。实际上，或许是因为我习惯了别说父母，连亲人是否存在都不清楚的蜜蜜，以及存在本身被隐藏的艾尔玛，所以没有考虑到蒂娜和薇丝卡的父母和亲戚。或许最晚也该在从太空·矮人公司挖角时就联络和问候才对。虽然这是马后炮。

  　優しげな笑顔に込められた威圧感に俺は頭を下げて無条件降伏した。実際のところ、両親どころか肉親の存在すらあやふやであったミミや、存在そのものを秘匿していたエルマに慣れてしまっていたせいか、ティーナとウィスカの両親や
    
     親
    しん
    
     戚
    せきの存在に
    
     無
    む
    
     頓
    とん
    
     着
    ちやくになってしまっていた俺が悪い。遅くともスペース・ドウェルグ社から引き抜いた時点で連絡と挨拶くらいはするべきだったのかもしれない。後知恵だが。

  「谢菈，到此为止吧。」

  「シェーラ、それくらいにしておけ」

  「就是说啊，姐姐。」

  「そうだぞ、姉様」

  　巴尔干先生和加特拉姆先生从謝菈小姐的左右两边劝阻她。被两人劝阻的謝菈小姐闭上眼睛，沉默片刻后叹了口气。

  　シェーラさんの左右からバルガン氏とガトラム氏が彼女を
    
     窘
    たしなめる。二人に窘められたシェーラさんは目を
    
     瞑
    つぶり、
    
     暫
    しばし黙想した後に
    
     溜
    ため
    
     息
    いきを
    
     吐
    ついた。

  「为什么偏偏两个人都这样……」

  「どうしてこう、よりによって、二人
    
     揃
    そろってこう……」

  「謝菈不也一样，明明我们阻止过你，你还是和格拉姆在一起了。」

  「シェーラだって俺達が止めたのにグラムと一緒になったじゃないか」

  「我想是血统的关系。不过，他比姐姐大人想象的还要正经。」

  「血筋だと思う。でも、彼は姉様が思うよりもずっとまともな人だ」

  　格拉姆是她们已故父亲的名字吗？被加特拉姆先生判定为正经的人虽然令人高兴，但说起来，我本来就是必须被评价为正经的人啊……毕竟是佣兵嘛。毕竟我是无根草嘛。毕竟是随时死掉也不奇怪的职业嘛。

  　グラムというのは亡くなった二人のお父さんの名前だろうか？　ガトラム氏にまともな人判定されたのは嬉しいが、そもそもまともな人と評されないといけない立場なんだなぁ、俺……まぁ傭兵だしな。根無し草だしな。いつ死んでも不思議じゃない職業だしな。

  「我、我可不打算离开大哥哥身边哦！」

  「わ、私はお兄さんから離れる気はないからね！」

  「我、我也……要和哥哥在一起。」

  「う、うちも……兄さんと一緒にいる」

  　姐妹俩从沙发后面伸出手，分别放在我的双肩上。既然她们俩都这么说，我的态度也已经决定了。

  　ソファの後ろから伸びてきた姉妹の手が俺の両肩にそれぞれ置かれる。二人がこう言ってくれるなら俺の態度も決まったようなものだ。

  　不过，面对家人时，小薇丝卡的态度有点强势呢。蒂娜则是感觉退了一步，声音中也带着一点客气。

  　しかし、家族に対してはウィスカの方がちょっと強気に出るんだな。ティーナの方は一歩引いた感じというか、ちょっと声から遠慮のようなものが感じられる。

  「小薇丝卡、小蒂娜，我们并不是来硬把你们带回去的。」

  「ウィスカちゃん、ティーナちゃん、別に俺達は二人を無理矢理連れ帰ろうと思って来たわけじゃないよ」

  「没错。就算想这么做，但对方可是那个船长・『疯狂』・希罗，根本拿他没办法。一瞬间就会被切成矮人肉片。」

  「そうだ。そうしようにも、相手があのキャプテン・〝クレイジー〟・ヒロじゃどうにもならん。一瞬でドワーフの輪切りにされる」

  「不，只要不是太夸张的情况，我不会把重要之人的亲人切成肉片。关于问候晚了这点，我真的觉得很抱歉，万分抱歉。但是既然她们两人说不想离开我，我也想和她们两人在一起。不管发生什么事。」

  「いや、
    
     流石
    さすがに余程のことがなければ大切な人の身内を輪切りにしたりしませんが。ご挨拶が遅れた点は本当に至らず申し訳ないと思ってます、この通り。ですが二人が俺の
    
     側
    そばを離れないと言っている以上、俺も二人と一緒に居たいと思います。何がどうあろうと」

  　我再次低下头，然后从正面看着謝菈小姐的脸，如此宣言。謝菈小姐也目不转睛地回望着我。总觉得她的长相和蒂娜和薇丝卡有点像，果然是因为她们是母女吧。她的头发颜色是有点偏紫的蓝色，伯父巴尔干先生和叔父加特拉姆先生的头发颜色也一样。该不会已故的格拉姆先生是红发吧？当我这么想的时候，謝菈小姐再次叹了口气。

  　俺はもう一度頭を下げ、それからシェーラさんの顔を正面から見据えて宣言した。シェーラさんもじっと俺を見返してくる。どことなくティーナとウィスカに顔立ちが似ているように思えるのは、やはり
    
     母
    おや
    
     娘
    こだからなのだろう。彼女の髪の毛の色は若干紫っぽい青色で、伯父のバルガン氏と叔父のガトラム氏も同じような髪の毛の色をしている。もしかしたら亡きグラム氏は赤髪だったのかな？　などと考えていると、シェーラさんが再び溜息を吐いた。

  「你有办法好好照顾她们两人吗？矮人女性很深情，但要是背叛她们，后果可是很严重的哦？」

  「ちゃんと二人まとめて面倒を見られますか？　ドワーフの女は愛情深いですが、裏切るとそれはもう大変なことになりますよ？」

  「我会尽我所能，诚心诚意地对待她们。」

  「俺なりに誠心誠意尽くします」

  　听到我的回答，謝菈小姐点了点头，巴尔干先生和加特拉姆先生则露出苦笑。嗯，看来是那样。两位大叔已经彻底调查过我的情报了。不过，那个，关于我有很多对象这件事，他们两人应该也都知道，所以应该没问题吧。我也不打算轻视他们两人。

  　俺の返事にシェーラさんは
    
     頷
    うなずき、バルガン氏とガトラム氏は苦笑いを浮かべた。うん、これはアレだな。おじさん二人は俺の情報をしっかりと調べてるな。まぁ、その、俺の相手が多いことに関しては二人とも承知の上でのことだから大丈夫だろう。俺だって二人を
    
     蔑
    ないがしろにするつもりはないし。

  「这样啊……那么，请让我和女儿们稍微谈谈。还有和新姐妹们也谈谈。只有女性。」

  「そうですか……なら、娘達と少しお話をさせてください。新しい姉妹の皆さんともね。女だけで」

  「啊，好的。」

  「アッハイ」

  　謝菈小姐也确实掌握了我的情报。

  　シェーラさんもしっかりと俺の情報を把握していらっしゃった。

  　在这种情况下，不要违抗女性比较安全。

  　こういう場合、女性には逆らわないほうが無難である。

  
   [image: ]
  

  ☆★☆

  ☆★☆

  「我们家代代都是商人。不过，现在这个时代继承家业的人也很少见了。而且，也不是所有人都能参与家业。」

  「うちの家系は代々商人でな。まぁ、今の時代家業を継いでくってのも珍しい話だが。それに、全員が全員家業に携わることができるわけでもない」

  「大哥继承了家业，我则当了军人。现在我已经退役，担任客船的雇用船长。」

  「兄貴が家業を継いで、俺は軍人になったんだ。今はもう退役して客船の雇われ船長をやってるが」

  　在謝菈小姐和我家女性们谈话的期间，我和巴尔干先生、加特拉姆先生三人来到蒂娜和薇丝卡的工作场所——机库，在那里找了个看起来像椅子的东西坐下，开始聊天。

  　シェーラさんとうちの女性陣が話をしている間、俺とバルガン氏、ガトラム氏の三人はティーナとウィスカの仕事場でもある格納庫へと足を運び、そこで適当に椅子になりそうなものを見繕って話をしていた。

  「謝菈小姐呢？」

  「シェーラさんは？」

  「謝菈头脑很好，从好学校毕业后，就职于航宙引擎制造商。在那里她遇到了格拉姆，两人结婚生下了小蒂娜和小薇丝卡」

  「シェーラは頭が良くてな。良い学校を出て、航宙エンジンメーカー勤めをしてるんだ。そこでエンジニアをやっていたグラムと出会って、ティーナちゃんとウィスカちゃんが生まれたんだよ」

  「只不过，格拉姆酒品不好，还喜欢赌博。结果，小蒂娜和小薇丝卡出生后两三年左右，他们大吵一架后就离婚了。格拉姆当时半绑架小蒂娜后就消失了」

  「ただ、グラムはちょっと酒癖が悪くて、
    
     賭
    かけ
    
     事
    ごとも好きな
    
     奴
    やつだった。結局、ティーナとウィスカが生まれて二年か三年かそれくらいで
    
     大
    おお
    
     喧
    げん
    
     嘩
    かして、別れた。グラムはその時にティーナを半ば
    
     攫
    さらうような形で姿を消した」

  「真的假的……」

  「マジか……」

  　虽然不想说死人的坏话，但我觉得这有点过分……结果他留下小蒂娜后就死了，小蒂娜似乎吃了不少苦。当然，他应该也不是个一无是处的人。

  　死んだ人のことをどうこう言いたくないが、ちょっとそれはどうだろうと思うなぁ……結局ティーナを残して死んで、ティーナは結構苦労したようだし。無論、悪いところばかりの人だったわけじゃないんだろうが。

  「一段时间后，小薇丝卡找到小蒂娜，把她从利梅普莱姆殖民卫星带出来时，我吓了一跳，謝菈虽然很高兴，但对格拉姆非常生气。她还说要把那家伙复活，亲手杀了他这种危险的话」

  「暫くしてウィスカちゃんがティーナちゃんを見つけてリーメイプライムコロニーから連れ出してきた時にはびっくりしたし、シェーラは喜びながらもグラムにブチ切れてたな。あいつを生き返らせてこの手でぶっ殺してやりたいとか物騒なことを言ってた」

  「以绑架的形式把小蒂娜带走后消失，然后很快就死了，让小蒂娜吃了不少苦，当然会生气……」

  「そりゃティーナを誘拐みたいな形で連れ出して姿を消して、さっさと死んでティーナに苦労させたら怒るわ……」

  　而且她还和当地的黑手党或帮派有关系，所以蒂娜从利梅普莱姆殖民卫星逃出来的时候，似乎也冒了不少风险。难怪她会生气。

  　しかも地元のマフィアだかギャングだかと関係を持ってたから、ティーナがリーメイプライムコロニーから脱出する時には結構危ない橋を渡ったって話だったしな。そりゃキレる。

  「因为这些原因，她对希罗阁下的关系相当否定……但实际见面后，她的方针似乎有所转变。」

  「そういう事もあって、ヒロ殿との関係にはかなり否定的だったんだが……実際に顔を合わせて少し方針を転換したようだな」

  「那我就放心了。还有，你们不用那么恭敬地称呼我。虽然我是白金级、金星、名誉子爵，但还只是个年轻人，对你们来说是侄女的……丈夫吧？这种关系该怎么称呼？」

  「なら
    
     嬉
    うれしいんですけどね。あと、俺のことはそんなに
    
     畏
    かしこまって呼ばなくても良いですよ。プラチナランカーだゴールドスターだ名誉子爵だって言ってもまだまだ若造ですし、
    
     貴方
    あなた達にとっては
    
     姪
    めいの……夫ですかね？　そういう間柄ってなんて呼ぶんだろう？」

  「侄女婿吧。」

  「姪婿だな」

  「原来如此，侄女婿。虽然我可能不像蒂娜和薇丝卡那么可爱，但希望你们能同样对待我。」

  「なるほど、姪婿。まぁティーナとウィスカほどの
    
     可愛
    かわいげは無いかもしれませんが、同じように扱ってくれると嬉しいですね」

  「哈哈哈，话题中的英雄是侄女婿啊。这下可以稍微炫耀一下了。」

  「ははは、話題の英雄が姪婿か。これはちょっとした自慢になるな」

  　巴尔干先生愉快地大笑，加特拉姆先生也笑得嘴角上扬。

  　バルガン氏が愉快そうに声を上げて笑い、ガトラム氏もニヤニヤと口元を緩めている。

  「不过，英雄这个称呼有点太夸张了吧。话说回来，世人是怎么传我的？」

  「しかし英雄ってのはちょっと言いすぎじゃないですかね。というか、世間的にはどう伝えられてるんです？　俺って」

  「哎呀，侄女婿阁下对自己的事情似乎不怎么关心。之前你不是和几家媒体一起接受了同行采访吗？用那些视频制作的纪录片节目正在播放呢。干净而上流的一流佣兵的生活，和美丽女性们的浪漫故事，和帝国航宙军以及其他佣兵们合作，充满刺激的与宙贼的战斗，令人瞠目结舌的报酬金额，从佣兵视角对宙贼这种社会毒瘤提出的问题……现在，船长希罗的佣兵纪录片可是大受欢迎的节目呢。」

  「おや、姪婿殿は自分のことには無頓着と見える。前に何社か合同でメディアの同行取材を受けたんだろう？　その映像を使ったドキュメンタリー番組が放映されているんだよ。クリーンでセレブリティな一流
    
     傭
    よう
    
     兵
    へいの暮らしぶり、麗しい女性達とのロマンス、帝国航宙軍や他の傭兵達と協力してのスリル
    
     溢
    あふれる宙賊との戦い、目の飛び出るような報酬額、宙賊という社会悪についての傭兵視点での問題提起……今、キャプテン・ヒロの傭兵ドキュメンタリーは大人気番組さ」

  「那是什么，好可怕……我怕得不敢看，不知道节目里是怎么说我的」

  「なにそれこわい……どんなことになっているのか怖くて観れねぇ」

  　把我的一部分日常生活剪辑成纪录片节目，我怕得不敢看。虽然我一直在刻意避免观看，但蜜蜜似乎保存了视频数据，经常观看……每次她都会露出得意的微笑，所以很容易看出来。

  　自分の日常の一部を切り出したドキュメンタリー番組とか恐ろしくて観れねぇ。意図的に視聴を避けてきたんだが、どうもミミとかは映像データを保管して度々観てるっぽいんだよな……その度にニヤニヤニマニマしてるからわかりやすいんだ、これが。

  「说实话，我是你的粉丝。能像这样和你说话的机会从天而降，其实我非常兴奋。」

  「正直に言うと俺はファンなんだ。こうして話せる機会が降って湧いてきて実はかなり舞い上がってる」

  　加特拉姆先生用一只手遮住嘴，开始说些惊人的话。

  　ガトラム氏が片手で口元を隠しながらとんでもないことを言い始める。

  「啊……要拍视频吗？以克里希那为背景」

  「あー……ホロとか撮ります？　クリシュナをバックに」

  「可以吗？」

  「良いのか？」

  「当然。宙贼的战利品也还有不少，只要不是太危险的东西，我可以送给你当纪念。」

  「
    
     勿
    もち
    
     論
    ろん。宙賊の戦利品もなんか色々あるんで、ヤバくないものなら記念にプレゼントしますよ」

  「我现在高兴得不得了，都快叫出来了。」

  「俺は今、最高に嬉しい。叫びだしそうだ」

  　加特拉姆先生仰望着天花板颤抖。你声音好像很大，拜托不要叫出来。

  　ガトラム氏が天井を見上げて震える。声量ヤバそうなんで叫ぶのは勘弁してください。

  ☆★☆

  ☆★☆

  　谢菈小姐作为蒂娜和薇丝卡的母亲，花了很长的时间和我家的女性们交谈，最后似乎很满意。

  　ティーナとウィスカの母であるシェーラさんはかなり長い時間をかけてうちの女性陣と話し合い、最終的には満足した様子だった。

  「我很期待早日看到孙子的脸。你可要诚心诚意地努力哦？」

  「孫の顔を早く見せてくださることを期待します。誠心誠意、頑張るのよね？」

  「是……那个，等我准备好了。」

  「はい……その、準備が整ったら」

  「听说你们要在某个行星的居住地买土地和房子。对于殖民卫星的居民来说，这简直是梦想，但如果是你的话应该能办到。我很期待哦？」

  「どこかの惑星上居住地に土地と家を買うって話ね。コロニー暮らしからすれば夢のような話だけど、貴方ならできるのでしょう。期待していますからね？」

  「是……」

  「はい……」

  　大概是满意我的回答，谢菈小姐笑着点头。

  　俺の返事に満足したのか、シェーラさんは笑顔で頷いた。

  「到时候一定要通知我们，侄女婿阁下。」

  「その時には俺達にも是非連絡してくれ、姪婿殿」

  「嗯，拜托了。还有，谢谢你们的礼物。我会当成传家宝的。」

  「ああ、是非頼むぞ。それと、土産をありがとう。家宝にする」

  　我将从宙贼那里抢来的酒瓶上签了名的酒，各送了数瓶给巴尔干先生和加特拉姆先生作为礼物。每瓶酒都是装在粗糙的瓶子里，由主多茵宙贼制造的无品牌酒——也就是私酿酒，但两人反而觉得这样更好。

  　バルガン氏とガトラム氏には宙賊からの略奪品である酒のボトルに俺がサインを入れたものを数本ずつ土産として渡した。どの酒も粗末なボトルに入ったメインドイン宙賊製の無銘柄の品──つまり密造酒なのだが、二人としては逆にそれが良いということだった。

  　他们一人各带了六瓶酒，一瓶用来保管，一瓶用来鉴赏，剩下四瓶是实际要喝的。六瓶酒的分量其实还不少，但他们是矮人。对于身材矮小却拥有强韧肉体的他们来说，背负六瓶酒似乎也不算什么负担。

  　保管用、鑑賞用に一本ずつ。そして実際に
    
     吞
    のむために四本と計六本ずつをそれぞれに持たせた。酒のボトルを六本というのはそれなりの荷物になるのだが、そこはドワーフ。小柄でも
    
     強
    きよう
    
     靭
    じんな肉体を持つ彼らにとっては背負う程の量の酒瓶など何の負担にもならなかったようだ。

  　顺带一提，谢菈小姐也从蒂娜她们和艾尔玛那里收到了由正规酒厂制造的高级酒作为礼物。她果然也是矮人。

  　ちなみに、シェーラさんはシェーラさんでティーナ達とエルマからきちんとした酒造メーカーが作った高級で上等なお酒をお土産として持たされていた。やはり彼女もドワーフであった。

  　谢菈小姐他们回去之后，我们聚集在休息室，暂时放空。

  　シェーラさん達が帰っていった後、俺達は
    
     揃
    そろって休憩室に集まり、暫く放心した。

  「……好累。」

  「……疲れた」

  「……我也是。」

  「……うちも」

  「……我也是。」

  「……私もです」

  　蜜蜜她们看着筋疲力尽的我、蒂娜和薇丝卡三人，露出苦笑。那群人真的就像暴风雨一样。

  　ぐったりとした俺とティーナとウィスカの三人を見たミミ達は苦笑いを浮かべていた。嵐のような人達だったな。本当に。

 
  ＃4：帝城的种种

  ＃４：帝城でのあれこれ

  　降落申请终于得到批准，我们决定分别驾驶经过武装封印处理的黑莲花和安特利翁降落帝都。当然，同样经过武装封印处理的克里希那也收纳在黑莲花里。由于这次降落是为了讨论我们在先前的国境纷争中立下的功绩，所以参加战斗的三艘船都必须降落。

  　遂に降下申請が承認されたので、俺達は武装の封印処置を受けたブラックロータスとアントリオンでそれぞれ帝都へと降下することにした。当然だが、ブラックロータスには同じく武装を封印したクリシュナも格納してある。今回は先の国境紛争で活躍した俺達の功績についても
    
     取
    とり
    
     沙
    ざ
    
     汰
    たされることになるため、戦闘に参加した船も三隻まとめて降下せよということになったのだ。

  　平时安特利翁也是和黑莲花对接移动，但降落帝都时不能保持对接状态，否则对接连接器会被重力破坏。

  　普段はアントリオンもブラックロータスにドッキングして移動しているのだが、帝都に降下して着陸するとなるとブラックロータスにドッキングしたままというわけにはいかない。重力でドッキングコネクタが壊れてしまう。

  　因此，我们解除了对接，各自降落。

  　なので、ドッキングを解除して別々に降下しているというわけだな。

  「所以，克莉丝也跟来了啊。」

  「で、クリスもついてくるんだな」

  　我一边将逐渐接近的帝都威容纳入视野一角，一边向乖乖坐在旁边的克莉丝搭话。我们现在在黑莲花的休息区集合，一边看着全息显示器投影出的帝都景象，一边等待降落帝都的行动结束。

  　徐々に近づいてくる帝都の威容を視界の端に入れつつ、隣で大人しく座っているクリスに声をかけた。俺達は今、ブラックロータスの休憩スペースに集合してホロディスプレイに投影されている帝都の様子を見ながら、帝都への降下が終わるのを待っている。

  　不过艾尔玛小姐是独自乘坐安特利翁降落，梅伊则是在黑莲花的舰桥上。而且翔子医师和前104小队的涅薇在医疗坞，所以并不是全员到齐。

  　
    
     尤
    もつとも、エルマは一人でアントリオンに乗って降下しているし、メイはブラックロータスのブリッジにいる。それにショーコ先生と元ユニット１０４ことネーヴェはメディカルベイにいるので、全員というわけではないのだが。

  「虽说有艾尔玛小姐在，但她已经远离贵族社会很久了。和霍尔斯侯爵家的人谈话时，还是我在场比较好吧？」

  「エルマさんがいるとはいえ、彼女は貴族社会からは離れて久しいですから。ホールズ侯爵家の方々とお話をする時には私がいたほうが良いですよ？」

  「既然克莉丝你这么说，那应该就是了。那就拜托你了」

  「クリスがそう言うならそうなんだろうな。頼らせてもらうよ」

  　听到我的回答，克莉丝开心地微笑。换做以前的话，我应该会认为在这种场合完全依赖克莉丝很危险吧。毕竟不管怎么说，克莉丝似乎还没有放弃和我白头偕老。

  　俺の返事を聞いたクリスは嬉しそうに
    
     微笑
    ほほえんだ。前までであればこういった場面でクリスに頼り切るのは危険だと考えただろう。なんだかんだ言ってクリスは俺と添い遂げることを
    
     諦
    あきらめていないようだったからな。

  　但是，事到如今已经不需要再对这一点保持警惕了。因为我已经下定决心了。而且，克莉丝似乎尊重我作为佣兵的生活方式。虽然不知道她的祖父达莱恩瓦尔德伯爵是否也这么想，但至少克莉丝是这么想的，既然伯爵把这么想的克莉丝送到帝都，让她自由行动，那就如克莉丝所说，伯爵也已经同意了。

  　だが、今となってはもうその点について警戒する必要はない。俺も腹を決めたからな。それに、クリスは俺の傭兵としての生き方を尊重してくれるようだ。彼女の祖父であるダレインワルド伯爵もそのように考えているかどうかはわからないが、少なくともクリスはそう考えているし、そう考えているクリスを帝都に
    
     寄
    よ
    
     越
    こして自由にさせている以上はクリスが言っていた通り伯爵もそのことに関しては了承済みなのだろう。

  　既然如此，克莉丝就完全站在我这边了。克莉丝的目的是让我以最真实的姿态成为她的伴侣，为了达成这个目的，她应该会想把霍尔斯侯爵家的干涉和影响控制在最小限度。那么在和霍尔斯侯爵家的谈话中，她没有理由站在对方那边。也就是说，我可以完全信任她。

  　で、あればだ。クリスは完全に俺の味方ということである。クリスの目的は自分の
    
     伴
    はん
    
     侶
    りよとしてありのままの俺を迎え入れるというものであって、その目的を達成するためにはホールズ侯爵家からの干渉や影響は最小限に抑えたい
    
     筈
    はずだ。ならばホールズ侯爵家との話し合いで彼女があちらに
    
     与
    くみする理由は何一つない。つまり、完全に信頼して良い。

  「话虽如此，首先要面对的是帝城。」

  「とはいえ、まずは帝城だけどな」

  「审讯会是吧。我不能和你一起去……」

  「査問会ですね。そちらには私は同行できませんね……」

  　克莉丝露出遗憾的表情。

  　クリスが残念そうな顔をする。

  　简单来说，首先要详细说明克利翁星系这次发生的事情的全貌，并证明我和瑟琳娜的行动是清白的。从某个角度来看，也可以认为是大卫・伊克瑟马尔伯爵邀请我共进晚餐，我却杀了文森特・伊克瑟马尔，还与伊克瑟马尔伯爵家的士兵大打出手，借此声东击西，让瑟琳娜趁机压制大卫・伊克瑟马尔伯爵，非法夺取克利翁星系物资集聚基地的指挥权和防卫司令官的权限，抢夺了功绩。

  　要は、今回クリーオン星系で起こったことの
    
     全
    ぜん
    
     貌
    ぼうを
    
     詳
    つまびらかにし、俺とセレナの行動に関して潔白を証明するのが何よりも先ということだ。見ようによってはデイビット・イクサーマル伯爵に夕食へと招待された俺がヴィンセント・イクサーマルを殺し、更にイクサーマル伯爵家の兵を相手に大立ち回りをして陽動を行い、その隙にセレナがデイビット・イクサーマル伯爵を制圧。クリーオン星系物資集積基地の指揮権と防衛司令官としての権限を不当に奪取し、功績を奪った……なんて見方もできなくはないからな。

  　不过，伊克瑟马尔伯爵家的人在晚餐会上对我们下药，打算把我们当作礼物投奔贝雷贝雷姆联邦，还对瑟琳娜注射了宙贼制造的可疑药物，这些罪状都有物证和大卫本人的供词。就算大卫否认供词，只要在帝城把他的脑袋打开来看，他也没办法狡辩。伊克瑟马尔伯爵家的毁灭已经是无可避免的了。

  　尤も、イクサーマル伯爵家の連中が
    
     晩
    ばん
    
     餐
    さん会で俺達に一服盛ったこと、俺達の身柄を手土産にベレベレム連邦へと寝返ろうとしていたこと、セレナに宙賊製の
    
     胡
    う
    
     乱
    ろんな薬剤をブスブスと打ちまくったことなど、それら全ての罪状に関して物的な証拠やデイビット本人の自白があるし、その自白に関してデイビットが否認したとしても、改めて帝城で脳の中身を引っこ抜かれれば言い訳のしようもない。イクサーマル伯爵家の破滅はまず避けられないだろう。

  　与此同时，我们的功绩也得到了保证。但无论如何，事情的经过都必须公诸于世，这样才能做个了断。

  　それは同時に、俺達の功績も確定的ということでもある。だが、いずれにしても事の次第は明らかにされなければならない。それがけじめというものだ。

  ☆★☆

  ☆★☆

  　抵达帝都的我们和克莉丝她们——有一名女性骑士同行担任护卫——道别，前往帝城。驻扎在帝都的帝国航宙军宪兵队的各位光明正大地迎接了我们。

  　帝都へと到着した俺達はクリス達──護衛の女性騎士一名が同行していた──と別れ、帝城へと向かった。帝都駐在の帝国航宙軍憲兵隊の皆様による堂々たる送迎である。

  　当然，『我们』之中也包括涅薇。

  　当然だが『俺達』の中にはネーヴェも含まれる。

  「没想到自己走的第一站居然是古兰坎帝国的帝城。人生真是难以预料啊。」

  「まさか自分の足で歩いて最初に向かう場所がグラッカン帝国の帝城とはね。人生、何があるかわからないものだよね」

  　她穿着一件简单的白色连衣裙。毕竟她现在的官方立场是贝雷贝雷姆联邦军的俘虏，要是打扮得太过华丽，给人的印象也会不好，所以才刻意选择了朴素的衣服。

  　そう言う彼女の
    
     出
    いで
    
     立
    たちはシンプルな白いワンピースというものであった。一応、彼女の公的な立場はベレベレム連邦軍の捕虜という形だからな。あまり華美な格好をしているのも心証が悪かろうということで、
    
     敢
    あえてシンプルな服を選ぶことになった。

  　话虽如此，她现在的立场非常微妙。一般来说，这个世界的军人会在皮下植入记录了识别号码等信息的芯片，但涅薇没有。别说军人用的芯片了，她似乎连作为贝雷贝雷姆联邦市民的市民号码和户籍都没有。不过，从她连名字都没有这点来看，其实也不难猜到。

  　とはいえ、今の彼女の立場は非常に微妙なものである。通常、この世界の軍人であれば認識番号などを記録した情報チップなどが皮下に埋め込まれていたりするらしいのだが、ネーヴェにはそれがない。というか、軍人用の情報チップどころか、ベレベレム連邦市民としての市民番号も、戸籍も何も存在しないらしい。まぁ、名前すら無い時点でお察しと言えばお察しな状態なのだが。

  　也就是说，她是个来历不明的人。因此，对于帝国航宙军来说，她是个难以处理的存在。不过，从她的证词、她被回收的座标，以及她被塞进去的太空舱——或者说是罐头的零件来看，她显然是贝雷贝雷姆联邦的人员……但贝雷贝雷姆联邦肯定不会承认。他们一定会主张这一切都是古兰坎帝国为了贬低贝雷贝雷姆联邦而捏造的。

  　つまり、彼女はどこの誰でもない人間なのだ。なので、帝国航宙軍としては微妙に扱いに困る存在なのである。尤も、彼女の証言や彼女が回収された座標、それに彼女が詰め込まれていたポッドというか缶詰を構成している部品などから、彼女がベレベレム連邦側の人員であることは明らかなのだが……それをベレベレム連邦が認めるかといえば、まず認めないだろう。全てグラッカン帝国によるベレベレム連邦を
    
     貶
    おとしめるためのでっちあげだと主張するに違いない。

  　实际上，如果贝雷贝雷姆联邦真的这么主张，古兰坎帝国也很难拿出证据来反驳。如果能拿出涅薇被塞进去的生物单元曾经被设置在贝雷贝雷姆联邦军舰上的铁证，那自然另当别论，但当时投入战斗的生物单元搭载舰全都被击沉了。主要是被我用反舰反应弹头鱼雷给炸飞的。

  　実際のところベレベレム連邦がそう主張した場合、グラッカン帝国側としてはその主張を退けるだけの証拠を用意することが難しい。ネーヴェが詰め込まれていた生体ユニットがベレベレム連邦の軍用艦に設置されていたという動かぬ証拠でもあれば話は別なのだが、あの戦いに投入された生体ユニット搭載艦は残らず大破してしまっているからな。主に俺が対艦反応弾頭魚雷で吹っ飛ばしたんだが。

  「这边就交给我吧。毕竟我和伊克瑟马尔伯爵家没有关系，而且我也是她的主治医生」

  「こっちは任せておいてくれたまえ。私はイクサーマル伯爵家との件にも無関係だし、彼女の主治医だからね」

  「抱歉，那就交给你了。至于涅薇今后的去向——」

  「悪いが任せる。ネーヴェの身の振り方については──」

  「基本上就按她的意愿来吧。我很清楚的。而且考虑到各种情况，把她留在我们这里应该是最稳妥的」

  「基本的には彼女の望むように、だね。よくわかっているとも。考える限り、うちで引き取るのが一番無難だろうしね」

  　虽然政府机关和帝国航宙军也不是不能照顾她，但这样一来，可能会对利用涅薇的境遇对贝雷贝雷姆联邦进行的负面宣传造成不好的影响……如果政府机关雇佣她，照顾她的话，贝雷贝雷姆联邦可能会说“那个少女果然是古兰坎帝国的暗桩，负面宣传本身就是捏造的吧？”之类的话。但是如果什么都不做，把她扔在一边让她饿死的话，那也会让外界对帝国的评价变差。

  　政府機関や帝国航宙軍などで彼女の面倒を見ることは不可能ではないだろうが、そうするとネーヴェの身の上を使ったベレベレム連邦へのネガティブキャンペーンに悪影響を及ぼすかもしれないしなぁ……彼女を政府機関などで雇い、面倒を見るとベレベレム連邦側から「やはりあの少女はグラッカン帝国側のサクラで、ネガティブキャンペーン自体がでっちあげなのでは？」などと言われかねない。しかし何の支援も行わずに放り捨てて野垂れ死にさせたりしたら、それはそれで大変に外聞が悪い。

  　这样一来，由在战场上捡到涅薇的中立佣兵——名义上是中立——的我来照顾她，对古兰坎帝国来说也是有利的。

  　そうなると、ネーヴェを戦場で拾った中立の
    
     傭
    よう
    
     兵
    へい──建前上は中立──である俺が彼女の面倒を見るという構図はグラッカン帝国にとっても都合が良いのだ。

  　被贝雷贝雷姆联邦制造成兵器的零件，受到虐待的少女被心地善良的佣兵捡到，照顾她。根据演出方式的不同，这可以成为一段佳话。如果帝国对这样的佣兵给予一定程度的支援，对外也能保住面子。虽然只是猜测，但事情应该会往这个方向发展吧。

  　ベレベレム連邦に兵器の部品として造られ、虐げられた少女を心優しい傭兵が拾い上げ、その面倒を見る。演出のしようによっては美談である。そんな傭兵に帝国が少なからず支援を行えば対外的にも体面が大いに保たれる。恐らくだが、そういう方向に話は転がるだろう。

  「拜托了。我们也会努力的」

  「頼んだ。俺達は俺達で頑張ってくるわ」

  「嗯，加油吧。虽然应该没什么好担心的」

  「ああ、頑張って。何も心配は要らないだろうけどね」

  「我会祈祷的」

  「そう祈るよ」

  　虽然多少有些麻烦，但最终能以“可喜可贺可喜可贺”收场的话，那再好不过了。

  　多少の面倒はあれど、最終的には「めでたしめでたし」で終わるのが何にせよ一番だよな。

  ☆★☆

  ☆★☆

  　审讯会的气氛十分和谐——当然不可能。虽然不至于剑拔弩张，但审讯会在一种紧张的气氛中进行，让人感到很不自在。

  　査問会は和やかな雰囲気で行われ──るわけもなく。大荒れとは言わないがピリピリとした雰囲気が漂う居心地の悪い中で行われていた。

  　其中最幸运的是，这种紧张的气氛，或者说敌意，不是针对我们，而是针对伊克瑟马尔伯爵……不，是前伯爵。

  　その中でも幸いだったのはピリピリとした雰囲気というか、敵意というか、糾弾される先が俺達ではなく、イクサーマル伯爵……いや、元伯爵だったことか。

  　审讯会的成员们对伊克瑟马尔前伯爵的质问，不，是审问，非常严厉。

  　査問会を取り仕切るメンバー達によるイクサーマル元伯爵への詰問、いや尋問はそれは
    
     苛
    か
    
     烈
    れつなものであった。

  　审讯会追究的内容涉及很多方面，比如对我们和瑟琳娜下安眠药的事，把船员当成人质逼迫我服从的事，给瑟琳娜投药的事——据说他准备的药物中，还有寄生在大脑里，剥夺自由意志的人工寄生虫——还有，他原本打算把离国境最近的星际闸道所在的区域作为礼物，向贝雷贝雷姆联邦倒戈的事，为了使这个计划成功，他让私兵潜入星际闸道进行破坏，试图切断帝国航宙军本队的增援的事等等。

  　俺達やセレナに睡眠薬のようなものを盛った件、クルーを人質にして俺を従わせようとした件、セレナに宙賊製の胡乱な薬剤──用意されていた中には脳に寄生し、自由意志を奪う人工寄生虫も存在したらしい──を投与した件、そもそもの話として国境最寄りのゲートウェイまでの領域を手土産としてベレベレム連邦に寝返ろうとした件、その計画を成功させるために私兵をゲートウェイに潜入させてサボタージュを行い、帝国航宙軍本隊の増援を遮断しようとした件など、追及内容は実に多岐に及んだ。

  　不过，这审讯会的追究也太严厉了。伊克瑟马尔前伯爵如果否认罪状，审讯会就会拿出物证和自白内容，以及从他脑袋里实时提取的情报，将他的否认粉碎得体无完肤。甚至不允许他保持沉默，认为沉默就是默认。

  　いや、それにしても追及が苛烈というかなんというか。イクサーマル元伯爵が罪状について否認などしようものなら物的証拠と自白内容、それに彼の頭からリアルタイムで引っこ抜いた情報を提示して片っ端から否認そのものを粉砕してかかっている。更に沈黙は肯定とみなすとか言って黙秘すら許されない。

  「不允许保持沉默，这在帝国法里是合法的吗？」

  「黙秘すら許されないって帝国法的にアリなのか？」

  「帝国法虽然有很多内容对贵族有利，但贵族做了坏事被追究责任的时候，内容就会变得非常严厉。这次证据也十分充足，伊克瑟马尔前伯爵真是可怜」

  「帝国法は貴族に有利な内容も多いですが、悪事などを働いて責められる立場になった時には一転して厳しい内容になるんですよ。今回は証拠も出揃っているので、イクサーマル元伯爵は悲惨ですね」

  　我一边看着伊克瑟马尔前伯爵被言语攻击得体无完肤，一边用手遮住嘴和瑟琳娜小声说话。这时对伊克瑟马尔前伯爵的审问结束了，他被宪兵带走了。不知道是不是错觉，他头发上的白发好像变多了。

  　イクサーマル元伯爵が言葉でボッコボコにされているのを眺めながら、口元を手で隠して小声でセレナと話をしているうちにイクサーマル元伯爵への尋問は終わり、彼は憲兵に引っ立てられていった。心なしか、頭髪に白髪が目立つようになっている気がする。

  「好了，接下来是船长希罗。我们也想听听你的说法」

  「さて、次はキャプテン・ヒロ。君にも話をしてもらおうと思う」

  「啊，我也要被审讯啊。请手下留情」

  「ああ、俺も聞かれるのね。どうぞ、お手柔らかに」

  　伊克瑟马尔前伯爵被带出去之后，矛头就指向了我，我决定老老实实接受审讯。审讯会的成员全都散发着高贵的气场，恐怕都是高阶贵族吧。这样的话，他们应该都经过了高度的生体强化，大脑的处理能力也得到了提升，说谎和蒙混过关都是行不通的。这么一想，除了实话实说之外，我几乎别无选择，从某种意义上来说，这反而让我轻松了不少。

  　イクサーマル元伯爵が連れ出されていった後、俺に矛先が向いてきたので素直にそれを受け入れることにする。査問会のメンバーは誰も彼も高貴なオーラをこれでもかと放っておられる。恐らくは全員が高位貴族なのだろう。とすれば、ほぼ全員が高度な生体強化の果てに脳の処理能力なども上がっているのだと思う。
    
     噓
    うそや誤魔化しは通じまい。そう考えるとありのままに話す以外の選択肢はほぼ無いということでもあるので、ある意味では気が楽だな。

  「那么，我们想按顺序确认一下在伊克瑟马尔伯爵家拥有的战舰崇高上发生的事情。你和你的船员们在伊克瑟马尔伯爵家的邀请下，与瑟琳娜・霍尔斯上校一同前往了崇高。没错吧？」

  「では、イクサーマル伯爵家の所有する戦艦、マジェスティックの中で起こったことを順に確認させてもらいたい。イクサーマル伯爵家の招待を受ける形で君と君のクルー達はセレナ・ホールズ大佐と同道してマジェスティックへと向かった。間違いないかね？」

  「没错。我在邀请下带着船员们和瑟琳娜上校一起去了崇高」

  「間違いない。俺は招待されてクルーを連れてセレナ大佐と一緒にマジェスティックへ向かった」

  　听了我的回答，审讯会的主持人点了点头。

  　俺の返答に査問会メンバーの進行役が
    
     頷
    うなずく。

  　之后，我讲述了餐会的内容和被下药时的情况，话题也涉及到了我和文森特的对话。

  　その後も食事会の内容や薬が盛られた時のことなどを話し、話題はヴィンセントとのやり取りについての部分に及んだ。

  「因为伊克瑟马尔伯爵家以被绑在椅子上，被拆散的船员们的人身安全为要挟，威胁我们服从他们，所以我偷偷地挣脱了束缚，趁机压制了文森特和两名护卫。尽管如此，文森特的威胁度依然很高，所以我用从他那里夺来的剑给了他最后一击」

  「
    
     身体
    からだを椅子に拘束されて、離れ離れにさせられたクルーの身柄を盾に自分達に従うように脅されたから、
    
     密
    ひそかに拘束から脱して隙を突いてヴィンセントと二名の護衛を制圧した。それでもなおヴィンセントは脅威度が高かったから、彼から奪った剣を使ってとどめを刺した」

  「之后，你和崇高号的船员们进行了激烈的白刃战，杀害了许多船员。没错吧？」

  「その後、君はマジェスティックのクルーと激しい白兵戦を行い、多くのクルーを殺害した。間違いないかね？」

  「没错。我作为船长，有义务拯救被囚禁的船员们，而伊克瑟马尔伯爵家的那些人不仅使用了药物，还利用人质试图强迫我们做某些事情，我完全无法期待他们具备一般伦理观和善性。为了保护船员们的性命和尊严，我认为必须尽快拯救他们。结果导致了战斗的发生，确实造成了许多伤亡」

  「間違いない。俺はキャプテンとして
    
     囚
    とらわれたクルー達を救助しなければならない立場だったし、薬を使い、人質までをも使ってこちらに何かを強制しようとするイクサーマル伯爵家の連中には一般的な倫理観や善性といったものを一切期待できなかった。クルー達の命と尊厳を守るために俺は一分一秒でも早くクルー達を救わなければならないと考えていた。その結果として戦闘が発生し、多くの死傷者が発生したのは確かだ」

  「原来如此。我有几个问题想问。你是怎么挣脱椅子的束缚？虽然说是出其不意，但你是怎么压制住包含文森特在内的三名贵族？另外，我们这边有留下影像，也有白兵战的幸存者作证，说你让建材和尸体浮在空中，随心所欲地操纵，当成盾牌使用。除此之外，你似乎还使用了只能说是超常的力量大闹了一场。」

  「なるほど。気になる事が数点ある。君は椅子からの拘束をどのようにして脱したのか？　そして不意を突いたとはいえ貴族であるヴィンセントを含む三人をどのようにして制圧したのか？　更にこちらは映像にも残っており、白兵戦の生き残りからの証言もあるのだが、君は壁材や死体を浮かべて意のままに操り、盾としていたとか。その他にも超常の力としか言いようのない力を用いて大暴れしたそうだね」

  　哎呀，果然来了。我就知道对方会针对我的灵能能力提出某些问题。我不认为他们有办法模仿，就算说出来也无所谓，但我还是想尽可能地隐藏自己的底牌。

  　おっと、やっぱり来たな。俺のサイオニック能力に関して何かしらの質問が来るとは思っていた。
    
     真
    ま
    
     似
    ねができるとも思えないし、別に話しても構わないと言えば構わないが、手の内はできるだけ
    
     晒
    さらしたくないんだよな。

  「关于我是怎么挣脱束缚、压制文森特等人、在白兵战中取得优势，我拒绝回答详细情况。根据佣兵公会与帝国航宙军之间的协定，帝国航宙军应该不能强制要求佣兵公开战斗技能和装备吧？」

  「俺がどのようにして拘束を脱し、ヴィンセント達を制圧し、白兵戦で優位に立ったのか。その詳細については回答を拒否する。傭兵ギルドと帝国航宙軍との間の協定においても傭兵の戦闘技能や装備に関して帝国航宙軍側が強制力を行使して開示を迫ることは禁止されている
    
     筈
    はずだよな？」

  　在星际国家之间活动的佣兵公会和利用其服务的各个国家，都缔结了各自的协定。简单来说，协定的内容就是禁止特定的星际国家或宇宙帝国征召佣兵公会旗下佣兵的战力和战斗技术。

  　星間国家間を
    
     跨
    またいで活動している傭兵ギルドとそれを利用する各国家がそれぞれに結んでいる協定というものがある。大まかに内容を要約すると、特定の星間国家や宇宙帝国が傭兵ギルドに所属している傭兵の戦力や戦闘技術などを徴発することを禁止するという内容だ。

  　当然，这些协定不只保护了佣兵的利益和权利，也保护了利用佣兵的国家的利益和权利，但这些内容和这次的事件无关，就先搁在一旁吧。

  　無論、傭兵側の利益や権利を守るための条項だけでなく、傭兵を利用する国家側の利益や権利を守るための条項もあるのだが、それは今回は関係ないので横においておく。

  　总之，听到我的回答后，贵族露出了苦笑。他原本大概以为能从我口中问出能力的底细，但可没这么容易。

  　何にせよ、俺の返答を聞いた貴族は苦笑いを浮かべた。あわよくば俺の能力について聞き
    
     穿
    ほじろうと考えていたんだろうが、そうはいかんぞ。

  「既然你拿协定当挡箭牌，那也没办法了。好吧，我收回刚才的问题。关于你的行动，虽然有欠考虑且做过头的一面，但本查问会大致上认同其正当性，不打算追究。只不过，希望你留意到，这仅限于这次的事件。这次只是凑巧有证据证明伊克瑟马尔伯爵家企图反叛皇帝陛下。所以你的行动也以与反叛者战斗的形式不追究。否则的话，你就会因为杀害大量帝国臣民的罪行而受到惩罚」

  「協定を盾にされてしまっては仕方がないな。良かろう、今の質問は撤回する。貴殿の行動に関しては短絡的かつやりすぎな面もあるが、当査問会としては
    
     概
    おおむねその正当性を認め、不問とするつもりだ。ただ、それも今回に関しては、という但し書きがつくということには留意してもらいたい。今回はたまたまイクサーマル伯爵家が皇帝陛下への反逆を企てていたという確かな証拠が
    
     揃
    そろっていた。だから貴殿の行動も反逆者との戦闘、という形で不問となったのだ。そうでなければ君は同じ帝国臣民を大量に殺害した
    
     咎
    とがを償うことになったのだからね」

  「我明白了」

  「承知した」

  　虽然嘴上这么说，但如果陷入同样的状况，我大概还是会做出同样的暴行。为了避免这种情况，还是小心再小心为妙。不过，他倒是挺干脆地就退让了。

  　と言いつつも、同じような状況に陥ったら結局同じように暴れると思うけどな。そうならないよう用心に用心を重ねるのが最善だろう。しかし、随分あっさりと
    
     退
    ひいてくれたな。

  　之后，瑟琳娜的行动也受到了查问，但和我一样，由于伊克瑟马尔伯爵家企图反叛的证据已经凑齐，所以各种越权行为等都未被追究。

  　その後、セレナの行動に関しても査問は行われたが、俺の時と同じようにイクサーマル伯爵家が行おうとしていた反逆行為の証拠が出揃っていたので、各種の越権行為などに関しては不問とされていた。

  　此外，蜜蜜、艾尔玛和库姬也在过程中被问及几个问题，不过她们和我一样拒绝回答自己是如何脱离危机的，而对方也接受了。

  　また、その過程でミミとエルマ、クギにも質問がいくつか飛んだが、彼女達が危機を脱するにあたってどのような手段を用いたのかということに関しては俺と同じく回答を拒否し、認められた。

  　嗯？难道是上头有交代不要深究我们的事情吗？我被问话的时候也是，对方居然这么干脆就退让了？

  　ふむ？　俺達に関しては深く追求しないようにというお達しでもあるのかね？　俺の時も思ったが、随分とあっさり退くな？

  「报告书上提到，你们有针对宙贼纳米机械的解毒剂？」

  「報告書に記載があったが、宙賊のナノマシン製剤へのカウンター薬剤があるとか？」

  「我们家的医生确实有做出解毒剂。我不是专家所以不太清楚，不过我无法轻易答应提供资料，毕竟我也不太懂。身为船长，我不能随便贱卖船员的能力。你要是有兴趣的话，就去问我们家的医生吧。」

  「うちのドクターがでっちあげたものは確かにあるな。俺は専門家じゃないんでよくわからんが、データの提出に関しては安請け合いはできんね。なんせよくわからないから。キャプテンとしてはクルーの腕を安売りするわけにもいかない。興味があるならうちのドクターに問い合わせてくれ」

  「那位医生今天没有同行吗？」

  「そのドクターは今日は同行していないのかね？」

  「她有来帝城，不过现在应该正忙着处理其他事情。至于是什么事情，我也不方便在这里透露，你还是自己去调查吧。」

  「帝城には来てるが、別件で今は手が離せないと思うね。別件の内容については俺がこの場で話して良いものかわからないから、別途そちらで調べてくれ」

  「我明白了。」

  「承知した」

  　被认定为大逆贼的大卫离开房间后，查问会的气氛变得和缓许多——虽然还不到那种程度，但至少没有先前那么紧张了。查问会继续进行，而我们则被允许离开。

  　大逆者とされたデイビットが退室した後は和やか──とまではいかないが、
    
     然
    さ
    
     程
    ほどの緊張感もなく粛々と査問が続き、俺達はお役御免と相成った。

  「……比想象中还要轻松，或者该说没有波折就结束了」

  「……思ったよりも楽勝というか、波乱もなくあっさりと終わったな」

  「一般来说不会这么顺利的吧？恐怕是上头的某人下令，要尽快结束对我们的查问会吧」

  「普通こうは行きませんからね？　恐らく、どこかかなり上の方から私達への査問はあっさりと終わらせるように命令でもあったんだと思いますよ」

  「这样好吗，查问会？」

  「それで良いのか、査問会」

  「没关系的。这次查问会的主要节目是把大卫・伊克瑟马尔认定为大逆贼，我们只是配角。抓住大逆贼的我们如果在查问会上受到处分，那也很不妥当吧」

  「良いんですよ。今回の査問会のメインディッシュはデイビット・イクサーマルを大逆者とすることで、私達は添え物だったんですから。大逆者を捕らえた私達が査問会で処分を受けるというのも都合が悪いでしょうしね」

  「什么意思？」

  「どういうことだ？」

  「你马上就会明白的，现在不告诉你」

  「すぐにわかりますから教えてあげません」

  「为什么啊」

  「なんでだよ」

  　那眼神是怎么回事。就像是在看从养猪场被卖掉的小猪一样，充满了怜悯？

  　なんだその目は。養豚場から売られていく子豚でも見るような哀れみを感じさせる視線なんだが？

  　虽然不太清楚，但感觉很麻烦？

  　なんだかよくわからんが面倒事だな？

  「比起这个，我们去下个地方吧。克莉丝汀娜好像也在等着」

  「そんなことよりも次に行きましょう。クリスティーナも待っているようですし」

  「下个地方？克莉丝也在等着是什么意思？」

  「次？　クリスも待ってるってどういうことだ？」

  　我无法理解事态。说明，好好给我说明一下。

  　事態が飲み込めない。説明、俺に説明をちゃんとしてくれ。

  「和父亲大人见面。你会负起责任的吧？」

  「お父様との面会です。責任、取ってくれるんですよね？」

  「啊啊，是这样……没想到会在帝城见面啊」

  「ああ、そういう……帝城で会うことになるとは思ってなかったよ」

  　我还以为会在霍尔斯侯爵家的帝都宅邸之类的地方见面呢。下次还是先跟她说一声，这种事要早点告诉我。

  　てっきりホールズ侯爵家の帝都屋敷とかそういう感じのところで会うと思ってたよ。今度からそういうのは早めに教えてくれるように言っておくとしよう。

  ☆★☆

  ☆★☆

  　帝城非常宽广。一栋建筑物……不，建筑物这个说法有点语病？构造体？总之，被称为帝城的范围非常广大。如果徒步从一端走到另一端，似乎要花上好几天。

  　帝城というのはとても広い。一つの建物……いや、建物というのは少し語弊があるか？　構造体？　とにかく、帝城と呼ばれている範囲は大変に広大だ。徒歩で端から端まで歩いたら数日かかるらしい。

  　因此，帝城内准备了几种专用的交通手段。有类似电车的交通工具，也有类似飞在空中的出租车的交通工具……不过这次的目的地是不用搭乘那些交通工具，徒步几分钟就能抵达的地方。

  　なので、帝城内には専用の交通手段がいくつか用意されている。それは電車のようなものであったり、空を飛ぶタクシーのようなものであったりするわけだが……今回はそのような交通手段を使わずに徒歩数分で到着できる場所が目的地であった。

  「这一带还是帝国军的区域吧？」

  「この辺ってまだ帝国軍の区画だよな？」

  「是啊。我家代代都担任军方的重要职位，所以在这个区域被赐予了私人空间。」

  「そうですね。私の家は代々軍関係の要職に就いているので、この区画に私的なスペースを下賜されているんですよ」

  「类似别墅吗？」

  「別荘的な？」

  「没有那么高级啦。单纯是为了方便出勤，随时都能应对的私人空间。」

  「そこまでセレブリティなものではないですよ。単に出仕に手間がかからないように、いつでも即応できるようにという意図のスペースです」

  「原来如此……？」

  「なるほど……？」

  　也就是说，是设置在工作场所的稍微豪华一点的专用休息室吗……？　帝国军是类似黑暗大企业一样的存在吗……？　不，算了，感觉上是虽不中亦不远矣。

  　それはつまり仕事場に設けられたちょっと豪華な専用仮眠スペース的なアレなのでは……？　帝国軍は暗黒メガコーポめいた存在だった……？　いや、まぁ、当たらずとも遠からずって感じはするが。

  　我一边听瑟琳娜这么说，一边抵达了明显不是帝国军的军人，而是由士兵担任门卫的门前。要说为什么能明显看出不同，首先制服就不一样。该怎么说呢，看起来就是礼仪用的，或者该说一看就知道是花了很多钱的时髦制服，闪亮亮的程度很高。换个说法就是很有高级感。

  　そんな話をセレナから聞きながら
    
     辿
    たどり
    
     着
    ついたのは、明らかに帝国軍の軍人ではない兵士が
    
     歩
    ほ
    
     哨
    しようとして立っているゲートの前だった。
    
     何
    な
    
     故
    ぜ明らかに違うとわかるのかと言うと、まずもって制服が違う。なんというか、いかにも儀礼用というか、金がかかっているというのがわかるお
    
     洒落
    しやれというかキラキラ度が高い制服なのだ。高級感があると言い換えても良い。

  「你不是说不是贵族吗？」

  「セレブリティじゃないって話じゃなかったか？」

  「要是太穷酸的话，也会造成一些不便……要通过了哦。」

  「あまり貧相だとそれはそれで不都合があるんですよ……通りますよ」

  「是，两位请进！」

  「はっ、どうぞお通りください！」

  　在看似霍尔斯侯爵家私兵的士兵们敬礼的同时，我们通过了检查门，踏进霍尔斯侯爵家的私人区域。

  　ホールズ侯爵家の私兵と思われる兵士達から敬礼されながらチェックゲートを通り、ホールズ侯爵家のプライベート区画とやらに足を踏み入れる。

  「……你不是说不是贵族吗？」

  「……セレブリティじゃないって」

  「以帝都的标准而言，这样已经很朴素了，真的。」

  「帝都基準では十分質素なんですよ、本当に」

  　对于我的指摘，瑟琳娜一脸疲惫地这么说。

  　俺の指摘にセレナが疲れたように言葉を吐く。

  　木制的地板上铺着漂亮的地毯，天花板上挂着让人感受到历史的灯状照明装置。一看就很高贵的家具和绘画，以及恐怕是插着“真花”的花瓶，怎么看都是一个上流社会的空间。这种豪华程度，就连高级酒店都相形见绌。如果这都算朴素的话，那被称为豪华的宅邸又会是什么样的呢？会不会因为太过耀眼而无法睁开眼睛呢？

  　
    
     瀟
    しよう
    
     洒
    しやな雰囲気漂う木製のフロアに
    
     綺
    き
    
     麗
    れいなカーペット、天井には歴史を感じさせるランプのような照明装置。見るからにアンティークなお高そうな調度品や絵画、それに恐らく『本物』の花が差されている花瓶など、どうみてもセレブリティな空間がそこには広がっていた。この豪華さはそこらの高級ホテルも
    
     霞
    かすんで見える。それで質素となると、豪華と言われるような邸宅はどのようなことになっているのだろうか？　
    
     眩
    まぶしさで目を開くことができないんじゃないか？

  「真是让人安心的氛围」

  「落ち着く雰囲気です」

  「这算让人安心吗……？」

  「これが落ち着くんですか……？」

  「库姬怎么说呢，真是个大人物啊」

  「クギってなんというか、大物よね」

  　看着缓缓摇着尾巴的库姬，蜜蜜和艾尔玛又是惊讶又是无语。明明一开始只是住进稍微高级一点的酒店就慌张得不行，现在却对这种程度丝毫不为所动。这就是精神上经过修炼的灵能能力者的实力……不，或许只是库姬原本就是这种性格而已。一定是这样。

  　ゆっくりと
    
     尻
    しつ
    
     尾
    ぽを振っているクギにミミとエルマが
    
     驚
    きよう
    
     愕
    がくしたり
    
     呆
    あきれたりしている。最初はちょっと高級なホテルに泊まるだけでもあたふたしていたのに、今となってはこの程度では小揺るぎもしない。これが精神的な修練を積んだサイオニック能力者の実力……いや、クギが元々そういう性格なだけかもしれないな。きっとそうだ。

  「克莉丝已经到了吧」

  「クリスはもう来てるって話だったな」

  「是的，她和护卫已经到了。应该在接待室吧」

  「はい、護衛と二人で既に到着しているようです。応接室でしょう」

  　瑟琳娜这么说着，毫不犹豫地快步前进。对她来说，这里就像是自己家一样熟悉吧。毕竟这里是军方相关的区域，说不定她停留在帝都的时候，经常利用这个私人区域。

  　そう言ってセレナはスタスタと迷いなく歩を進めていく。彼女にとっては勝手知ったる自分の家ってところなのだろうか。まぁ、軍関係の区画の中にあるし、もしかしたら帝都に滞在する時にはこのプライベート区画を利用することが多いのかもしれないな。

  　途中，我们和几名女仆小姐擦身而过，瑟琳娜往区域深处前进，最后在一道门前停下脚步。她「叩叩叩」地敲了敲门。

  　途中、何人かのメイドさんとすれ違いながら区画の奥へと進み、セレナは一つの扉の前で立ち止まった。そうしてコンコンコンとノックをする。

  「我是瑟琳娜。我要进去了。」

  「セレナです。入りますよ」

  「请进。」

  「どうぞ」

  　门后传来熟悉的声音。

  　扉越しに聞き覚えのある声が聞こえてきた。

  　我跟着瑟琳娜进入接待室，克莉丝就在里面。她从沙发上站起身，看着我们露出笑容。

  　セレナに続いて応接室の中に入ると、そこにはクリスがいた。ソファから立ち上がり、俺達に視線を向けたクリスが笑みを浮かべる。

  「看样子，查问会顺利结束了。我放心了。」

  「その様子だと査問会は問題なく終わったみたいですね。安心しました」

  「嗯，总算是解决了。虽然我觉得好像有来自遥远上层的无形之手介入其中……」

  「まぁなんとかな。どうも
    
     遥
    はるか上からの見えざる手が介入していた気もするが……」

  　我这么说着，将视线转向瑟琳娜。她闭上眼睛，耸了耸肩。瑟琳娜应该对这件事一无所知，但从她没有否定的举动来看，她似乎和我抱持着同样的感想。

  　そう言ってセレナに視線を向けると、彼女は目を
    
     瞑
    つぶり、肩を
    
     竦
    すくめてみせた。セレナはその件に関しては何も知らないということなのだろうが、否定するような素振りを見せない辺り、俺と同じような感想は抱いているらしい。

  「父亲大人的话，或许会知道些什么。这位是克莉丝汀娜的护卫吗？」

  「お父様なら何か知っているかもしれませんけどね。そちらの方はクリスティーナの護衛ですか？」

  「是的。埃德特鲁，打个招呼。」

  「はい。エデルトルート、
    
     挨
    あい
    
     拶
    さつを」

  「是，克莉丝汀娜大人。我是达莱恩瓦尔德伯爵家的寄子，克劳泽男爵家的埃德特鲁。瑟琳娜大人、希罗大人，还有各位，今后请多多关照。」

  「はい、クリスティーナ様。ダレインワルド伯爵家の寄り子、クラウゼ男爵家のエデルトルートと申します。セレナ様、ヒロ様、それに皆様も。よろしくお願い致します」

  　克莉丝的女性护卫骑士优雅地行了一礼。她是一位美人，接近黑色的茶色卷发长及肩膀。她应该是普通人类，年纪比我小一点……不，应该小很多吧？大概二十岁左右……说不定还没到二十岁。

  　そう言ってクリスの女性護衛騎士が優雅に礼をしてみせた。黒に近い茶色のくせっ毛を肩の辺りまで伸ばしている美人さんだ。恐らく普通の人間で、
    
     歳
    としの頃は俺より少し下……いや、結構下かな？　二十歳になったか、なっていないか……それくらいの歳かもしれない。

  「寄子……啊，是什么来着？是贵族意义上的部下之类的吗？」

  「寄り子……あー、なんだっけ。貴族的な意味での部下とかそういう感じだったっけ？」

  「大致上没错。达莱恩瓦尔德伯爵家是拥有多个星系的地方领主，其下有管理单一或多个星系的贵族家，也有在达莱恩瓦尔德伯爵家身边辅助政务的贵族家。这些贵族家就称为寄子，而达莱恩瓦尔德伯爵家就是寄亲。」

  「大体合ってるわ。ダレインワルド伯爵家は複数の星系を所有する在地領主で、その領主の下で単一、もしくは複数の星系を管理する貴族家や、ダレインワルド伯爵家の
    
     側
    そばでその政務をサポートする貴族家がいたりするわけよ。そういった貴族家を寄り子と呼ぶわけね。そして、ダレインワルド伯爵家が寄り親って立場になるわけ」

  「原来如此。」

  「なるほどなぁ」

  　达莱恩瓦尔德伯爵家是母公司，而其他贵族家则是子公司，大概就是这种感觉吧？　不过，我大概明白克莉丝和埃德特鲁的关系了。子公司的社长千金作为母公司继承人的护卫，陪在她身边。

  　ダレインワルド伯爵家が親会社として複数の貴族家を子会社みたいな感じで統括してるって感じなのかね？　まぁ、クリスとエデルトルートとの関係はなんとなくわかった。親会社の後継者の護衛として子会社の社長令嬢が付き添ってるってわけね。

  　顺便说一下，埃德特鲁的实力……嗯，说实话好像不怎么强。说不定克莉丝还更强一些。虽然只是我的直觉。大概是因为克莉丝接受了更强大的身体强化处理吧。

  　ちなみに、エデルトルートの腕前は……うーん、まぁ正直あんまり高くはなさそう。もしかしたらクリスの方が強いかもしれんな。なんとなくだが。多分、クリスの方が強力な身体強化処置を受けているからだと思うけど。

  「希罗大人，请坐这里。各位也请坐」

  「ヒロ様、どうぞこちらへ。皆さんも」

  「谢谢」

  「ありがとう」

  　克莉丝稍微往旁边挪了挪，用手拍了拍自己刚才坐的地方，于是我老实地坐了上去。嗯，屁股感觉暖暖的。能感受到克莉丝的体温。

  　クリスが少し横にずれて今まで自分が座っていた場所を手でポンポンと
    
     叩
    たたいたので、大人しくその場所に座る。うん、なんか
    
     尻
    しりが温かい。クリスの
    
     温
    ぬくもりを感じるな。

  　瑟琳娜本想坐在我和克莉丝的中间，但好像突然想起了什么，没有坐下来，而是隔着桌子坐到了我的对面。啊，对哦。瑟琳娜的父亲马上就要来了，她坐在我旁边不太合适。

  　セレナが俺を挟んでクリスの逆サイドに座ろうとしたが、何か思い出したかのように座るのをやめてテーブルを挟んで対面に座り直した。ああ、そうか。今からセレナのお父さんが来るなら俺の隣にセレナが座ってるのは違うよな。

  　结果，被瑟琳娜用手势催促的蜜蜜坐到了我的旁边，而艾尔玛则坐在蜜蜜的旁边。库姬则坐在克莉丝的旁边。这张沙发就算坐了五个人也还有些空余。坐起来也很舒服，不愧是侯爵家？用的都是些好家具。

  　結局、セレナに身振り手振りで促されたミミが俺の隣に座り、その更に隣にエルマが座った。クギはクリスの隣に座った。五人並んで座っても若干余裕があるな、このソファ。座り心地も良いし、
    
     流石
    さすがは侯爵家といったところだろうか？　良い家具を使っている。

  　房间里的女仆小姐们熟练地给所有人准备了看起来很高级的茶水，我一边喝着茶一边和克莉丝聊了些关于审问会的事，这时从门那边传来了敲门声。

  　部屋付きのメイドさん達によって如才なく全員にいかにも高級そうなお茶が用意され、そのお茶を飲みながら査問会について少しの間クリスと話をしていると、ドアからノックの音が響いてきた。

  「请进」

  「どうぞ」

  　瑟琳娜回应之后，门打开的同时除了我和库姬以外的所有人都站了起来。诶？是这样的吗？我一边这么想着一边也慢了一拍站了起来，迎接走进来的人物。库姬也在不知不觉间站了起来。

  　セレナが返事をすると、ドアが開くと同時に俺とクギ以外の全員が立ち上がった。え？　そういうものなの？　と考えながら俺も遅れて立ち上がり、入ってきた人物を出迎える。クギもいつの間にか立っていた。

  「呀，大家好。刚才见过面了呢。请坐吧」

  「やぁ、どうも。先程ぶりだね。座ってくれたまえ」

  　这么说着催促我们坐下的是刚才在审问会上担任主持的人。没想到这个人就是瑟琳娜的爸爸。

  　そう言って俺達に着席を促したのは先程の査問会で司会進行を務めていた人物であった。なんと、この人がセレナのパパさんだったのか。

  　他什么都没说，所有人的茶水就被重新准备好了。从茶杯到其他东西全部都换了一套。没有发出任何声响，也没有让人感到慌张。女仆小姐真厉害啊。

  　彼が何を言うまでもなく全員のお茶が出し直された。ティーカップから何から総取り替えである。カチャリとも音が鳴らず、慌ただしくも感じない。メイドさんってすごいなぁ。

  「虽然刚才见过面，但还没有自我介绍呢。我是劳伦兹・霍尔斯。霍尔斯侯爵家的当主。请多指教，船长」

  「先ほど顔を合わせたが、自己紹介はしていなかったね。私はラウレンツ・ホールズ。ホールズ侯爵家の当主だ。よろしく頼むよ、キャプテン」

  「我才是。虽然自己说有点不合适，但我是个才疏学浅的人，与侯爵阁下这样身份高贵的贵族接触时，不懂得相应的礼节。虽然我会注意自己的言行举止，但还请多多包涵」

  「こちらこそ。ただ、自分で言うのもなんですが、侯爵閣下のような高位の貴族の方と接するのに
    
     相応
    ふさわしい礼節といったものとは無縁な浅学非才の身なもので。失礼のないように振る舞いたいとは思いますが、その点どうかご
    
     寛
    かん
    
     恕
    じよ頂きたく」

  「啊，这点你不必在意。我好歹也是个军人。如果对这些事情斤斤计较，就无法听取部下的报告了。如果是正式场合的话姑且不论，在这种私人场合，你用普通的语气说话就可以了」

  「ああ、その点は気にしないでくれたまえ。これでも私も軍人だからね。いちいちそんなことを気にされては部下からの報告を受けることもできない。公式の場ということであればともかく、このようなごく私的な場では普通に話してくれて構わないよ」

  「谢谢」

  「ありがとうございます」

  　霍尔斯侯爵一边说着一边低头行礼，我偷偷观察着他的样子。他是个金发碧眼的正统派帅大叔。看起来相当年轻——应该说，看起来和我差不多大。是贵族接受的强化措施的影响吗？还是别的什么抗衰老措施的影响……贵族真是厉害啊。

  　そう言って頭を下げたりしつつ、あくまでにこやかにそう言うホールズ侯爵をこっそりと観察する。短く刈り
    
     揃
    そろえた金髪に青い
    
     瞳
    ひとみの正統派イケオジだ。かなり若く見える──というか、俺と十歳も変わらないように見えるんだが。貴族が受けている強化処置の影響か、それとは別のアンチエイジング的な何かの影響か……
    
     凄
    すごいな、貴族って。

  　之后，我介绍了蜜蜜她们。

  　その後、ミミ達の紹介をしたのだが。

  「……请问？」

  「……あの？」

  「不，不是，该怎么说呢，你们俩真是一个模子里刻出来的啊……？」

  「い、いや、なんというか、本当に
    
     瓜
    うり
    
     二
    ふたつなのだね……？」

  　劳伦兹氏面对蜜蜜，与其说是有点被吓到，不如说是流出了奇怪的汗水。毕竟，她和露西亚达皇女殿下长得一模一样啊……最近露西亚达皇女殿下似乎在公开场合活动得挺频繁的，霍尔斯侯爵家的当主应该也有过一两次和她碰面的机会吧。

  　ミミを前にして若干引いているというか、変な汗をかいてしまうラウレンツ氏なのであった。そりゃまぁ、ルシアーダ皇女殿下とまさに瓜二つだからなぁ……最近は割とオープンに活動しているらしいし、ホールズ侯爵家当主ともなれば顔を合わせる機会の一度や二度はあったのだろう。

  「咳咳。那个，这次举办这个聚会，把大家召集起来，为的不是别的，正是关于我那不肖女儿的事情」

  「オホン。ええと、今回この会を催し、集まってもらったのは他でもない。私の不肖の娘の件なのだけどね」

  「……不肖女儿这个说法是不是有点过分了？」

  「……不肖の娘は
    
     酷
    ひどくありませんか？」

  「她把我和希儿德准备的婚事一个不剩地全部搞砸了，最后还加入军队，声名远扬，到了这个年纪却连个绯闻都没有。作为一般的贵族女儿，被当成不肖女儿也是没办法的事情吧，瑟琳娜」

  「私やヒルデが用意してきた縁談を文字通り全部叩き
    
     潰
    つぶした挙げ句、軍に入って勇名を鳴り響かせ、その年齢になっても浮いた話の一つもなかったというのはね、一般的な貴族の娘としては不肖の娘扱いをされても仕方がないものなのだよ、セレナ」

  「……」

  「……」

  　瑟琳娜无言以对。她露出一副苦涩的表情，沉默不语。

  　ぐぅの音も出ないとはこのことか。セレナは
    
     苦
    にが
    
     虫
    むしをまとめて何匹も
    
     嚙
    かみ潰したような顔をして押し黙ってしまった。

  「虽然女性中士在帝国军里并不罕见，但女性中士的楷模还是近卫骑士团的成员。然而这孩子却偏偏志愿加入危险的边境舰队，最后还以功绩为后盾组建了对宙贼独立舰队，到处展开血腥的战斗……你知道吗？船长。帝都的贵族圈里都称这孩子为霍尔斯侯爵家的猛犬、染血少女、宙贼克星之类的，都是些让人难以想象是未婚少女的异名哦。」

  「帝国軍には女性士官も珍しくないけど、女性士官の花形といえば
    
     近衛
    このえ騎士団の方なのだよね。だというのにこの子はわざわざ危険な辺境艦隊への配属を希望するし、しまいには功績を盾に対宙賊独立艦隊なんてものを編成してあちこちで血みどろの戦いを繰り広げるし……知っているかい？　キャプテン。帝都の貴族
    
     界
    かい
    
     隈
    わいでこの子はホールズ侯爵家の猛犬だの、
    
     血
    ち
    
     塗
    まみれ娘だの、宙賊
    
     喰
    ぐらいだのとそれはもう未婚の乙女とは思えないような二つ名で呼ばれているのだよ」

  「这还真是让人难以评论啊。」

  「コメントしづらいっすね」

  　老实说，这些异名不都是事实吗？而且我之前好像也听她本人说过，她把未婚夫和相亲对象全都击溃了。

  　正直言って否定できる部分が何も無いのでは？　婚約者というかお見合い相手を片っ端から叩き潰したみたいな話は前に本人からも聞いたような気もするし。

  「不过，你在这个时候出现了。虽然只是名誉爵位，但阶级上来说也是子爵，而且你和军方的关系也很好。在白金级的高手云集的佣兵中，你也是相当正经的类型，这次和瑟琳娜一起阻止了伊克瑟马尔伯爵家的叛乱，也得到了很高的分数。你似乎也和瑟琳娜一起工作过好几次，既然这孩子对你敞开了心扉，想必你的实力也不容小觑。」

  「まぁ、そこに君が現れたわけだけどね。名誉爵位とはいえ階級としては子爵だし、君は軍と良い関係を築いている。
    
     曲
    くせ
    
     者
    もの揃いのプラチナランカーの中では大変にまともな類の
    
     傭
    よう
    
     兵
    へいだし、今回のイクサーマル伯爵家の反乱をセレナと一緒に防いだのも高得点だ。今までにも何度かセレナと一緒に仕事をしているようだし、この子が心を許したということは腕も立つんだろう」

  　要来了。要来了。要来「但是」了。不会错的。接下来肯定是要挑我毛病了。

  　来るぞ。これは来るぞ。「だが」が来るぞ。間違いない。何かここでケチをつけてくる流れだこれは。

  「真是了不起。这孩子就拜托你了。能和达莱恩瓦尔德伯爵家结缘也是件好事」

  「実に素晴らしいね。このままこの子のことを頼むよ。ダレインワルド伯爵家と縁ができるのも実に良いね」

  「哎。啊，好的。谢谢？」

  「えっ。あ、はい。どうも？」

  「你一脸意外啊？你想想看。这孩子既有才能又优秀。但是，该怎么说呢，她的理想太高了……到了这个年龄别说结婚了，连婚约者都没有……你懂吧？」

  「意外そうな顔だね？　考えてもみてくれたまえ。この子は器量も良いし、優秀だ。だが、なんというか理想が高すぎてね……この年齢で結婚どころか婚約者すらいないのはもう……わかるよね？」

  　侯爵阁下一脸为难地向我寻求同意，但他的女儿却满脸通红地想要拍打阁下。阁下看都不看一眼就全部躲开了，真是厉害啊。

  　困ったような表情を俺に向けて同意を求めてくる侯爵閣下だが、その娘さんが顔を真っ赤にしてバシバシと閣下を叩こうとしてるんですがそれは。それを見もせずに全部いなしてるの地味に凄いなアンタ。

  「所以，我对此事持积极态度。我妻子也是。她心里松了口气，觉得终于出现一个能管住这孩子的男人了。当然，从侯爵家当家的立场来看，你并不是最适合我女儿的对象。但也是次好的。算是勉强可以接受吧」

  「だからね、私としてはこの話には前向きなんだよ。妻もね。やっと手綱を握れる男が現れたのかと胸を
    
     撫
    なで
    
     下
    おろしているというのが本音だ。無論、侯爵家の当主という立場から見た場合、君という存在は娘の嫁ぎ先としてベストというわけではない。だがベターだ。ナシ寄りのアリだね」

  「勉强可以接受啊」

  「ナシ寄りなんですね」

  「是啊。毕竟你不是正式的贵族。但是，你有不容置疑的军功和实绩。陛下也对你有很高的评价。而且……」

  「そりゃね。君は正式な貴族というわけではないし。だが、有無を言わせぬ軍功と実績がある。陛下の覚えもめでたい。それに……」

  「而且？」

  「それに？」

  「帝国的历史也很长了，偶尔会出现这种人。该说是无名的英雄豪杰，还是命运的宠儿呢……站在自己这边的话很可靠，成为敌人的话就会带来毁灭，就是这样的存在。霍尔斯侯爵家的历史里也有记载哦。」

  「帝国の歴史も長いわけだけど、偶にいるのだよね。名も無き傑物というか、運命の
    
     愛
    いとし子というか……味方にすれば頼もしく、敵とすれば破滅を
    
     齎
    もたらされる、そういう存在がね。ホールズ侯爵家の歴史にも記されているんだよ」

  「啊……原来如此。」

  「あー……なるほど」

  　我一边表示同意，一边瞥了库姬一眼，库姬也正看着我。恐怕就是这么回事吧。

  　同意しつつクギにちらりと視線を向けると、クギも俺に視線を向けていた。恐らくは、そういうことなのだろう。

  「所以，你和瑟琳娜的关系可以大大地进展。还有，你现在和蜜蜜小——蜜蜜小姐是夫妻关系对吧？关于这方面，有结婚后夫妻其中一方成为贵族时的特例措施，好好利用那个措施就行了。因为可以维持现在的夫妻关系，同时迎娶新的配偶。还有，也得准备婚礼才行。至少要办两次，说不定还要办三次。」

  「そういうわけで、セレナとは大いに関係を進めてもらって構わない。それと、今はミミさｍ──ミミさんと夫婦関係にあるんだったね？　その辺りに関しては結婚後に夫婦のどちらかが貴族となった場合の特例措置があるから、それを
    
     上
    う
    
     手
    まく使えば良いだろう。今の夫婦関係を維持したまま新しく配偶者を迎えられるようになるから。それと式の準備も進めないとね。少なくとも二回、もしかしたら三回必要になるんじゃないかな」

  「原来如此……嗯？两次？三次？」

  「なるほど……ん？　二回？　三回？」

  　他刚才说要办两次或三次婚礼？为什么？我歪头表示不解，坐在左边的克莉丝悄悄地对我耳语：

  　今結婚式を二回とか三回やるって言った？　なんで？　と、首を
    
     傾
    かしげると、左隣に座っていたクリスがそっと耳打ちをしてきた。

  「在帝都举办一次面向霍尔斯侯爵家和威尔罗斯子爵家的婚礼，达莱恩瓦尔德伯爵家在领都举办一次，另外一次则是在我目前担任总督的科马特星系举办」

  「ホールズ侯爵家とウィルローズ子爵家向けの式を帝都で一回、ダレインワルド伯爵家主催の式を領都で一回、あともう一回は私が現在総督を務めているコーマット星系で一回ってことです」

  「原、原来如此……三家联姻还真是麻烦」

  「な、なるほど……三家が絡む婚姻となると、大変なんだな」

  　一想到必须得安排这些事情，我就感觉快要晕倒了。不对，准备方面是不是全部交给女性阵营比较好？虽然也不能完全交给她们，但应该没什么我能插嘴的事情。毕竟我也不清楚这个世界的婚礼流程。

  　その手配をしなきゃならないのかと考えると気が遠くなりそうだ。いや、準備に関しては女性陣に丸投げが良いか？　完全に丸投げというわけにもいかないだろうが、俺が口を出すようなこともあまり無いよな。こっちの世界の結婚式の段取りなんてわからないし。

  「啊，婚礼的流程和安排就交给我们吧。费用方面也不用担心，由我们贵族来准备」

  「ああ、式の段取りや手配については任せてくれて構わないよ。費用についても心配はいらない。貴族の我々が用意するからね」

  　霍尔斯侯爵如此说道，可能是我听到要举办三次婚礼的冲击性事实后，把不安表现在了脸上。虽然他的提议帮了大忙，但真的可以吗？

  　三度も式を挙げるかもしれないという衝撃の事実を聞いた俺の不安が伝わったのか、ホールズ侯爵がそう言った。その申し出は大変助かるものだが、それはアリなのか？

  「不，这样不太好吧？这好歹也是我的婚礼」

  「いや、それは流石にまずいのでは？　一応俺の結婚式でもあるわけですし」

  「话是这么说，但就算希罗阁下作为佣兵赚了不少钱，你毕竟还是平民吧？啊，我当然知道你是名誉子爵。如果让你来出婚礼的费用，反而有损我们的颜面。所以，真的就交给我们吧」

  「確かにそうだけど、いくらヒロ殿が傭兵として稼いでいるとは言っても、君は平民だろう？　ああいや、名誉子爵なのは
    
     勿
    もち
    
     論
    ろん知っているがね。そんな君に式の費用を出させるということになると、逆に私達の体面が良くないのだよね。だから、本当に任せてくれて良いんだ」

  　霍尔斯侯爵苦笑着说道。我看向克莉丝，她也点了点头，于是就决定接受侯爵阁下的好意。详细情况之后再问克莉丝吧。

  　そう言ってホールズ侯爵が苦笑いを浮かべる。クリスに視線を向けると、彼女も
    
     頷
    うなずいたので侯爵閣下のお言葉に甘えることにした。詳しいことはあとでクリスに聞くとしよう。

  「还有，我想你应该知道，你也要去威尔罗斯子爵家露个脸哦？毕竟婚礼必须由三家合力举办」

  「あと、分かっているとは思うけれど、ウィルローズ子爵家にもちゃんと顔を出すんだよ？　三家の力を合わせて式を執り行わないといけないんだからね」

  「嗯，那是当然」

  「ええ、それは勿論」

  　不用他说，我本来也打算去威尔罗斯子爵家露个脸。都跑到帝都了还不去露个脸，岳父肯定会闹别扭的。

  　言われるまでもなく、ウィルローズ子爵家にも顔を出す予定だ。帝都まで足を運んだのに寄らなかったりしたら、お
    
     義
    に
    
     兄
    いさんが
    
     拗
    すねてしまうだろうしな。

  「换个话题，下任伯爵阁下真是下定了决心啊。居然不惜动用高速艇也要赶来。女婿，你真是被爱着啊」

  「話は変わるけれど、次期伯爵殿は思い切ったね。高速艇まで使って駆けつけてくるとは。愛されているね、婿殿」

  「谢谢……？」

  「それはどうも……？」

  　说实话，我完全没听懂。我用眼神向克莉丝寻求解释，克莉丝则笑嘻嘻地用双手紧紧抱住我的胳膊，能感受到她绝不松手的强烈意志。

  　正直、話が見えない。説明を求めるようにクリスに視線を向けると、クリスはにこにこと微笑みながら俺の腕をがっしりと両腕で抱き込んだ。絶対に離さないという強い意志を感じる。

  　瑟琳娜见状，露出了一副苦涩的表情。这是什么情况？

  　そして、それを目にしたセレナが苦虫を嚙み潰したような顔をしている。なんじゃらほい。

  「其实我本来是想把希罗君留在我们家的……你这孩子，最后关头掉链子了啊」

  「本当はヒロ君はうちで欲しかったんだけどねぇ……詰めが甘かったね、我が娘よ」

  「……我觉得结果还不错」

  「……結果的には悪くなかったと思います」

  「确实，这样一来既能和达莱恩瓦尔德伯爵家搭上关系，而且还能避免被下任女伯爵记恨，或许是个不错的结果」

  「確かにダレインワルド伯爵家との
    
     伝
    つ
    
     手
    ても得られるし、何より次期女伯爵殿に恨まれずに済んだのは良かったかもしれないね」

  　霍尔斯侯爵耸了耸肩。我真的完全没听懂他们在说什么。所以说脑子好的人真是难懂。

  　そう言ってホールズ侯爵が肩を
    
     竦
    すくめた。マジで何の話をしているのかわからないんだが。これだから頭の良い連中ってのは。

  「就是所谓的贵族的那些事啦。要是我们家的瑟琳娜和你先结婚，达莱恩瓦尔德的下任女伯爵会非常为难。所以她才会只带着最低限度的护卫，就搭乘高速艇飞奔到帝都来」

  「
    
     所
    いわ
    
     謂
    ゆる貴族のあれこれというやつでね。ダレインワルド次期女伯爵としてはうちのセレナと君が先に婚姻関係を結んでしまうと、とても困ったことになるところだったんだよ。それで、最低限の護衛だけを引き連れて高速艇で帝都まですっ飛んできたというわけだね」

  「原来如此？」

  「なるほど？」

  　我完全不懂为什么会为难。是露西亚达皇女殿下说过的妻子的顺序之类的问题吗？

  　どうして困ったことになるのかがまったくわからん。ルシアーダ皇女殿下の言っていた妻としての序列
    
     云
    うん
    
     々
    ぬんの話だろうか？

  「如果瑟琳娜和希罗君先结婚，你就会成为霍尔斯侯爵家旗下的贵族，而非名誉爵位的男爵。也就是说，你会成为霍尔斯侯爵家的分家。达莱恩瓦尔德伯爵家的当家不能嫁给霍尔斯侯爵家分家的男爵家当家，达莱恩瓦尔德伯爵家也不能把霍尔斯侯爵家分家的男爵家当家招为女婿。为了圆满解决这个问题，达莱恩瓦尔德家的下任女伯爵只能强行在瑟琳娜之前和你结婚，或者订婚，然后把你迎为达莱恩瓦尔德伯爵家的女婿」

  「もしセレナとヒロ君が先に婚姻を結んだ場合、君にはホールズ侯爵家傘下の貴族として名誉爵位ではない男爵になってもらうことになる。つまり、ホールズ侯爵家の分家扱いになるわけだね。ホールズ侯爵家の分家である男爵家の当主にダレインワルド伯爵家の当主が嫁ぐわけにはいかないし、ホールズ侯爵家の分家である男爵家の当主をダレインワルド伯爵家が婿として引き抜くわけにはいかない。この問題を丸く収めるためには無理矢理にでもセレナよりも先に君と婚姻、ないし婚約関係を結んでダレインワルド伯爵家の婿に迎えるしかなかったんだよ。ダレインワルド次期女伯爵としてはね」

  「哦……感觉好麻烦啊」

  「ははぁ……なんか面倒な話なんですね」

  　香蕉。

  　ばなな。

  　听了这些我完全无法理解的贵族政治力学，或者说婚姻力学，现在的我应该是一副傻乎乎的表情吧。我就是不擅长这种话题，就算听了，信息也会从右耳进左耳出。怎么说呢，我的大脑已经拒绝理解了。

  　理解が及ばない貴族の政治力学というか、婚姻力学の話をされて今の俺はアホみたいな顔になっていると思う。こういう話はダメなんだ、俺は。聞いても情報が右耳から左耳にすり抜けていってしまう。なんというかもう脳が理解そのものを拒むレベルだ。

  「不过，作为入赘贵族家的男性，已经有第二夫人，第三夫人这种数量的妻室，这本身也是有些不合常规的。即便如此，比起伯爵家当家嫁到霍尔斯侯爵家旗下的男爵家，这也不是不可能的。考虑到这些情况，你身边的女性们也是在协助下任伯爵殿下的吧？」

  「まぁ、貴族家に婿として入る男性に第二夫人、第三夫人どころではない数の妻が既にいるというのも若干変則的だけどね。それでもホールズ侯爵家傘下の男爵家に伯爵家当主が嫁ぐことに比べたら無理筋ではないね。その辺の事情を鑑みて君の側にいる女性達も次期伯爵殿に協力したのだと思うよ？」

  　听了劳伦兹氏恳切仔细的说明，我陷入了沉思。不管怎么说，我早就想过早晚要和瑟琳娜和克莉丝两人在某处做个了断。那么，以这种形式落定也不坏吧……？嗯，也不坏。只看结果的话，这是最好的。那么，对过程睁一只眼闭一只眼才是好男人吧？是啊。嗯，一定是这样。就当作是这样吧。

  　ラウレンツ氏の懇切丁寧な説明を受けて俺は考え込む。いずれにせよセレナとクリスの二人とはどこかで何かしらの決着をつけなきゃならないとは思っていた。なら、こういう形で落ち着いたのは悪くないか……？　まぁ、悪くはないか。結果だけを見れば最良か。なら過程には目を
    
     瞑
    つぶるのが良い男ってものだろうか？　そうだな。うん、きっとそう。そういうことにしておこう。

  「不过，说实话，我有点遗憾。其实我很想要你来我家……」

  「まぁ、正直に言うと少し残念なんだけどね。本当はうちで欲しかったなぁ……」

  「想要我，是指？」

  「欲しかった、というと？」

  「那当然是你了，船长希罗。你不是讨伐宙贼的专家吗？瑟琳娜的对宙贼独立舰队也是因为有你的协助，才能取得那么辉煌的战果。那些家伙真的是百害而无一利的存在，我们霍尔斯侯爵家也经常为他们感到头疼。要是你能成为我们家分家的当家，想必能更有效率地对付那些宙贼吧。」

  「それは勿論君だよ。キャプテン・ヒロ。君は宙賊掃討のエキスパートだろう？　セレナの対宙賊独立艦隊も君のテコ入れがあってあれだけの戦果を挙げたという話じゃないか。連中は本当に百害あって一利なしの存在だからね、我がホールズ侯爵家も
    
     奴
    やつらには常に頭を悩ませているのだよ。君を我が家の分家の当主として迎え入れることができたなら、きっと宙賊対策が
    
     捗
    はかどっただろうと思うとね」

  「原来如此。如果能获得相应的报酬，我倒是可以作为佣兵为你们提供协助。」

  「なるほど。うちとしては相応の対価が頂けるなら、傭兵としてお力添えをさせて頂くことは可能ですが」

  　毕竟这是一门要赌上性命的生意，我可不会轻易答应免费帮忙。如果只是我一个人的性命，那倒也无所谓，但既然会把我的船员们也卷进来，我就不能这么做了。

  　流石に命懸けの商売なので、タダでやりますなんて安請け合いはしない。俺の命だけを懸けるというのであればそれでも構わないが、うちのクルー達も巻き込むことになる以上はそんなことはできないからな。

  「那真是太好了。有朝一日我会拜托你的。」

  「それは良いね。いずれ頼らせてもらうとしよう」

 
  ＃5　心神不宁的日子

  ＃５：心休まらない日々

  「那么，再见了！」

  「それではね。また会おう！」

  　劳伦兹氏和瑟琳娜留下爽朗的笑容后，我们便与他们道别，前去迎接翔子医师和涅薇。虽然等了一会儿，但两人也顺利结束了审问——应该说是询问调查，与我们会合。

  　
    
     爽
    さわやかな笑みを残していったラウレンツ氏とセレナの二人と別れ、俺達はショーコ先生とネーヴェを迎えに行くことにした。少々待たされたが、二人とも無事に尋問──というか聞き取り調査を終えて合流することができた。

  「辛苦了。怎么样？」

  「お疲れ。どうだった？」

  「没什么问题。只是审问官说，虽然要视与那边的协议而定，但贝雷贝雷姆联邦恐怕不会承认涅薇的存在。话虽如此，审问官也说，只要对外宣传，应该多少能降低贝雷贝雷姆联邦的形象。他们姑且打算采取负面宣传。」

  「特に問題はなかったと思うよ。ただ、尋問官が言うにはあちらとの協議次第だけれども、恐らくはベレベレム連邦がネーヴェくんの存在を認めることはないだろうとのことだね。とはいえ、対外的に
    
     喧
    けん
    
     伝
    でんすればベレベレム連邦のイメージを少なからず落とすことはできるだろうとも言っていたよ。一応ネガティブキャンペーンを打つつもりではあるみたいだね」

  　翔子医师耸了耸肩。她或许对政治利用自己的患者一事有些想法。

  　そう言ってショーコ先生が肩を竦めてみせる。彼女としては自分の患者が政治的に利用されることに何か思うところがあるのかもしれない。

  「原来如此。那么，关于之后的安排呢？」

  「なるほど。で、その後の身の振り方については？」

  「我的能力似乎被认定为非常优秀且有用哦，船长。只不过，如果雇用方是古兰坎帝国的政府机关或帝国航宙军，贝雷贝雷姆联邦的混账们可能会说『看吧，果然是捏造的』，所以很难收留我。虽然他们说可以帮忙找找民间团体之类的地方，不过我已经有约在先了，所以就决定接受船长的照顾了。」

  「私の能力については大変優秀かつ有用であると認められたみたいだよ、キャプテン。ただ、雇用先がグラッカン帝国の政府機関や帝国航宙軍ということになると、ベレベレム連邦のクソ野郎どもに『それ見たことか。やはりでっちあげだった』などと言われかねないから、引き取るのは難しいらしい。一応民間団体などでどこか世話をしてくれるところを探すことはできると言ってくれたんだけどね。それなら先約があるからキャプテンにお世話になるよって言ったんだ」

  「这样啊。那就按照约定，你就是我们的船员了。等你恢复健康后，可要努力工作哦？」

  「そうか。なら約束通りうちのクルーだな。元気になったらキリキリ働いてもらうぞ？」

  「当然。船长的滚烫热情随时都可以尽情发泄在我身上哦。我会全部承受下来的。」

  「勿論だとも。キャプテンの熱い
    
     滾
    たぎりをいつでも好きなだけぶつけてくれていいよ。私が全部受け止めてあげよう」

  「我不是那个意思啦……」

  「そういう意味じゃないんだよなぁ……」

  　我现在可没有心情开那种玩笑。虽说是我自己种下的因，但我的女性关系实在有点那个……虽然是我的错。不对，真的是我的错吗？这应该还有讨论的余地吧？至少在瑟琳娜和克莉丝的事情上，我应该已经发挥最大限度的自制心，以无比慎重的态度对待她们了。现在说这些也于事无补？说得也是。

  　今はそういう冗談を楽しめる精神状態ではないんだよ。自らが
    
     蒔
    まいた種とはいえ、女性関係があまりにもアレすぎる……俺が悪いんだけどさ。いや、本当に俺が悪いのか？　そこには若干議論の余地があるのでは？　少なくともセレナとクリスに関しては最大限の自制心を発揮してこの上なく慎重に接してきた
    
     筈
    はずだし。今更言っても後の祭り？　それはそう。

  「啊——别想了别想了。就算在这里烦恼也没用。」

  「あー、やめやめ。うじうじと悩んでも仕方ねぇや」

  「船长？」

  「キャプテン？」

  「总之涅薇就由我们来照顾。翔子医师，必要的医疗物资都安排好了吗？」

  「とりあえずネーヴェはウチで面倒見るから。ショーコ先生、必要な医療資材の手配は進んでるか？」

  「嗯，没问题。蜜蜜君和梅伊君也帮了忙。」

  「うん、問題ないよ。ミミくんとメイくんも手伝ってくれたからね」

  「那就好。花掉的金额等涅薇能工作了再从报酬里扣掉吧。」

  「ならよし。かかった金額はネーヴェが働けるようになったら報酬から何％か天引きだな」

  「当然，船长。我会好好工作还清的。」

  「もちろんだよ、キャプテン。ちゃんと働いて返すさ」

  「那就好。无利息无催缴。那我们先回去……不，去威尔罗斯子爵家露个脸比较好吧？」

  「ならよし。無利子無催促で良いぞ。それじゃあ
    
     一
    いつ
    
     旦
    たん帰るか……いや、ウィルローズ子爵家に顔を出したほうが良いか？」

  　正如劳伦兹氏所说，既然都来到帝都了，去艾尔玛的老家露个脸也是礼仪。上次因为时间不对，没能介绍蒂娜和薇丝卡，这次也得介绍库姬和翔子医师。

  　ラウレンツ氏も言っていた通り、帝都に足を運んだのならエルマの実家にも顔を出すのが礼儀というものだろう。前回は都合が合わなくてティーナとウィスカを紹介できていなかったし、クギやショーコ先生も紹介しなきゃいけない。

  　顺带一提，蒂娜和薇丝卡，还有梅伊留在黑莲花看家。因为没带两位整备士去伊克萨马尔伯爵家的旗舰崇高，所以她们没必要出席这次的审问会，至于梅伊，因为进入帝城的话，性能的封印处理等手续很麻烦，所以就让她留在家里了。

  　ちなみにティーナとウィスカ、それにメイにはブラックロータスで留守番をしてもらっている。整備士の二人はイクサーマル伯爵家の旗艦であるマジェスティックには連れて行っていなかったので今回の査問会に出席する必要がなかったし、メイに関しては帝城に入るとなると性能の封印処置などの面倒が多いという話だったので遠慮してもらったのだ。

  　而且关于梅伊的所作所为，因为我是所有者，所以责任在我，她本人没必要出席。

  　メイの所業に関しては所有者である俺の責任だから、本人の出席は必要ないって話だったしな。

  「母亲大人说，今天父亲大人和兄长大人都在工作不在家，要我们明天再去」

  「今日は父様も兄様も仕事で家に居ないから、明日来なさいって母様が言ってたわ」

  「是吗。那今天就先回黑莲花吧。考虑到涅薇的情况，这样比较好吧？」

  「そうか。なら今日のところはブラックロータスに戻るか。ネーヴェのことを考えるとそれが良いよな？」

  「是啊。我也想尽早开始治疗」

  「そうだねぇ。少しでも早く治療を進めてあげたいし」

  　说着说着，我感觉袖子好像碰到了什么。我朝那边看去，发现克莉丝正缩回手低着头。

  　と、話をしていると
    
     袖
    そでに何かが触れたような気がした。そちらへと視線を向けると、そこには手を引っ込めて
    
     俯
    うつむくクリスの姿が。

  「怎么了？」

  「どうしたんだ？」

  「那个……我，有点太强硬了……」

  「あの……私、ちょっと色々強引でしたよね……」

  　克莉丝似乎现在才反省起这几天，或者说来到帝都之后自己的行为，显得有些沮丧。确实，我可能有点太放纵，或者说太强硬了。

  　今になってここ数日の、というか帝都に来てからこっちの自分の行動を省みたようで、クリスがしょんぼりしている。確かに色々とはっちゃけていたというか、強引なところはあったかもしれないな。

  「别在意。我本来就觉得早晚得和克莉丝把关系说清楚。不管怎么说，我觉得现在这样挺好的。比起这个，后天我会去克莉丝那边玩的」

  「気にするな。いずれクリスとの関係にもけじめをつけなきゃいけないとは思っていたからな。なんだかんだで良いところに落ち着いたと思ってるよ。それより
    
     明後日
    あさつてはクリスのところに遊びに行くからな」

  「……好的，我会准备好吃的点心的」

  「……はい、
    
     美
    お
    
     味
    いしいお菓子を用意しておきますね」

  　克莉丝抬起头，脸上浮现淡淡的笑容。嗯——因为身高变高了，所以很难摸她的头呢。不过，她已经不再给人小女孩的感觉，所以我也变得不太敢随便摸她的头，或者进行身体接触。

  　顔を上げたクリスが
    
     微
    かすかな笑みを浮かべる。うーん、背が伸びたから頭を
    
     撫
    なでたりはしづらくなったな。まぁ、もう小さな女の子という感じでもなくなったから、ほいほいと頭を撫でるというかスキンシップを取るのは
    
     憚
    はばかられるような感覚が強くなってしまったのだけど。

  「明天去威尔罗斯子爵家，后天去克莉丝家，其他还有……？」

  「明日はウィルローズ子爵家、明後日はクリスのところ、他にはええと……？」

  「我想应该也会举行阻止叛乱和保卫国境的授勋仪式。另外，是不是也得去霍尔斯侯爵家的帝都宅邸露个脸？」

  「反乱阻止と国境防衛の件で受勲式もあると思うわよ。それと、ホールズ侯爵家の帝都屋敷にも顔を出す必要があるんじゃないかしら？」

  「行程还挺满的呢……总之今天先回去吧。克莉丝要不要也去黑莲花喝杯茶？」

  「割と盛りだくさんだなぁ……とりあえず今日は帰ろうか。クリスもブラックロータスで一服していかないか？」

  「好的，承蒙招待。」

  「はい、ご
    
     馳
    ち
    
     走
    そうになります」

  　这次克莉丝露出了真心的笑容。嗯，比起低着头露出消沉的表情，这样好多了。

  　今度は掛け値なしの笑顔を見せるクリス。うん、沈んだ表情で俯いているよりもこっちのほうが良いな。

  　毕竟我也是随心所欲地行动，所以多少得笑着接受。我的目标是成为一个器量大的男人。

  　俺だって好き放題やってるんだから、多少のことは笑って受け止めないとな。目指すは器の大きな男ってやつだな。

  ☆★☆

  ☆★☆

  　我邀请在黑莲花留守的梅伊、蒂娜和薇丝卡三人，加上克莉丝，一起举办茶会——虽然没有那么高尚，但总之就是一起喝杯茶。

  　ブラックロータスで留守番をしていたメイとティーナ、ウィスカの三人も誘ってクリスを交えたお茶会──というほど高尚なものではないが、まぁとにかく一服した。

  　虽然话题很多，但都是些无关紧要的内容，比如聊聊我的近况，问问克莉丝的近况。

  　話題には事欠かなかったが、こちらの近況を話したり、あちらの近況を聞いたりと会話の内容は差し障りのないものに限ったのだが。

  「毕竟我们的情况比较特殊。有些事不方便说，有些事说了也不好」

  「結構アレだよな。立場的に話しづらいというか、話すのはまずい内容が結構あるよな」

  「这也没办法……不过等我们结婚以后，这些事就都不算什么了」

  「それは立場上仕方がないことかと……結婚すればそういうことも
    
     殆
    ほとんど無くなると思いますけど」

  「和你结婚啊……伯爵真的赞成我们结婚吗？」

  「クリスと結婚ね……実際のところ、伯爵は本当に賛成してるのか？」

  　这就是我担心的地方。克莉丝看起来非常积极，但我不太清楚达莱恩瓦尔德伯爵是否真的同意我们结婚。

  　俺が心配しているのはここなんだよな。クリスが大変乗り気なのは見ればわかるんだが、ダレインワルド伯爵がクリスと俺との婚姻を本当に認めているのかがいまいちよくわからない。

  「是的，祖父大人很支持我和希罗大人结婚。父亲大人和母亲大人去世后，叔父大人也……病死了。祖父大人决定让我继承伯爵爵位后，就有很多人来提亲，但祖父大人说，他们都是些卑鄙的人，明显是想把达莱恩瓦尔德伯爵家当成猎物」

  「はい、お
    
     祖
    じ
    
     父
    い様はヒロ様との結婚について後押しをして下さっていますよ。お父様とお母様が亡くなって、叔父様もその……病死されたので。お祖父様が私に伯爵位を継がせると決めてからは婚約の申込みが殺到してきていたんですけど、お祖父様が言うにはどれもこれもダレインワルド伯爵家を食い物にしようと
    
     目
    もく
    
     論
    ろんでいる卑しい思惑が透けて見えると」

  「与其把克莉丝交给那些人，还不如让克莉丝和没有后台的希罗结婚，自己在克莉丝能独当一面之前充当她的后盾，这样更好？」

  「そんな連中にクリスを差し出すくらいなら、どこの
    
     紐
    ひも
    
     付
    つきでもないヒロとクリスを結婚させて、クリスが一人前になるまで自分が後ろ盾になる方が良いってところかしら？」

  「虽然他没有明说，但我想应该是这样。虽然和霍尔斯侯爵家的关系变得比想象中更紧密是个隐忧，但瑟琳娜大人并没有反对露西亚达皇女殿下提出的序列论，所以应该能勉强达成共识……霍尔斯侯爵阁下似乎也没有打算过度干涉达莱恩瓦尔德伯爵家。至少表面上是这样。」

  「はっきりとそう
    
     仰
    おつしやったわけでありませんが、恐らくはそんなところかと思います。ホールズ侯爵家との縁が思ったよりも強くなりそうなのは懸念点ですが、セレナ様はルシアーダ皇女殿下の唱えた序列論に異を唱えはしなかったので、なんとか折り合いはつけられるかと……ホールズ侯爵閣下もダレインワルド伯爵家に過剰に干渉するつもりは無さそうでしたし。少なくとも、表面上は」

  「那个，艾尔玛小姐的老家也是贵族吧？」

  「あの、貴族というならエルマさんの実家もそうですよね？」

  「我家？我家没问题的。毕竟没有领地。虽然不是和权力斗争无缘，但那终究是宫廷内部的事。和在宫廷外大量调动人力、物力、财力的领地贵族不在同一个层次。不过，达莱恩瓦尔德伯爵家要干涉宫廷，或者说中央的时候，我的老家或许能稍微帮上忙，但就算对我本人要求这种事，也没用吧？」

  「うち？　うちは大丈夫よ。領地持ちじゃないしね。権力闘争と無縁ってわけじゃないけど、それはあくまでも宮廷内での話だし。宮廷の外でヒト、モノ、カネを大きく動かしたりする領地持ちの貴族とは土俵が違うから。まぁ、ダレインワルド伯爵家が宮廷というか、中央に何か干渉する時には私の実家は少しは力になれるかもしれないけど、私自身にそういうのを求められても、ねぇ？」

  　艾尔玛小姐耸了耸肩。的确，如果是在帝都像个淑女一样参加茶会或舞会，在社交界活跃的话倒还另当别论，但艾尔玛小姐早早就离开帝都从事佣兵工作，就算要她在那方面发挥力量也……

  　そう言ってエルマが肩を
    
     竦
    すくめてみせる。確かに、帝都で淑女らしくお茶会や舞踏会などに参加して社交界で活躍してるとかならともかく、早々に帝都から飛び出して
    
     傭
    よう
    
     兵
    へい稼業をしていたエルマにそっち方面で力を発揮しろって言ってもなぁ。

  「说得也是。不过，这方面的事情明天去威尔罗斯家时自然会聊到吧……克莉丝也会去吧？」

  「それはそうだな。まぁ、その辺りは明日ウィルローズ家に行けば
    
     自
    おのずと話し合うことになるか……クリスも行くよな？」

  「我也可以一起去吗？」

  「私もご一緒してよろしいのですか？」

  「当然可以啊。我也想把克莉丝介绍给父亲大人和母亲大人。当然也包括蒂娜你们。」

  「
    
     勿
    もち
    
     論
    ろん良いわよ。クリスのことを父様と母様にも紹介したいしね。勿論ティーナ達もね」

  「我们当时很忙啊……」

  「うちらはあん時は忙しかったからなぁ……」

  「啊哈哈……现在回想起来真是美好的回忆……才怪。」

  「あはは……今となっては良い思い出……でもないね」

  　蒂娜和薇丝卡的眼神失去了光彩。当时她们被太空·矮人公司的帝都分公司指派工作，忙得不可开交。

  　ティーナとウィスカの
    
     瞳
    ひとみからハイライトが消えている。あの時はスペース・ドウェルグ社の帝都支社から仕事を振られて文字通り忙殺されていたものな。

  「我很期待见到艾尔玛小姐的家人。他们是什么样的人呢？主公。」

  「エルマさんのご家族とお会いするのが楽しみです。どんな方々なのですか？　我が君」

  「我也只和他们稍微聊过几句……大舅子是个好人哦。这次没有御前比武那种狗屁活动，我想好好坐下来交流。毕竟我受了大舅子不少照顾。」

  「俺も少し話しただけなんだよな……お
    
     義
    に
    
     兄
    いさんは良い人だぞ。今回は御前試合みたいなクソイベントも無いし、ゆっくりと腰を据えて交流したいもんだ。お義兄さんには世話になったしな」

  　我得到忍者盔甲的时候，艾尔玛的哥哥恩斯特在盔甲专卖店帮了我不少忙。虽然他好像不太喜欢我，但只要我开口拜托，他还是会好好回应，是个好人。

  　エルマの兄であるエルンストにはニンジャアーマーを手に入れる際にアーマー専門店に口利きしてもらったからな。あっちは俺のことをあまり良く思っていないようだが、なんだかんだと言って頼ったらちゃんと応えてくれる良い人である。

  　关于艾尔玛的家人，就留到明天见面时再享受吧。我们约好和克莉丝会合的时间后，今天的茶会就结束了。今天在精神上真是累坏了……好想赶快去洗澡，然后放松一下。

  　エルマの家族については明日会ってのお楽しみということで、クリスとは合流する時間を決めて本日のお茶会は終わりにした。今日はなんというか精神的に疲れたな……もう
    
     風
    ふ
    
     呂
    ろに入ってひたすらのんびりしたい。

  ☆★☆

  ☆★☆

  　铁人招待的晚餐填饱了肚子，洗完澡后，我决定和蒂娜与薇丝卡两人悠闲地度过。今天让她们两人看家，所以算是补偿她们。

  　テツジンが振る舞ってくれたディナーで腹を満たし、風呂に入った後はティーナとウィスカの二人とのんびりと過ごすことにした。今日は二人とも留守番をしてもらったので、その埋め合わせのようなものである。

  「今天辛苦了，大哥。」

  「今日はお疲れさんやな、兄さん」

  「身体还好，精神上就累了……虽然是自作自受。」

  「
    
     身体
    からだはともかく精神的にな……身から出た
    
     錆
    さびだから仕方がないんだが」

  「我觉得没有那么严重。大哥基本上没做什么坏事。克莉丝小姐和瑟琳娜大人也只是被大哥温柔的个性、为人和勇敢的一面吸引而已吧？」

  「言うほど悪いものじゃないと思いますけどね。お兄さんは基本的に悪事は行ってないわけですし。クリス様もセレナ様もお兄さんの優しいところとか、人となりとか、勇敢さとか、そういうところに
    
     惹
    ひかれただけじゃないですか」

  　薇丝卡陪睡在我身边，安慰着在床上发牢骚的我。现在的我躺在船长室——也就是我房间的床上，蒂娜和薇丝卡则分别睡在我的左右两侧，也就是所谓的左拥右抱。因为两人的身体都很娇小，所以就算三个人一起睡，床也还绰绰有余。

  　ベッドの上でぼやく俺に添い寝をしてくれているウィスカがフォローしてくれる。今の俺は船長室──つまり俺の部屋のベッドの上に寝転がっており、その両脇にティーナとウィスカが添い寝をしてくれているという両手ならぬ両脇に花スタイルだ。二人とも身体が小さいので、三人で寝転がってもベッドの広さにはまだまだ余裕がある。

  「这的确不是我积极追求的结果，所以说是自作自受可能有点过分了。我本来是想尽量避免这种情况而行动的，结果还是被抓住了。」

  「確かに積極的にコナをかけていった結果ってわけじゃないから、身から出た錆っていうのは言いすぎかもしれないけどな。なんとか避けようと思って行動していたつもりだったのに、結局捕まったなぁという気はするな」

  「不过，瑟琳娜大人好像从一开始就不打算让大哥逃走。」

  「言うてセレナ様はなぁ。最初から兄さんを逃すつもりなさそうやったけど」

  「该怎么说呢，我感觉到了她的执念。她好像不会放过盯上的猎物。」

  「もうなんというかあれだよね。執念を感じたよね。狙った獲物は逃さないみたいな」

  「大哥终于被她抓到了。与其说是被她抓到，不如说是大哥输给了她的毅力，或者说是输给了她的情意，被她亲近了。」

  「兄さんはついに仕留められたってわけやな。仕留められたっちゅうよりは、兄さんが根負けしたというか情に負けて懐に入れたって感じやけど」

  「如果是指大哥的温柔害了自己，那说是自作自受或许也没错？」

  「お兄さんの優しさが自分の首を絞めたって意味なら身から出た錆っていうのもあながち間違いじゃないかも？」

  　不要冷静地分析啊。这个分析对我很有效。该怎么说呢，要说这是我的弱点，那也的确是弱点。该说是对亲人很宽容，还是无法舍弃感情呢。当然，我也有过舍弃瑟琳娜的选择。但是，如果问我是否能做出那个选择……嗯，这就是所谓的命运吧。虽然我不相信命运论之类的东西，但就当作是命运如此，放弃吧。

  　冷静に分析しないでくれ。その分析は俺に効く。まぁなんだ、俺の弱点と言えば弱点なんだろうな。身内に甘いというか、情を捨てられないというか。無論、セレナを見捨てるという選択肢はあった。だが、その選択肢を俺に取れたかというと……まぁ、巡り合わせというものなのだろうな。運命論だとかそういったものを信じてるわけじゃないが、そういう星の巡りだったのだと
    
     諦
    あきらめよう。

  「我会注意别再拖拖拉拉地增加对象……虽然目前有两个人可能增加，让我很头痛。」

  「このままずるずると相手が増えないように気をつけるよ……現時点で二人は増えそうな見込みがあるのが頭が痛いけど」

  「琳达和涅薇吧。涅薇就算了，琳达的话，大概一半一半吧？」

  「リンダとネーヴェやな。ネーヴェはともかく、リンダはどうやろなぁ。半々くらい？」

  「是吗？不管怎么说，那孩子应该会讲义气吧。」

  「そうかな？　なんだかんだ言ってあの子は義理立てしそうだけど」

  「她认识的人很多，不知道会发生什么事。琳达还是个孩子，心境上也会有变化吧？」

  「出会いも多いやろうし、何があるかわからんやろ。リンダはまだ子供やしな。心境の変化とかもあるんやない？」

  「关于琳达，我也赞成蒂娜的意见，但涅薇已经确定了。」

  「リンダについては俺もティーナの意見に賛成だが、もうネーヴェに関しては決定事項なんだなぁ」

  「大哥哥无法对那种境遇的孩子见死不救吧？」

  「お兄さんはああいう境遇の子を見捨てられないですよね？」

  「我们都能接受，涅薇应该也可以吧？」

  「うちらがいけるんやからネーヴェもいけるやろ？」

  「我知道了，是我输了。拜托你们别再用感情和身体两方面夹击我了……那么，我想趁现在问你们，你们对这次的事情有什么想法吗？如果你们能趁现在说出来，我会很感激的。」

  「わかった。俺の負けだ。感情的な意味と身体的な意味の両輪で攻めてくるのはやめてくれ……で、今のうちに聞いておきたいんだが、二人は今回の話に何か思うところはないのか？　今のうちに話しておいてくれると助かるんだが」

  　我这么一问，两人同时陷入沉思。她们都闭上眼睛，发出「嗯——」的沉吟声，模样十分可爱。这两人连这种小动作都很像，真可爱。

  　俺がそう聞くと、二人は同時に考え込んだ。二人とも目を
    
     瞑
    つぶって「うーん」と
    
     唸
    うなっているのが
    
     可
    か
    
     愛
    わいい。こういうちょっとした仕草が似ているのが可愛いんだよな、この二人は。

  「以结论来说，克莉丝大人是正妻，第二、第三夫人分别是瑟琳娜大人和艾尔玛姐。然后，包含蜜蜜在内，我们会被视为更下位的人对吧？」

  「結論としてはクリスさまが正妻になって、第二、第三夫人がそれぞれセレナ様とエルマ
    
     姐
    ねえさん。で、ミミを含めてうちらは更にその下みたいな扱いになるんよね？」

  「我其实不太喜欢谁上谁下的这种说法……不过对外而言，表面上是这样没错。」

  「俺は誰が上で誰が下とかそういうのはなんか嫌なんだけどな……まぁ対外的というか、建前上はそうなるかな」

  「我们是平民，也不打算跟你们竞争。只是，我们想要哥哥的宝宝。」

  「私達は平民ですし、別に張り合おうとも思いません。ただ、お兄さんの赤ちゃんは欲しいです」

  「说得极端一点，我们并不拘泥于跟哥哥在文件上结婚。只要能跟哥哥在一起，我们就满足了。不过薇说得没错，我们想要宝宝。」

  「極論、うちらは兄さんと書類上の結婚とかには拘らんよ。兄さんと一緒にいられるならそれで満足やし。でもウィーの言う通り赤ちゃんは欲しいなぁ」

  「该怎么说呢，你们这样不会太便宜我了吗？」

  「それはなんというか、俺に都合が良すぎないか？」

  「之前好像也说过，我们当个方便的女人就好。最坏的情况，就算怀上孩子后被哥哥抛弃，只要我们两个在一起，无论到哪里都能活下去。」

  「前にも言うた気がするけど、うちらは都合の良い女でええねん。最悪、子供ができた後に兄さんに捨てられたとしても、二人一緒ならどこででも生きていけるから」

  「我不会做那种事。」

  「俺はそんなことしないが」

  　蒂娜的说法让我忍不住生气。如果她们以为我会做出只生孩子就抛弃她们的行为，那可就太令人遗憾了。

  　ティーナの物言いに思わずムッとする。子供だけ作って放り出すなんて
    
     真
    ま
    
     似
    ねをすると思われているとしたら
    
     流石
    さすがに心外なんだが。

  「我知道。哥哥不会做那种事。这只是个比喻。也就是说，我们从哥哥那里收到了很多报酬，而且我们也有自己的技能。不然也可以依靠妈妈。所以，哥哥什么都不用担心。只要哥哥需要我们，我们就会陪在你身边。」

  「わかってる。兄さんはそんなことせんよな。あくまでたとえ話や。つまり、兄さんから報酬として受け取ったお金もぎょうさんあるし、うちらは手に職もある。なんなら母ちゃんを頼っても良い。せやから、兄さんは何も心配しなくても良いってことや。うちらは兄さんがうちらを必要としてくれる限り、
    
     側
    そばにおるよ」

  　蒂娜微笑着，紧紧地贴在我身上。薇丝卡也一样贴了上来。

  　そう言ってティーナは
    
     微笑
    ほほえみ、俺にぴったりとくっついてきた。ウィスカも同じようにくっついてくる。

  「请哥哥随心所欲地去做。我们会跟着哥哥。只要偶尔像这样撒娇一下，我们就满足了。」

  「お兄さんの好きなようにしてください。私達はお兄さんについていきますから。たまにこうやって甘えさせてくれればそれで満足です」

  「与其说是你们在撒娇，不如说是我被你们撒娇……」

  「甘えられているというよりも、俺が甘えさせられているような気がするんだが……」

  　我感受着紧贴着我的两人略高的体温，将视线转向天花板。

  　ぴったりとくっついてくる二人の高めの体温を感じながら天井に視線を向ける。

  　现在回想起来，这两个人的感情也挺沉重的，或者说……湿度很高。不，是错觉。一定是这样。是我多心了，嗯。

  　今になって思ったんだが、この二人も感情が結構重いというか、こう……湿度が高いような。いや、気のせいだ。きっとそうだ。俺の考えすぎだな、うん。

  　不管怎么说，她们两人如此仰慕我，让我很高兴，应该说让我感到骄傲。我得小心别做出背叛她们两人的行为。

  　何にせよ二人がここまで慕ってくれているというのは
    
     嬉
    うれしい、というか誇らしいことだ。二人を裏切るような真似だけはしないようにしよう。

  ☆★☆

  ☆★☆

  　在整备士姐妹疗愈了我精神上的疲劳的隔天，我们决定前往艾尔玛的老家威尔罗斯子爵家。

  　整備士姉妹に精神的な疲れを癒やしてもらった翌日、俺達はエルマの実家であるウィルローズ子爵家へと向かうことにした。

  「路上小心，主人。」

  「行ってらっしゃいませ、ご主人様」

  「抱歉又要麻烦你留守了。」

  「また留守番ですまんな」

  「请别在意。像我这样的机械智慧在帝都并不受欢迎。」

  「お気になさらず。私のような機械知性は帝都ではあまり歓迎されませんので」

  　梅伊摇头回答我的道歉。

  　俺の謝罪にメイが首を振ってそう答える。

  　今天梅伊一个人留守。涅薇已经可以走路，而且也不需要进入医疗舱，所以和我们同行。这次的目的是向威尔罗斯子爵家的人们介绍我的妻子们，因此也请平常不爱出门的翔子医师同行。结果就变成梅伊一个人在黑莲花留守了。

  　今日のメイは一人でお留守番だ。ネーヴェはもう歩けるようになっている上に、医療ポッドに入っていないといけないような状態でもないので俺達に同行する。今回はウィルローズ子爵家の人々に俺の嫁さん達を紹介するのが目的なので、いつもは出不精を発揮するショーコ先生にも同行してもらう。結果メイが一人でブラックロータスでお留守番ということになったのだ。

  　帝都的宇宙港安保措施万无一失，我觉得没必要让黑莲花留守。尽管如此，梅伊还是以自己是机械智慧为由，拒绝和我们一同前往威尔罗斯子爵家。她说自己在的话，会让对方感到不必要的紧张。

  　帝都の宇宙港ならセキュリティも万全だし、ブラックロータスに留守役を置く必要は無いと思うんだけどな。それでもメイは自分が機械知性であることを理由にウィルローズ子爵家への同行を見送った。自分がいると先方に余計な緊張を強いてしまうだろうと言って。

  「而且，您说好今晚会补偿我了」

  「それに、今晩はその埋め合わせをしていただけるとのことなので」

  「啊，是的」

  「あ、はい」

  　看来女性阵营已经达成共识，决定了今晚我的对象。希望不会影响到明天。

  　どうやら女性陣の総意によって、今晩の俺の相手は決まっているらしい。明日に響かないと良いなぁ。

  「好了，准备好了就出发吧。梅伊，看家就交给你了」

  「ほら、準備ができたなら行くわよ。メイ、留守番をよろしくね」

  「我们出发了！」

  「行ってきますね！」

  「好的，艾尔玛大人，蜜蜜大人。各位也一路小心」

  「はい、エルマ様、ミミ様。皆様も行ってらっしゃいませ」

  　在梅伊的送行下，我们前往帝都的威尔罗斯子爵家。

  　お辞儀をするメイに送り出され、俺達は帝都のウィルローズ子爵家へと向かうのだった。

  ☆★☆

  ☆★☆

  「竟敢对大小姐图谋不轨！受死吧！」

  「お嬢様を狙う
    
     不
    ふ
    
     逞
    ていの
    
     輩
    やからめ！　覚悟！」

  「瑟琳娜小姐的伴侣之位就由我收下了！受死吧！」

  「セレナ嬢の
    
     伴
    はん
    
     侶
    りよの座はこの私が頂く！　覚悟！」

  「区区冒牌贵族，少得意忘形了！受死吧！」

  「貴族もどき風情が生意気な！　覚悟！」

  「我本来以为会像这样被袭击，结果意外地没有」

  「みたいな感じで襲われたりするんじゃないかと思ってたんですけど、意外とそういうのが無いんですよね」

  「我觉得现在应该没有人会做出那么鲁莽的行为……」

  「流石に今のヒロ殿にそんな無謀な行為をする者はいないと思うが……」

  　听到我的发言，艾尔玛的父亲埃尔多穆・威尔罗斯子爵露出苦笑。而艾尔玛的哥哥恩斯特则板着脸在旁边喝茶。

  　俺の発言にエルマの父であるエルドムア・ウィルローズ子爵が苦笑いを浮かべる。その横ではエルマの兄であるエルンストが仏頂面でお茶を飲んでいた。

  　我们顺利抵达威尔罗斯子爵家后，立刻互相见面并自我介绍，然后分成男性组和女性组和乐融融地——虽然这边怎么看都不和乐融融——进行交流。

  　ウィルローズ子爵家に無事到着した俺達は早速顔合わせというか自己紹介を互いに終え、男性陣と女性陣に分かれて
    
     和
    わ
    
     気
    き
    
     藹
    あい
    
     々
    あいと──どう見てもこっちは和気藹々としていないが──交流をしていた。

  「刚才那句话是什么意思？」

  「今の、とは？」

  「你的事迹已经在贵族之间传开了。听说你用从伊克瑟马尔伯爵家的蠢少爷手中抢来的剑，毫不留情地砍下他的脑袋，还大闹了一场，把几十名全副武装的私兵打得落花流水。既然你连伯爵家的继承人都敢毫不留情地砍头，那也只有蠢蛋才会找你麻烦。」

  「お前の所業が貴族の間で出回っている。イクサーマル伯爵家のボンクラから奪った剣一本で
    
     奴
    やつの首を容赦なく
    
     叩
    たたき斬り、数十人の完全武装の私兵を相手に大暴れをしたという話がな。怒らせれば伯爵家の跡取りの首さえ容赦なく叩き斬るような奴に
    
     喧
    けん
    
     嘩
    かを売るのは余程の馬鹿だけだ」

  「咦……？那件事应该算是机密事项吧……？」

  「えぇ……？　それ、一応機密事項の
    
     筈
    はずなんですが……？」

  「大概是某位审问会成员刻意泄漏出去的吧。」

  「意図的に情報が流されているのだろうね。査問会メンバーのどなたかから」

  「那个人吗……」

  「あの人か……」

  　我脑中浮现那位笑容满面的美男子。这恐怕是瑟琳娜的父亲劳伦兹氏干的好事，但我猜不透他的意图。

  　にこやかな笑みを浮かべた美丈夫の顔が脳裏をよぎる。恐らくセレナの父君であるラウレンツ氏の仕業なのだろうが、意図が読めない。

  「也就是说，他不仅在宣扬自己得到了如此凶暴的棋子，还同时在警告别人，如果对这个棋子出手会有什么下场。霍尔斯侯爵家是武门名门，其影响力大到难以估量，还与多家军事制造商有着紧密联系。也就是说，霍尔斯侯爵家是权力、军事和资金都非常强大的名门。即使在帝国内，也是从上往下数比较快的，拥有顶尖实力的家族。如果随便招惹的话……」

  「つまりだね、そんな凶暴な手駒を手中に収めたと喧伝すると同時に、その手駒に手を出すということはどういうことかわかっているな？　とも言っているわけだよ。ホールズ侯爵家といえば武門の名門で、その影響力は図りしれぬほどに大きいし、複数の軍事品製造メーカーとも太いパイプを持っている。つまり、権力も軍事力も資金力も大変に強い名家だ。帝国内でも上から数えたほうが早いくらいの指折りの実力を持つ家なのだよ。下手に突っかかろうものなら……」

  　说到这里，埃尔多穆耸了耸肩。我原本就隐约觉得，霍尔斯侯爵家光是侯爵家这个身份，就拥有非同寻常的力量，但像这样从真正的宫廷贵族岳父那里听到这些话，就更能感受到其可怕之处。

  　そこまで言ってエルドムアが肩を
    
     竦
    すくめてみせる。侯爵家というだけでホールズ侯爵家の力はとんでもないものなのだろうなと漠然と考えていたんだが、こうして本物の宮廷貴族であるお
    
     義
    と
    
     父
    うさんから話を聞くと、より一層そのヤバさが伝わってくるな。

  「威尔罗斯子爵家是艾丁格侯爵的派系……不过，艾丁格侯爵和霍尔斯侯爵的关系并不差，所以应该没问题……」

  「ウィルローズ子爵家はエッティンゲン侯爵の派閥なのだがね……まぁ、エッティンゲン侯爵とホールズ侯爵は不仲というわけではないから大丈夫だろうが……」

  　埃尔多穆一边说，一边揉着胃部。总觉得很抱歉。

  　そう言いつつもエルドムアは胃の辺りをさすっている。なんか申し訳ねぇ。

  「顺便问一下，艾丁格侯爵是……？」

  「ちなみにエッティンゲン侯爵というのは……？」

  「简单来说，就是在以帝都为地盘的贵族中，支持皇室的派系的领袖。霍尔斯侯爵家是拥有广大领地的地方贵族，但硬要说的话，是皇室支持派。所以两家的关系并不坏。」

  「ごく簡単に言えば帝都を縄張りとする貴族の中でも帝室を支持している派閥の
    
     長
    おさといったところだ。ホールズ侯爵家は広大な領地を持つ在地貴族だが、どちらかと言えば帝室支持派だ。だから、両家の関係は悪くない」

  　恩斯特回答了我的问题。虽然他板着一张脸，但还是很亲切地告诉我，我深切地感受到，他果然是艾尔玛的哥哥。该说是本质上很温柔，还是很会照顾人呢。

  　俺の質問にエルンストが答えてくれる。仏頂面を見せつつもちゃんと親切に教えてくれる辺り、やはりエルマの兄なのだなとつくづく思う。根本的なところで優しいというか、面倒見が良いというか。

  「不过啊……你真是来者不拒啊」

  「しかしあれだな……お前はこう、見境がないな」

  　恩斯特瞥了一眼涅薇，小声嘀咕道。

  　ちらりとネーヴェに視線を向けたエルンストがボソリと
    
     呟
    つぶやく。

  「不是的」

  「違うんすよ」

  「我们可学不来……我们精灵可没有那么旺盛」

  「我々には真似できそうにないな……我々エルフはこう、そこまで
    
     旺
    おう
    
     盛
    せいじゃなくてね」

  「都说了不是的。虽然从事实来看是这样，但不是的。请听我解释」

  「だから違うんすよ。いや事実だけを見るとそうなんですけど、違うんすよ。話を聞いてください」

  　连埃尔多穆都这么说，我只好拼命解释。

  　エルドムアにまで言われて俺は必死に弁明することにした。

  「就算你说不是，你到底有多少人？光是那里就有八个人了。还有女仆机器人吧？应该还有其他人吧？」

  「違うって言ってもお前、何人だ？　あそこにいるだけで八人だぞ。メイドロイドもいるんだろう？　他にもいるんじゃないのか？」

  「……不，没有了。目前是这样」

  「……いや、いないっすね。今のところは」

  　虽然我觉得涅薇将来可能会变成那样，但琳达就不好说了。其他……应该没有了吧？咦？蒂妮亚？不，蒂妮亚不可能。她和琳达不同，没有任何理由要到宇宙来。

  　ネーヴェは将来的にそうなりそうな気がするが、リンダはわからないし。他には……いないよな？　え？　ティニア？　いやティニアは無いな。リンダと違って彼女には宇宙に出てくる理由が何一つ無いし。

  「你的眼神在游移哦。」

  「目が泳いでいるぞ」

  「不是的。请听我解释。」

  「違うんすよ。聞いてくださいよ」

  　我拼命解释，这是无可避免的事情。我也一并说明了除了我以外的船员全都是女性，事到如今也不可能再加入男性船员。因为不管怎么想，都只会成为麻烦的源头。

  　俺は必死に弁明した。これは避けえぬことだったのだと。俺を除いたクルーが全員女性なので、今更男性クルーを入れるわけにもいかないということも併せて説明した。どう考えてもトラブルの元にしかならないからな。

  「事到如今，我不会再多说什么……不过，要是你敢轻视我家女儿，你知道会有什么下场吧？」

  「何もかも今更だから、とやかくは言わないがね……だが、うちの娘を
    
     蔑
    ないがしろにしたらどうなるかはわかるね？」

  「我不可能轻视她，也完全没有那个意思。」

  「蔑ろにできるわけがないですし、する気も一切無いです」

  　要是我敢那么做，脖子可能会被折断，而且更重要的是，艾尔玛是我无可取代的搭档。我可能会被艾尔玛抛弃，但反过来是不可能的。艾尔玛就算没有我，或许也能一个人活下去，但要是没有艾尔玛，我就会陷入困境。

  　そんなことをしたら首の骨をへし折られそうだし、それ以前にエルマはかけがえのないパートナーだ。俺がエルマに愛想を尽かされることは有りえるかもしれないが、逆は無いだろう。エルマは俺が居なくても一人で生きていけるかもしれないが、俺はエルマがいないと困り果ててしまう。

  「那就好。正式的婚约仪式因为关系到三家，所以会由我们这边进行协议。等事情决定好了会再联络你，你就先做好心理准备吧。」

  「なら良いがね。正式な婚約の儀については三家が関わることだから、こちらで協議しておく。事の次第が決まったら連絡するので、そのつもりでいなさい」

  「果然还是有的啊，这种东西」

  「やっぱりあるんですね、そういうの」

  「那当然了……你啊，明明要正式迎娶三个贵族家的女儿，难道以为能随便应付过去吗？」

  「当たり前だろうが……お前、貴族の娘を三人も正式に
    
     娶
    めとるのに適当に済ませられると思っているのか？」

  「毕竟我既不谙世事，也不了解帝国的一般常识」

  「世間知らずな上に帝国の一般常識に疎いもので」

  「所以说佣兵这种人啊……」

  「これだから
    
     傭
    よう
    
     兵
    へいというやつは……」

  　恩斯特一副打心底里无语的样子，深深地叹了口气。就算你这么说，不知道的东西就是不知道，这也没办法。虽然我有想过可能会有什么，但具体是什么就不知道了。

  　エルンストが心底
    
     呆
    あきれたといった様子で深い
    
     溜
    ため
    
     息
    いきを
    
     吐
    つく。そんなこと言われても知らないものは知らないのだから仕方があるまい。何かあると思ってはいたよ。それが具体的にどういうものか知らなかっただけで。

  「比起这个，那边好像很开心啊」

  「それよりあっちは楽しそうっすね」

  「米尔法和艾尔芬都很喜欢聊天……」

  「ミルファもエルフィンも話し好きだからな……」

  　看向女性阵营那边，那边与其说是茶会，不如说是在热烈地闲聊，看起来非常开心。

  　女性陣の方に目を向けると、あちらはお茶会というか世間話に花を咲かせているようで大変楽しそうにしている。

  「我们也来热烈地闲聊吧……大哥，来点话题吧」

  「こっちも世間話に花を咲かせますか……お義兄さん、なんか話題振ってくださいよ」

  「别叫我大哥……不对，要成为大哥了吗。结果还是大哥啊。唉……」

  「俺を
    
     義
    あ
    
     兄
    にと呼ぶなと……いや、義兄になるのか。結局なるのか。はぁ……」

  「好大的叹气声啊」

  「クソでかい溜息っすね」

  「你以为是谁的错……算了。对了，就让我听听你和现在话题正热的霍尔斯侯爵千金的相识经过吧。从头开始全部说」

  「誰のせいだと……まぁいい。そうだな、それは今話題のホールズ侯爵令嬢との
    
     馴
    なれ
    
     初
    そめについて聞かせてもらうか。最初から全部」

  「从头开始？那可说来话长了……」

  「最初から？　それは長い話になるなぁ……」

  　虽然嘴上这么说，但我还是回忆起了第一次见到瑟琳娜时在特里梅因星系发生的事。说起来，她其实是我第一个遇到的队伍成员。

  　そう言いながらもセレナと初めて出会ったターメーン星系でのことを思い出す。そう言えばうちのメンバーの中では実は一番最初に顔を合わせた相手でもあるんだよな。

  「第一次见面是在特里梅因星系的港湾管理局的审讯室里。」

  「最初に顔を合わせたのはターメーン星系の港湾管理局にある取調室でね」

  　埃尔多穆和恩斯特饶有兴致地听着，我开始讲述起和瑟琳娜相遇至今的种种。看来真的会讲很久啊。

  　興味深そうに耳を傾けるエルドムアとエルンストの二人に向け、俺はセレナとの出会いから今に至るまでを話し始める。本当に長い話になりそうだ。

  ☆★☆

  ☆★☆

  「「这简直就是命中注定啊。」」

  「「もう運命だな」」

  　我把和瑟琳娜至今为止的回忆大致讲了一遍，埃尔多穆和恩斯特异口同声地说道。

  　セレナとのこれまでの思い出を一通り話すと、エルドムアとエルンストの二人に声を
    
     揃
    そろえてそう言われた。

  「能不能别父子俩异口同声地说这种话？」

  「親子で声揃えて言うのやめてもらえます？」

  「话虽如此，但就算你有意去追捕，也不可能在如此广阔的宇宙中以这么高的频率碰面吧。」

  「とは言うがね、いくら意図的に追ったとしてもこの広い宇宙でそんな頻度で顔を合わせるわけがないと思うのだが」

  「就算你们的目标都是宙贼，而且都在帝国领内活动，这频率也太异常了。你知不知道帝国到底支配了多少星系？随便算算都超过三千了啊？」

  「標的が同じ宙賊で、帝国領内で活動しているということを差し引いても異常だ。一体どれだけの星系が帝国の支配下にあると思っている？　軽く三千を超えるんだぞ？」

  「别把现实摆在我面前啊……」

  「現実を突きつけるのをやめてくれ……」

  　不过，虽然只是无意识的，但我好像一直在操纵着命运……虽然不知道具体是怎么做的，但如果我是在无意识中多次吸引着“和瑟琳娜重逢”的命运，那威尔罗斯父子主张的“这是命运的安排”就未必是错的。

  　まぁ、無意識的にだが俺はその運命を操作しているらしいしなぁ……具体的にどうやっているのかはわからないが、無意識で「セレナと再会する」という運命を何度も引き寄せているのだとしたら、それはもう運命的であるというウィルローズ親子の主張もあながち否定はできないのだろう。

  　这么说来，虽然嘴上说着麻烦，但我在无意识中其实是在追求着瑟琳娜吗？这感觉好羞耻啊……关于我操纵命运的能力，绝对不能让瑟琳娜知道。

  　そうすると、面倒くさいとか言いながらも俺は無意識下でセレナを求めていたということか？　それはなんか恥ずかしいな……俺の運命操作能力に関しては絶対にセレナには知られないようにしなければならない。

  　瑟琳娜肯定会一脸得意地说“你明明对我那么冷淡，结果还是最喜欢我了！”之类的话。我可受不了……。

  　セレナのことだから絶対に「あれだけ邪険に扱ってたくせにやっぱり私のことが大好きだったんですね！」とか勝ち誇った顔で言ってきそう。そんなの耐えられん……。

  「最后的临门一脚是陛下做的吗……果然从一开始就没法逃脱吗？」

  「最後のひと押しは陛下の手で、か……やはり最初から逃れられなかったのでは？」

  「你是说陛下预测到事情会变成这样，所以才介入的？」

  「こうなることを予測して陛下が介入したと？」

  「陛下的深谋远虑已经超越了人类的领域……」

  「陛下の深謀遠慮はもはや人の領域を超えていらっしゃるからな……」

  「据说连帝国边境的一艘民用运输舰被宙贼袭击这种小事，陛下也全都掌握在手中。」

  「帝国の辺境で民間の輸送艦が一隻宙賊に襲われた、といった
    
     些
    さ
    
     細
    さいなことも全て把握していらっしゃると言われるほどだ」

  「啊……这个嘛，说不定是真的。」

  「あー……それはね。マジであるかもしれない」

  　以前第一次和那个混蛋皇帝见面说话的时候，他也是从我和克里希那出现在特里梅因星系的瞬间就掌握了情况。之后我到达殖民卫星，躲在克里希那里面收集情报的内容，还有我是在怎样的心理状态下收集情报的，全都被他看穿了。那个时候也是，现在回想起来都还会不寒而栗。

  　以前あのファッキンエンペラーと初めて顔を合わせて話をした時にも俺とクリシュナがターメーン星系に現れた瞬間からして把握していたし、その後コロニーに
    
     辿
    たどり
    
     着
    ついた俺がクリシュナに引きこもって情報収集していた内容も、俺がどんな心理状態で情報収集をしていたのかも全て筒抜けだったからな。あの時もそうだったが、今思い出してもゾッとする。

  　我一边想着这些，一边瞥了一眼女性阵营，刚才还和乐融融地聊着天的她们，现在却安静下来，凑在一起窃窃私语。我有种不好的预感。

  　などと考えながらちらりと女性陣に目を向けると、先程までの和やかかつ華やかな雑談は鳴りを潜めて今度は何か額を突き合わせてヒソヒソと話している。何か嫌な予感がするな。

  「话说回来，我先问一下，艾尔芬小姐有交往对象或者未婚夫吗？」

  「ところで先に聞いておきますけど、エルフィンさんはお付き合いとか婚約とかされている方は？」

  　艾尔芬小姐是艾尔玛的姐姐。总觉得从刚才开始就一直感受到那边的视线。

  　エルフィンさんというのはエルマのお姉さんである。なんかさっきからチラチラと視線を感じるんだよな、あっちから。

  「……你问这个打算做什么？」

  「……それを聞いてどうするつもりかね？」

  「我只是想先说清楚，我并没有打算做什么。如果她们说『好像很有趣，我也要跟』，或是『问了大家之后，感觉我们很合得来，所以我也要』之类的，你一定要阻止她们。不是假装，是真的要阻止她们。」

  「どうするつもりもないってことを先に言っておきたいだけです。なんか面白そうだからついていくとか、皆に聞いてみたらなんか相性良さそうだから私も、とか仮に言い始めたら絶対に止めてくださいね。フリじゃないですよ。絶対だぞ」

  「身为家长，我绝对会阻止的，你放心吧……」

  「家長として絶対に止めるから安心してくれ……」

  「我绝对不会让那种噩梦般的场景发生的，你不用担心」

  「そんな悪夢みたいなことは絶対に実現させんから心配するな」

  　你可别忘了你刚才说的话哦？　你可要说到做到！

  　言ったな？　本当だな？　信じるからな！

  □■□

  □■□

  「实际上，怎么样？」

  「実際のところ、どうなの？」

  「就算你问我怎么样……你到底想问什么，能不能说清楚点」

  「どうって言われても……何が聞きたいのかはっきり言って欲しいわね」

  　姐姐兴致勃勃地向我问道。虽然我大概知道她想问什么，但我不太想回答。

  　姉様が興味津々といった様子で聞いてくる。言いたいことはなんとなく分かるけど、あまり答えたくない。

  「比如性格，或者身体的契合度之类的」

  「人となりとか、身体の相性とか」

  「我，我也想知道……！」

  「わ、私も気になります……！」

  「……后面那个我就不听了。他基本上很诚实，也很尊重我们。我觉得他有在用自己的方式在力所能及的范围内照顾我们」

  「……後ろの方は聞かなかったことにしておくわ。大体において誠実だし、私達を尊重してくれてると思うわよ？　ヒロなりに気がつく範囲で配慮してくれてると思うし」

  　姐姐和克莉丝明显对后半部分更感兴趣，我无视了她们，只是简单地描述了希罗的性格。说实话，我觉得希罗相当不谙世事。但那与他的出身有关，所以就算对方是家人，我也不能公开说出来。

  　明らかに後半の方に力が入っている姉様とクリスの興味をスルーしてヒロの人となりを無難に述べておく。正直ヒロってかなり浮世離れしてるとは思うのよね。でも、それは彼の出自に関わることだから、いくら家族相手でも公言はできない。

  「诶？但是你看，我们有这么多人啊？大家都没有不满吗？」

  「えー？　でもほら、こんなにいるじゃない？　皆不満とか無いの？」

  「嗯，当然不能说完全没有，但希罗大人只有一个身体。我们已经做好了妥协」

  「うーん、
    
     勿
    もち
    
     論
    ろん全くないとは言いませんけど、ヒロ様の身体は一つですし。そこは折り合いをつけてますよ」

  　蜜蜜巧妙地应付了微微嘟起嘴的姐姐大人。蜜蜜也变得可靠了呢。刚上船的时候，她做什么都战战兢兢的，就像小动物一样。

  　微妙に口を
    
     尖
    とがらせながら言う姉様をミミが
    
     上
    う
    
     手
    まくいなす。ミミも頼もしくなったわよね。船に乗ったばかりの頃は何をやるにもビクビクして小動物みたいだったのに。

  「就算哥哥再怎么可靠，大家一拥而上的话也会被压垮的。所以我们也得一起互相扶持。」

  「いくら兄さんが頼りがいあっても、流石に皆で寄っかかったら
    
     潰
    つぶれてしまうさかい。そこはうちらも一緒に支え合うってことやね」

  「以哥哥这个支柱为中心，我们自己也变成支柱互相支撑的感觉。这方面梅伊小姐调整得很好。」

  「お兄さんという柱を中心として、私達自身も柱となって互いに支え合ってる感じです。その辺りの調整はメイさんが上手くやってくれてますよね」

  「是的。我认为梅伊小姐作为以主公为中心的集团的调整者，做得很好。」

  「はい。メイさんは我が君を中心とした集団の調整役として上手く差配をしてくださっていると思います」

  　库姬也赞同蒂娜她们的意见。蒂娜她们就不用说了，库姬也很能干。她的性格明明比希罗更不谙世事，但在这种场合却完全感觉不到。

  　ティーナ達の意見にクギが乗っかる。ティーナ達に関しては今更言うこともないけど、クギは如才ないわ。ヒロよりもずっと浮世離れした性格の
    
     筈
    はずなのに、こういう場ではそれをまったく感じさせないのよね。

  「如果说希罗君是台面上的领袖，那梅伊君就是台面下的领袖了。不过，她恐怕是作为她们的观察对象，所以她们对她非常感兴趣吧。明显受到了后援。」

  「ヒロくんが表のリーダーだとすればメイくんは裏のリーダーだよねぇ。まぁ、恐らく彼女達の観察対象として極めて興味深いのだろうね。明らかなバックアップを受けてるよ」

  「啊……虽然希罗不在意，但梅伊很优秀呢。异常地优秀。」

  「あー……ヒロは気にしてないけど、メイは優秀よね。異常に」

  　我也赞同翔子医师对梅伊的评价。梅伊的优秀确实很异常。虽说性能全开的女仆机器人理所当然会很优秀，但她比她们还要优秀。

  　ショーコ先生のメイへの評価には私も同意する。確かにメイの優秀さは異常よね。フルスペックのメイドロイドなら優秀なのは当然なのだけど、それに輪をかけて彼女は優秀だ。

  「果然是这么回事吗？」

  「やっぱりそういうことなんですか？」

  「嗯，应该没错。」

  「まぁ、間違いないかと」

  　克莉丝苦笑着回答蜜蜜的疑问。虽然她们并没有做什么坏事，但她们的手段高明到用“厉害”来形容都显得不够。面对希罗这样的特殊存在，她们绝对不可能毫无作为。毫无疑问，梅伊肯定受到了机械智慧们的大力支援。

  　ミミの疑問にクリスが苦笑いを浮かべながら答える。別に悪いことは何もないのだけれど、彼女達は
    
     強
    したたかと表現するのも生ぬるい程度にはやり手だから。ヒロのような特殊な存在を前にして彼女達が何も行動を起こさないなどということは絶対にありえない。まず間違いなくメイは機械知性達の大いなる支援を受けていることだろう。

  「她们是“个体即全体，全体即个体”的存在。就算梅伊君是订做的全性能机，她的优秀也太异常了。大概里面装了她们独自开发的反熵运算器吧？」

  「彼女達は個にして全、全にして個の存在だからねぇ。いくらメイくんがオーダーメイドのフルスペック機とは言っても、あの優秀さは異常だよ。多分彼女達が独自開発したって
    
     噂
    うわさの反エントロピー演算器とか入ってるんじゃないかな？」

  「就是那个利用热量进行运算，然后逐渐降温的玩意？真的存在吗？」

  「熱を利用して演算を行って低温になっていくっていうやつ？　あれほんまに存在するん？」

  「据说她们已经实用化了。将它和使用能源进行运算，产生热量的普通阳电子脑组合起来，不仅不需要冷却装置，运算能力也会大幅提升」

  「彼女達は実用化しているという噂だね。エネルギーを使って演算し、熱を発生させる通常の陽電子頭脳と組み合わせれば冷却装置を必要としなくなる上に演算能力が跳ね上がるってわけだ」

  「觉得不可能的自己，和觉得果然如此的自己在互相拉扯……」

  「まさかと思う自分と、やっぱりと思う自分がせめぎ合ってる……」

  　一提到梅伊异常的性能，我们家的三个知识分子就开始偏离主题，讨论起技术问题。

  　メイの異常な性能の話になった途端、うちのインテリ達が技術論議に脱線し始める。

  「啊——真是的。三个技术宅凑在一起，马上就会偏离主题。现在先别讨论这个了，好吗？梅伊优秀又有什么不好？OK？」

  「あー、もう。テッキーが三人もいるとすぐそっちに脱線するわね。今はそっちの話はやめよ、やめ。メイが優秀で困ることなんてない。オーケー？」

  「好好好，说得也是。那要来讨论身体的契合度吗？对艾尔玛君来说，这在某种意义上算是你的罩门吧。」

  「はいはい、そうだね。それじゃあ身体の相性の話でもするかい？　エルマくんにとってはある意味鬼門だと思うけど」

  「……这个话题也不行。就算对方是家人，我觉得这种事也不该公开讨论。」

  「……そっちの話もなし。いくら家族相手でもそういうのはあまりオープンにすることじゃないと思うの」

  　我向插嘴的翔子医师提出正确的论点。然而，我微弱的抵抗被蒂娜的奸笑轻易破坏了。

  　混ぜっ返してきたショーコ先生に正論をぶつける。だが、私のささやかな抵抗はニヤリと笑ったティーナに
    
     呆
    あつ
    
     気
    けなく破壊された。

  「不过，这也不是什么需要竞争的事。顺带一提，我经常和薇一起被疼爱。」

  「まぁ競うことでもないしなぁ。ちなみにうちはウィーと一緒に可愛がられる事が多いで」

  「和两个矮人一起，这有点厉害吧？」

  「ドワーフ二人相手にってちょっと
    
     凄
    すごくない？」

  「那个……嗯，实际上我觉得很厉害。」

  「その……まぁ、実際すごいと思います」

  　姐姐红着脸遮住嘴角，一副兴致勃勃的样子反问，薇丝卡也红着脸开始扭捏起来。克莉丝则是满脸通红，呼吸急促……下任女伯爵大人，这样很不端庄哦。

  　頰を染めて口元を隠しつつ、まさに興味津々といった感じで姉様が聞き返し、ウィスカが顔を赤くしながらもじもじとしはじめる。クリスなんて顔を真っ赤にして鼻息も荒いし……次期女伯爵様、はしたないわよ。

  「我总是先倒下……得再多锻炼一下体力才行」

  「私はいつも先にダウンしちゃいます……もっと体力をつけないと」

  「本人也是……不过，主公很温柔对吧？」

  「
    
     此
    この身もですね……でも、我が君は優しいですよね？」

  「不会做粗暴的事呢」

  「乱暴なことはしないねぇ」

  「都说了别再说了」

  「だからやめなさいって」

  　大家开始聊起这个话题。这样一来就停不下来了。

  　皆が話題に乗り始めてしまった。こうなるともう止まらない。

  　别再聊这个话题了？　好吗？　为什么……因为我不想说啊！　蜜蜜你懂的吧！　母亲大人，别摆出那种表情。

  　その話題はやめましょう？　ね？　なんでって……話したくないからよ！　ミミはわかってるでしょ！　母様、その顔をやめて。

  「因为精灵族的女性就是这样」

  「エルフの女はそういうものだから」

  「都说了别再说了！」

  「やめてってば！」

  　我的叫喊也是徒劳，一切都暴露了。真讨厌。

  　私の叫びも
    
     虚
    むなしく、全ては
    
     詳
    つまびらかにされてしまった。もうやだ。
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  ＃6：涅薇

  ＃６：ネーヴェ

  　第二天，我们在达莱恩瓦尔德伯爵家的帝都宅邸接受克莉丝的款待，然后大家一起去购物……不，这不算轻度吧？计划几乎要花上半天的时间到处走走，购买最新的寝具和生活杂货，这绝对不算轻度吧？

  　翌日はダレインワルド伯爵家の帝都屋敷でクリスの歓待を受け、それから皆で軽く買い物などを……いや、軽くないな？　ほぼ半日あちこち歩き回って最新の寝具だのなんだのといった生活雑貨の類を買おうって計画は決して軽くねぇな？

  「嗯，这边的触感比较好。」

  「うーん、こっちの方が肌触りが良いですね」

  「触感好是很好，但睡觉时不会热吗？」

  「肌触りが良いのは良いけど、寝る時に暑くない？」

  「我怕冷，所以这种的可能比较好。小克莉丝也是吧？」

  「私、寒がりなのでこれくらいのほうが良いかもです。クリスちゃんもそうですよね？」

  「之前是这样没错，但强化之后，我反而变得怕热了……」

  「前まではそうだったんですけど、強化してからはどちらかと言うと暑がりになっちゃったんですよね……」

  　蜜蜜、艾尔玛和克莉丝拿着类似毛毯的东西，热烈地讨论着。

  　ミミとエルマ、クリスは熱心に毛布のようなものを手にしてああだこうだと話し合っていた。

  　原来身体强化之后，体质会大幅改变，变得怕热啊……

  　身体強化すると体質が大きく変わって暑がりになったりするんだな……。

  「最好洗的不是最棒吗？」

  「洗うのが楽なのが一番とちゃう？」

  「挑选寝具很重要哦，姐姐。寝具的质量就是人生的质量。」

  「寝具選びは大事だよ、お姉ちゃん。寝具の質は人生の質だよ」

  「你这语气也太认真了吧……」

  「
    
     滅
    め
    
     茶
    ちや
    
     苦
    く
    
     茶
    ちやマジトーンやん……」

  　薇丝卡一脸严肃地阻止以便宜和好洗为优先的蒂娜，蒂娜被她的魄力吓到……薇丝卡偶尔会发挥奇怪的坚持呢。

  　安さと洗いやすさを優先しようとするティーナをウィスカが真顔で止め、その迫力にドン引きするティーナがいたり……ウィスカってたまに変なこだわりを発揮するよな。

  「比起寝具，我更在意这张椅子。」

  「私は寝具よりもこっちの椅子のほうが気になるなぁ」

  「我觉得博士还是应该好好睡在床上」

  「ドクターはきちんとベッドで寝たほうがよろしいかと」

  「不不不，睡在椅子上也很舒服哦？只要质量好，和睡在床上没什么区别。涅薇也这么觉得吧？」

  「いやいや、椅子で寝るのも良いものだよ？　なに、質が良ければベッドと変わらないさ。ネーヴェくんもそう思うよね？」

  「我更喜欢睡在宽敞柔软的床上。伸展手脚睡觉很舒服呢」

  「私は広くて柔らかいベッドで眠るほうが好きかな。手足を伸ばして眠るのって気持ち良いものだよね」

  「唔……睡在椅子上明明也很舒服」

  「ぐぬぅ……椅子で寝るのも良いものなのに」

  　光是挑选寝具——虽然也有人在挑选寝具以外的东西——就引起了这么大的骚动，我们已经非常引人注目了。大家都用“那是什么集团？”的眼神看着我们。毕竟包括克莉丝和她的护卫在内，我们有十个人。说是大集团也不为过。非常引人注目。而且克莉丝身边还跟着一眼就能看出是护卫的人。一眼就能看出克莉丝是身份高贵的大小姐。

  　寝具を選んで──一部寝具でないものを選んでるのもいるが──いるだけでこれなので、それはもう目立ちまくったよね。あれはどういう集団だ？　みたいな目で見られたよ。そりゃクリスとその護衛も含めると十人だものな。大所帯と言っても過言ではない。目立ちまくる。クリスにはひと目でそうとわかる護衛もついてるしな。クリスがやんごとなき身分のご令嬢であることは
    
     一
    いち
    
     目
    もく
    
     瞭
    りよう
    
     然
    ぜんだ。

  　不过，实际上她不是大小姐，而是下任女伯爵。只要不公开身份，勉强还能装成普通的高阶贵族女儿。

  　
    
     尤
    もつとも、実際にはご令嬢ではなく次期女伯爵なのだが。身分を公言しなければまだギリギリただの高位貴族の娘として振る舞っても許されるらしい。

  　实际上，如果成为统治一个星系的总督，即使是无位无冠的贵族女儿，也会被当作男爵对待。这样一来，就不允许像这样和朋友一起在商店里直接拿起商品挑选了。基本上都是把商人叫到家里买东西。至少在帝都是这样的。

  　実を言うと星系一つを支配する総督ともなれば公式には無位無冠の貴族の娘であっても男爵相当の扱いをされるのだそうだ。そうなるとこのように友人と一緒に店頭の売り場で直接商品を手に取ってああだこうだと商品を選ぶことなど許されない。基本的には商人を家に呼びつけて買い物をすることになるのだとか。少なくとも、帝都においては。

  　哎？名誉子爵的我呢？我似乎也可以这么做，但名誉爵位的待遇有点微妙。既不能世袭，也不能真正地被当作贵族对待。

  　え？　名誉子爵の俺はって？　俺も望めばそうすることもできるらしいが、名誉爵位というのはちょっと扱いが微妙という話でな。世襲もできないし、真の意味で貴族としては扱われないわけだ。

  　不过，如果说到贵族之间的地位，情况似乎又会有些不同……虽然梅伊详细地向我说明过，但说明从右耳进左耳出，我记不太清楚了。

  　ただ、貴族同士の格という話になると話がまた少し変わってくるそうなのだが……メイに詳しく説明されたのだが、右の耳から左の耳に説明が通り抜けてしまってな。あまり覚えていないんだ。

  　所以，嗯……回到正题，这种购物很花时间。尤其是女性们开始看设计和各种细节，就变得没完没了。

  　で、まぁ……話を戻すとこういった買い物って長いよねって話だ。特に女性陣がデザインやなんかをあれこれと見始めるとキリがないというかね。

  　所以，我打算稍微离开休息一下。和还不习惯长时间走路的涅薇一起。这难道是错的吗？

  　それで、俺はちょっと離れて休憩しようと思ったわけだ。まだ長時間歩いたりするのに慣れていないネーヴェと一緒に。それが悪かったのかね？

  「船长，为什么我们会遇到这种事呢？」

  「キャプテン、どうして私達はこんな目に遭っているんだろうね？」

  「我才想知道呢！」

  「俺が知りたいわっ！」

  　结果就是现在这副惨样！

  　その結果がごらんの有様だよ！

  　现在，我正抱着涅薇在帝都的小巷子里逃跑。要说为什么，是因为后面有一群像长了翅膀的棒球大小的小型无人机在追我们。

  　今、俺はネーヴェを抱きかかえて帝都の路地裏を逃走中であった。
    
     何
    な
    
     故
    ぜかと言われれば、後ろから野球ボールに羽が生えたような大きさの小型ドローンの群れが追いかけてきているからである。

  　事情的起因是突然放在我和涅薇坐着休息的长椅上的包。一个路过的行人突然把包放在了我们坐着的长椅上。

  　きっかけは俺とネーヴェが座って休んでいたベンチに唐突に置かれたバッグだった。通りすがりの人がいきなり俺達の座っているベンチにバッグを置いていったのだ。ポンと。

  　我们两个都歪着头表示不解，下一瞬间，我突然有种强烈的不祥预感，于是把涅薇抱了过来，启动了个人护盾。与此同时，包爆炸了，我和涅薇被爆炸的气浪吹到了建筑物外面。

  　二人で「なんで？」と首を
    
     傾
    かしげた次の瞬間、猛烈に嫌な予感がした俺はネーヴェを抱き寄せてパーソナルシールドを起動した。それと同時にバッグが爆発し、その爆風で俺とネーヴェは建物の外に吹っ飛ばされた。

  　然后，我们被吹到路上滚了好几圈，好不容易才站起来，这次又飞来了飞行型的小型无人机。那当然只能逃跑了。

  　で、吹っ飛ばされて路上をゴロゴロ転がって、なんとか起き上がったら今度は飛行型の小型ドローンが飛んできたわけだ。そりゃ逃げるしかないよね。

  　顺便说一下，个人护盾因为承受了超出容许量的伤害，现在正处于过热状态。要再次展开需要几十秒。

  　ちなみに、パーソナルシールドは許容量を超えるダメージを
    
     喰
    くらってオーバーヒート中だ。再展開には数十秒かかる。

  「能和蜜蜜她们取得联系吗！？」

  「ミミ達と連絡は取れたか!?」

  「嗯，她们在避难。反而是在担心我们。」

  「うん、避難してるって。むしろこっちを心配してるよ」

  　涅薇被我抱着，用小型情报终端和蜜蜜她们取得了联系。我眼角的余光看到她脖子附近伸出的线缆连接着我的小型情报终端。

  　俺に抱き上げられたまま、ネーヴェは俺の小型情報端末に接続してミミ達に連絡を取ってくれていた。彼女のうなじの辺りから伸びたコードが俺の小型情報端末に接続されているのが視界の端に見える。

  「船长，他们的目标大概是我，所以你不用管我，自己逃吧。人类是逃不出小型自爆无人机群的包围的。你没必要和我一起死。」

  「キャプテン、多分狙いは私だろうから、無理せず置いていってくれ。人間が小型自爆ドローンの
    
     群れ
    スウオームから逃げ切るのは無理だよ。キャプテンまで死ぬことはない」

  「我不要！」

  「嫌だね！」

  　如果这点程度就要抛下她，我一开始就不会救她，也不会说要照顾她了。涅薇她啊，太习惯战场了。她太早判断自己是可以舍弃的损失了。虽然这也说明她很尊重我的生命，但我就是不喜欢。

  　この程度で放り出すくらいなら最初から助けないし、面倒を見るなんて言うものかよ。ネーヴェはアレだな、戦場に慣れすぎだ。自分を許容可能な損失として切り捨てる判断が早すぎる。それだけ俺の命を尊重してくれてるってことでもあるのかもしれんが、気に入らんね。

  「呜哇！没路了！？」

  「うわぁ！　行き止まりィ!?」

  　小巷子的尽头居然真的没路！一般来说这种地方应该能穿过去的吧！算了，不管了！

  　裏路地の先が行き止まりとか本当にあるのかよ！　普通こういうのって通り抜けできるようになてるものだろうが！　ええい、ままよ！

  「要跳了！」

  「跳ぶぞ！」

  「哎？跳？呜哇啊啊啊啊啊！？」

  「え？　とぶ？　うわあぁぁぁぁっ!?」

  　我抱着涅薇直接跳向正上方。当然，我并不是单纯地跳跃，而是用念动力强行推起自己的身体。不，说是扔上去也可以。我跳向正上方，勉强成功地在挡在前方的大楼屋顶上着地。

  　俺はネーヴェを抱えたまま真上に跳躍した。無論、ただ跳躍しただけではない。念動力を使って自分の
    
     身体
    からだを強力に押し上げたのだ。いや、放り投げたと言っても良い。そうして真上へと飛び上がった俺は、行く手を
    
     塞
    ふさぐビルの屋上への着地に辛くも成功した。

  「好险！总算顺利着地了！」

  「っぶねぇぇ！　なんとか
    
     上
    う
    
     手
    まく着地できた！」

  「刚才那是怎么回事！？刚才那是什么！？」

  「なんだい今の!?　今の何!?」

  「说话会咬到舌头的！比起这个，你快点向治安维持局之类的地方通报！」

  「
    
     喋
    しやべってると
    
     舌
    した
    
     嚙
    かむぞ！　それより治安維持局的なところにさっさと通報してくれ！」

  　我一边说着一边在大楼的屋顶上奔跑，从一个屋顶跳到另一个屋顶，不断逃跑。虽然我跳得浑然忘我，不过现在的我好厉害啊！？我正用肉身在超过十米高的大楼之间轻松地来回跳跃！已经不需要动力装甲了吧！？

  　そう言いながらビルの屋上を走り、屋上から屋上へと飛び移って逃げ続ける。夢中でやってるが、今の俺凄いな!?　余裕で十メートル以上はあるビルとビルとの間を生身で跳び回ってるぞ！　もうパワーアーマーいらなくねぇ!?

  「我已经通报了！比起这个，船长，这样下去只会越来越糟哦？」

  「それはもうしてるけど！　それよりキャプテン、このままだとジリ貧だよ？」

  「就算你这么说，我也没办法啊！？」

  「そう言われてもなぁ!?」

  　这里是天下闻名的帝都。和普通的交易殖民卫星不同，这里的安保等级非常高，本来是不会发生这种战斗，或者说暗杀之类的事件的。如果是在这种地方单方面地遭受攻击，那我还能理解，但为了反击，我实在不知道该闹到什么程度才好。

  　ここは天下の帝都である。そこらの交易コロニーとは違い、本来はセキュリティレベルが非常に高く、このような戦闘というか恐らく暗殺なんてことが発生しないし、してはならない場所だ。そんな場所で一方的に攻撃されて逃げ回るならともかく、反撃のためにどこまで暴れて良いのか判断がつかん。

  「就算你是船长，也没办法一直抱着我逃跑吧？」

  「いくらキャプテンでも私を抱えたまま逃げ続けることはできないでしょ？」

  「话是这么说没错……！」

  「そりゃそうだが……！」

  　正如涅薇所说，就算我有在锻炼身体，但要问我抱着涅薇能全力逃跑多久，那我也没把握。我已经开始喘气了，应该撑不了多久。

  　ネーヴェの言う通り、いくら俺が身体をそこそこに鍛えているとは言っても、ネーヴェを抱えたままいつまで全力で逃げられるのかと言われると弱い。既に息は上がり始めているから、あまり長くは
    
     保
    もたないと思う。

  「可恶，顾不了那么多了」

  「くそ、背に腹は代えられんか」

  　说实话，我本来想避免在皇帝陛下的眼皮子底下大肆使用灵能能力，但事已至此也没办法了。我抱着涅薇停下脚步，正面盯着朝我们飞来的棒球大小的无人机群。

  　正直、あの皇帝陛下のお
    
     膝
    ひざ
    
     元
    もとで大々的にサイオニック能力を使うのは避けたかったんだが、こうなっては仕方がないだろう。ネーヴェを抱きかかえたまま足を止め、こちらへと向かってくる野球ボール大のドローン達を正面に見据える。

  「船长，要被追上了哦？就算是个人护盾，也防不住那么多自爆无人机吧」

  「キャプテン、追いつかれるよ？　いくらパーソナルシールドでもあの量の自爆ドローンは防ぎきれないと思うけど」

  「你看着吧，见识一下你船长的真本事」

  「まぁ見てろ、お前のキャプテンの本気ってやつを」

  　我无视涅薇的悲鸣，屏住呼吸，在时间流变慢的世界中，用第六感的空间把握能力捕捉到朝我们袭来的无人机群。

  　ネーヴェの悲鳴を聞き流しながら息を止め、鈍化する時間流の中でこちらへと殺到するドローンの群れを視覚だけでなく第六感的な空間把握で
    
     捕
    ほ
    
     捉
    そくする。

  「对付机械真是麻烦啊」

  「機械相手は面倒だな」

  　如果对手是生物，我还能通过精神波来同时捕捉，但机械就不行了。我必须通过视野或空间把握能力来捕捉，然后同时置于念动力的影响之下。我终于明白韦尔扎鲁斯神圣帝国的人们为什么会对梅伊如此警惕了。

  　相手が生き物であれば精神波を
    
     辿
    たどってまとめて捕捉することもできるんだが、機械相手だとそうはいかない。視界なり空間把握能力で捕捉した上で、まとめて念動力の影響下に置く必要がある。ヴェルザルス神聖帝国の面々がメイを警戒した理由がよく分かるな。

  「嘿咻……喝啊！」

  「よっと……オラァッ！」

  　我用念动力同时捕捉追着我们而来的棒球大小的无人机，将它们聚集到一点，然后砸向我们所在大楼之外的另一栋大楼的屋顶。然后，棒球大小的无人机们一起爆炸了。正如涅薇所说，果然是自爆无人机啊。杀意也太高了吧？

  　俺達を追ってきていた野球ボール大のドローンを念動力でまとめて捕らえ、一点に集めつつ俺達が今いるのとは別のビルの屋上に
    
     叩
    たたきつける。すると、野球ボール大のドローン達は一斉に爆発を起こした。ネーヴェの言っていた通りやっぱり自爆ドローンか。殺意が高すぎんか？

  「嘿嘿……船长真是热情呢」

  「えへへ……情熱的だね、キャプテン」

  「不这样做的话，我们就会被炸成蜂窝了」

  「こうしてないと穴だらけになってただろうが」

  　被我抱在怀里的涅薇嘴角上扬，让我有点不爽，所以我轻轻捏住她的脸颊拉了拉。幸好在把无人机砸到屋顶之前，个人护盾的冷却时间就结束了。因为碎片之类的东西飞过来，打在了护盾上。

  　俺に抱き寄せられたネーヴェが口元をによによとさせているのに若干イラッとしたので軽く頰を
    
     摘
    つまんで引っ張ってやる。ドローンどもを屋上に叩きつける前にパーソナルシールドのクールダウンが終わっていてよかった。破片か何かが飛んできてビシビシ当たってたからな。

  　啊，糟了。仔细一看，无人机爆炸的大楼屋顶上开了个洞。希望没有受害者。

  　あ、やべ。よく見たらドローンが爆発したビルの屋上に穴空いてら。被害者が居なければ良いけど。

  「嗯，周边的通信量增大，出现了许多可疑的信号。船长，好像有追加的客人来了」

  「ん、周辺の通信量増大、不審なシグネチャ多数。キャプテン、追加が来そうだよ」

  　涅薇的视线在空中游移着说道。她似乎正在用我的小型情报终端连接周边的网络，展开电子战。看来还是给涅薇准备一台搭载了电子战功能的情报终端比较好。

  　ネーヴェが視線を虚空に漂わせながらそう言う。俺の小型情報端末を使って周辺のネットワークに接続して電子戦を展開しているらしい。こりゃネーヴェにはちゃんとした電子戦機能を搭載した情報端末を用意してやったほうが良さそうだな。

  「饶了我吧……治安维持部队还没来吗？」

  「勘弁してくれよ……治安維持部隊はまだか？」

  「好像还要再等五分钟。顺便一提，追加的客人不到一分钟就会到了。怎么办？船长」

  「到着まであと五分くらいかかりそうだね。ちなみに、追加のお客さんは一分もせずに到着しそうだよ。どうする？　キャプテン」

  「不能等了。要是被包围从四面八方攻击的话就糟了。我想接近治安维持部队，你知道方向吗？」

  「待つのはナシだな。包囲されて四方八方から攻撃されたらたまらん。治安維持部隊に接近したいが、方向はわかるか？」

  「在那边」

  「あっちだね」

  　涅薇抱着我的脖子，用她的小手指着方向。帝都的建筑物几乎都是同样的构造，而且高度似乎也有限制，所以几乎都是同样的高度。但是，涅薇所指的方向可以看到比周围高得多的建筑物。虽然非常远。

  　ネーヴェが俺の首に抱きついたまま、その小さな指で方向を示す。帝都の建物はどれもこれも
    
     殆
    ほとんど同じような造りの上、高さも制限があるのかほぼ同じ高さだ。だが、ネーヴェが指さした方向には周りと比べて背の高い建物が見えた。滅茶苦茶遠くにだが。

  「那栋高高的大楼就是治安维持部队的据点吗？」

  「あの背の高いビルが治安維持部隊の拠点なのか？」

  「好像是。客人马上就要到了。他们可能打算包围我们」

  「そうみたいだね。もうすぐお客さんが到着するよ。包囲しようとしてるかも」

  「那可就麻烦了。好，我们走吧」

  「そりゃ大変だ。よし、行くぞ」

  「遵命，船长」

  「あいあいさー、キャプテン」

  　我重新抱好涅薇，再次从大楼的屋顶跳向隔壁大楼的屋顶。

  　ネーヴェを抱え直し、俺は再びビルの屋上から隣のビルの屋上へと跳躍を始めた。

  ☆★☆

  ☆★☆

  「啊！可恶！攻击也太烦人了吧！？」

  「だぁっ！　クソ！　攻撃が
    
     執
    しつ
    
     拗
    ようすぎんか!?」

  「我也这么觉得，不过在这种状况下还能毫发无伤，船长你才让我吃惊呢」

  「私もそう思うけど、この状況で無傷のキャプテンのほうに驚きを禁じ得ないよ、私は」

  　涅薇坐在我的脚边，说得好像事不关己一样，不过我还要一边保护她，其实相当不容易啊？话说，后来出现的装备了雷射枪的攻击无人机明显是把目标放在了涅薇身上。果然如涅薇所说，袭击犯的目标不是我，而是涅薇。

  　俺の足元に座って
    
     他
    ひ
    
     人
    と
    
     事
    ごとみたいに言ってるけど、ネーヴェも守りながらだし実は結構大変だからな？　というか、後発のレーザーガン装備の攻撃ドローンは明確に俺よりもネーヴェを狙っている。やはりネーヴェが言っていた通り、襲撃犯の目標は俺ではなくネーヴェなのかもしれない。

  「结果还是没能逃掉呢」

  「結局あんまり逃げられなかったねぇ」

  「在视野开阔的屋顶上，面对雷射炮的攻击，想逃也逃不掉啊！」

  「レーザーを相手に見晴らしの良い屋上で逃げ回るのは無理だな！」

  　毕竟雷射枪这种东西，子弹在发射的瞬间就会命中目标。虽然在空气中威力会衰减，射程也不是无限，但还是能维持数百米的杀伤能力，所以想逃也逃不掉。因此，虽然不是我的本意，但也只能停下脚步，进入持久战了。

  　何せレーザーガンなんてものは撃った瞬間には着弾する代物である。大気中ではあるので威力は減衰するから射程も無限ではないが、それでも数百メートル程度は殺傷能力を維持するから逃げられるようなものでもない。なので、不本意ながら足を止めての耐久戦へと移行せざるを得なかったのだ。

  「我真是吃惊。帝国的剑士真的能用剑把雷射炮弹回去啊」

  「私は驚いているよ。帝国の剣士って本当に剣でレーザーを
    
     弾
    はじき返せるんだね」

  「这可是相当费神的啊！」

  「これ結構神経使うんだよなぁ！」

  「还有，你身上飘着各种各样的东西，是怎么做到的？船长你是那种科幻电影或者动画里出现的英雄吗？」

  「あと、なんか色々浮いて盾になってるのはどういう仕組みだい？　キャプテンってホロ映画とかアニメに出てくるヒーローだったりする？」

  「我是灵能能力者！」

  「サイオニック能力者ではあるな！」

  　只要能挡下一发攻击就行，所以我把屋顶上所有能用的东西都拿来当盾牌。说不定其中还有我们正在打扰的这栋大楼的空调之类的，不过现在顾不了那么多了。这栋大楼的人们，抱歉了。

  　一発でも受けられれば良いので、屋上にあったものは何でも使ってレーザーガンに対する盾に使っている。もしかしたら俺達が今お邪魔しているビルの空調だとかそういったものかもしれないんだが、背に腹は代えられん。このビルの人達すまん。

  　说起来，我好像没跟涅薇说过我是灵能能力者？我还以为她已经从库姬或者其他孩子那里听说了，看来她好像不知道。感觉我是第一次跟她说。

  　そういやネーヴェには俺がサイオニック能力者だってことは伝えてなかったか？　クギとか他の子達経由で聞いているかと思っていたんだが、聞いてないみたいだな。俺からは初めて言ったような気がするし。

  「灵能能力者啊……原来真的有啊。我还是第一次见到」

  「サイオニック能力者ねぇ……本当にいるんだね。初めて見たよ」

  「贝雷贝雷姆联邦军里没有灵能能力者吗！」

  「ベレベレム連邦軍にはいなかったんだなっ！」

  　我用瓦砾盾牌弹开比篮球大一圈的无人机发射的雷射炮，击落其他雷射炮攻击无人机。幸好雷射炮攻击无人机的数量不多，我用双手的剑和念动力操纵的瓦砾盾牌勉强抵挡住了攻击。照这个势头下去，要么就是把它们全部击落，要么就是治安维持部队在那之前赶到，总会有办法的。

  　バスケットボールよりも一回りくらい大きいサイズのドローンが発射してきたレーザーを跳ね返し、別のレーザー攻撃ドローンを撃墜する。幸い、レーザー攻撃ドローンの数は多くないので、両手に持った剣と念動力で操る
    
     瓦
    が
    
     礫
    れきの盾でなんとか攻撃は
    
     凌
    しのげている。この調子ならいずれ全て撃墜するなり、その前に治安維持部隊が到着するなりでなんとかなることだろう。

  「船长，又追加了」

  「キャプテン、更に追加だ」

  「无人机是从哪里冒出来的啊……」

  「どこからそんなにドローンが湧いてくるんだよ……」

  　好不容易减少的无人机又追加了。是雷射炮攻击无人机和小型自爆无人机。没有新面孔真是帮大忙了。

  　折角減ってきたドローンがまた追加される。レーザー攻撃ドローンと小型自爆ドローンだ。新顔がいないのは助かるなぁ。

  「船长，你能再坚持十秒吗？」

  「キャプテン、あと十秒耐えてくれるかい？」

  「治安维持部队终于要来了吗？」

  「やっと治安維持部隊が来るのか？」

  「不，他们还要再花点时间。再过一会……三，二，一，零」

  「いや、そっちはもう少しかかるかな。もう少し……さん、にぃ、いち、ぜろ」

  　涅薇喊出“零”的瞬间，无人机们突然停止了机能，坠落下来。自爆无人机因为冲击而爆炸，雷射炮攻击无人机也被卷入其中，场面变得一发不可收拾。

  　ネーヴェが「ぜろ」と言った瞬間、突如ドローン達が機能を停止して落下した。自爆ドローンはその衝撃で爆発し、レーザー攻撃ドローンも巻き込んでとんでもないことになっている。

  「哦……？你做了什么？」

  「おぉ……？　何したんだ？」

  「想和我打电子战，你们还早了一百年呢。我好歹也是前战舰的生物战术单元。虽然用这个小型情报终端还是让我陷入了苦战。要是有电子战用的网络平台，我就能轻松一点了」

  「私を相手に電子戦なんて百年早いって話だよ。これでも元戦艦の生体戦術ユニットだからね。
    
     流
    さす
    
     石
    がにこの小型情報端末経由だと苦戦したけど。電子戦用のサイバーデッキがあればもう少し楽だったんだけどね」

  　涅薇说着，用她那小小白皙的手敲了敲我的小型情报终端。别这样，那好歹是我的爱用品。

  　そう言ってネーヴェが小さな白い手で俺の小型情報端末をペシペシと叩く。やめて、一応俺の愛用品だから、それ。

  「啊，好像有什么飞过来了。终于到了吗」

  「あー、なんか飛んできたな。ようやくご到着か」

  「好像是呢。我已经反向探测到了派出无人机的对手的位置，把位置告诉他们，让他们去处理吧」

  「そのようだね。ドローンをけしかけてきた相手の場所も逆探知で割れたから、伝えて対処してもらおう」

  「哦，干得好。涅薇真是能干」

  「お、ナイスぅ。ネーヴェはできる子だな」

  　我把剑收回鞘中，再次抱起涅薇。然后，涅薇白皙的肌肤泛起了红晕。

  　剣を
    
     鞘
    さやに納めて再びネーヴェを抱き上げる。すると、ネーヴェの白い肌に赤みが差してきた。

  「船长，我已经能用自己的脚走路了哦？」

  「キャプテン、私は自分の足で歩けるようになっているんだよ？」

  「不管是从这里跳下去还是坐那辆飞过来的车，你都会很不方便吧？」

  「ここから飛び降りるにしろあの飛んできた車両に乗るにしろ不便だろ？」

  「坐车暂且不说，我觉得只有船长才能用肉身跳下去……」

  「車両に乗るのはともかく、生身で飛び降りるのはキャプテンでもないと無理だと思うよ……」

  　是吗？也是。虽然她刚才若无其事地说要从这里跳下去，但这里可是有八九层楼高。一般人从这个高度跳下去会死的。能自然而然地想到从这个高度跳下去，看来我也失去了不少常识……现在才说这个也太晚了。

  　せやろか？　せやな。今普通にビルから飛び降りるとか言ってたけど、普通にここ地上八階か九階くらいの高さだわ。この高さから飛び降りたら普通の人は死ぬよね。ナチュラルにこの高さを飛び降りるという発想が出てくる辺り、俺もだいぶ常識が無くなって……今更か。

  ☆★☆

  ☆★☆

  　我和涅薇被赶来的治安维持部队保护，然后被带到了帝都治安维持部队的总部。这绝对不是拘束或押送。虽然我觉得他们对我警戒得要命，但一定是我的错觉。

  　急行してきた治安維持部隊に保護された俺とネーヴェはそのまま帝都治安維持部隊の本部まで任意同行させられた。決して拘束でも連行でもないと思う。なんか滅茶苦茶警戒されてたような気がするけど、きっと気のせいだろう。

  「你们在做什么……虽然我很想这么说，但这次是我们有疏失。」

  「何をやっているんですか……と言いたいところですが、これは私達に落ち度がありますね」

  　瑟琳娜来帝都治安维持部队的总部接我和涅薇，她一边用手按着太阳穴一边叹气。她说的疏失，是指我们没有考虑到涅薇可能会被暗杀，所以没有派护卫跟着她。老实说，我也没想到涅薇这么快就会被暗杀，所以不太能责备瑟琳娜——应该说帝国军。

  　帝都治安維持部隊の本部に俺とネーヴェを迎えに来たセレナがそう言ってこめかみに手を当てながら
    
     溜
    ため
    
     息
    いきを
    
     吐
    ついた。私達の落ち度、というのはネーヴェ暗殺の可能性を考慮せず、護衛を付けていなかったという点である。ぶっちゃけ俺もこんなに早くネーヴェに暗殺の手が伸びてくるとは思っていなかったので、あまりセレナ──というか帝国軍を責められないのだが。

  「我也没想到对方会用这么快的速度来暗杀涅薇，而且还是在帝都的表层，这也没办法吧……」

  「俺も流石にこの速度でネーヴェを消しに来るとは思ってなかったし、まさか帝都の、それも表層で襲われるとも思ってなかったから仕方ねぇんじゃねぇかな……」

  　帝都的表层，也就是能看到天空的部分，是上流阶层居住和进行经济活动的场所，安全等级也相对较高，是公认安全的区域。我也没想到会在这种地方被袭击。

  　基本的に帝都の表層、つまり空が見える部分というのは
    
     所
    いわ
    
     謂
    ゆる上流層が住んだり経済活動を行ったりしている場所で、相応にセキュリティレベルが高く、安全だと言われている区域だ。そんな場所でこうして襲われるとは俺も思っていなかった。

  「不管怎么说，辛苦你了。多亏她——涅薇小姐提供的情报，我们才能抓住无人机的主人。不光是通过普通终端进行反向探测，还能黑入无人机进行控制，老实说真的很厉害」

  「何にせよお疲れ様でした。彼女──ネーヴェさんの提供してくれた情報でドローンの持ち主も捕縛できましたし。普通の端末経由で逆探知だけでなくドローンをクラッキングして制御するのは素直に
    
     凄
    すごいですね」

  「不过还是比不上机械智慧」

  「機械知性には負けるけどね」

  「在电子战的世界里，人类是没法和机械智慧抗衡的……不过，这方面就用装备来弥补吧。克里希那的货物空间最近几乎没用过，把电子战装备装在那个空间里或许也不错」

  「電子戦の世界で機械知性と張り合うのは無理だよなぁ……まぁ、そこは装備で補ってもらおう。クリシュナのカーゴスペースは最近殆ど使ってないし、あのスペースに電子戦装備を積むのもアリかもな」

  　毕竟克里希那的货物空间和黑莲花相比，简直小得可怜。只留下装载最低限度的生存和战斗所需的物资和装备的空间，剩下的空间用来装载涅薇能使用的电子战装备或许更好。

  　ブラックロータスのカーゴスペースに比べればクリシュナのそれは
    
     雀
    すずめの涙のようなものだからな。最低限の生存や戦闘に必要な物資や装備を積むスペースだけ確保して、残りのスペースはネーヴェが使える電子戦装備を積み込んだほうが良いかもしれない。

  「这方面就交给船长安排了。我会为了船长尽全力的」

  「その辺りはキャプテンの差配に任せるよ。私はキャプテンのために全力を尽くすからね」

  　涅薇说着，紧紧地贴在我身上。瑟琳娜见状，瞬间挑了挑眉。瑟琳娜小姐，难道你在吃醋吗？

  　そう言ってネーヴェが俺にピッタリとくっついてくる。それを目にしたセレナの
    
     片
    かた
    
     眉
    まゆが一瞬だけピクリと動いた。セレナさん、もしかしてやきもちを焼いていらっしゃる？

  「看来一起跨越生死关头之后，你们的关系变得相当亲密了呢？」

  「共に死線を越えて随分と仲良くなったみたいですね？」

  「那是当然。我原本就打算将一切献给船长，现在这份心意又变得更强烈了。因为，船长可是拼上性命保护了我。明明就算抛弃我，也不会受到什么责备。船长却认真地拼上性命保护了我这个不知道能不能派上用场的船员，也不知道能不能派上用场的女人。正如他所说，不，他用行动证明了，他比他所说的话更重视我。他保护了我。有哪个女人不会因此而迷上他？我想没有吧」

  「そりゃもうね。元よりキャプテンには全てを
    
     捧
    ささげるつもりだったけれど、その思いがもっと強くなったから。だって、キャプテンは私を守ってくれたんだよ。命懸けで。見捨てたって
    
     然
    さ
    
     程
    ほど
    
     咎
    とがめられもしないだろうに。クルーとしても女としても役に立つかどうかわからない私を本気で、命を懸けて守ってくれたんだ。言葉通り、いや言葉以上に行動で証明してくれたんだ。私を守ってくれるって。これで
    
     惚
    ほれない女がいるかな？　いないと思うよ」

  　涅薇紧紧地抱着我，热情地诉说着。她的声音热情到甚至让人感觉有些潮湿。她用连瑟琳娜都忍不住后退一步的热量一口气说完。

  　俺に抱きつき、ぴったりとくっついたネーヴェが熱弁した。なんというかもう湿度すら感じるくらい熱に浮かされたような声で熱弁した。セレナですら一歩引くレベルの熱量で一息に語った。

  「在被最初的炸弹炸飞的时候，船长紧紧地抱住我，甚至用自己的身体当盾牌保护了我。相信我说的话，看清状况战斗。明明自己一个人的话可以轻易逃走，却为了保护我而停下脚步，面对雷射炮攻击无人机和自爆无人机。然后，毫发无伤地保护了我。包括我自己，还有船长自己。我的生命和心灵又一次被拯救了」

  「最初の爆弾で吹き飛ばされた時は私をぎゅっと抱きしめて、自分の身体を盾にしてまで私を守ってくれた。私の言うことを信じて、状況を見定めて戦ってくれた。自分一人なら簡単に逃げ出せただろうに、私を守るために足を止めてレーザー攻撃ドローンと自爆ドローンに立ち向かってくれた。そして、無傷で守り通してくれた。私も、キャプテン自身もね。私はまた命と心を救われたんだ」

  「这该怎么办啊。她的脑子完全被烧坏了」

  「どうするんですか、これ。完全に脳を焼かれてますけど」

  「怎么办啊……」

  「どうしよう……」

  　她该不会是对我着迷到了能和梅伊和库姬匹敌，甚至在她们之上的程度吧？这样没问题吗？不会变得太超过，变成病娇吧？我可没想到事情会变得这么严重。

  　もしかしたらメイやクギに匹敵するか、それ以上に俺に心酔してしまっているのではなかろうか。大丈夫かこれ？　行きすぎてヤンデレめいた感じになったりしない？　流石にここまで大変なことになるとは思わなかったぞ。

  「虽然可能也和她至今为止没被好好对待有关……不过现在只能暂时随她去了」

  「今までろくな扱いをされてこなかったのもあるのでしょうけど……
    
     暫
    しばらく好きにさせておくしかないですね、これは」

  　说白了，至今为止都没被当人对待的涅薇其实是个很好搞定的女人。我治好了她来日无多的身体，还说要照顾她，挺身保护她的生命，抱起她像英雄一样和敌人战斗，结果她就完全迷上我了。

  　有り体に言って今まで人間扱いすらされてこなかったネーヴェは実はとてもチョロい女だった。そこで俺が寿命幾ばくもない身体を治してやって、面倒を見てやるだの言って、身を
    
     挺
    ていして命を守るだの抱き上げてヒーローみたいに切った張ったするだのした結果、彼女は完全に俺に惚れ込んでしまったと。

  「只能这样了吗……没问题吧。希望她别和大家起冲突」

  「そうするしかないか……大丈夫かな。皆とトラブルを起こさないと良いんだが」

  「我不会让船长为难的。我可是个能干的女人。从地位上来说也是最底层的最底层，我会认清自己的分寸的」

  「別にキャプテンを困らせたりはしないさ。私はできる女だからね。序列的にも末席も末席なわけだし、分は
    
     弁
    わきまえるよ」

  「呜哇！突然就冷静下来了！」

  「うわぁ！　いきなり落ち着くな！」

  「冷静不是好事吗。都怪船长玩弄我纯真的心」

  「落ち着く分には良いじゃないか。何もかも
    
     初
    う
    
     心
    ぶな私の心を
    
     弄
    もてあそぶキャプテンが悪いんだよ」

  「这倒也是」

  「それはそうですね」

  　瑟琳娜居然同意了，这下我可没台阶下了。

  　そこでセレナに同意されてしまうと俺は立つ瀬がないんだが。
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  ＃7：与王族的遭遇

  ＃７：ロイヤルな方々とのエンカウント

  　瑟琳娜送我到黑莲花后，大家开始担心我，结果我不得不把事情的来龙去脉一五一十地交代清楚，真是累死我了。涅薇对我的描述有点美化过头，我花了不少力气才订正过来。

  　ブラックロータスまでセレナに送ってもらった後は皆に心配されたり、結局何があったのかと微に入り細を
    
     穿
    うがって語る羽目になったりと大変ではあったが、それも日が暮れる頃には落ち着いた。ネーヴェが語る俺が少々美化されすぎていて訂正に苦労したよ。

  　天色渐暗，克莉丝的护卫埃德特鲁表示差不多该告辞了，委婉地向克莉丝提出建议，就在这时，事情发生了。

  　で、日が暮れてきたので今日はそろそろ、とクリスの護衛であるエデルトルートがお
    
     暇
    いとましましょうとクリスにやんわりと伝えたところで事件が起こった。

  「大小姐，万万不可。」

  「いけません、お嬢様」

  「没事的。没有比这里更安全的地方了。」

  「大丈夫です。ここより安全な場所などそうありませんから」

  「老爷再三叮嘱过我，唯独这件事我不能退让。大小姐，我们回宅邸吧。」

  「お館様からもきつく言われておりますので、これだけは引き下がれません。お嬢様、お屋敷に帰りましょう」

  「我不要。今天我要住在黑莲花。埃德特鲁可以先回去。」

  「嫌です。今日はブラックロータスに泊まります。エデルトルートはお屋敷に戻って良いですよ」

  「您的意思是，您要一个人留在这里？」

  「つまり、お嬢様は一人でここに残るということですよね？」

  「是啊，有什么问题吗？」

  「そうですが、何か問題が？」

  「问题可大了！！」

  「問題しかありませんが!?」

  　达莱恩瓦尔德的下任女伯爵大人和她的护卫骑士大人开始吵了起来。

  　ダレインワルド次期女伯爵様とその護衛の騎士様がキャンキャンとじゃれ合いを始めた。

  　不，虽然对当事人来说，这是一场非常认真的争论……但跟白天发生的涅薇暗杀未遂事件相比，真是和平多了。

  　いや、本人達にとっては至極真面目な言い争いなのだろうが……昼間に発生したネーヴェ暗殺未遂事件に比べるとだいぶ平和だなぁ。

  「你光看就好？」

  「見てるだけで良いの？」

  　我单手拿着像是没气的可乐一样的东西旁观事态发展，艾尔玛向我搭话。嗯，老实说我觉得怎样都好。

  　炭酸の抜けたコーラのような何かを片手に事態を傍観していたのだが、エルマが声をかけてきた。うーん、俺は正直どっちでも良いんだが。

  「要介入吗？」

  「介入したほうが良いか？」

  「我觉得随你便……」

  「それはヒロの好きにしたら良いと思うけど……」

  　艾尔玛说着，视线看向了蜜蜜。她正心惊胆战地看着克莉丝和她的护卫埃德特鲁争吵。真没办法。

  　そう言ってエルマが視線を向ける先にはハラハラとしながらクリスとその護衛であるエデルトルートが言い争うのを見つめているミミがいた。仕方ねぇなぁ。

  「啊，好了好了。别吵了别吵了。有个女孩都快哭出来了。」

  「あー、はい。やめやめ。そこで言い争うのはやめよう。泣きそうになってる
    
     娘
    こもいるんで」

  「啊，呜……非常抱歉，希罗大人。」

  「あ、ぅ……申し訳ありません、ヒロ様」

  　克莉丝被我搭话后，显得很惶恐。

  　俺に声をかけられたクリスが恐縮する。

  「嗯，我没有生气，你不用那么畏畏缩缩的。埃德特鲁担心的当然是我的存在吧？啊，不用回答，这不用说我也知道。克莉丝应该也不是想趁机和我生米煮成熟饭吧？只是想久违地和蜜蜜一起过夜，对吧？」

  「うん、怒ってるわけじゃないからそこまで縮こまらなくて良いぞ。エデルトルートの懸念は当然ながら俺の存在だよな？　ああ、言うまでもないことだから返事は結構だ。クリスも別にこの期に及んで俺と既成事実を作ろうとか考えているわけじゃないだろう？　久々にミミとお泊まりしたいとか、そういうことだよな？」

  「是、是的。是……的？」

  「は、はい。そうです……よ？」

  　虽然回答得有点奇怪，但既然她都这么说了，那就好。

  　若干返事が怪しいが、言質は取った。ならよし。

  「那这样吧。我今天去外面过夜。如果埃德特鲁无论如何都担心克莉丝，那你也去黑莲花过夜就行了。这样就万事解决了，对吧？」

  「ならこうしよう。俺は今日外泊する。どうしてもクリスが心配ってことならエデルトルートもブラックロータスに泊まっていけば良い。そうすれば万事解決だな？」

  「不……不不不，这样可解决不了所有问题！女性在男性船上的过夜，其中的意义你明白吧！？」

  「い……いやいやいや、万事解決ではありませんよ!?　女性が男性の船に乗って一夜を過ごすということの意味は知っていますよね!?」

  「埃德特鲁我是不知道，但克莉丝的话，事到如今还说什么呢？她之前就在我船上待了很久，甚至还在度假行星住过。而且，如果今后要正式订婚或结婚的话，对外来说，先制造既成事实不是更方便吗？至于肉体上的既成事实，我打算在直接向达莱恩瓦尔德伯爵本人确认之前，不会制造出来」

  「エデルトルートに関しては知らんが、クリスに関しては今更だろ？　前にも俺の船に長々と乗った上にリゾート惑星でお泊まりすらしてる。それに、今後正式に婚約なり結婚なりをするならかえって対外的には既成事実になって都合が良いんじゃないか？　肉体的な意味での既成事実に関しては、俺がダレインワルド伯爵本人に直接確認を取るまでは作るつもりはないが」

  「不，这个……是这样吗？」

  「いや、それは……そう、ですかね？」

  　埃德特鲁歪着头。这只是我的想法，我不知道你是怎么想的，而且我缺乏贵族方面的常识，所以无法判断。

  　エデルトルートが首を
    
     傾
    かしげる。俺がそう思うだけで君がどう思うかはわからんし、貴族的な意味での一般常識に欠ける俺には判断はできんが。

  「总之，如果埃德特鲁担心的是我，那这样就行了吧。剩下的就交给你了。我和梅伊一起去外面过夜」

  「とにかく、エデルトルートが懸念しているのが俺だってことならそれで良いだろう。あとはよろしくやってくれ。俺はメイと一緒に外泊するから」

  「……和梅伊一起去？」

  「……メイと行くの？」

  「不行吗？因为连续两天都麻烦你留守，所以我想慰劳你一下。」

  「駄目か？　二日連続で留守番をしてもらったから、
    
     労
    ねぎらいたいと思うんだが」

  　不过，梅伊既不用吃喝，也没有什么物欲，所以也没办法特别为她做什么。硬要说的话，对她来说，最棒的奖励或许就是我无微不至地照顾她。

  　
    
     尤
    もつとも、メイは飲み食いもしなければ
    
     大
    おお
    
     凡
    よそ物欲というものも持ち合わせてはいないので、特別に何かしてやるということもないのだが。
    
     敢
    あえて言うならこの上なく
    
     甲
    か
    
     斐
    い
    
     甲
    が
    
     斐
    いしくお世話されてあげるのが彼女にとって一番のご褒美ということになるのかもしれない。

  「……既然如此，那就没办法了。」

  「……そういうことなら仕方がないわね」

  　艾尔玛虽然散发出有些遗憾的氛围，但还是接受了。

  　若干残念そうな雰囲気を醸し出しつつ、エルマが納得してくれた。

  　我好歹也知道，如果我在这时指名除了梅伊以外的人，会引发争执。所以拜托你别那么遗憾。涅薇也别嘟起嘴唇。

  　ここで俺が誰か一人を指名するって時にメイ以外を選んだら角が立つってことくらいは俺にだってわかるんだ。だからそんなに残念そうにしないでくれ。ネーヴェも唇を
    
     尖
    とがらせるんじゃない。

  　还有，蜜蜜和克莉丝。别露出那种明显计划落空的表情。尤其是蜜蜜。

  　あと、ミミとクリス。そんな露骨に
    
     目
    もく
    
     論
    ろ
    
     見
    みが外れたみたいな顔をするのはやめなさい。特にミミ。

  　蜜蜜似乎想用蛮横的手段把我跟克莉丝凑成一对。就这层意义来说，我觉得已经将军了，所以应该不用着急，只要顺其自然就好。

  　どうもミミは俺とクリスを割と強引にくっつけようとしているフシがあるんだよな。そういう意味ではもうチェックメイトしてるんだから、焦らずにことの成り行きに身を任せるべきだと思うんだけどな、俺は。

  ☆★☆

  ☆★☆

  「主人。这次非常感谢您选择我陪同。」

  「ご主人様。この度はこの私をお供に選んでくださりありがとうございます」

  「不，这没什么好道谢的……」

  「いや、礼を言われるようなことじゃないけどな……」

  　在那之后过了大约两小时。做好外宿准备的我和梅伊一起离开了黑莲花，乘坐类似高级空中出租车的交通工具，前往高级酒店。

  　あれから
    
     凡
    およそ二時間後。外泊の準備をした俺はメイと共にブラックロータスを後にし、高級な空中タクシーめいた代物に乗ってそこそこに高級なホテルへと移動した。

  　然后现在我们顺利地完成了入住手续，确认完房间后，梅伊立刻开始服侍我，同时向我道谢。不过说是服侍，其实也只是用房间里的茶具泡了看起来很高级的茶给我而已。

  　そして今は無事にチェックインを済ませ、部屋の確認などを終えて早速ご奉仕されつつすぐ
    
     側
    そばに
    
     傅
    かしずいたメイから謝辞なんぞを述べられているというわけだ。まぁ、ご奉仕と言っても備え付けのティーセットで
    
     淹
    いれた高級そうなお茶を供されているだけなのだが。

  「您看起来很累呢。」

  「お疲れのようですね」

  「是啊……白天发生了那样的骚动，除此之外还有自作自受的成分在。并不是谁的错。」

  「まぁね……昼間はあの騒動だったし、それ以外にも自縄自縛というか身から出た
    
     錆
    さびというか。誰かが悪いわけではないんだが」

  　硬要说的话，就是把我送到克利翁星系的混账皇帝，或是本来就想卖国和叛乱的伊克萨马尔伯爵家的人，又或者是企图暗杀涅薇，推测是贝雷贝雷姆联邦特工的错吧。

  　敢えて言うなら俺をクリーオン星系に送り込んだファッキンエンペラーか、そもそも売国と反乱なんぞを考えたイクサーマル伯爵家の連中か、
    
     或
    あるいはネーヴェの暗殺を目論んだ推定ベレベレム連邦のエージェントが悪いんだろうけど。

  　向皇帝陛下抱怨并不容易，伊克萨马尔伯爵家也已经大致上灭亡了，所以没有抱怨的对象。毕竟继承人已经被我亲手处理掉了。

  　皇帝陛下に文句を言うのは簡単なことじゃないしイクサーマル伯爵とその家については
    
     概
    おおむね滅びたようなものなので文句を言う先がない。跡取りは俺がこの手で処したしな。

  　关于那个疑似贝雷贝雷姆联邦特工的家伙，帝都治安维持部队应该已经抓住他，正在审问——或者说是把他的脑袋打开来调查情报吧，但究竟能查到什么程度呢？瑟琳娜在回程的路上说过，那些家伙有时候会采取对策，就算脑袋被打开来也不要紧，所以或许不能太过期待。

  　推定ベレベレム連邦のエージェントに関しては帝都治安維持部隊が確保して尋問──というか頭の中身を引っこ抜いて情報を精査しているところだろうが、どこまで追及できるものやら。ああいった連中は頭の中身を引っこ抜かれても大丈夫なように対策を取っていることもあると帰り道でセレナが言っていたし、あまり期待はできないかもしれない。

  　不过，即使如此，应该还是能解决掉不少潜伏在帝都的贝雷贝雷姆联邦间谍吧。毕竟帝都治安维持部队姑且算是精英部队。

  　まぁ、それでも帝都に潜んでいるベレベレム連邦の間者に関してはそれなりの数を始末してくれることだろう。帝都の治安維持部隊は一応エリート部隊だって話だしな。

  　啊，思绪怎么也理不清。果然还是太累了。

  　ああ、思考がどうにもまとまらんな。やっぱり疲れているのかもしれん。

  「主人在为现在的状况感到忧虑吗？」

  「ご主人様は今の状況を憂えておられますか？」

  「没有啊？只是有点累了，但并没有讨厌。涅薇的暗杀未遂事件确实让我吓出一身冷汗，不过我本来就觉得总有一天要和瑟琳娜和克莉丝做个了断……只是没想到会以这种形式收场。不，也不能这么说吧？不管怎样，只要我出手就会变成这样。」

  「いや？　ちょっと疲れただけで嫌になったわけじゃないな。ネーヴェの暗殺未遂に関しては
    
     流石
    さすがに肝が冷えたけどな。セレナやクリスとはいつか決着をつけないととは思ってたし……こういう形に落ち着くとは思ってなかったが。いや、そうでもないか？　いずれにせよ手を出すとなったらこうなっていたか」

  　就像威尔罗斯子爵家的人说的，这也是命运吧。就算犹豫不决地烦恼也无济于事，既然如此，就只能顺其自然了。

  　ウィルローズ子爵家でも言われたようにこれも運命なのだろう。うじうじと悩んでも仕方がないし、こうなったらもうなるようになれだ。

  「先不提这些了。之后我得去帝都参加授勋仪式之类的活动，然后又得继续自由的佣兵生活……应该没办法吧。还得去霍尔斯侯爵领或达莱恩瓦尔德伯爵领露个脸才行。」

  「まぁその話はおいておこうか。後は帝都で受勲式か何かをやるのに参加して、その後はまた自由な
    
     傭
    よう
    
     兵
    へい稼業……とは行かんか。ホールズ侯爵領かダレインワルド伯爵領に顔出しが要るかな」

  「或许会变成那样，但我觉得主人照自己的想法去做是最好的。说得极端一点，主人没有必要被贵族的规矩束缚，或是遵从他们的要求。」

  「そうなるかもしれませんが、ご主人様の思うようになさるのが一番かと。極論を言えば、ご主人様が貴族の流儀に縛られ、従う必要はありませんので」

  「应该没办法吧？」

  「そうはいかないんじゃないか？」

  「不，没那回事。不如说，不配合对方的要求或许更好。一旦让步就会被乘虚而入。只要对方看穿了底线，就会确实地得寸进尺，没有极限。」

  「いいえ、そんなことはありません。
    
     寧
    むしろ、相手の都合に合わせない方が良いかもしれません。譲れば付け込まれます。どこまでがセーフで、どこからがアウトなのか一度見極められてしまうと確実に。どこまでも」

  「原来如此。」

  「なるほど」

  　很有可能。例如为了方便操纵我，拿瑟琳娜当借口，或是利用我的亲情，或是随便找个理由，说要帮助我们船员的家人——比如威尔罗斯子爵家的人，或是整备士姐妹的母亲谢菈，也有可能被利用。

  　ありそうな話だ。例えば俺を都合よく操るためにセレナをダシにするだとか、身内の情をダシにするだとか、誰かうちのクルーの家族──例えばウィルローズ子爵家の人達だとか、整備士姉妹の母であるシェーラさんだとか、あの辺りを助けるためにだとか適当に理由をつけていいように使われるなんてこともあるかもしれない。

  　虽然我觉得达莱恩瓦尔德伯爵不是会做这种事的人，但瑟琳娜的父亲霍尔斯侯爵就不一定了。毕竟他似乎很擅长谋略。

  　ダレインワルド伯爵はそういうことをやるような人じゃないと思うが、セレナの父であるホールズ侯爵がどう出るかはわかったものではない。どうにも
    
     謀
    はかりごとに
    
     長
    たけている人であるようだしな。

  「那么，去稍微远一点的地方或许也不错。」

  「なら少し遠くに足を運んでみるのもアリかもしれないな」

  「远一点的地方，是吗？」

  「遠くに、ですか？」

  「离开帝国，保持距离如何？比如韦尔扎鲁斯神圣帝国。」

  「一度帝国から出て距離を置くのもアリじゃないか？　例えばヴェルザルス神聖帝国とかな」

  「……原来如此。这真是出乎意料的选项。」

  「……なるほど。それは予想外のオプションでした」

  　我难得看到梅伊稍微睁大眼睛眨了眨。这是她很少见的感情表现。

  　珍しく少し目を見開いてパチクリとさせるメイなんてものを見られてしまった。これはレアな感情表現だな。

  「能出乎梅伊的意料，我也挺厉害的嘛。不过这只是其中一个方案。除此之外，为了筹措新的母舰，也可以去有造船厂的星系。找一艘居住性比黑莲花更好，机库还能容纳中型舰的母船。」

  「メイの裏をかけたなら俺もなかなかだな。まぁ案の一つとしてだけども。その他には新しい母艦の調達のためにシップメーカーのある星系に行くのもアリだ。ブラックロータスよりも居住性が高くて、中型艦も収容できるハンガーがあるような母船をな」

  「听起来又要花不少钱了。」

  「それはまたお金がかかりそうなお話ですね」
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  「是啊。说不定又会有哪个女仆机器人把武器堆得满满的，让金额变得更高。」

  「そうだな。またどこかのメイドロイドがあれもこれもと武装をモリモリにして金額が
    
     嵩
    かさむかもしれない」

  「当时真是给您添麻烦了。」

  「その節はご迷惑をおかけしました」

  「从结果来看是正确的，所以这次也尽管开口吧。其他的话，我想想……」

  「結果的に大正解だったから今度も思うように口を出してくれ。他には、そうだなぁ……」

  　和梅伊聊今后的计划，或者说对未来的展望，真的非常开心。梅伊真的很擅长倾听。就算是漫无边际的话题，她也会认真听我说。

  　メイを相手にこれからの予定というか、未来への展望を話すのはとても楽しいな。メイは本当に聞き上手だ。とりとめもない話も真面目に聞いてくれるし。

  　就这样，我享受着和梅伊悠闲地聊天，以及让梅伊帮我按摩疲惫的身体，度过了一段与梅伊独处的时光。

  　そんな感じでメイとゆっくりとおしゃべりをしたり、疲れた
    
     身体
    からだの凝りを
    
     解
    ほぐしてもらったりとメイとの二人きりの時間を存分に堪能する俺なのであった。

  　那边的女性们究竟在聊些什么呢？不，还是别去想象吧。感觉那样比较好。

  　あっちの女性陣は一体どんな話をしているのかね？　いや、想像するのはやめておこう。その方が良い気がする。

  ☆★☆

  ☆★☆

  「「……」」

  「「……」」

  「……怎么了？」

  「……何かな？」

  「呀！？没、没什么……哦？」

  「ひゃいっ!?　な、なんでもないです……よ？」

  「我、我我我、我也没事哦？」

  「わ、わわわ、わたしもなんでもないですわ？」

  　第二天，我和梅伊一起回到黑莲花后，发现克莉丝和埃德特鲁还在……不过，一见到面，她们就盯着我的脸看。我一出声，她们就做出这种反应。很明显地，她们并不是没事，而且埃德特鲁的语气都变得怪怪的了。你不是那种会说这种像是动画里会出现的典型大小姐语调的人吧。

  　翌日、メイと一緒にブラックロータスへ戻ったら、まだクリスとエデルトルートがいた……のだが、顔を合わせるなり俺の顔をガン見である。それで声をかけたらこの反応である。明らかになんでもなくないし、エデルトルートに至っては口調までおかしくなっている。君はそんなアニメにでも出てきそうなステレオタイプなお嬢様言葉じゃなかっただろう。

  「……你们看了吧？」

  「……さては見せたな？」

  「哥哥，你为什么要问我们？」

  「兄さん、なんでうちらに聞くん？」

  「虽然我不会说是什么，但拍的人只有你们吧……」

  「ナニをとは言わないが、撮ってるのは君らくらいだろ……」

  　我半睁着眼瞪了她们一眼，于是蒂娜和薇丝卡都开始吹口哨或露骨地移开视线。虽然我不会说她们到底拍了什么，但也就只有这两个人会拍所谓的『记录视频』来取乐。

  　じっとりとした半眼を向けてやると、ティーナもウィスカも天井に目を向けて口笛を吹いたり露骨に視線を
    
     逸
    そらしたりしはじめた。本当にナニをとは言わないが、この二人くらいだからな。
    
     所
    いわ
    
     謂
    ゆる『記録映像』的な物を撮って楽しんでるのは。

  　我没有那种兴趣，所以没拍哦。梅伊或许有拍，但她没有公开过。不过，先不论梅伊有没有拍，她确实会留下纪录。至于她有没有保存纪录……不，她应该有。绝对有。因为她是女仆机器人。

  　俺にはそういう趣味はないから撮ってないぞ。メイは撮ってるかもしれないが、それを公言したことはないな。まぁ、メイの場合は撮る撮らない以前に確実にログが残るだろうけども。そのログを保存しているかどうかは……いや、してそうだな。絶対にしてる。だってメイドロイドだし。

  「蜜蜜？」

  「ミミ？」

  「呃，那个……啊哈哈。」

  「え、ええと……あはは」

  「你笑得这么明显，想蒙混过去吗？」

  「露骨に笑って誤魔化そうとするじゃん」

  「不过，可以当作参考。」

  「まぁ、参考にはなったわ」

  「可以参考吗？不可能吧？」

  「参考になるか？　無理じゃない？」

  「你很啰唆耶！」

  「うるさいわね！」

  「好痛……」

  「とてもいたい……」

  　我只是因为艾尔玛一脸正经地说「可以当作参考（正色）」，所以稍微捉弄她一下而已，没必要认真地使出下段踢吧……艾尔玛的情况，根本就不是能不能参考的问题。因为她的敏感度太高了。我不会说是什么地方。

  　澄ました顔で「参考になったわ（キリッ」とか言うからちょっとからかっただけなのに、そんなマジでローキックすることないだろう……エルマの場合参考にするしない以前の話だからなぁ。感度が良すぎて。何のとは言わないけど。

  「主公。」

  「我が君」

  「什么事？」

  「何かな？」

  「本人想比以前更加努力。」

  「
    
     此
    この身は今まで以上に励みたいと思います」

  「我也是，船长。非常有参考价值。因为我们的体格很接近。」

  「私もだよ、キャプテン。
    
     凄
    すごく参考になった。体格も近いからね」

  「是吗……」

  「さようか……」

  　库姬和涅薇一脸认真地盯着我看，我并没有问她们“什么”。已经可以了？我好歹也是会看场合说话的。现在先想办法解决这个情况吧。

  　真面目な表情でジッと俺を見つめてくるクギとネーヴェに「何を」とは聞かなかった。もう良いって？　俺はこれでもＴＰＯは
    
     弁
    わきまえるんだよ。そこそこに。今はとりあえずこの流れをどうにかしよう。

  「啊——咳咳。总之这件事先放一边，我想先说一下今后的计划」

  「あー、ごほんごほん。とりあえずその話は横においておいてだな？　今後の予定について少し話しておきたいんだが」

  「今后的计划？」

  「今後の予定ですか？」
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  「嗯。就是结束之后的表彰仪式或者授勋仪式之后的计划。本来的话，应该去霍尔斯侯爵领或者达莱恩瓦尔德伯爵领，但我认为去一趟韦尔扎鲁斯神圣帝国也不错。或者，去筹措黑莲花的下一艘母舰」

  「うん。この後あるであろう表彰式だか受勲式だかなんだかを終えた後の予定だな。本来であればホールズ侯爵領なりダレインワルド伯爵領なりに行くのが筋だろうが、俺としては一度ヴェルザルス神聖帝国に足を運ぶのもアリだと思ってる。あるいは、ブラックロータスの次の母艦を調達するかだな」

  「希，希罗大人……？您要离开帝国吗……？」

  「ひ、ヒロ様……？　帝国から出て行ってしまわれるのですか……？」

  　克莉丝睁大眼睛，一脸茫然。

  　クリスが目を見開いて
    
     呆
    ぼう
    
     然
    ぜんとしている。

  「不不不，今后的活动中心还是帝国。库姬的故乡韦尔扎鲁斯神圣帝国里可能有和我的根源相关的情报。而且，我觉得在灵能能力方面也会有很多收获。之前去古兰坎帝国里韦尔扎鲁斯神圣帝国的教堂时，他们也邀请我去一趟。说不定还能得到使用了未知灵能技术的船只装备」

  「いやいや、今後も活動の中心は帝国にするつもりだ。クギの故郷であるヴェルザルス神聖帝国には俺のルーツに関する情報とかがありそうでな。それに、サイオニック能力関連でも色々と実りがあると思うんだ。前にグラッカン帝国内に設置されたヴェルザルス神聖帝国の聖堂に行った時に是非にと誘われもしたしな。もしかしたらまだ見ぬサイオニック関連のテクノロジーを使った船の装備とかも手に入るかもしれないというのもある」

  「……您是说暂时去一趟，然后马上回来吗？」

  「……一時的な滞在で、すぐに戻って来るということでしょうか？」

  「是啊。就当是去旅游」

  「そうだな。観光旅行に行くくらいの気持ちだ」

  「太好了……我还以为，您因为这次的事讨厌我了……」

  「良かったです……もしかしたらその、今回の件で嫌われてしまったのかと……」

  　克莉丝松了一口气。

  　そう言ってクリスが胸を
    
     撫
    なで
    
     下
    おろす。

  「啊，你是说婚约和结婚之类的很麻烦吗？不，这种时候逃亡国外也太渣了。我不会对克莉丝做那种事的」

  「ああ、婚約とか結婚とかそういうのが面倒臭くなったとかか？　いや、流石にこのタイミングで国外逃亡するのはクズすぎるだろう。クリス相手にそんなことはしないよ」

  　如果只是瑟琳娜一个人的事，或许会吧。如果达莱恩瓦尔德伯爵家没有通过克莉丝和这次的婚约以及结婚扯上关系，劳伦兹氏或许会为了完全拉拢霍尔斯侯爵家而采取某些手段。如果那些手段是我无法接受的，逃亡国外或许会是一个选择。

  　セレナだけの話だったら？　あったかもしれないな。もしダレインワルド伯爵家がクリス経由で今回の婚約なり結婚なりの話に絡んでこなかったら、ラウレンツ氏なら俺をホールズ侯爵家に完全に取り込むために何か手を打ったかもしれない。それが俺にとって受け入れられないものだったりした場合、国外逃亡というのは一つの選択肢として有り得たことだろう。

  　不过，从劳伦兹氏的语气来看，他似乎不会做出与我为敌的举动。他说霍尔斯侯爵家在漫长的历史中，曾经多次接触过像我这样命运多舛的存在。从他的语气来看，他似乎知道与我为敌会很危险。

  　ただ、ラウレンツ氏の話しぶりからすると俺を敵に回すような
    
     真
    ま
    
     似
    ねはしそうにはないんだよな。ホールズ侯爵家の長い歴史の中で、俺のようにちょっと数奇な運命を持ち合わせている存在と何度か接触した記録があるとか言っていたし。なんかニュアンス的には敵に回すと危ないのはわかっている、みたいな感じだった。

  「那我就放心了……非常放心。」

  「安心しました……とても」

  「那就好。那么，库姬，你觉得这个想法如何？」

  「そいつは何より。で、この考えはどうだろうか？　クギ」

  「是，主公。如果能邀请主公到我们国家，那是无上的荣幸。既然如此，我这就联络我们的教堂，进行迎接的准备，您意下如何？」

  「はい、我が君。我が君を此の身どもの国にお招きできるのであればこれ以上無い幸いです。そうと決まれば此の身どもの聖堂に連絡を取って受け入れの準備を進めますが、
    
     如何
    いかが致しましょう？」

  「啊，这件事还是等正式决定之后再说吧。就算要前往韦尔萨神帝国，或许还是先去达莱恩瓦尔德伯爵领地，在行星上的居住地确保土地比较好。」

  「ああ、それは流石に本決まりしてからの方が良いな。ヴェルザルス神聖帝国に行くにしても、まずはダレインワルド伯爵領に寄って惑星上居住地に土地を確保してからということにした方が良いかもしれないし」

  「确保土地，也就是说终于要……？」

  「土地の確保ということは、ついにですね？」

  「终于要了。」

  「ついにだな」

  　我暂时的目标是得到附庭院的独栋房屋，现在正在计划这件事。

  　俺のとりあえずの目標であった庭付き一戸建てを得る算段をつけようという話である。

  　要在行星上的居住地取得居住权和土地，需要帝国的一等市民权，而我和蜜蜜在上次造访帝都时，皇帝陛下就赐予我们一等市民权作为奖赏。艾尔玛是子爵家的千金，所以从一开始就有了一等市民权。拥有一个一等市民权的市民，就可以带两个人……不对，是三个人吗？我忘了是哪个，总之就是可以带没有一等市民权的人去行星上的居住地，所以没有一等市民权的蒂娜、薇丝卡、库姬、翔子医师和涅薇也可以住在行星上的居住地。

  　惑星上の居住地に居住権と土地を得るには帝国の一等市民権が必要なのだが、俺とミミは前回帝都を訪れた際に皇帝陛下から褒美として一等市民権を付与されている。エルマは子爵家の令嬢として生まれているので最初から一等市民権を所有しており、一等市民権を持つ市民一人につき二人……いや三人だっけ？　どっちか忘れたが一等市民権を持たない人間を惑星上居住地に連れて行くことができる権利があるので、一等市民権を持たないティーナやウィスカ、クギ、ショーコ先生にネーヴェなんかも惑星上居住地に住むことができるわけだ。

  　梅伊？梅伊是女仆机器人，所以会被当成我的所有物。虽然我也有想过「机械智慧的人权姑且是受到承认的，所以应该不能这样吧？」，但机械智慧在这方面的待遇似乎比较特殊。

  　メイ？　メイはメイドロイドなので俺の所有物扱いだな。一応機械知性にも人権が認められているからそういうわけにはいかないのでは？　と思わなくもないのだが、機械知性に関してはその辺の扱いが特殊らしい。

  「希望一切顺利……」

  「
    
     上
    う
    
     手
    まく行くと良いんだけど……」

  「咦？有什么问题吗？」

  「えっ、何か問題があるのか？」

  「应该没有。既没有市民权的问题，达莱恩瓦尔德伯爵家也愿意协助，确保土地和建造结构体应该都不成问题，但考虑到至今为止的经历……对吧？」

  「無い
    
     筈
    はずよ。市民権の問題も無いし、ダレインワルド伯爵家が協力してくれるなら土地の確保も構造体の建造も問題無い筈なんだけど、どうも今までのことを考えると……ねぇ？」

  「这种话不能说出口吧……」

  「それは言ったらダメなやつだろう……」

  　因为很容易就能想到「因为某些麻烦而无法顺利进行」的状况，所以我一直绝对不说出口。以我的情况来说，确实有可能发生。甚至有可能在即将完成的家发生「这时发生了不可思议的事情！」的状况，然后整个被炸飞。

  　何らかのトラブルで上手く行かない、なんてのは容易に考えられるだけに俺は絶対に口にしないようにしていたというのに。有り得るんだよなぁ。俺の場合。その時何か不思議なことが起こった！　って感じで完成間近の家が吹き飛ぶことすらありえる。

  「要换购母船吗？」

  「母船も買い替えるん？」

  「是啊，现在是用外部对接埠强行运用艾尔玛的安特利翁对吧？我觉得换成拥有中型舰机库的母船也不错。幸好预算十分充足。」

  「ああ、今はエルマのアントリオンを外部ドッキングポートを使って無理矢理運用してるだろ？　中型艦が入れるハンガーを持った母艦に乗り換えるのもアリかなと思ってる。幸い、予算は十分にあるしな」

  　只要把能用的模块直接挪用，再把黑莲花卖掉的话，预算应该会很充裕。而且，黑莲花搭载的兵器应该大部分都能直接使用。

  　流用できるモジュールは流用しつつ、ブラックロータスを下取りに出せば予算は余裕で足りる筈だ。それに、搭載している兵器の大半はそのまま使えるだろう。

  「原来如此。那我就先找找看有没有符合你要求的船吧」

  「なるほど。それじゃあ希望に合いそうなのをいくつか見繕っておきますね」

  「交给你了。让专家来选的话我就放心了」

  「任せた。プロに選んでもらえるなら安心だな」

  　她们俩原本在造船厂工作，应该不会选到太差的船。而且她们也实际看过黑莲花的运用情况，所以更不用担心。

  　元シップメーカー勤務の二人なら大外れのものをピックアップするということもあるまい。実際にブラックロータスの運用も見てきているのだから
    
     尚
    なお
    
     更
    さらだ。

  　虽然还没决定好具体要从哪里，或者说要从哪个开始着手，但更换母船这件事随时都可以开始讨论。

  　実際にどこから、というかどれから手を付けるのかというのは決まっていないが、母船の乗り換えに関してはいつ検討を始めても良い案件だからな。

  　就在这时，我的小型情报终端响起了来电铃声。是瑟琳娜打来的。

  　と、そんな話をしていると俺の小型情報端末から着信音が鳴った。セレナからか。

  「是瑟琳娜发来的信息。三天后的上午好像要举行典礼。我好像又要拿到勋章了。服装穿准正装就可以。穿之前那件衣服可以吗……？」

  「セレナからのメッセージだ。三日後の昼前に式典をやるらしい。また勲章を
    
     貰
    もらえるっぽいな。服装は準正装でよし、と。前に着た服で良いかな……？」

  「去买件新的吧！」

  「新しく仕立てましょう！」

  「那样比较好」

  「そうした方がいいわよ」

  「我也觉得那样比较好」

  「私もそうした方が良いと思います」

  「好」

  「はい」

  　蜜蜜，艾尔玛，克莉丝三人接连不断地说要我买新衣服。我并不缺钱，所以买新衣服倒是无所谓，但很麻烦啊……不过既然她们三个都这么说了，那我就照办吧。

  　ミミ、エルマ、クリスの三人から流れるように連続で新しく仕立てろと言われた。別にカネに困ってるわけじゃないから仕立てるのは構わないけど、面倒じゃん……まぁ三人がそう言うならそうするけどさ。

  ☆★☆

  ☆★☆

  　收到瑟琳娜的信息三天后，我们为了前往帝城，正在黑莲花上确认服装。

  　セレナからのメッセージを受け取った三日後、俺達は
    
     揃
    そろって帝城へと出頭すべく、ブラックロータスで衣装の確認をしていた。

  　啊，虽然说是一起，但克莉丝可不会跟我们一起去。今天是表彰佣兵活跃的活动，克莉丝没有理由跟我们一起参加典礼。不过她应该会以达莱恩瓦尔德伯爵代理人的身份参加吧。

  　ああ、揃ってと言ってもクリスは一緒には行かないぞ。今日は
    
     傭
    よう
    
     兵
    へいとしての活躍を表彰されるイベントだから、クリスが俺達と一緒に式典に参加する理由がない。ダレインワルド伯爵の名代としては参加しているだろうけどな。

  　还有，梅伊和涅薇也不会一起去。梅伊是机械智慧，所以姑且被承认有人权，但没有资格参加这种活动。至少在她还是我的女仆机器人期间，她所做的事情会被视为我的功绩。如果她从我身边独立，以梅伊这个个体的机械智慧身份开始活动的话，那又另当别论了……总觉得这方面的规定复杂奇怪，我不是很懂。

  　あと、メイとネーヴェも一緒には行かない。メイは機械知性だから一応人権は認められているのだが、こういったイベントに参加する資格は無い。少なくとも、俺のメイドロイドでいる間は彼女の
    
     為
    なしたことは俺が為したことにカウントされる。俺から独立してメイという一個体の機械知性として活動を始めたら話は別なんだとかなんとか……なんかその辺りの事情は複雑怪奇でよくわからん。

  　涅薇的话，是因为如果她又暗杀未遂的话就麻烦了，还有就是单纯因为这是关于她被击破后被救出的战斗的活动。在那场战斗中，帝国航宙军的船舰也有被击破，虽然不多但也有出现死伤者，所以虽然她已经退役了，但还是判断身为贝雷贝雷姆联邦的军用生体Unit的她出席并不合适。

  　ネーヴェに関してはまた暗殺未遂でも起こったらたまらんのと、後は単純に彼女が撃破されて救出された戦いに関するイベントだからだな。あの戦いで撃破された帝国航宙軍の船もあったし、死傷者も少ないが出ているわけで、そこに元とはいえベレベレム連邦の軍用生体ユニットであった彼女が出席するのは適切ではないだろうという判断だ。

  「怎么样，哥哥。适合我吗？」

  「どうや、兄さん。似合ってる？」

  「嗯，很适合很适合。很可爱哦。」

  「おう、似合ってる似合ってる。
    
     可愛
    かわいいぞ」

  　我称赞穿着以和自己头发颜色相同的红色为点缀的黑色礼服的蒂娜。虽然听起来像是随便的赞美，但坦白说真的很可爱。

  　自身の髪の毛の色と同じ赤をアクセントにした黒いドレスを着たティーナを褒める。雑な賛辞に聞こえるかもしれないが、率直に言って本当に可愛いのである。

  「这时候应该说漂亮吧。我好歹也是成熟的淑女。」

  「そこは
    
     綺
    き
    
     麗
    れいって言ってぇな。一応うちも大人のレディーなんやし」

  「可爱可爱。」

  「可愛い可愛い」

  「真是的，总觉得好随便哦？」

  「もー、なんか適当と違う？」

  　我坚持说可爱，结果蒂娜就变成牛了。就算她这么说，但比起漂亮，她怎么看都是可爱系的……虽然身材娇小，但并不是平胸，屁股的分量也足够，如果像平时一样穿着凸显身体曲线的连体服，就会让人感到性感，但今天穿的是不太强调身体曲线的礼服，所以与其说漂亮或性感，不如说单纯地可爱。

  　
    
     頑
    かたくなに可愛いと言い続けたらティーナが牛さんになってしまった。そうは言われても、綺麗というよりはどう見ても可愛い系だし……身体が小さいだけでぺったんこではないし、お
    
     尻
    しりのボリュームもあるから、普段みたいに身体のラインが出るジャンプスーツだと色っぽさも感じるのだけども、今日着てるような身体のラインがあまり強調されないドレスだと綺麗とか色っぽいというよりもシンプルに可愛いんだよな。

  「哥哥，我也可爱吗？」

  「お兄さん、私も可愛いですか？」

  「非常可爱。」

  「とても可愛い」

  　薇丝卡穿着与蒂娜同款不同色的礼服，以白色为基调，点缀着蓝色。我对她也如此说道，并深深地点了点头。因为她们是双胞胎嘛。这样一看，她们长得真的很像……但动作和眼神等地方还是能看出性格，所以还是有很大的不同。

  　白をベースに青のアクセントを入れたティーナとは色違いの同じドレスを着たウィスカにもそう言って深く
    
     頷
    うなずく。二人は双子だからな。こうして見るとよく似てるが……やっぱり所作とか目つきとかは性格が出るのか結構違うものだ。

  「有点紧呢……」

  「ちょっと窮屈ですね……」

  「那是因为……」

  「それはねぇ……」

  　这次蜜咪和艾尔玛不是穿礼服，而是穿西装。与其说是西装，不如说是接近军装的服装。如果让蜜咪穿礼服，就会强调她和露西亚达皇女殿下长得一模一样……虽然之前她也穿过礼服参加典礼，所以现在说这个可能太晚了。但这次我们还是好好地应对了。

  　今回、ミミとエルマはドレスではなくスーツ姿だ。スーツというか、軍の正装に近い装いである。ミミをドレス姿で連れて行くと、ルシアーダ皇女殿下に
    
     瓜
    うり
    
     二
    ふたつであることが強調されてしまうからな……前にドレス姿で式典に出ているので今更かもしれないが。今回はしっかり対応したというわけだ。

  　不过，蜜蜜看起来很拘束呢。这也是没办法的。毕竟有那对胸部装甲……艾尔玛倒是挺轻松——噫，被瞪了。

  　しかしまぁ、ミミは窮屈そうだな。それも仕方あるまい。あの胸部装甲ではな……エルマは楽そ──ヒェッ、
    
     睨
    にらまれた。

  「唔，我觉得这种衣服不适合我……」

  「うーん、私にこういう服は合わないと思うんだけどねぇ……」

  「没那回事，老师。非常适合您」

  「そんなことありませんよ、先生。とてもよくお似合いです」

  「是吗……感觉轻飘飘的，静不下心来」

  「そうかなぁ……なんかヒラヒラしてて落ち着かないよ」

  　我将视线从艾尔玛身上移开，看到库姬正安慰着穿着礼服，和平时一样穿着太空风格巫女服的翔子医师。库姬的巫女服比平时稍微豪华一点，或者说是身上戴的小饰品变多了。她的巫女服好像是在正式场合也能穿的有格调的服装，所以几乎没怎么变。

  　エルマから目を逸らすと、あちらではいつも通りのスペース風
    
     巫
    み
    
     女
    こ服を着たクギがドレスに身を包んで落ち着かないショーコ先生を
    
     宥
    なだめていた。クギの巫女服はいつもより少し豪華というか、身につけている小物が多くなっている程度だ。彼女の巫女服は正式な場でも通用する格式のある衣装だそうで、
    
     殆
    ほとんどそのままだ。

  　相比之下，翔子医师的打扮很正式。平时蓬松的长发也整齐地盘在头上，虽然颜色有些朴素，但与能清楚地表现出身体曲线的礼服很相称。怎么说呢，那个，能与蜜蜜匹敌的胸部装甲很厉害。已经不是性感的级别了。不过，她好像会在上面披上遮住身体曲线的披肩，所以暴露在好奇视线中的情况会减少……希望如此。

  　対してショーコ先生はフォーマルな装いである。いつもはボサボサ気味のロングヘアも頭の上にしっかりとまとめ上げられ、色合いそのものは若干地味ながらもしっかりと身体のラインが出るドレスがマッチしている。なんというかその、ミミにも匹敵する胸部装甲が
    
     凄
    すごい。色っぽいというレベルではない。まぁ、あの上に身体のラインを隠すためのストールを
    
     纏
    まとうそうなので、好奇の視線に
    
     晒
    さらされるようなことは減る……と良いな。

  　这次战斗相关的船员穿军服，其他船员穿礼服，服装大致上是这样分配的。

  　今回は戦闘に関わるクルーを軍服に、そうでないクルーはドレスにという感じで服装を分けた。

  　其实我也想让库姬穿军服风格的服装，但狐耳也就算了，尾巴是个问题……不能使用现有的模板，完全要订做，等于赶不上三天后，所以只好放弃了。

  　本当はクギも軍服っぽい感じの衣装を着せたかったんだが、
    
     狐
    きつね耳はともかく
    
     尻
    しつ
    
     尾
    ぽが問題でな……既存のテンプレートを使えず、完全にオーダーメイドになる、イコール三日後には間に合わないということで断念したのだ。

  「哦——好厉害啊。应有尽有呢，船长」

  「おー、凄いね。
    
     選
    より
    
     取
    どり見取りだね、キャプテン」

  「就是啊。涅薇也很可爱哦」

  「まったくだな。ネーヴェも可愛いぞ」

  「就算知道是客套话我也很开心」

  「お世辞とわかっていても
    
     嬉
    うれしいね」

  　被我夸奖了今天穿的衣服的涅薇露出了腼腆的笑容。今天涅薇也穿着白色连衣裙，但今天穿的不是简单的款式，而是大量使用了褶边的可爱设计。非常适合她，非常可爱。

  　俺に今日の服を褒められたネーヴェがはにかんだ笑みを浮かべる。今日もネーヴェは白いワンピース姿だが、今日のはシンプルなものではなく、フリルがふんだんにあしらわれた可愛らしいデザインのものだった。とても似合っていて可愛らしい。

  「我以后也能穿那种衣服吗？」

  「そのうち私もああいう服を着せられるのかな？」

  　涅薇说着，视线转向穿着正式礼服的翔子医师。现在的涅薇的身体应该不适合那种设计吧……嗯。

  　そう言ったネーヴェが視線を向けているのはフォーマルなドレスを身にまとったショーコ先生である。流石に今のネーヴェの身体にああいうデザインは合わないだろうが……ふむ。

  「是啊。涅薇皮肤白，说不定很适合黑色哥特风」

  「そうだな。ネーヴェは肌が白いし、黒ゴスとか似合うかもな」

  　头发和皮肤都是纯白的少女穿上黑色系的萝莉塔服装想必会非常好看。毕竟蜜蜜不太愿意穿那种衣服。不过，虽然都叫萝莉塔，但其实也有各种各样的种类。这方面还是交给店员，说一句「请帮我挑适合这孩子的衣服」才是最好的。

  　髪も肌も真っ白な少女が黒系のロリータ衣装を纏うのは実に映えることだろう。ミミはあんまり着てくれないからな。まぁ、一口にロリータと言っても色々と種類があるようだが。その辺は店員さんに「この娘に似合う衣装を頼む」で丸投げしてしまうのが一番だ。

  　虽然美中不足的是，店员会说这个适合那个也适合，结果衣服越买越多，或是店员之间因为宗派不同而打起来。

  　あれ似合うこれも似合うと品数が増えまくったり、店員同士の宗派の違いが顕在化して殴り合いになったりすることがあったりするのが玉に
    
     瑕
    きずだが。

  「喂，你明明那么仔细地挑选我们的衣服，对于自己的服装却连一句话都没有？」

  「ちょっと、私達の服はそんなにじっとりねっとりと吟味したくせに、自分の服装に関しては何か一言ないわけ？」

  「男人的服装怎样都好啦……不愧是大家帮我选的，穿起来非常舒服。谢谢。」

  「男の服装なんてどうでもいいじゃん……皆が選んでくれただけあって着心地は最高だよ。ありがとう」

  　硬要形容我的服装的话，就是和蜜蜜和艾尔玛穿的衣服是同一种设计，只是各处的装饰稍微豪华一点。虽说是豪华，但过于繁复的奢华感不符合我的喜好，所以是低调的豪华。

  　俺の服装を敢えて言うならミミやエルマが着ている服と同じ系統のデザインで、少しばかり各所の装飾が豪華なくらいである。豪華と言ってもあんまりゴテゴテと
    
     豪
    ごう
    
     奢
    しやな感じなのは俺の趣味ではないから、控えめなものだが。

  
   [image: ]
  

  「那我们走吧……差不多也该有人来接我们了。」

  「それじゃあ行くかね……そろそろお迎えも来るだろうし」

  　姑且不论我们这些穿着军服的战斗人员，换上礼服的女性们总不能就这样混在人群里搭乘普通的交通工具。因为瑟琳娜说会安排帝国航宙军的车辆来接我们，所以才在黑莲花里换好衣服。不然就得带着换洗衣物在那边换装了。

  　流石にスーツを着ている俺達戦闘クルーはともかく、ドレス組はこのままで普通の交通手段を使って雑踏の中を歩くわけにもいかないからな。セレナが帝国航宙軍の車両を回してくれると言っていたので、ブラックロータスで着替えたわけだ。そうでなかったら着替えを持ってあちらでセットすることになっただろうな。

  　在我思考这些事情的时候，迎接的车辆已经到了。在梅伊和涅薇的目送下，我们坐上了瑟琳娜安排的军用车辆。虽说是军用车辆，但并不是那种车顶装着大炮，充满压迫感的类型，而是像朴素的接驳巴士。不过和普通的接驳巴士不同，它是飞在空中的。

  　そんなことを考えている間に迎えが来たので、メイとネーヴェに見送られながらセレナが回してくれた軍の車両に乗り込む、軍の車両って言っても、なんかデカい銃が屋根に乗ってたりするような威圧的なやつじゃなく、地味なシャトルバスみたいなやつだが。普通のシャトルバスと違って飛ぶけど。

  「嗯……还不错。合格了。」

  「ふぅん……悪くないですね。合格です」

  「多谢夸奖。你还是老样子，美丽依旧。」

  「そりゃどうも。そちらはいつも通り麗しいな」

  「真的是一如往常呢。」

  「本当にいつも通りですけどね」

  　瑟琳娜在飞天接驳巴士里等我们，她耸了耸肩。正如她所说，她还是穿着平时的白色军服。和平时不同的地方，大概就是军服胸前挂着几枚勋章，而不是略章。

  　そう言って空飛ぶシャトルバスの中で俺達を待っていたセレナが肩を
    
     竦
    すくめる。セレナの言う通り、彼女はいつもの白い軍服姿であった。いつもと違うのは
    
     略
    りやく
    
     綬
    じゆではなく勲章が軍服の胸元にいくつかぶら下がっているくらいか。

  「下次也让你看看我穿礼服的样子吧。」

  「そのうち私のドレス姿も見せましょう」

  「那可真令人期待。虽然你平时穿军服的样子也很漂亮。」

  「それは楽しみだ。いつも通りのその軍服姿も似合ってて綺麗だと思うけど」

  　说实话，我觉得她穿军服的样子和她本人很搭。果然第一印象很重要啊。第一次见面的时候她也是穿军服。

  　正直セレナといえばこれ、って気がするほどに似合ってる。やっぱり第一印象って大事だよな。初めて顔を合わせた時も軍服姿だったし。

  「……他一直都是这样吗？」

  「……いつもこんな調子なんですか？」

  「是啊，平时就是这个样子」

  「そうですね、普段からこうですね」

  「是啊，他经常直接夸我」

  「そうね、割とストレートに褒めてくることが多いわよ」

  「这样啊……」

  「そうですか……」

  　听到蜜蜜和艾尔玛的回答，瑟琳娜的脸颊微微泛红，用湿润的眼睛瞪着我。

  　ミミとエルマの返事を聞いたセレナが少し頰を赤くしながらじっとりとした目で睨んでくる。

  「怎么了？」

  「なんだよ？」

  「……你之前不是不会说这么肉麻的话吗？」

  「……前まではそんなに歯の浮くような
    
     台詞
    せりふは言ってこなかったじゃないですか」

  「那当然了。你这么漂亮，要冷淡对待你可不容易。我内心一直觉得你很漂亮，是个美人」

  「そりゃそうだ。セレナは美人だから、塩対応するのもなかなか大変だったんだぞ。内心ではいつも綺麗だな、美人だなと思ってたし」

  「啊啊，真是的……算了。我知道了，我知道了」

  「ああ、もう……いいです。わかった、わかりましたから」

  　瑟琳娜用一只手遮住通红的脸，低下头，然后伸出另一只手制止我。

  　セレナは赤くなった顔を片手で隠しながら
    
     俯
    うつむき、待ったをかけるように俺の方にもう片方の手を突き出してきた。

  　嗯，原来如此？

  　ふむ、なるほど？

  「呀！？」

  「ひゃっ!?」

  「耶，十指相扣」

  「いえーい、恋人
    
     繫
    つなぎー」

  　所以，我用手指缠住她伸出的手，和她十指相扣。哈哈哈，她的反应真有趣——好痛痛痛痛！？我知道了！是我不好！我不该捉弄你，原谅我吧！手骨要碎了！

  　なので、突き出してきた手に指を絡めて恋人繫ぎをしてやった。ははは、反応が面白──いだだだだ!?　わかった！　悪かった！　からかって悪かったから許して！　手の骨が砕ける！

  　另外，直到抵达目的地为止，瑟琳娜都不肯放开我的手。虽然她有稍微放松力道就是了。

  　なお、シャトルバスが目的地につくまでセレナは手を放してくれなかった。流石に力は緩めてくれたけど。

  ☆★☆

  ☆★☆

  　勋章的授勋仪式顺利结束了。这次的授勋仪式并没有皇室成员出席，而是严肃地进行。咦？我拿到的勋章？是第二枚银剑翼突击勋章。毕竟战果就是如此丰硕……包含旗舰在内的战舰级四艘、巡洋舰级七艘、驱逐舰十二艘、护卫舰三艘、舰载机十八架，以战场上的小型舰艇来说，这战果岂止是鹤立鸡群，根本是超群绝伦。

  　勲章の授与式は滞りなく終了した。今回は授与式に帝室の方々が出張ってくるようなこともなく、粛々と進行されたな。え？　俺がもらった勲章？　二つ目の銀剣翼突撃勲章だったよ。戦果が戦果だったからなぁ……旗艦を含む戦艦級が四隻、巡洋艦級が七隻、駆逐艦が十二隻、コルベット三隻、艦載機十八機というのは戦場に出ていた小型艦の中では頭一つどころではなく、頭三つくらい飛び抜けた戦果だった。

  　顺带一提，艾尔玛也单靠安特利翁号击破了敌方的护卫舰和舰载机共三十架左右，因此被授予了铜剑翼突击勋章。虽然她一脸若无其事的样子，但耳朵的角度比平时还要高，我想她应该很高兴。

  　ちなみに、エルマもアントリオン単艦で敵コルベットと艦載機を合わせて三十ほど撃破していたので、銅剣翼突撃勲章を授与されていた。澄まし顔だったが、いつもより耳の角度が上がっていたからあれは嬉しかったんだと思う。

  「话说回来，结束得真快呢。」

  「それにしてもサクッと終わったよな」

  「因为这次还有丑闻嘛。」

  「今回は醜聞もありますからね」

  　瑟琳娜单手拿着装有气泡金黄色饮料的小玻璃杯，耸了耸肩。明明有气泡酒，为什么没有可乐呢？真是令人费解。

  　発泡する黄金色の飲み物が入った小さめのグラスを片手にセレナが肩を竦める。発泡酒があるのに
    
     何
    な
    
     故
    ぜコーラが無いのか？　これがわからない。

  「丑闻？」

  「醜聞？」

  「受皇帝陛下之命管理领地，地位受到保障的贵族企图反叛，这已经够构成丑闻了。」

  「皇帝陛下に領地の管理を任され、地位を保障されていた貴族が反逆を企てたというのは十分に醜聞ですから」

  「原来如此」

  「なるほど」

  　这么说来，或许真是这样。正如瑟琳娜所说，伊克萨马尔伯爵家的反叛和卖国行为，是严重损害皇室权威的丑闻。幸运的是，那个计划在完成之前就被我们的介入所挫败。而且，一想到那个计划的安排者是那个混蛋皇帝，就让我觉得那个男人果然不是普通人。不愧是统治数千个星系的皇帝。

  　そう言われてみればそうかもしれない。セレナの言うように、イクサーマル伯爵家の離反と売国工作は帝室の権威をいたく傷つける醜聞だったのだろう。幸い、その計画は完遂される前に俺達の介入によって
    
     頓
    とん
    
     挫
    ざしたわけだが。そして、その差配をしたのがあのファッキンエンペラーなのだと思うと、やはりあの男は
    
     只
    ただ
    
     者
    ものじゃないなと感じさせられる。さすがは数千の星系を支配下に置く皇帝といったところか。

  「一切都在皇帝陛下的掌握之中吗？」

  「全ては皇帝陛下の手の平の上かぁ」

  「哎呀，皇帝陛下的威光也照耀到希罗这样的人身上了呢。」

  「おや、ヒロのような人にも皇帝陛下の威光は及ぶのですね」

  「考虑到我的狗屎运和容易惹上麻烦的体质，他应该是看准了这一点，才把瑟琳娜安排在那个时候的那个地方吧。虽然也有可能是偶然……但以偶然来说，过程和结果都太完美了。这让我有点感动。」

  「俺の悪運というかトラブル体質を見越した上でセレナと一緒にあの時、あの場所に配置したのだと考えるとな。まぁ、偶然かもしれんが……偶然にしちゃ出来すぎだ。過程も、結果も。そりゃ少しどころじゃなく感じ入るところはあるさ」

  　那个安排应该也有某种根据——例如从帝国漫长的历史中得出的经验法则，或是机械智慧的支援——但即使如此，那也毫无疑问是令人惊讶的安排。坦率地承认厉害的东西是很重要的。

  　あの差配にも何かしらのバックボーン──帝国の長大な歴史から導き出された経験則や、機械知性のバックアップなど──があるのだろうが、それでも驚異的な差配なのは間違いない。凄いものを凄いと素直に認める心は大事だ。

  「而且，他还安排了这么棒的派对。」

  「それに、こんな粋なパーティーも手配してくれたしな」

  　说着，我将分装在小碟子里的烤牛肉送入口中。嗯——好吃。外观看起来像是牛肉，但味道和口感……这是鲣鱼片吧？不，嗯？好吃是好吃，但总觉得和预期的不一样。

  　そう言って小皿に取り分けたローストビーフのような料理を口に運ぶ。うーん、
    
     美
    う
    
     味
    まい。見た目は牛肉っぽいのに、味と食感は……これはカツオのタタキでは？　いや、うん？　まぁ美味いけどなんか予想を裏切られる。

  　授勋典礼结束后，直接进入了宴会时间。说是宴会，但其实是立食形式，似乎不是什么正式的宴会。而且在场的军人比贵族还多。除了授勋之外，大概也想让大家吃点好吃的，借此提升士气吧。

  　授与式が終わったらそのままパーティータイムとなったのだ。パーティーと言っても立食形式で、
    
     然
    さ
    
     程
    ほど格式の高いものではないようだが。この場には貴族よりも軍人が多いしな。勲章の授与に加えて美味いものを飲み食いさせることによって士気を高めようという狙いもあるのだろう。

  「话说回来，你那边的船员很受欢迎呢。」

  「それにしても
    
     貴方
    あなたのところのクルーは大人気ですね」

  「是啊。不过，我现在才发现女性军人比想象中还要多。」

  「そうだな。というか、思ったよりも女性軍人が多いんだなって今更ながら思うわ」

  「其实她们意外地适合当船员哦。只要穿上动力装甲，男女之间的体力差距就几乎消失了。不过，男性的人数还是比女性多就是了。」

  「意外と船乗りには向いているんですよ。パワーアーマーを使えば男女の体力差も殆ど無くなりますしね。それでも比率はやはり男性が多めではあるんですけど」

  「原来如此。多亏如此，我也不用那么紧张了。」

  「なるほどな。お陰であまり気を張らなくて済むのは助かるよ」

  　穿着军装风格服装的蜜蜜她们，穿着礼服的翔子医师、蒂娜和薇丝卡，以及穿着罕见巫女服的库姬她们被女性军人围住，开心地聊天。其中身材高挑、身材出众的翔子医师特别受欢迎，被女性军人包围的她慌慌张张的样子很可爱。英姿飒爽、身材姣好的她做出反差的纯真反应，和我一样，女性军人们也觉得她很可爱吗？她真的很受欢迎。

  　軍服風の格好をしているミミ達やドレスを着ているショーコ先生やティーナとウィスカ、それに珍しい
    
     巫
    み
    
     女
    こ服を着ているクギ達は女性軍人達に囲まれて楽しそうにお
    
     喋
    しやべりをしていた。特に背が高くてスタイル抜群なショーコ先生が人気で、女性軍人達に囲まれてワタワタとしているのが可愛らしい。
    
     凛
    り
    
     々
    りしくてスタイルの良い彼女がギャップのある
    
     初
    う
    
     心
    ぶな反応をするのが俺と同じく女性軍人達にも可愛らしく思えるのか、本当に大人気である。

  　男性军人们只是从远处偷瞄我们的船员和女性军人们，没有要搭话的样子。不过，要介入那种气氛中搭话，需要勇气吧。

  　男性軍人の皆様はそんなうちのクルー達や女性軍人達を遠くからチラチラと見ているだけで、声をかけたりする様子はない。まぁ、あの雰囲気に割り込んで声をかけに行くのは勇気がいるだろうな。

  「我大概知道你在想什么，但没有人去搭话，是因为知道她们是你的女人哦？」

  「なんとなく考えていることはわかりますけど、声をかけに行く人がいないのは貴方のお手付きだとわかっているからですよ？」

  「嗯？为什么？不，如果是那样，那倒是帮了我大忙。」

  「んぇ？　なんでまた。いや、それならそれで助かりはするが」

  「我说啊，这里的人都是平息那场叛乱的人哦？你认为自己在没有装备、独自一人、而且赤手空拳的状态下，把多少敌兵打成凄惨的模样？站在相反的立场想想就知道了吧。他们怕得不敢出手。」

  「あのですね、ここにいるのはあの反乱騒ぎを収拾した人間ばかりなんですよ？　貴方、生身かつ単身で、しかも無手の状態から自分が何人の敵兵を無惨な姿にしたと思っているんですか？　逆の立場で考えればわかるでしょう。恐ろしくて手なんて出せませんよ」

  「咦……？呃，你这么说确实没错……」

  「えぇ……？　いや、確かにそう言われればそうだけど……」

  　我不记得自己打倒了多少人，不过肯定不只十几二十人。说不定超过五十人。我想应该不至于到一百人。

  　何人倒したかなんて数えてなかったからわからんが、十人や二十人じゃ済まない数だったのは確かだな。もしかしたら五十人を超えていたかもしれん。流石に百人までは行ってないと思うが。

  　我被下药昏倒，还被绑起来，然后在那种状态下反击，抢走敌人的装备，到处杀掉几十个全副武装的士兵。要对这么凶恶的女佣兵出手……嗯，我也不敢。绝对办不到。

  　薬を盛られて
    
     昏
    こん
    
     倒
    とうして、拘束までされた状態から逆襲して敵の装備を奪い、立ちはだかる完全武装の兵士を数十人殺して回った凶悪な
    
     傭
    よう
    
     兵
    へいの女に手を出す……うん、俺もそんなこと恐ろしくてできねぇわ。絶対に無理だわ。

  「希望我的评价不要莫名其妙地传开就好了……」

  「俺の評判が変に独り歩きしないと良いんだけどな……」

  「佣兵这种职业就是要让人害怕才对吧。你还是老样子，真是奇怪。」

  「傭兵なんてのは恐れられてなんぼだろうが。相変わらず変わっているな、お前は」

  　……这么说的这个壮硕大叔是谁啊？我好像见过他。啊啊，我想起来了。是佣兵公会的古拉基乌斯分部长。名字好像叫……？

  　そう言って声をかけてきたのは……誰だこのガタイの良いおっさん。見覚えはあるんだが。ああ、思い出した。傭兵ギルドのグラキウス支部長だ。名前は確か……？

  「约翰内斯分部长。」

  「ヨハンネス支部長」

  「没错，约翰内斯分部长。」

  「そう、ヨハンネス支部長」

  「我说你啊，至少也该装个样子，假装没忘记我的名字吧？不过，你不是以帝都为据点，所以或许也无可奈何。」

  「お前な、せめて名前を忘れていたことを取り繕うとかせんか？　まぁ、お前は帝都を拠点にしてるわけじゃないから仕方ないかもしれんが」

  　我听瑟琳娜小声告诉我之后，点头表示「啊啊，对哦」，于是约翰内斯分部长便一边苦笑，一边轻轻捶了我的胸口一下。

  　セレナに小声で教えられてああそうだ、と
    
     頷
    うなずいた俺の胸を
    
     拳
    こぶしで軽く小突きながらヨハンネス支部長が苦笑いを浮かべる。

  「抱歉。如果你是个漂亮的大姐姐，我肯定不会忘记你的」

  「申し訳ねぇ。あんたが美人のお姉さんなら間違いなく覚えていたと思うんだが」

  「哎呀哎呀。把三个贵族家的大小姐都弄到手的男人，说话就是不一样啊」

  「やれやれ。お貴族様の娘さんを三人も
    
     手
    て
    
     籠
    ごめにした男は言うことが違うな」

  「还只有两个。我可没对最后一个出手」

  「まだ二人だ。もう一人には手を出してないからな」

  「我怎么听都像是时间问题啊」

  「時間の問題と言っているようにしか聞こえんな」

  　约翰内斯分部长说着，瞥了瑟琳娜一眼。瑟琳娜则摆出一副事不关己的表情。我可是已经对这个女孩出手了啊。总之先换个话题吧。

  　そう言ってヨハンネス支部長がちらりとセレナに視線を向ける。セレナはツンと澄ました表情をしてみせている。そっちの娘には手を出してるんですよ、これが。とりあえず話題を変えようか。

  「话说，分部长也来了啊。是来蹭酒喝的吗？」

  「ところで支部長も来てたんだな。タダ酒目当てか？」

  「你姑且也算是公会的门面啊。公会的门面取得了辉煌的战果，还被表彰了，作为公会分部长，我当然得来露个脸」

  「お前さんは一応ギルドの顔だからな。そのギルドの顔が華々しい戦果を挙げて表彰されるとなれば、ギルド支部長としては出向くのが筋というものだ」

  「原来如此。那还真是辛苦你了。话说，最近景气如何？有什么变化吗？」

  「なるほどなぁ。お勤めご苦労さまですってとこか。で、景気はどうだ？　何か変わったことは？」

  「景气还不错。说实话，你的纪录片反响相当大」

  「景気は悪くないな。正直なところな、お前のドキュメンタリーの反響がかなり大きい」

  「真的假的……？」

  「マージでぇ……？」

  「真的。说起佣兵，一般人都会联想到粗暴的小混混，要不就是沉溺于酒和毒品，或者把女人带进肮脏的船里为所欲为。但是，你的纪录片似乎正在逐渐改变这种印象。比如整洁而上流，或者禁欲而绅士之类的」

  「本当だ。傭兵と言えば粗暴なチンピラだとか、下手をすれば酒やドラッグに
    
     溺
    おぼれているだとか、小汚い船に女を連れ込んで好き勝手するだとか、そういうイメージを持たれていたわけだ。だが、お前のドキュメンタリーでそのイメージが変わりつつあるようでな。清潔でセレブリティだとか、ストイックで紳士的だとか」

  「我们确实很注重居住性和福利待遇，但禁欲而绅士是什么意思啊。我可不是那种人」

  「確かにうちは居住性や福利厚生に関しては気を遣ってるつもりだが、ストイックで紳士的ってのはどういうことだよ。俺はそんなキャラじゃないぞ」

  　整洁而上流的感觉，是因为梅伊有好好管理船，而以蜜蜜为首的女性们也会对居住环境的整备提出意见。我只是在一边点头一边出钱而已。禁欲而绅士的评价我真不明白。我有空闲时间和时间的话，都会和大家一起亲热的？

  　清潔でセレブリティな感じなのはメイがちゃんと船を管理してくれているからだし、ミミをはじめとして女性陣が住環境の整備に口出しをしてくれているからだ。俺は、はいはいとそれに従って金を出しているだけである。ストイックで紳士的という評価はマジで意味がわからない。俺、暇と時間があれば皆とイチャついてるが？

  「不，我觉得你和一般的佣兵相比，相当禁欲而绅士」

  「いや、一般的な傭兵に比べるとかなりストイックで紳士的だと思いますが」

  「这个嘛……你对欲望的自制力强得惊人。虽然我不晓得你算不算绅士，但至少你没有沉溺于酒精或毒品，也不会对带进船里的女性霸王硬上弓，更没有在殖民卫星惹是生非。就我这个阅人无数的佣兵来看，你简直是个令人难以置信的善人。」

  「そうだな……驚くほどストイックだな。紳士的かどうかは知らんが、少なくとも酒にもドラッグにも溺れてないし、連れ込んだ女性に無理やり関係を迫っているわけでもないようだし、コロニーでの問題行動もない。いろんな傭兵を見てきた俺からすると信じられないほどの善玉だと思うぞ」

  「这应该不是我特别好，而是普通的佣兵太糟糕了吧？」

  「それは俺が特別なんじゃなくて一般的な傭兵ってやつがダメすぎるだけじゃねぇの？」

  「所以说，你口中的糟糕就是一般佣兵的水平啊。不仅如此，你对宙贼下手毫不留情对吧？你不仅展露出能抹除佣兵负面形象的一面，也确实保有佣兵该有的恐怖形象，而且对女人又很温柔，这样的你拍成的纪录片真的大受欢迎。虽然你本人似乎不怎么开心，但拜此之赐，以往那些不靠近佣兵公会的人们，现在也变得会把工作委托给公会了。拜此之赐，公会的景气也变好了。虽然也有一部分的佣兵认为你太软派或太软弱，对你颇有微词……」

  「だからそのお前が言うダメすぎるのが普通なんだという話だろう。それでいて宙賊には容赦がないだろう？　お前は。傭兵の悪いイメージを
    
     払
    ふつ
    
     拭
    しよくするような面を見せつつ、傭兵らしい恐ろしさのイメージもちゃんと保持して、それでいて女に甘いお前のドキュメンタリーは本当に人気が出ているんだ。お前としてはあまり
    
     嬉
    うれしくないようだが、お陰で今まで傭兵ギルドに寄り付かなかったような人達が傭兵ギルドに仕事を回しに来ることも増えてな。それで景気が良くなってるわけだ。一部傭兵からは軟派だの軟弱だのと反発の声も上がってるんだが……」

  「但最近好像没什么人来找我麻烦啊。」

  「その割には最近あまり絡まれた記憶は無いが」

  「你已经累积了那么多实绩，而且还是名誉贵族。再加上你白兵战也打得不错。」

  「お前がそれだけ実績を積み上げているというのもあるし、名誉貴族だってのもある。それに白兵戦もそつなくこなすだろ、お前は」

  「结果还是暴力最管用吗？不管什么事都是暴力。」

  「結局暴力が一番か。何事も暴力だな」

  「毕竟我们是佣兵嘛。」

  「なんせ傭兵だからな」

  　约翰内斯和我互相点头，感觉瑟琳娜正用冰冷的视线看着我们。没办法啊，佣兵就是以暴力为商品的生意，强者伟大，弱者不能对强者有意见。在佣兵界，这种道理就是基本原则。当然，要是做得太过火，公会就会介入。

  　頷き合う俺とヨハンネスにセレナが冷めた視線を送ってきている気がする。だって仕方がないじゃない。傭兵は暴力を売り物にしている商売なんだもの、強い
    
     奴
    やつが偉い、弱い奴は強い奴に文句を言えない。そんな道理が基本原則として
    
     罷
    まかり通るような
    
     界
    かい
    
     隈
    わいでもあるのだから。当然、度が過ぎればギルドが介入してくるわけだが。

  　好了，适度地吃喝之后就撤退吧。

  　さて、適度に飲み食いしたら撤退しますかね。

  ☆★☆

  ☆★☆

  「我本来打算适度地吃喝之后就撤退的……」

  「適度に飲み食いしたら撤退するつもりだったのに……」

  「啊哈哈……因为是皇帝陛下亲自邀请嘛。」

  「あはは……皇帝陛下直々のお招きですから」

  　我召集船员们，正打算说「差不多该回去了！」离开立食会场时，守株待兔的近卫骑士——和我练剑时『咕杀』我的女性近卫骑士伊索尔蒂——将我带到了帝城的内殿。所谓的内殿，就是皇室成员们生活的私人空间。

  　程よいところでさぁ帰るか！　とクルー達を集めて立食会場を立ち去ろうとしたところ、待ち構えていた
    
     近衛
    このえ騎士──俺と剣術
    
     稽
    けい
    
     古
    こをした『くっ殺』女性近衛騎士のイゾルデだ──の手によって帝城の奥の間に連れてこられてしまった。奥の間というのはつまり、帝室の皆様達が暮らすプライベートスペースである。

  「而且只有我和蜜蜜……」

  「しかも俺とミミだけとか……」

  「大概是为我们着想吧！」

  「多分気を遣って下さったんですよ！」

  「真希望这份体贴也能用在我和蜜蜜身上」

  「その気遣いを俺とミミにも発揮して欲しかった」

  　我边走边发牢骚，结果被伊索尔蒂瞪了。或许这确实有不敬之嫌，但好歹也该听听被皇帝陛下耍得团团转的可怜市民的牢骚吧。

  　などと歩きながら愚痴っていたらイゾルデに
    
     睨
    にらまれた。そりゃ不敬かもしれんが、皇帝陛下に振り回される哀れな一般市民の愚痴くらい聞き流してくれよ。

  「今天不只是皇帝陛下，瓦尔特皇太子殿下、露易丝皇太子妃殿下、露西亚达皇女殿下也会出席」

  「今日は皇帝陛下だけではなくヴァルター皇太子殿下とルイーゼ皇太子妃殿下、ルシアーダ皇女殿下も臨席なされる」

  「陛下是把危机管理意识给忘了吗？这是在开什么玩笑？」

  「陛下の頭から危機管理意識が消滅でもしたのか？　何の冗談だ？」

  「你这是不敬。陛下的……想法不是我们凡夫俗子所能理解的。还有，如果你以为我们近卫会开这种玩笑，那可就太令人遗憾了」

  「不敬だぞ。陛下の……お考えは我々凡俗には理解が及ばぬものだ。それと、我々近衛がこんな冗談を言うと思われているのなら心外なこと極まりない」

  「话是这么说没错……」

  「そりゃそうだろうがよぉ……」

  「连、连皇太子殿下和皇太子妃殿下都……？」

  「こ、皇太子殿下と皇太子妃殿下まで……？」

  　伊索尔蒂的冲击性发言让我忍不住做出了会触犯不敬罪的发言，但我觉得这也是没办法的事。因为皇帝陛下本人、身为继承人的皇太子殿下、皇太子殿下的妻子皇太子妃殿下，甚至连女儿皇女殿下都要一起和我与蜜蜜见面耶？古兰坎帝国的中枢人物们齐聚一堂。不对，正确来说露西亚达皇女殿下应该还有个哥哥，所以就算万一这四个人都当场驾崩，应该也还有办法解决。

  　イゾルデの衝撃的な発言に思わず不敬罪まっしぐらの発言をしてしまったが、それも仕方がないと思うんだ。だって皇帝陛下御本人に継嗣である皇太子殿下、その奥方である皇太子妃殿下、その娘の皇女殿下まで
    
     雁
    がん
    
     首
    くび
    
     揃
    そろえて俺とミミに会うって言うんだぞ？　グラッカン帝国の文字通りの中枢人物達だ。いや、正確に言えば確かルシアーダ皇女殿下には兄がいる
    
     筈
    はずだから、もし万が一この場で四人が身罷ったとしてもなんとかなるようにはなっているのだろうが。

  　你看，蜜蜜知道皇太子殿下和皇太子妃殿下也在等我们之后，不就动摇了吗？

  　というかほら見ろ。皇太子殿下と皇太子妃殿下まで待ち構えていると知ってミミが動揺しているじゃないか。

  「只能做好觉悟了……对了，姑且还是仔细检查一下身体吧？」

  「覚悟を決める他ないな……ああ、一応念入りにボディチェックとかしとく？」

  「就算在双手双脚被绑住，还被武器指着的情况下，你都能把伯爵家的公子砍死。要让你变得『安全』，除了把你的头砍下来以外，应该没有别的办法了吧？」

  「両手両足を拘束されて武器を突きつけられているような状況からでも伯爵家の子息を斬り殺す貴殿を『安全』にするには、首から上を切り離すくらいしか方法が無いのでは？」

  「你这女人说话真可怕……」

  「恐ろしいことを言う女だなお前は……」

  　所以才只有伊索尔蒂一个人在前面带路，其他近卫兵们为了随时能砍我，从侧面到后面都包围着我。

  　というか、それでか。先導しているのがイゾルデ一人で、他の近衛兵達がいつでも俺に斬りかかれるように真横から後ろにかけて包囲するように俺を取り囲んでいるのは。

  「就算你们这么警戒，我也没打算闹事啊」

  「こんなに警戒せんでも暴れるつもりは無いっつうのに」

  「为了保护皇室成员，我们近卫兵必须用尽一切手段」

  「帝室の御方々を守るためにあらゆる手を尽くすのが我々の責務なのでな」

  「这样啊……」

  「左様か……」

  　这也没办法。就老老实实被带走吧。

  　これはどうしようもないな。大人しく連れて行かれるとしよう。

  ☆★☆

  ☆★☆

  「久违了，船长希罗。你的活跃表现，朕也有所耳闻」

  「久しいな、キャプテン・ヒロ。お主の活躍は余の耳にも届いておるぞ」

  「久违了，皇帝陛下。希望没有听到什么丑闻，玷污了您的耳朵」

  「お久しゅう御座います、皇帝陛下。醜聞などが届いてお耳を汚していなければ良いのですが」

  　面对散发着领袖气质的混蛋皇帝陛下，我努力露出笑容，恭敬地回应。

  　
    
     溢
    あふれんばかりのカリスマオーラを発しているファッキン皇帝陛下に対し、俺は努めて笑みを浮かべながら恭しく応じる。

  「嗯嗯？可以哦？像平时一样称呼朕为Fucking　Emperor也行」

  「んん？　良いのだぞ？　いつも通り余のことをファッキンエンペラーと呼んでも」

  「哈哈哈，我听不懂您在说什么呢」

  「ハハハ、ナンノコトダカワカリマセンネー」

  　你是恶质跟踪狂吗。我应该只说过几次而已。

  　たちの悪いストーカーか何かかお前は。口に出して言ったことなんて数えるほどしか無い筈だぞ。

  「真的是一模一样……」

  「本当に
    
     瓜
    うり
    
     二
    ふたつなのだな……」

  「是啊，真的……你是蜜蜜小姐吧？」

  「ええ、本当に……ミミさんでしたね？」

  「是，是的……」

  「は、はひ……」

  「蜜蜜小姐，不用那么紧张」

  「ミミさん、そんなに緊張しなくても大丈夫ですよ」

  　蜜蜜被皇太子殿下夫妻和露西亚达皇女殿下围着，整个人都僵住了。虽然她已经习惯了露西亚达皇女殿下，但皇太子殿下和皇太子妃殿下是初次见面。会紧张得浑身僵硬也是没办法的事。

  　ミミはミミで皇太子殿下夫妻とルシアーダ皇女殿下に囲まれてガチガチになっているな。ルシアーダ皇女殿下にはある程度慣れているが、皇太子殿下と皇太子妃殿下とは初対面だからな。ガチガチに緊張するのも仕方のないことだろう。

  「那么皇帝陛下，您找我这种卑微的佣兵有什么事？」

  「それで皇帝陛下、私めのようなチンケな傭兵なんぞを呼び出して何の御用で？」

  　这里除了皇室成员以外，只有近卫兵。话虽如此，如果说话太无礼的话，近卫兵可能会真的砍死我，所以还是注意一下措辞。

  　ここには帝室の皆様方以外には近衛兵しかいない。とはいえあまり無礼な言葉遣いをすると本気で近衛兵に斬り殺されそうなので、そこそこに気を遣って話すことにしておく。

  「没什么，只是想见你一面。而且，也想让瓦尔特和露易丝看看蜜蜜的脸」

  「なに、一度顔を見ておこうと思っただけよ。それに、ヴァルターとルイーゼにもミミの顔を見せてやろうかとな」

  「原来如此。啊，这么说来，我见过您那位野丫头的妹妹」

  「なるほど。ああ、そう言えばお転婆の妹君に会いましたよ」

  「……什么？」

  「……なに？」

  「在前往边境领域之后，我顺路去了阿雷因星系。她以为我骗了蜜蜜，还把她强行带上船，最后还对她为所欲为，差点就要大打出手……实际上我们还真的用雷射枪互射，用剑互砍。」

  「最辺境領域に行った後、アレイン星系に立ち寄った時に。ミミを
    
     騙
    だまして無理矢理船に連れ込んだ挙げ句好き放題していると思われて、危うく殺し合いになるところでした……というか実際にレーザーガンをぶっ放して斬り結びました」

  「……唉，是那家伙啊。她应该早就隐居了吧。」

  「……はぁ。アレのことだ。もうとっくに雲隠れしているだろうな」

  　皇帝陛下揉着眉间，大大地叹了口气。那个老太婆真厉害，居然能让皇帝陛下叹气，这可不是一般人能做到的。

  　皇帝陛下が
    
     眉
    み
    
     間
    けんを
    
     揉
    もみ
    
     解
    ほぐしながら大きな
    
     溜
    ため
    
     息
    いきを
    
     吐
    つく。すげぇなあの
    
     婆
    ばあさん。天下の皇帝陛下に嘆息させるとか、そうできることじゃないぞ。

  「话说回来，你在利梅干得不错。值得嘉奖。」

  「そういえば、リーメイではよくやってくれたな。褒めて遣わす」

  「承蒙陛下褒奖，臣不胜感激。不过，我之所以会去利梅星系，其实也是因为妹妹的建议。她告诉我，那里是贩卖在阿雷因星系采购的高科技产品和医疗物资的好地方。」

  「お褒めに
    
     与
    あずかり恐悦至極。とは言っても、リーメイ星系に向かったのも実は妹君の助言が切っ掛けだったんですがね。アレイン星系で仕入れた高度な技術製品や医療物資を卸すのに良いところがあるよ、って感じで」

  「那家伙从以前就很机灵……不过，不管怎么说，还是得向你道谢。造成众多牺牲，都是朕的无德所致。」

  「アレは昔から目端が利くのだ……まぁ、何にせよ礼を言っておこう。多くの犠牲を出してしまったのは余の不徳のなすところであったな」

  「不是因为治理的无能贵族吗？」

  「治めていた能無し貴族のせいじゃないですかね？」

  「那个无能者之所以会治理殖民地，追根究柢还是朕的责任。马格涅利那家伙有点松懈。今后只能期待在现场长大的儿子了。」

  「その能無しがコロニーを治めていたというのが元を
    
     辿
    たどっていけば余の責任なのでな。マグネリめは少々脇が甘い。今後に関しては現場を見て育った
    
     倅
    せがれに期待するしかない」

  「哈特姆特卿吗？他是个爽快的男人。」

  「ハルトムート
    
     卿
    きようですか。あれは気持ちの良い男でしたよ」

  　虽然是帝国贵族，但从他对艾莉亚的态度来看，他对平民似乎没有隔阂。而且他似乎也对领民抱有慈爱之心，应该会成为一位好领主吧。虽然我有点担心他会不会因为太过温柔，而变得和父亲一样疏于防备。

  　帝国貴族だがアイリアへの対応を考えると平民に対する隔意もあまり無いようだしな。領民に対する慈しみの心も持っているようだし、あれは良い領主になるだろう。優しすぎて父親同様脇が甘いということにならないかだけが心配だが。

  「讨厌贵族的你都这么说了，那或许值得期待。」

  「貴族嫌いのお主の目から見てか。それは期待ができるかもしれぬな」

  「我并不讨厌贵族。」

  「別に嫌いじゃないですけどね、貴族は」

  「别说谎了。如果你不讨厌，早就对霍尔斯的千金或达莱恩瓦尔德的千金出手了吧。你都包养了两个矮人，就算对方是青涩的果实，你也会吃掉吧。」

  「
    
     噓
    うそを吐くな。それならとっくの昔にホールズの令嬢かダレインワルドの令嬢に手を出していただろう。ドワーフを二人も囲っているお主なら多少青い果実でも口にするのだろうしな」

  「陛下，别说这么露骨的话，我还有正值多愁善感年纪的孙女在场。」

  「生々しいのはやめましょうよ、陛下。多感な年頃のお孫さんもいるわけですし」

  　我一边看着不知何时打成一片，和乐融融地交流的皇太子一家和蜜蜜，一边向皇帝陛下进言。他们看起来好开心啊。我这边却得和不能大意的老爷子互相试探。

  　いつの間にか打ち解けて
    
     和
    わ
    
     気
    き
    
     藹
    あい
    
     々
    あいと交流している皇太子家族とミミを横目に見ながら皇帝陛下に進言する。あっちは楽しそうだなぁ。こっちは油断ならない
    
     爺
    じいさんと腹の探り合いになってるのに。

  「你都对蜜蜜出手了，现在说这个也太晚了吧？啊啊，一想到那个露出爽朗笑容的女孩被你的毒牙染指，我就觉得愤慨难平。」

  「ミミに手を出しておいて今更ではないか？　ああ、あのように朗らかな笑みを浮かべている娘がお主の
    
     毒
    どく
    
     牙
    がにかかっているのかと思うと、なんだか
    
     憤
    ふん
    
     懣
    まん遣る方無いな」

  「皇帝陛下，别开这种玩笑，我可不想被近卫骑士砍成肉酱。」

  「
    
     洒落
    しやれにならないからやめてくれ皇帝陛下。近衛騎士に切り刻まれるのは御免だ」

  「你又不是会乖乖被砍的人？」

  「大人しく切り刻まれるお主ではあるまい？」

  　皇帝陛下说完，对我投以意味深长的视线。这个大叔，是不是已经掌握了我的灵能能力？不过这也是理所当然的。毕竟我在最边境领域完成工作后，就不再隐瞒了。

  　そう言って皇帝陛下が意味ありげな視線を向けてくる。このおっさん、俺のサイオニック能力に関しても何か
    
     摑
    つかんでるな？　まぁ当たり前か。最辺境領域での仕事を終えてからはあまり隠してもいないしな。

  「这要等时候到了才知道。对了，陛下，我最近想去韦尔扎鲁斯神圣帝国一趟。」

  「それはその時にならないとわかりませんね。ところで陛下、近いうちにヴェルザルス神聖帝国に行きたいんですが」

  「怎么？在和霍尔斯的女儿或达莱恩瓦尔德的女儿正式建立关系前，想私奔吗？」

  「なんだ？　ホールズの娘やダレインワルドの娘と本格的な関係になる前に逐電するのか？」

  「不是。我家不是有个巫女吗？我想让她回故乡一趟，而且如您所知，我想知道关于我的灵能能力和出身的详细情报。我打算短时间内就回来。」

  「ちがいます。うちに
    
     巫
    み
    
     女
    こがいるでしょう？　あの子に里帰りをさせてやりたいのと、ご
    
     存
    ぞん
    
     知
    じの通り俺のサイオニック能力関連や出自の関連で何か詳細な情報がありはしないかと思いましてね。短期間で帰ってくるつもりです」

  「嗯……我先声明，我无意妨碍你。毕竟和你这种人作对，通常不会有好下场。」

  「ふむ……邪魔立てをするつもりはないとだけ言っておこう。お主のような手合いを敵に回すと大体ろくなことにならぬのでな」

  　我认为皇帝陛下的判断是正确的。毕竟一个不小心，有可能会炸飞一个或多个恒星系。就算没有，也不知道我的命运操作能力会如何发挥作用。

  　皇帝陛下の判断は正しいと思う。下手すりゃ恒星系を一つ、ないし複数吹き飛ばす可能性があるわけだからな。そうでなくとも俺の運命操作能力がどう作用するかわかったもんじゃない。

  「多谢。等我回来，会一如既往地在帝国的角落里到处收拾那些宙贼的」

  「それはどうも。帰ってきたら今まで通り帝国の隅っこで暴れている宙賊どもを始末して回りますんで」

  「我会期待的」

  「期待しておこう」

  　皇帝陛下说完，露出了坏笑。真讨厌，他肯定又在打什么鬼主意。

  　そう言って皇帝陛下はニヤリと笑みを浮かべた。嫌だなぁ、また何か
    
     企
    たくらんでそうだ。

  ☆★☆

  ☆★☆

  「还有许多皇室相关人士想和你们见面聊聊。下次来帝都的时候，可以多留几天哦」

  「他にもお主らと顔を合わせて話してみたいという帝室関係者は多いのでな。今度帝都に来た時にはもう少しゆっくりとしていくが良いぞ」

  「哈哈哈，真是荣幸之至」

  「ハハハ、アリガタキシアワセ」

  　绝对不要！我再也不来了，笨蛋！我的胃都要穿孔了！

  　絶っ
    
     対
    てぇー嫌だ！　もう来ねーよバーカ！　俺の胃に穴が空くわ！

  　我一边对笑嘻嘻的Fucking皇帝回以纯度100%的假笑，一边在心中大喊。

  　ニヤニヤとした笑みを絶やさないファッキンエンペラーに純度１００％の作り笑いを返しながら心の中で叫ぶ。

  「你们可以住下来的……我也会让人为你们准备房间的。对吧？母皇」

  「泊まっていったら良いのに……部屋も用意させますよ。ね？　母上」

  「我也希望你们能住下来，但蜜蜜小姐和船长也有自己的安排。不能勉强他们，露西亚达」

  「私もそうして欲しいとは思っていますが、ミミさんやキャプテンにも都合があるでしょうから。無理強いはできませんよ、ルシアーダ」

  「蜜蜜君，如果有什么困难，随时都可以告诉我。虽然我可能比不上你的父母，但我会尽全力帮助你的」

  「ミミくん、
    
     辛
    つらいことがあったらいつでも言ってきなさい。ご両親には及ばないかもしれないが、力の限り手助けをするからね」

  　蜜蜜也被皇太子夫妇和露西亚达皇女殿下挽留，还被他们用认真的语气发表了保护宣言，看起来很辛苦。虽然她保持着笑容，但我知道她相当为难。

  　ミミはミミで皇太子夫妻とルシアーダ皇女殿下に引き留められたりマジトーンの保護宣言をされたりと大変そうであった。笑顔を保ってはいるけど、あれは相当困ってるな。俺にはわかる。

  　话说，瓦尔特皇太子殿下真是让人受不了。他对我和与他亲生女儿长得一模一样的蜜蜜之间的亲密关系，露骨地投来怀疑的视线。

  　というか、マジでヴァルター皇太子殿下には参った。実の娘と瓜二つのミミと懇ろな関係になっている俺に対して露骨に
    
     胡
    う
    
     乱
    ろんな視線を向けてくるんだよ、あの人。

  　虽然他心情肯定不好，但还是希望他不要用那种露骨的「要不要宰了这家伙」的视线看我。这可不是闹着玩的。被下任皇帝陛下瞪着看，寿命都要缩短了。

  　そりゃ良い気分にはならないだろうが、露骨に「こいつぶっ殺そうかな」みたいな視線を向けてくるのはやめて頂きたい。マジで洒落にならんので。次期皇帝陛下に睨まれるとか寿命が縮むわ。

  　在太阳差不多要下山的时候，我和蜜蜜终于从皇室成员们那里解放出来，由以女性近卫骑士伊索尔蒂为首的皇家护卫们带领着我们离开了帝城。

  　そろそろ
    
     陽
    ひも落ちるというか落ちた頃、ようやっとロイヤルな人々から解放された俺とミミは近衛女性騎士のイゾルデをはじめとするロイヤルガードの皆々様に案内されて帝城を出ることができた。

  　他们连回程的交通工具都准备好了，实在是无微不至，但我和蜜蜜在回程的车内也疲惫到几乎没说上话。不过，虽然没说上话，但我和蜜蜜靠在一起，所以完全不觉得寂寞。我们都在寻求彼此的平静。

  　帰りの足までしっかりと用意してくださって実に至れり尽くせりだったが、帰りの車内でもミミとの間に
    
     殆
    ほとんど会話が発生しない程度には疲労
    
     困
    こん
    
     憊
    ぱいであった。もっとも、会話が発生しないだけでミミとは身を寄せ合っていたので、寂しいことは全く無かったが。お互いに静かな癒やしを求めていたのだ、俺達は。

  「辛苦了——你们两个的眼神都死掉了呢。」

  「お疲れ様──って二人とも目が死んでるわよ」

  「和巨大宇宙帝国的最高权力者家族相处了几个小时，任谁都会变成这样。」

  「数時間にもわたって巨大な宇宙帝国の最高権力者ファミリーと過ごせば誰だってこうなる」

  「您、您辛苦了，主公。」

  「お、お疲れ様です、我が君」

  　出来迎接我和蜜蜜的艾尔玛和库姬都一脸僵硬。看来我和蜜蜜的脸色相当难看。虽然在回程的车上我们靠在一起互相补充了某种气力，但看来还是完全不够。

  　俺とミミを出迎えてくれたエルマとクギが揃って顔を引きつらせている。どうやら俺とミミの顔色は相当悪いらしい。帰りの車内で互いに身を寄せ合って気力的な何かを充電しあっていたのだが、全く足りてないな、これは。

  「总之我先去换衣服。不管怎样，我想尽快离开帝都，所以尽可能做好出港准备」

  「とりあえず着替えてくる。何にせよとっとと帝都からは
    
     発
    たちたいから、可能な限り出港準備を進める方向で」

  「Aye Aye, Sir，梅伊也没问题吧？」

  「アイアイサー、メイも良いわね？」

  『明白了。我会做好出港准备』

  『承知致しました。出港準備を進めます』

  　艾尔玛朝着天花板说话，随后不知从哪里传来了梅伊的声音。舷梯附近安装了不少传感器和扬声器，梅伊应该是利用了那些设备来掌握我们的对话。

  　エルマが天井に向けて話しかけると、どこからかメイの声が響いてきた。タラップ近くにはセンサーやスピーカーの類が結構な数設置されているので、その辺のものを使ってメイは俺達の会話を把握していたのだろう。

  　不管怎样，穿着礼服没法放松，所以我赶紧回房间换上了平时的衣服。虽然心情上很想冲个澡……还是冲一下吧。出港准备交给艾尔玛和梅伊就没问题了。

  　何にせよ礼服のままでは
    
     寛
    くつろぐことも出来ないので、さっさと部屋に戻っていつもの格好に着替える。気分的にはシャワーも浴びたいところだが……浴びちまうか。出港準備はエルマとメイに任せておけば万事問題ないだろうし。

  「啊，希罗大人……」

  「あ、ヒロ様……」

  「蜜蜜也和我想法一致吗」

  「ミミも考えることは同じか」

  「好像是的」

  「みたいですね」

  　我在淋浴室前碰巧遇到了蜜蜜，我们互相无力地笑了笑。难得有这个机会，就别冲澡了，好好泡个澡吧。两个人一起悠闲地泡澡，应该也能恢复精神。

  　シャワー室前でばったりと会ったミミと互いに力なく笑い合う。折角だからシャワーではなく、しっかりと
    
     風
    ふ
    
     呂
    ろに入るとしよう。二人でゆっくり風呂に
    
     浸
    つかれば元気も出てくるだろうしな。

  ☆★☆

  ☆★☆

  「好，稍微复活了。」

  「よし、ちょっと復活」

  「复活了！」

  「復活ですっ」

  　和蜜蜜两个人一起悠闲地泡了澡后，我恢复了精神。果然泡澡和肌肤接触是最棒的，让我涌起了活下去的活力。

  　ミミと二人でゆっくりと風呂に入ったら元気が出た。やはり風呂とスキンシップは最高だな。生きる活力が湧いてくる。

  「你们是好好地亲热了一番吗？真羡慕啊。」

  「じっくりしっぽりってわけかい？　
    
     羨
    うらやましいねぇ」

  「才没有亲热呢……」

  「しっぽりはしてねぇよ……」

  
   [image: ]
  

  　我用苦笑回应涅薇的调侃。我们两个真的都没有那种精神啦。尤其是蜜蜜，她一直都在应付皇太子夫妇和露西亚达皇女殿下这三个人。对于原本就是小市民，或者说拥有模范帝国臣民思维的蜜蜜来说，那段时间似乎让她非常心累。

  　ネーヴェの茶々入れに苦笑を返す。お互いにそこまでの元気はなかったんだよ、本当に。特にミミはずっと皇太子夫妻とルシアーダ皇女殿下の三人を相手にしていたからな。元々小市民的というか、割と模範的な帝国臣民マインドを持っているミミとしては心労甚だしい一時であったようだ。

  「真是辛苦你们了。不过，不好意思在你们累的时候打扰，结果你们要怎么行动？」

  「お疲れ様やね、ほんと。で、お疲れのところ悪いんやけど、結局どう動くん？」

  「总之，我们的主要目标是前往韦尔扎鲁斯神圣帝国。但是，也不能忽视达莱恩瓦尔德伯爵家和霍尔斯侯爵家，所以要先和两家取得联系。什么都不说就离开帝国，怎么想都很不妙。」

  「とりあえずはヴェルザルス神聖帝国行きを主目標とする。ただ、ダレインワルド伯爵家とホールズ侯爵家を
    
     蔑
    ないがしろにするわけにもいかないから、まずは両家とコンタクトを取ってからだな。何も言わずに帝国を出たらどう考えてもまずい」

  　毕竟有可能被理解成皇帝陛下说的那样。要是被认为在婚约之前就逃往他国，各方面都会很不妙。确实会砸了两家的招牌。贵族这种东西也有面子上的问题，光是想象后果就让人害怕。

  　皇帝陛下の言った通りに受け取られる恐れがあるからな。婚約を前にして他国に逐電した、などと思われたら色々とまずい。確実に両家の
    
     面子
    メンツを
    
     潰
    つぶすことになる。貴族なんてのは面子商売みたいなところもあるから、そんなことをしたらどうなるのか想像するだけでも恐ろしいわ。

  「那明天要出门吗？」

  「それじゃあ明日はお出かけですか」

  「是啊。不过，我一个人去也不太好吧？」

  「そうだな。ただ、俺一人で行くのもあまり具合が良くないよな？」

  「不好说……老实说，以贵族婚礼的角度来看，这种模式相当特殊，我很难判断。」

  「どうかしら……正直、貴族の婚礼という意味で
    
     捉
    とらえるとかなり特殊なパターンだから、私じゃ判断が難しいわね」

  「毕竟入赘的当事人已经结婚，还和多名女性有事实婚姻关系……话说，不只是达莱恩瓦尔德伯爵家和霍尔斯侯爵家，艾尔玛君的威尔罗斯子爵家也得通知一声吧？」

  「婿入りする当人が既婚かつ複数の女性と事実婚関係だものねぇ……というか、ダレインワルド伯爵家とホールズ侯爵家だけでなく、エルマくんのウィルローズ子爵家にも話を通さないといけないんじゃないかな？」

  「那边我会去说，没问题的。不管怎么说，你都得去一趟德克瑟星系的达莱恩瓦尔德本家，和达莱恩瓦尔德伯爵本人见个面。当然，克莉丝也要一起去。」

  「そっちは私が話しておくから大丈夫よ。何にせよデクサー星系のダレインワルド本家には一度足を運んで、ダレインワルド伯爵本人と顔を合わせる必要はあるでしょうね。
    
     勿
    もち
    
     論
    ろん、クリスも一緒にね」

  「那么，总之在帝都必须先去霍尔斯侯爵家打个招呼和说明情况。希罗君一个人去是不行的，要同行的话，艾尔玛君是首选吧？」

  「それじゃあ、とりあえず帝都で済ませなきゃならない用事はホールズ侯爵家への
    
     挨
    あい
    
     拶
    さつと説明だけだねぇ。ヒロくんが一人で行くのは論外として、同行するならまずエルマくんが当確ってところかな？」

  「是啊。再加上作为船长的随从，梅伊也一起去的话就万无一失了吧」

  「そうだね。プラスでキャプテンの従者としてメイがついていけば万全じゃないかな」

  　我们佣兵团的智囊团正在讨论今后的行动。这种时候能有这么多可以思考的人才真是帮大忙了。虽然我也是个爱思考的人，但脑子并不怎么好使。

  　我が
    
     傭
    よう
    
     兵
    へい団のインテリ勢が今後の動きについて話し合ってくれている。こういう時に考えるのを任せられる人材が多いのは本当に助かるよな。俺も色々と考え込む方ではあるが、あんまり頭が良いわけではないし。

  　讨论的结果是，明天先和克莉丝联系，商量一下去德克瑟星系的达莱恩瓦尔德本家的事，同时通过瑟琳娜预约霍尔斯侯爵家的会面。艾尔玛说她会在今晚联系威尔罗斯子爵家。

  　話し合いの結果、とりあえず明日はクリスと連絡を取ってデクサー星系のダレインワルド本家行きについて相談し、同時にセレナ経由でホールズ侯爵家とのアポイントメントを取るということに決まった。ウィルローズ子爵家への連絡は今晩のうちにエルマがしておいてくれるそうだ。

  「艾尔玛真是辛苦了……真的非常感谢」

  「エルマには苦労をかけるな……本当にありがとう」

  「这点小事没什么啦。比起这个，你明天之前可要好好振作起来啊？要是以这种萎靡不振的状态去见霍尔斯侯爵，会被看扁的」

  「別にこれくらいなんでもないわよ。それよりあんたは明日までにはちゃんとシャキッとしときなさいよ？　そんなしょぼしょぼヘロヘロの状態でホールズ侯爵と会ったら足元見られるわよ」

  「好」

  「うっす」

  　我自认为已经恢复得差不多了，但看在艾尔玛眼里我似乎还很虚弱。确实，要是被那个可疑到不行的侯爵阁下抓住弱点就太危险了……就听从她的忠告，今天好好养精蓄锐吧。

  　結構復活したつもりだったんだが、エルマから見ると俺はまだ弱っているらしい。確かにあの
    
     胡
    う
    
     散
    さん
    
     臭
    くささ全開の侯爵閣下に足元を見られるのは危険すぎるな……忠告通り、今日のところはしっかりと英気を養うとしよう。

 
  ＃8：霍尔斯侯爵家的人们

  ＃８：ホールズ侯爵家の人々

  　第二天，我们各自开始着手自己的任务。蜜蜜和克莉丝商量前往德克瑟星系的事宜。蒂娜和薇丝卡准备出港，涅薇一边接受她们的指导一边帮忙。库姬联系位于帝都的韦尔扎鲁斯神圣帝国大使馆，商量前往韦尔扎鲁斯神圣帝国的事宜并办理手续。翔子医师准备涅薇的治疗用材料，以及医疗物资。

  　翌日、俺達は各々のタスクをこなすべく動き出した。ミミはデクサー星系行きに関してクリスと相談。ティーナとウィスカは出港の準備を進め、ネーヴェは二人からレクチャーを受けつつお手伝い。クギは帝都にあるヴェルザルス神聖帝国の大使館に連絡を取り、ヴェルザルス神聖帝国に行くための相談と手続き。ショーコ先生はネーヴェの治療に使う資材に加え、医療物資の手配。

  　而我和艾尔玛，还有梅伊则负责联系瑟琳娜，尝试与霍尔斯侯爵家接触。

  　そして俺とエルマ、それにメイはセレナと連絡を取ってホールズ侯爵家に接触を図ると。

  「只是稍微出个远门就闹得这么大。所谓的束缚还真是麻烦啊。」

  「ちょっと遠出するだけでこの大騒ぎだ。まったくもってしがらみってのは面倒なもんだよな」

  「我也是因为觉得麻烦才离家出走的，所以很能理解你的心情……」

  「私もこういうのが面倒で家を飛び出したクチだから、言いたいことはよくわかるけどね……」

  　今天我和艾尔玛的服装虽然没有昨天那么正式，但比平时的打扮更正式。嗯，就是所谓的军服。因为不能被误认为帝国航宙军的中士，所以设计和他们的不一样。

  　本日の俺とエルマの服装は昨日ほどカッチリしたものではないが、いつもの格好よりはフォーマルな服装となっている。まぁ、
    
     所
    いわ
    
     謂
    ゆる軍服っぽい格好だな。帝国航宙軍の士官なんかと間違われてはいけないから、彼らのものとはデザインが異なるものだが。

  「你们还真是口无遮拦啊……」

  「
    
     貴方
    あなた達、言いたい放題ですね……」

  　在奔驰于空中的高级轿车里，坐在我们对面的瑟琳娜用鄙视的眼神看着我们说道。

  　空中を走るリムジンのような高級車の中、俺達の対面に座ったセレナがジト目を向けながらそう言ってくる。

  　一大早就接到我们联络的瑟琳娜，为了让我们能和自己的父亲霍尔斯侯爵见面，费尽了千辛万苦调整了霍尔斯侯爵的行程。我们只是发了一条信息就让她做了这么大的工作，再加上我们一副不情愿的态度，她肯定有很多话想说。

  　朝一番に俺達からの連絡を受けたセレナは自分の父親であるホールズ侯爵のスケジュールに俺達との面会をねじ込むというとんでもない苦労をしたわけで、メッセージ一つでそんな大仕事をさせられた上に、いかにも乗り気ではない俺達の態度に言いたいことの一つや二つや三つくらいはあるのだろう。

  「不，对于你为了我们突然的请求而费尽心思，我真的很感谢你。今天还能再见到瑟琳娜，我也很高兴。」

  「いや、突然の申し出に骨を折ってくれたことには感謝してるよ、本当に。今日もまたセレナの顔を見られて
    
     嬉
    うれしいとも思ってる」

  「……谁知道呢。」

  「……どうだか」

  　瑟琳娜红着脸把头扭向一边。我并不是在拍马屁，而是真的这么想。因为瑟琳娜的职务关系，她不能像其他船员一样整天粘着我。不过克莉丝也一样就是了。

  　そう言ってセレナは顔を赤くしながらそっぽを向いてしまった。別におべっかを使ったとかそういうわけではなく本当にそう思っているんだけどな。セレナの職務の関係上、クルーの皆と同じようにべったりってわけにはいかないし。それはまぁ、クリスも同じなんだけど。

  「你刚才在想别的女人对吧……？」

  「いま、ほかのおんなのことをかんがえましたね……？」

  「她就在你旁边……突然提高湿度很可怕，可以不要这样吗？」

  「それどころか隣にいますけど……急に湿度高くなるの怖いんでやめてもらっていいですか」

  　明明没有灵能能力，却能准确地读出我的想法，这也太可怕了。这就是女人的直觉吗？不，瑟琳娜的话，也有可能是强化过的感觉捕捉到了我所不知道的某种东西。

  　サイオニック能力があるわけでもないのに俺の考えを的確に読んでくるとか怖すぎるんだが。これが女の勘というやつだろうか？　いや、セレナのことだから強化された感覚で俺にはわからない何かを捉えた可能性もあるが。

  「真是的……为什么我会喜欢上这种人呢？」

  「まったく……どうしてこんなのに引っかかっちゃったんでしょうね？」

  「哎呀，不喜欢的话可以离开哦？」

  「あら、嫌なら離れても良いのよ？」

  「……你再不对我温柔一点，我就要哭了哦？这样好吗？我会大声哭出来哦？我会躺在地上耍赖哦？就在你家门口。」

  「……もう少し優しくしてくれないと泣きますよ？　良いんですか？　大声で泣きますよ？　地面に寝転んで駄々をこねますよ？　我が家の前で」

  「好可怕的威胁……」

  「恐ろしい脅し文句を使うわね……」

  　艾尔玛被瑟琳娜的强烈威胁吓得脸色僵硬。要是她真的那么做，不知道劳伦兹氏会说什么，所以真心希望她别那么做。

  　セレナの強烈な脅し文句にエルマが引きつった顔でドン引きしている。本当にそんなことをやられた日にはラウレンツ氏に何を言われるかわかったものではないので本気でやめて欲しい。

  「要是真的那么做，包含婚约在内，主人和瑟琳娜大人的关系很有可能会被彻底切断，所以瑟琳娜大人不会那么做。这种时候应该更直接地撒娇，瑟琳娜大人。」

  「そのようなことを実行した場合、婚約を含めてご主人様とセレナ様の関係が徹底的に断ち切られる可能性が高いので、セレナ様はそんなことはなさりません。そういう時はもっと
    
     直
    ちよく
    
     截
    せつに甘えると良いですよ、セレナ様」

  「……」

  「……」

  「别用怨恨的眼神看我……来，要坐我旁边吗？」

  「俺に恨めしげな視線を向けないでくれ……ほら、隣に座るか？」

  「……要。」

  「……座る」

  　瑟琳娜从对面的座位移动到我旁边，紧紧抱住我的手臂靠过来。顺带一提，刚才坐在那个位子的梅伊若无其事地移动到瑟琳娜刚才坐的位子。

  　対面から俺の隣の席に移動してきたセレナが俺の腕をぎゅっと抱いて寄りかかってくる。ちなみに、今までその場所に座っていたメイはしれっと先程までセレナが座っていた席へと移動していた。

  「大白天就让两个女人服侍，你身份很高嘛？」

  「日も高いうちから二人も女を
    
     侍
    はべらせて良い身分ね？」

  「是吗……？嗯，是啊。」

  「せやろか……？　まぁ、せやな」

  　除了这两位美女都是拥有堪比棕熊的臂力的可怕女人以外，确实很幸福。不，就算扣掉这一点，还是很幸福。可惜我和她们都穿着比较合身的衣服，所以无法尽情享受触感。

  　その二人の美女がどちらもヒグマめいた
    
     膂
    りよ
    
     力
    りよくを有した恐ろしい女であるということを除けばそうだな。いや、それを差し引いても幸せなことなんだが。俺を含めて二人とも結構かっちりとした服を着ているから、あまり感触を楽しめないのが残念だ。

  ☆★☆

  ☆★☆

  「不好意思，我太忙了，真的抽不出时间。我们赶紧进入正题吧」

  「すまないが多忙でね、本当に時間が取れないんだよ。さっそく本題に入ろうか」

  　我们到达霍尔斯侯爵家的宅邸——与其说是宅邸，不如说是像一栋巨大的高楼——后，被带到一个像是客厅的地方，劳伦兹氏一出现就立刻切入正题。瑟琳娜似乎一大早就联系了他，立刻就安排好了时间，看来是真的没有时间。

  　ホールズ侯爵家の屋敷──屋敷というか巨大なビルめいた構造体だが──に到着し、客間のような場所に案内されるなりすぐに現れたラウレンツ氏がそう切り出してきた。セレナも朝一番に連絡を取ってすぐに予定をねじ込んだようだから、本当に時間がないんだろうな。

  「我计划离开帝国一段时间，所以过来报告和商量一下」

  「少しの間帝国を離れる予定ができたので、その報告と相談をしにきました」

  「离开帝国？」

  「帝国を？」

  「是的。我的船员中有一位韦尔扎鲁斯神圣帝国的巫女。她说神圣帝国里有和我的出身有关的情报。我想去确认一下，顺便——算了，事到如今也没什么好隐瞒的，顺便去修炼一下我的灵能能力。还有就是，她也想回老家一趟」

  「はい。うちのクルーにヴェルザルス神聖帝国の
    
     巫
    み
    
     女
    こがいまして。彼女
    
     曰
    いわく、俺の出自に関する情報が神聖帝国にあるということでしてね。その確認と、俺の──まぁ、今更隠すことじゃ無いか。俺のサイオニック能力の修練なんかもついでにしてこようかと。あとは、彼女の里帰りという側面もあります」

  「在这个时候吗？」

  「このタイミングでかね？」

  　劳伦兹氏歪着头表示不解。确实，现在是已经订婚的时期，去其他国家的话会被人怀疑。这也没办法。

  　ラウレンツ氏が首を
    
     傾
    かしげる。確かに婚約が決まったこのタイミングで他国に行くというのは勘ぐられるよな。それは仕方ない。

  「因为是这个时期嘛。反正我必须去和达莱恩瓦尔德伯爵打个照面，所以想顺便去一趟」

  「このタイミングだからですね。どちらにせよダレインワルド伯爵との顔合わせにも行かなければならないんで、そのついでに足を延ばそうかと」

  「嗯……好吧，应该没问题。你不会是想直接私奔吧？」

  「ふむ……まぁ、良いのではないかな。そのまま逐電しようというわけじゃないのだよね？」

  「当然不是。如果我有这个打算，早就什么都不说直接把瑟琳娜掳走，扬帆远航了」

  「勿論。そのつもりなら何も言わずにセレナを
    
     攫
    さらって
    
     尻
    しりに帆をかけてすっ飛んでいってますよ」

  　虽然自己这么说，但感觉这样也不错。把瑟琳娜和克莉丝掳走，逃到韦尔扎鲁斯神圣帝国，过着衣来伸手饭来张口的悠闲隐居生活。嗯，虽然不错，但刺激性不够，估计不到三个月就会厌倦。

  　自分で言ってなんだが、それも悪くないような気がしてきたな。セレナとクリスを攫ってヴェルザルス神聖帝国に逃げ込んで
    
     上
    あげ
    
     膳
    ぜん
    
     据
    すえ
    
     膳
    ぜんの悠々自適な引退生活か。うーん、悪くないがスリルが足りなくて三ヶ月と
    
     経
    たたずに飽きそうだな。

  「那倒也是。那我就没什么好说的了。回来之后联系我一下。这段时间我会把能做的事情先做好的」

  「それもそうだね。なら私から言うことはないかな。戻り次第連絡をくれれば良いよ。その間にこちらでできることは進めておくからね」

  「麻烦您了」

  「お手数をおかけします」

  　他指的是结婚相关的准备，以及和达莱恩瓦尔德伯爵家，威尔罗斯子爵家的交涉吧。这下我可抬不起头了。

  　結婚関連の準備やダレインワルド伯爵家、ウィルローズ子爵家とのやりとりのことだろうな。これは頭が上がらなくなりそうだ。

  「这点小事不算什么。要是让你在那方面费心的话，霍尔斯侯爵家的面子可就丢大了……哎呀，不好意思，时间到了。之后的事情就交给瑟琳娜了。可以吧？」

  「まぁ、それくらいの面倒はね。そっち方面で君に苦労をさせたらホールズ侯爵家の
    
     甲
    か
    
     斐
    い
    
     性
    しようを疑われてしまうから……おっと、すまないが時間だ。後のことはセレナに任せるよ。良いね？」

  「好的，父亲大人」

  「はい、お父様」

  「嗯，那我先走了。希罗君，还有艾尔玛小姐。下次有时间的话，再慢慢听你们讲旅途中的故事吧」

  「うん、それではね。ヒロ君、それにエルマ嬢も。今度、時間がある時にゆっくりと旅の話を聞かせてくれ」

  　说完，劳伦兹氏离开了接待室。他应该真的是在百忙之中抽出时间来见我们的。真是不好意思。

  　そう言ってラウレンツ氏は応接間から去っていった。本当に忙しいところに予定をねじ込んだんだろうな。申し訳ない。

  「好，那我们也不能再给劳伦兹氏添麻烦了，就先告辞吧」

  「よし、それじゃあこれ以上ご迷惑をかけてもいけないし、お
    
     暇
    いとましようか」

  「那怎么行……」

  「そうはいかないでしょ……」

  「也是」

  「ですよね」

  　我顺着一脸无奈的艾尔玛的视线看过去，发现瑟琳娜正鼓着脸颊生闷气。

  　
    
     呆
    あきれたような表情のエルマが視線を向けている先を見ると、そこには頰を膨らませてむくれているセレナの姿があった。

  「抱歉，我开玩笑的。我知道都到这里来了，不和你的家人打个招呼就回去是不行的」

  「すまん、冗談だ。ここまで来てご家族に挨拶もなしに帰るわけにはいかないのはわかってるから」

  「你真的这么想？嫌麻烦的话就算了哦？反正之后父亲大人母亲大人和兄弟姐妹们都会对我冷嘲热讽的」

  「本当にそう思ってます？　面倒くさいならいいですよ？　私が後でお父様やお母様や兄弟姉妹にちくちくと嫌味を言われるだけですし？」

  「知道了知道了。真的很抱歉。我不该开这种玩笑的。原谅我吧」

  「わかったわかった。本当に悪かった。冗談でも言うべきじゃなかった。許してくれ」

  　今天的瑟琳娜比平时还要麻烦三成左右！难道她和家人的关系不好吗？我最好还是注意一点。

  　今日のセレナは面倒くささが当社比三割増しくらいになってるな！　もしかしたら家族との関係が悪いんだろうか？　ちょっと気をつけたほうが良さそうだな。

  ☆★☆

  ☆★☆

  「为什么会变成这样……」

  「どうしてこんなことに……」

  　死尸累累。看着这副可以用这个词来形容的景象，我不禁叹了口气。有人的肩骨和指骨被打碎，发出呻吟；有人吐着血颤抖；有人用没有开锋的金属剑当拐杖，勉强撑住身体，单膝跪在地上。除此之外还有许多伤者。虽然没有立刻死亡的重伤者，但这些伤势也绝对不轻。

  　
    
     死
    し
    
     屍
    し累々。そう表現するのが妥当な光景に俺は
    
     溜
    ため
    
     息
    いきを
    
     吐
    ついた。肩の骨や指の骨を砕かれて
    
     呻
    うめく者、
    
     血
    ち
    
     反
    へ
    
     吐
    どを吐いて震えている者、刃引きされた金属製の剣を
    
     杖
    つえに辛うじて倒れず、
    
     片
    かた
    
     膝
    ひざを地面に突いて
    
     蹲
    うずくまっている者、その他にも
    
     怪
    け
    
     我
    が
    
     人
    にん多数。直ちに死ぬような重傷者はいないが、さりとて決して浅い傷ではないものばかりだ。

  　我的身体也到处都在痛。虽然没有被直接击中，但剑尖擦过好几次。就算是没有开锋的剑，也是用贵族的臂力挥舞的。那些斩击轻易地撕裂我的衣服，让我的身体受伤。啊啊，这件衣服是我为数不多的外出服啊……

  　俺の方も
    
     身体
    からだのあちこちが痛い。攻撃をまともに
    
     貰
    もらうようなことは無かったが、剣先が
    
     掠
    かすめたことは何度もあった。いくら刃引きされた剣とはいえ貴族の膂力で振るわれたのだ。その斬撃は容易に俺の服を引き裂き、身体に傷を負わせた。ああ、この服は数少ないよそ行き用の服なのに……。

  　为什么来跟家人打招呼，会变成这种惨烈的场面呢？那是因为——

  　どうして家族への
    
     挨
    あい
    
     拶
    さつに来てこんな修羅場になっているのか？　それはな。

  ☆★☆

  ☆★☆

  　瑟琳娜有些闹别扭地把我带到一个摆满雅致家具，像是接待室的地方。这就是所谓的沙龙吗？

  　
    
     不
    ふ
    
     貞
    て
    
     腐
    くされ気味のセレナに最初に案内されたのは
    
     瀟
    しよう
    
     洒
    しやなインテリアがふんだんに配置された応接室のような場所だった。これはアレだろうか、所謂サロンというやつだろうか？

  「你来了啊。来，到这边来，让我看看你的脸」

  「よく来てくれたわね。さぁ、こっちに来て顔を見せて
    
     頂
    ちよう
    
     戴
    だい」

  　一进房间，房间深处就传来了声音。在深处，阳光充足的地方有几位女性——阳光充足？不对，这里应该是接近巨大构造体中心部的地方，不可能有阳光照进来。也就是说，那道光是类似人工太阳灯的东西吗？那这里是沙龙兼阳光房吗？真是个让人搞不懂概念的房间。

  　入るなり、すぐに部屋の奥から声をかけられる。奥の方、日当たりの良い場所に何人かの女性が──日当たり？　いや、ここは巨大な構造体の中心部に近い場所の
    
     筈
    はずだから、日光なんて差すわけがない。となると、あの光は所謂人工太陽灯のようなものなのだろうか？　じゃあここサロン兼サンルームなのか？　よくわからんコンセプトの部屋だな。

  　我一边想着这些事一边往有人的地方移动，那里有三位美女。该说是华丽吗？三位都是那种充满气质的美人。因为比瑟琳娜年长，所以是她的姐姐吗？

  　そんな事を考えながら人の気配がする方に移動すると、そこには三人の美女がいた。ゴージャスとでも言えば良いのか？　三人が三人ともこう、気品に
    
     溢
    あふれる感じの美人さんだ。セレナよりも年上だろうから、彼女の姉とかだろうか？

  「我按照约定把人带来了哦，母亲大人」

  「約束通り、連れてきましたよ。お母様」

  「母亲大人……母亲大人！？」

  「おかあさま……おかあさまぁっ!?」

  「你为什么那么吃惊啊」

  「何をそんなに驚いているんですか」

  　瑟琳娜一脸诧异地向发出惊愕声音的我问道。

  　
    
     驚
    きよう
    
     愕
    がくの声を上げた俺にセレナが
    
     怪
    け
    
     訝
    げんな表情でそう聞いてくる。

  「不，你问我为什么……母亲大人，也就是说，瑟琳娜的妈妈……是吗！？」

  「いや、何をって……お母様ってことは、セレナのお母さん……ってコト!?」

  「是啊……这边是父亲大人的第一夫人安妮莉洁丝母亲大人，这边是第二夫人，我的生母希儿德加尔德母亲大人，然后这边是第三夫人贝娅特丽克丝母亲大人」

  「そうですけど……こちらが父上の第一夫人のアンネリーゼお母様、こちらが第二夫人で私の生みの親であるヒルデガルドお母様、そしてこちらが第三婦人のベアトリクスお母様です」

  　被瑟琳娜介绍的三位义姐……更正，是义母们分别优雅地向我打了招呼，我也回应了她们。虽然我因为这惊人的景象而动摇不已。

  　紹介された三人のお
    
     義
    ね
    
     姉
    えさん……もといお
    
     義
    か
    
     母
    あさん達がそれぞれ優雅な挨拶をしてくれたので、こちらもそれに応じて挨拶をする。俺は驚愕の光景に動揺しまくりだったが。

  「有那么值得惊讶吗？」

  「そんなに驚くことだったかしら？」

  　第一夫人安妮莉洁丝小姐这么问我，我点了点头，坦率地说出了自己的感想。

  　第一夫人のアンネリーゼさんがそう聞いてきたので、俺は
    
     頷
    うなずきながら素直な感想を言うことにした。

  「非常惊讶。因为大家都很年轻漂亮。说实话，我到现在都还不敢相信她们是瑟琳娜的母亲……我还以为是姐姐」

  「
    
     凄
    すごく驚きましたね。皆さんとても若くて
    
     綺
    き
    
     麗
    れいなので。正直、セレナのお母さんだというのが
    
     未
    いまだに信じられないくらいで……お姉さんかと」

  　我边说边看向瑟琳娜，她露出了非常不满的表情。

  　そう言ってセレナに視線を向けると、彼女はとても不満そうな表情を浮かべてみせた。

  「她们就是我的母亲大人」

  「正真正銘お母様達です」

  「这样啊……啊，抱歉，还没自我介绍。我是佣兵船长希罗。头衔……有很多，哪个最方便呢？白金级佣兵，帝国的名誉子爵，还是金星？」

  「そっかぁ……ああ、申し遅れました。俺は
    
     傭
    よう
    
     兵
    へいのキャプテン・ヒロです。肩書は……色々あるけど、どれが一番通りが良いんだろうな？　プラチナランカーか、帝国の名誉子爵か、それともゴールドスターか」

  「白金级佣兵不是最稳妥吗？」

  「プラチナランカー傭兵っていうのが一番無難じゃないかしら」

  「好像是这样。那么，呃……该说些什么呢？」

  「だそうです。それで、ええと……何を話したら良いのかね？」

  　跟家人打招呼的时候该说些什么才好呢？我不仅带了女儿以外的未婚妻，还带了女仆机器人过来，这样没问题吗？至少艾尔玛和梅伊都没有异议，所以应该没问题吧。

  　ご家族へのご挨拶ってどうしたら良いのだろう？　娘さん以外の婚約者とかメイドロイドまで連れてきているんだが、これはアリなのか？　少なくともエルマもメイも異論はなかったようだから、ナシではないと思いたいが。

  「站着说话也不太好，一直抬头看的话脖子会痛的。对了，能告诉我你是怎么认识瑟琳娜的，还有你们是怎么相处的吗？」

  「立ち話というのも無いでしょう？　こうしていつまでも見上げていたら首が痛くなってしまうわ。そうね、それじゃあセレナとどうやって出会って、どう過ごしてきたのかを聞かせてもらえる？」

  　我点头回应第二夫人希儿德加尔德小姐的话，和艾尔玛她们一起坐到她指定的座位上，开始讲述我和瑟琳娜的相遇以及之后的交往。当然，关于我的出身和使用歌唱水晶的事，我巧妙地避而不谈。

  　第二夫人のヒルデガルドさんの言葉に俺は頷き、エルマ達と一緒に勧められた席に座ってセレナとの出会いやその後の関わり合いについて話していく。無論、俺の出自や歌う水晶を使った件など、話せないことはうまいことぼかしつつだ。

  　就在这时，沙龙里聚集了更多人。是瑟琳娜的姐妹——不，是妹妹们。

  　そうしているうちにサロンに人が集まってきた。セレナの姉妹──いや、妹達だ。

  「哦——嚯——哼——嗯……？」

  「へー、ほー、ふーん……？」

  「原来如此。」

  「なるほど」

  「看起来比想象中弱嘛……？」

  「思ったより強くなさそうだけど……？」

  　妹妹们的外表年龄看起来和克莉丝还有蜜蜜差不多，但考虑到义母她们的年龄，我也不知道是不是真的……义母她们的抗衰老技术太厉害了。妹妹们虽然都是和希儿德加尔德小姐还有瑟琳娜很像的美人，但外表看起来也确实像是她们的姐姐。不过妹妹们应该和外表年龄一样大吧。大概。

  　妹さん達の見た目の年齢はクリスやミミと同じくらいだと思うんだが、お義母さん達のことを考えると本当にそうなのかどうか……お義母さん達のアンチエイジング技術が凄すぎるんだよ。ヒルデガルドさんとかセレナによく似た美人さんなんだが、姉と言われたら納得してしまうような見た目だぞ。まぁ、
    
     流石
    さすがに妹さん達は見た目通りの
    
     歳
    としだろう。多分。

  「用外表判断的话会吃苦头的哦。」

  「見た目で判断すると痛い目を見ますよ」

  「我看起来有那么弱吗……？硬要说的话，我觉得自己看起来挺凶悍的。」

  「そんなに弱そうな見た目かね……？　どちらかと言えば
    
     強
    こわ
    
     面
    もて寄りだと思うんだが」

  　我的眼神不太好看，而且来到这边的世界后也经常锻炼身体，所以应该锻炼出了隔着衣服也能看出来的结实身材。脱掉衣服的话就更厉害了。

  　俺はあまり目つきがよくないし、こちらに来てからは身体もよく鍛えるようになったから、服の上からでもわかる程度には鍛えた身体つきになっている筈だ。脱いだらもっと凄いぞ。

  「因为你在战斗时和平时的氛围不一样……」

  「貴方は戦闘時と平時で雰囲気が違いますからね……」

  「原来如此？毕竟要是整天都绷紧神经的话，关键时刻就无法发挥实力了。不过有差那么多吗？」

  「なるほど？　そりゃまぁ四六時中気を張ってたらいざという時にパフォーマンスを発揮できないからな。しかしそこまで違うかね？」

  「有。」

  「違いますね」

  「有呢。」

  「違うわね」

  「我觉得有。」

  「違うと思います」

  　不光是瑟琳娜，连艾尔玛和梅伊都这么说。有那么夸张吗？平时的我看起来有那么呆头呆脑的吗……这让我有点受打击。

  　セレナだけでなくエルマとメイにも言われてしまった。そんなに？　平時の俺はそんなにボケっとしているように見えるんだろうか……それはそれで少しショックなんだが。

  「呵呵，原来也有可爱的地方呢。」

  「ふふ、
    
     可愛
    かわいいところもあるのね」

  「是啊。听说是勇猛果敢的佣兵，我还以为是什么样的人呢。」

  「そうですね。勇猛果敢な傭兵と聞いてどんな人なのかと思っていましたけど」

  　第一夫人安妮莉洁丝小姐的话，得到了第三夫人贝娅特丽克丝小姐的赞同。就算被说可爱，我也高兴不起来……刚才的对话到底哪里可爱了？

  　第一夫人のアンネリーゼさんの言葉に第三夫人のベアトリクスさんが同意している。可愛いと言われてもあまり
    
     嬉
    うれしくはないが……一体今のやり取りのどこを見たらそんな感想が出てくるのだろうか。

  「准备好了！」

  「用意が整ったぞ！」

  　砰！我将视线转向气势汹汹地打开门进来的人物。是个金发红眼的超级帅哥。不仅个子高，身体也很厚实。肌肉发达。和他相比，我看起来确实很弱。

  　バンッ！　と勢いよく扉を開けながら入ってきた人物に視線を向ける。金髪紅眼の超絶イケメンだ。背も高いが、身体の厚みも凄いな。ムッキムキじゃん。アレと比べられたらそりゃ俺は弱そうだわ。

  「他是我哥哥莱昂。」

  「兄のレオンです」

  　瑟蕾娜在我耳边说道。原来如此，是姐夫。我心想，他为什么笑嘻嘻地朝我走过来呢？

  　セレナが耳打ちしてくる。なるほど、お
    
     義
    に
    
     兄
    いさん。確かにそうなのだろうな、と思うが
    
     何
    な
    
     故
    ぜ彼は笑顔でノシノシとこちらに近づいてくるのだろうか。

  「你就是船长希罗吧！好，我们走吧！」

  「君がキャプテン・ヒロだな！　よし、行こうか！」

  「等等等等等等。要去哪里……瑟蕾娜，你来解释一下。」

  「待って待って待って待てってんだよ。どこにだよ……セレナ、説明してくれ」

  　姐夫抓住我的双肩，强行让我站起来，拉着我走。我一边抵抗，一边要求瑟蕾娜解释。

  　ガシッ、と俺の両肩を
    
     摑
    つかんで強制的に立ち上がらせたお義兄さんが俺を引っ張っていこうとするのに抵抗しつつ、セレナに説明を求める。

  「莱昂哥哥，这是怎么回事？你打算带我的未婚夫去哪里，又打算做什么？」

  「レオンお兄様、何事ですか。私の婚約者をどこに連れて行って何をするつもりです」

  「去当见证人！」

  「立ち合いだ！」

  　莱昂大舅子把手搭在我的肩膀上，单方面地搂住我的肩膀。这个人是怎样，热死人了。

  　レオンお義兄さんが俺の肩に手を回し、一方的に肩を組んでくる。なんだよこの人、
    
     滅
    め
    
     茶
    ちや
    
     苦
    く
    
     茶
    ちや暑苦しいぞ。

  「瑟琳娜至今为止不是以对方的剑术为理由拒绝了无数的婚事吗？这样的瑟琳娜突然说要订婚，而且对象还是白金级的前平民佣兵，虽然身份不明，但来历清楚！所以有很多人无法接受！所以要和他比试，证明他的剑术！那么我们走吧！」

  「セレナは今まで相手方の剣の腕を理由に散々縁談を断ってきただろう？　そんなセレナが突然婚約をするという。しかも相手はプラチナランカーとはいえどこの馬の骨ともわからない元平民の傭兵だ！　それでは納得できないという連中がごまんといる！　だから彼と立ち合いをして彼の剣の腕を証明するというわけだ！　それじゃあ行こうか！」

  「这下子没办法拒绝了吧？」

  「これ、断れないやつか？」

  「放弃吧。」

  「
    
     諦
    あきらめなさい」

  　艾尔玛用同情的表情对我这么说。告诉我这不是真的……

  　エルマが気の毒そうな表情を俺に向けてそう言った。
    
     噓
    うそだと言ってくれ……。

  ☆★☆

  ☆★☆

  「为什么会变成这样……」

  「どうしてこんなことに……」

  　我被瑟琳娜的哥哥莱昂半强迫地带到了一个宽广的训练场。

  　セレナの兄、レオンにほぼ強制的に連行されてきた場所。それはだだっ広い訓練場であった。

  「我们霍尔斯侯爵家是帝国的武门！所以把整个楼层都改造成训练设施！不只是男生，女生也累积了相当程度的训练！不过，瑟琳娜的情况是有点过头了。」

  「フロア一つを訓練施設にしてあるんだ！　我がホールズ侯爵家は帝国の武門だからな！　男子だけでなく女子もそれなりの訓練を積んでいるぞ！　まぁ、セレナの場合はそれが行きすぎたんだが」

  　大舅子这么说完，眼神稍微飘向远方。说不定他作为哥哥也吃了不少苦头。

  　そう言ってお義兄さんが少し遠い目をする。もしかしたら兄としてそれなりに苦労をしてきたのかもしれない。

  「出现在沙龙的都是比瑟琳娜年纪小的妹妹们吧？比她们大的妹妹们不是嫁到别人家，就是招了女婿离开本家……」

  「サロンに現れたのはセレナよりずっと年下の妹達ばかりだっただろう？　それより上の妹達はとっくに他家へ嫁に行くか、婿を取って本家から出ていてな……」

  「原来如此。」

  「なるほど」

  　帝国贵族的子女们结婚年龄都很低吗？大概在成人之前就订婚，成年的同时就出嫁或招婿，这应该是常识吧。从这个角度来说，早早抓住我的克莉丝确实遵守了这个规矩，或者说常识。

  　帝国貴族の子女の皆様は結婚年齢が低めなのかね。多分成人を迎える前に婚約して、成人すると同時に嫁に行くなり婿を取るなりするのが常識なんだろうな。そういう意味では早々に俺を捕獲したクリスはちゃんとそのしきたりというか常識をきちんと守っているわけだ。

  「好了，先不说这个！我们赶快开始吧！」

  「まあ、それはそれだ！　さっそくやろうか！」

  「我可不想……话说，为什么有那么多人在待机？」

  「嫌なんだが……というか、なんかスタンバイ状態の人が沢山いるのはなんなんだ？」

  「当然是要和你比试的各位！当然，我也是！」

  「
    
     勿
    もち
    
     論
    ろん、君と手合わせをする面々だ！　当然、私もだぞ！」

  「我超不想的……而且你们拿的都是没有开锋的剑吧？」

  「すっげぇ嫌なんだが……しかも持ってるの刃引きした剣じゃんか」

  　以前在帝城和近卫骑士们训练的时候，用的是具备高度判定装置的安全模拟剑，霍尔斯侯爵家的训练场似乎没有准备那种装置。

  　いつだったか帝城で
    
     近衛
    このえ騎士の連中と訓練をした時には高度な判定装置を備えた安全な模擬剣を使ったが、ホールズ侯爵家の訓練場にはそのような装置は用意していないらしい。

  「你不喜欢这种吗？真意外。我以为你当佣兵，性格应该很好战。」

  「こういうのは嫌いかな？　意外だな。傭兵なんてやっているのだから、好戦的な性格なんじゃないかと思っていたんだが」

  「会兴高采烈地冲进危险的家伙，我觉得当佣兵活不长……也成不了大器。」

  「
    
     嬉
    き
    
     々
    きとして危険に飛び込むような
    
     奴
    やつは傭兵としては長生きできないと思うよ……大成もな」

  　我觉得，说什么「我才不怕你！」然后毫无准备地去挑战强敌，这根本就是死亡flag。

  　てめぇなんざ怖かねぇ！　とか言って無策で強敵に挑むのは死亡フラグ以外の何物でもないと思うんだ、俺は。

  「是吗……？可是，你不是不怕死到被冠上『疯狂』这个异名吗？」

  「そうなのか……？　だが、君は『クレイジー』なんて二つ名で呼ばれるほどの命知らずだろう？」

  「那只是周围的人擅自这么说而已。只不过是单舰冲进结晶生命体群，也太夸张了。」

  「周りが勝手にそう言ってるだけだ。結晶生命体の群れに単艦で突っ込む程度で大げさな」

  「不，我觉得一点都不夸张……」

  「いや、全然大げさではないと思うが……」

  「相互理解真难啊……算了，虽然我完全提不起劲，但也不能让特地召集人手的姐夫丢脸。」

  「相互理解って難しいなぁ……まぁ、まったく気乗りはしないけど、わざわざ人手を集めたお義兄さんの顔に泥を塗るわけにもいかないか」

  　我一边这么说，一边走到放着许多模拟剑的训练场角落，随便挑了一把模拟剑。质量相当好，仔细一看，这把剑只是没有开锋，材质本身和贵族使用的强化单分子刃剑没什么两样。该说很有实战感吗……真是花钱啊。

  　そう言いつつ、模擬剣が沢山置かれている訓練場の片隅へと移動して適当な模擬剣を見繕う。なかなか質が良い、というかこれよく見たら刃をつけていないだけで、材質そのものは貴族が使う強化単分子刃の剣と変わらないじゃないか。実戦的というかなんというか……金かけてるなぁ。

  「这个和这个。让我稍微准备一下。」

  「これとこれで。少し準備をさせてもらうぞ」

  「好，感激不尽！我们也来准备吧！」

  「ああ、恩に着る！　我々も準備をしよう！」

  　莱昂大舅子这么说着，向在训练场等待的我的对战对手们——恐怕全员都是贵族子弟——打了招呼。大舅子是天生的领袖吗？感觉他有率领他人的气质。虽然强硬，但不知为何不会让人感到厌恶。这就是所谓的领袖魅力吗？

  　そう言ってレオンお義兄さんは訓練場で待っていた俺の対戦相手達──恐らく全員貴族の子弟──に声をかけに行った。お義兄さんは天然のリーダータイプというかなんというか、人を率いる気質を持っていそうな感じだな。強引だけど何故か嫌悪感を覚えないというかなんというか。あれがカリスマってやつなのかね？

  　我做着伸展运动，轻轻挥舞模拟剑，确认身体的状况。现在穿的衣服是外出用的，感觉相当合身，但柔软性不会妨碍挥剑等战斗行动。毕竟是军服嘛。

  　ストレッチをしたり、軽く模擬剣を振ったりして身体の感触を確かめる。いま着ている服は結構かっちりとした感じの
    
     余
    よ
    
     所
    そ行き用の服なんだが、剣を振ったりといった戦闘行動を取っても邪魔にならない程度の柔軟性はある。何せ元は軍服だからな。

  「我准备好了。」

  「こっちの準備は良いぞ」

  　我双手提着长度、重量都和平时使用的大小一对剑几乎相同的模拟剑，走向宽敞的训练场。不过艾尔玛、梅伊和瑟琳娜都没有跟来，她们在做什么呢？

  　両手にいつも使っている大小一対の剣と
    
     殆
    ほとんど同じ長さ、重さの模擬剣を引っ提げてだだっ広い訓練場へと足を向ける。しかしエルマもメイもセレナもついてきていないけど、何をやっているのかね？

  「那就开始吧！对了，你的同伴和瑟琳娜她们也在看这个训练场的情况！好好加油吧！」

  「それじゃあ始めようか！　ああ、この訓練場の様子は君の連れやセレナ達も見ているぞ！　精々気張ってくれ！」

  「这样啊……那么，谁要先来？」

  「左様で……で、誰から来るんです？」

  　恐怕这个训练场的某处装有摄像头，或者说是光学传感器之类的东西吧。既然如此，我是不是应该控制一下灵能的使用？就只用停止呼吸的时间流钝化吧。

  　恐らくこの訓練場のどこかにカメラというか、光学センサーのようなものが仕込まれているんだろう。となると、サイオニック能力全開でってのは控えるべきか？　使うのは呼吸を止めての時間流鈍化だけにしとこう。

  「那么，就由我来当你的对手吧。」

  「では、私からお相手願おう」

  　一位壮年剑士说着，走到我的面前。这位男性明显比我、莱昂和瑟琳娜年长两轮。他和劳伦兹氏是同龄人吗？他的目光也很锐利，看起来是个相当厉害的高手。

  　そう言って俺の正面へと進み出てきたのは壮年の剣士だった。明らかに俺やレオン、セレナよりも二周りは年上の男性だ。ラウレンツ氏と同年代じゃないかな？　眼光も鋭いし、かなりの使い手のように見えるが。

  「怎么突然来了个看起来很强的人？」

  「いきなり強そうな人が出てきたんだが？」

  「……罗伦阁下是我的剑术老师，也是瑟琳娜的剑术老师。他担任霍尔斯侯爵家的剑术指导。」

  「……ローレン殿は私やセレナの剣の師だ。ホールズ侯爵家の剣術指南役を務めている」

  「Oh……」

  「Ｏｈ……」

  　剑术指导肯定很强吧。我可是握剑还不到半年的外行人。

  　剣術指南役とか絶対強いじゃないか。俺は剣を握ってまだ半年未満の素人なんだけど。

  「开始的信号呢？」

  「開始の合図は？」

  「没有那种东西。随时都可以开始。」

  「そのようなものはない。いつでも来るが良い」

  「那我就不客气了。」

  「それじゃ遠慮なく」

  　正如我所说，我双手垂着剑，随意地缩短与劳伦兹氏之间的距离。他似乎感到困惑。大概是因为我看起来太没有防备了吧。但是，我完全没有大意。以贵族的身体能力，别说十步了，二十步左右的距离根本不算什么。我平时就经常和梅伊对练，所以已经习惯了。如果是梅伊的话，就算有三十步左右的距离，也能在眨眼间逼近。

  　言葉通り、俺は剣を両手にぶら下げて無造作にローレン氏へと間合いを詰めていく。困惑の感情が伝わってくるな。あまりに無防備に見えるからだろう。だが、俺は油断など
    
     欠片
    かけらもしていない。貴族の身体能力なら十歩どころか二十歩程度の間合いなど在って無いようなものである。その辺りは普段からメイを相手にしているので慣れている。メイなら三十歩くらいの間合いも
    
     瞬
    まばたきの間に詰めてくるからな。

  　哎呀，来了吗？和梅伊不同，他作为精神波的攻击意志清晰地传达过来，所以很容易察觉。

  　おっと、来るか。メイと違って精神波として攻撃の意思がビンビンに伝わってくるからわかりやすいな。

  「！」

  「ッ！」

  「哎呀。」

  「おっと」

  　他瞬间缩短十步以上的距离，同时挥出一刀，我用左手的剑架开，试图破坏对方的姿势——失败了。他在我架开剑的瞬间就拉开了距离。

  　十歩以上の間合いを一瞬で詰めると同時に繰り出された一刀を左手の剣で受け流し、相手の体勢を崩──せないな。俺が剣を受け流した一瞬で間合いを取ったか。

  「……真奇怪。」

  「……奇っ怪な」

  「说得真过分。」

  「
    
     酷
    ひどい言われようだ」

  「让我见识一下你的实力吧。」

  「見せてもらうぞ、貴殿の底を」

  「你试试看啊。」

  「やってみな」

  　劳伦兹氏的身体看起来膨胀了一圈，随即以惊人的速度向我砍来。是解除了身体强化的限制吗？还是某种剑术的奥义？虽然不知道，但剑速非常惊人。

  　ローレン氏の身体が一回り膨らんだように見えたかと思うと、とんでもないスピードで斬りかかってきた。身体強化のリミッターを外したのか、それとも何か剣術の奥義的なものなのか。それはわからないが、
    
     凄
    すさまじい剣速だ。

  　但是，还不够。这样是打不到我的。平时把我打得落花流水的梅伊的剑比这更快，更重。而且，我能看见他打算用什么样的剑路攻击哪里。我能感觉到。

  　だが、足りないな。これでは俺には届かない。普段俺を
    
     叩
    たたきのめしているメイの剣の方がこれよりも速いし、重いんだ。それに、俺には彼がどこを、どんな剣筋で攻撃してこようとしているのかが
    
     視
    みえる。感じ取れる。

  「咕！？」

  「ぐっ!?」

  　以惊人的速度向我挥剑的劳伦氏发出痛苦的声音，同时与我拉开距离。没有让剑掉下来，只能说不愧是他。

  　凄まじい速度で俺に向かって剣を叩きつけてきたローレン氏が苦痛の声を上げながら俺から距離を取る。剣を取り落とさないのは流石といったところか。

  「是我……输了。」

  「私の……負けだ」

  　劳伦氏握剑的手，有三根手指折断，或者说是被切断了。从他手中滴落的血将训练场的地板染成红色。

  　ローレン氏の剣を握る手、その指が三本ほど折れ、あるいは千切れかかっていた。彼の手からボタボタと流れ落ちる血が訓練場の床を赤く
    
     濡
    ぬらす。

  　劳伦氏很强。剑速快，剑法也比我至今为止战斗过的任何剑士都要老练。

  　ローレン氏は強かった。剣速も速ければ剣
    
     捌
    さばきも俺が今までに戦ったどの剣士よりも老練だった。

  　但是，如果知道对方打算攻击哪里，哪个攻击是假动作的话，应对起来并不困难。只要在关键的地方让时间流变慢，弹开剑，格挡后反击就行了。

  　だが、相手が
    
     何
    ど
    
     処
    こを攻撃しようとしているのか、どの攻撃がフェイントなのかがわかっているなら対処は難しくはない。要所要所で時間流を鈍化させて剣を
    
     弾
    はじき、受け流してカウンターを入れれば良いだけだ。

  「……真令人吃惊。竟然能轻易击败劳伦阁下。」

  「……驚いた。ローレン殿を
    
     一
    いつ
    
     蹴
    しゆうするのか」

  「后面还有很多人等着吧？快点来吧。」

  「後が詰まってるだろ？　さっさと来てくれ」

  「实战形式可以吗？」

  「実戦形式で良いか？」

  「可以。不过，受伤的话我可不负责哦。」

  「良いぞ。ただし、
    
     怪
    け
    
     我
    がしても責任は取らんからな」

  　我这么一说，不只是莱昂大舅，其他贵族子弟们也纷纷举起剑。

  　俺がそう言うと、レオンお義兄さんだけでなく他の貴族の子弟達も剣を構えた。

  　好啊，放马过来吧！

  　よっしゃかかってこいや！

  ☆★☆

  ☆★☆

  「为什么会变成这样……」

  「どうしてこんなことに……」

  　尸横遍野。面对这幅用这句话来形容再恰当不过的光景，我叹了口气。有人肩骨或手指骨碎裂而发出呻吟，有人口吐鲜血不停颤抖，有人以未开锋的金属剑为杖，勉强撑住身体，单膝跪地蹲着，其他还有许多人受伤。虽然没有立刻死亡的重伤者，但大家的伤势都不轻。

  　
    
     死
    し
    
     屍
    し累々。そう表現するのが妥当な光景に俺は
    
     溜
    ため
    
     息
    いきを
    
     吐
    ついた。肩の骨や指の骨を砕かれて
    
     呻
    うめく者、血反吐を吐いて震えている者、刃引きされた金属製の剣を
    
     杖
    つえに辛うじて倒れず、
    
     片
    かた
    
     膝
    ひざを地面に突いて
    
     蹲
    うずくまっている者、その他にも怪我人多数。直ちに死ぬような重傷者はいないが、さりとて決して浅い傷ではない者ばかりだ。

  「义弟阁下，你……太夸张了……」

  「で、
    
     出
    で
    
     鱈
    たら
    
     目
    めだな、
    
     義
    おと
    
     弟
    うと殿は……」

  　单膝跪地，冷汗直流的莱昂大舅发出呻吟。因为莱昂大舅的肚子挨了我一记好打。在贵族子弟们的剑从四面八方飞来的状况下，我实在没有余裕手下留情。虽然我也勉强站着，但其实已经遍体鳞伤。话说，我要穿着这身破破烂烂的衣服回去吗？我可没带替换的衣服来哦。

  　片膝を突いて脂汗を流しているレオンお義兄さんが呻き声を漏らす。土手っ腹に良いのが入ったからな、レオンお義兄さんは。流石に四方八方から貴族の子弟の剣が飛んでくるような状況では手加減をする余裕など無かった。俺だってなんとか立ってはいるが、割と
    
     満
    まん
    
     身
    しん
    
     創
    そう
    
     痍
    いなのだ。というか、俺はこのボロボロになった服で帰るのか？　着替えなんて持ってきてないぞ。

  「顺带一提。」

  「ちなみに」

  「什、什么……？」

  「な、なんだ……？」

  「我还没有拿出真本事哦。」

  「俺はまだ本気を出していないからな」

  「骗人的吧……？」

  「噓だろう……？」

  「是真的。」

  「本当さ」

  　我一边说着，一边用念动力捡起贵族子弟们掉在地上的剑，在我周围乱舞。只要我有那个意思，可以在他们举剑之前就将他们的脑袋全部砍飞，但那招不仅对第一次见的人杀伤力太高，而且我也不太清楚那招的原理。

  　そう言って俺は貴族の子弟達の手からこぼれ落ちた剣を念動力で
    
     摑
    つかみ上げ、俺の周りで乱舞させてみせた。やろうと思えば全員が剣を構える前にその首をまとめて斬り飛ばすことも可能なんだが、さすがに初見殺しの上にわからん殺しが過ぎるよな、あれは。

  「……灵能能力！？」

  「……サイオニック能力か!?」

  「答对了」

  「正解」

  　我解除念动力的同时，原本在空中乱舞的剑整齐地排列在地板上。现在的我能做到这种程度的控制。真想在韦尔扎鲁斯神圣帝国的时候，能更熟练地使用灵能能力啊。现在的我能力范围太窄了。

  　念動力を解除すると同時に空中で乱舞していた剣達が整然と床に並ぶ。今の俺ならこれくらいの制御は可能だ。ヴェルザルス神聖帝国ではもう少し
    
     上
    う
    
     手
    まくサイオニック能力を使えるようになりたいもんだな。能力の幅が狭いんだよ、今の俺は。

  「总之先收拾一下这个惨状吧」

  「とりあえずこの惨状を収拾しようか」

  「说，说的也是……咕呼」

  「そ、そうだな……ぐふっ」

  　也许是耗尽了力气，莱昂大舅突然趴在地上。负责人怎么可以随便睡着啊。快给我起来！

  　気力が尽きたのか、レオンお義兄さんがべしゃりと床に突っ伏してしまった。責任者が勝手に寝るんじゃない。起きるんだよオラァ！

  ☆★☆

  ☆★☆

  　我叫醒莱昂大舅，让他帮忙收拾残局，还让他帮我准备替换的衣服，结果花了不少时间。说实话，我已经想回去了。

  　レオンお義兄さんを叩き起こし、後始末を手伝ったり着替えを用意してもらったりしているうちに結構な時間が経った。正直、もうお暇したいのだが。

  「现在正急着缝补希罗的衣服，我们再独占你这么长时间的话，之后会很麻烦的！我派人给你带路，不好意思，你先回沙龙陪母亲大人和妹妹们吧！」

  「ヒロ君の服を急ぎ繕っているし、私達だけでこんなに長時間独占していては後が怖い！　案内をつけるので、すまないがサロンに戻って母上と妹達の相手をしていてくれ！」

  「Aye Aye, Sir……」

  「アイアイサー……」

  　「我才不要！」虽然我很想这么说，但这个训练场有她们在监视。要是乱说话可能会惹她们不高兴，所以我决定乖乖听话。

  　嫌だよ！　と言いたいところだが、この訓練場は彼女達にモニタリングされている。滅多なことを言うと機嫌を損ねる恐れがあるので、素直に聞いておくことにする。

  
   [image: ]
  

  　话说回来，所谓的「修缮」真的是有人在动手做的吗？这个世界，或者该说帝都，应该有自动修复的便利机器吧。

  　というか、繕ってるって本当に誰かが手作業でやっているのだろうか？　この世界というか帝都ならなんというかこう、自動で修復してくれる便利マシーンとかありそうなものなんだがな。

  「请往这边走。」

  「どうぞ、こちらへ」

  「谢谢。」

  「ありがとう」

  　带路的人是个五官端正的少年。训练场里有几名少年在观摩我和大舅子们的战斗，他就是其中一人。我在他的带领下，走进霍尔斯侯爵家的宅邸。

  　案内人は端整な顔立ちの少年だった。訓練場で俺とお義兄さん達との戦いを見学していた少年達が居たんだが、そのうちの一人だな。そんな彼に案内されてホールズ侯爵家の屋敷を進んでいく。

  　霍尔斯侯爵家的宅邸是类似摩天大楼的巨大建筑。虽然不知道总共有几层，但应该不会低于五十层。而且不只是高，还有很大的面积。这个建筑里到底住了多少人？绝对不是一、两百人的规模。

  　ホールズ侯爵家の屋敷はメガビルディングじみた巨大な構造体だ。全部で何階層あるのかわからんが、恐らく五十階以下ということはあるまい。しかも高さだけでなく広さもある。一体この構造体で何人の人間が生活しているのだろうか？　絶対に百人とか二百人とかの規模じゃないよな。

  　因为是这种大到不行的建筑，没有带路的人，连要去哪里都搞不清楚。而且几乎没有什么像导览板的东西。

  　そんなクソでかい構造物なので、案内人がいないと目的の場所に行くこともおぼつかない。案内板みたいなものも殆ど無いしな。

  「这栋宅邸里大概住了多少人？」

  「この屋敷には全部で何人くらいの人が住んでいるんだ？」

  「……！？啊，呃，那个……我想应该不到一万人」

  「……っ!?　あ、え、ええと……確か一万人はいなかったと思います」

  　虽然我的问题让他吓了一跳，但少年还是回答了我的问题。也许是因为我刚才在他们面前把大人们打得落花流水，所以他们很害怕我。

  　俺の質問に一瞬ビックリしたようだったが、少年は俺の質問に答えてくれた。目の前で大人達をボコボコにしてやったせいで怖がられているのかもしれない。

  「一万也太厉害了……简直就像一座城市。你们是怎么得到生活必需品的？这栋房子里有商店吗？」

  「一万って
    
     凄
    すごいな……まるで一つの街だ。生活必需品とかはどうやって手に入れているんだ？　この屋敷の中に店があったりするのか？」

  「呃，我听说从房间里订购需要的东西，订购的东西就会送到房间里」

  「ええと、必要な品を部屋から注文すると、注文した品が部屋に届けられるようになっていると聞いたことがあります」

  「和殖民卫星使用的物资配送系统一样吗……？原来如此」

  「コロニーで使われている物資配送システムと同じようなものか……？　なるほどなぁ」

  　我一边对少年的说明感到佩服，一边思考他的真实身份。他作为这栋房子的普通居民，给人的印象有点薄弱，或者说他的态度像是从别人那里听说的。他平时应该过着不需要在意这些事的生活吧。

  　少年の説明に感心しつつ、彼の正体に思いを
    
     馳
    はせる。この屋敷に住んでいる一般的な住人として認識が若干弱いというか、
    
     人
    ひと
    
     伝
    づてに聞いたって感じの態度だな。普段はそういうことに気を回す必要がない生活をしているのだろう。

  「难道你是霍尔斯侯爵的儿子吗？」

  「もしかして君はホールズ侯爵の御子息だったりするのか？」

  「呃……是的。我是卡米尔・霍尔斯。第三夫人贝娅特丽克丝的儿子」

  「えっと……はい。カミル・ホールズです。第三夫人、ベアトリクスの息子です」

  「原来如此。和瑟琳娜是异母姐弟啊……也就是说，将来会成为我的妹夫……？」

  「なるほど。セレナとは異母
    
     姉弟
    きようだいになるわけか……つまり将来的には
    
     義
    おと
    
     弟
    うとということに……？」

  「是的」

  「そうですね」

  「这样啊……那我直说了，你觉得像我这种来历不明的家伙，真的能成为你姐姐的丈夫吗？」

  「そっかぁ……ぶっちゃけた話どう？　俺みたいな馬の骨が姉さんの
    
     旦
    だん
    
     那
    なになるのって」

  　听到我这么问，他停下脚步，稍微思考了一下。

  　俺がそう聞くと、彼は立ち止まって少し考え込んだ。

  「我觉得不太好。本来的话，瑟琳娜姐姐应该为了霍尔斯侯爵家，嫁到合适的家族去才对。」

  「良くはない、のではないかと思います。本来であればセレナ姉様はホールズ侯爵家のために
    
     然
    しかるべき家に嫁ぐべきなのでしょうから」

  「也是呢。」

  「ですよね」

  　他说得对极了，我无言以对。

  　ぐうの音も出ない正論である。

  「但是，希罗阁下很强。」

  「でも、ヒロ殿は強いですから」

  「嗯？」

  「うん？」

  「因为您很强，所以我觉得可以。」

  「強いから良いと思います」

  「是这样吗？」

  「そういうものか？」

  「我觉得就是这样。父亲大人也经常说，贵族被人看扁就完了。」

  「そういうものだと思います。父上も常々言っていますし。貴族は
    
     舐
    なめられたら終わりだと」

  「原来如此。」

  「なるほど」

  　为了不被人看扁，怎么做才是最好的？那当然是暴力了——虽然不知道他是不是这么想的，不过暴力在贵族社会中确实不可或缺。毕竟连莱昂大舅子都为了确认我是否拥有相应的暴力，而向我发起挑战。贵族之间尊崇剑，白刃主义者这种可怕的人在贵族社会中横行霸道也是事实。

  　舐められないためにはどうするのが一番か？　それは
    
     勿
    もち
    
     論
    ろん暴力である──と考えているかどうかはわからないが、まぁ確かに暴力というのは貴族社会に欠かせないものなのだろうなとも思う。何せレオンお義兄さんですら俺に相応の暴力が備わっているかどうか確認するために殴りかかってきたわけだし。貴族の間で剣というものが尊ばれ、白刃主義者なんていう怖い連中が幅を利かせているのも事実だしな。

  ☆★☆

  ☆★☆

  　我和卡米尔一边闲聊，一边走到了沙龙——但是。

  　カミル君とぽつぽつととりとめのないことを話しながらサロンへと
    
     辿
    たどり
    
     着
    ついた──のだが。

  「姐姐，可以把那个人给我吗？」

  「お姉様、あの人、私にくれない？」

  「不给你。」

  「あげません」

  「姐姐大人，你从军人们里随便挑一个吧」

  「ほら、お姉様は軍人から適当なのを見繕ってもらって」

  「别开玩笑了」

  「ふざけるのも大概にしなさい」

  「有什么关系嘛。姐姐大人至今为止都是单身，也不用急着找对象。这里就让给可爱的妹妹，展现一下姐姐的威严吧？」

  「いいじゃない。お姉様は今までだって独り身だったんだし、急いで相手を作らなくても。ここは一つ可愛い可愛い妹に譲って姉の威厳を示しましょう？」

  「要用剑来展现威严吗……？」

  「剣で威厳を示しましょうか……？」

  　瑟琳娜被妹妹们缠着不放。乍一看是妹妹们依偎着姐姐，抱着姐姐，天真无邪地撒娇的构图，但说的话却很过分。不如说瑟琳娜已经快要爆炸了。

  　セレナが妹さん達に滅茶苦茶絡まれていた。一見するとセレナにしなだれかかったり、抱きついたりして姉に無邪気におねだりをする妹達という構図なのだが、言っていることが酷い。というかセレナが爆発寸前である。

  「啊……我们回来了？」

  「あー……ただいま戻りました？」

  　我从沙龙的入口处打招呼，缠着瑟琳娜的妹妹们一下子从瑟琳娜身边离开。太迟了太迟了，我们没有缠着瑟琳娜，也没有说什么奇怪的话哦？　就算现在摆出这种表情也太迟了。太迟了。

  　サロンの入口からそう声を掛けると、セレナに絡みついていた妹さん達がするりとセレナから離れた。遅い遅い、私達はセレナに絡んでもいなかったし、変なことも言ってませんでしたよ？　みたいな顔を今更しても遅い。遅すぎる。

  「欢迎回来，希罗阁下。不，叫希罗君感觉更亲近，这样比较好吧？」

  「おかえりなさい、ヒロ殿。いえ、ヒロ君って読んだ方が親しげな感じで良いかしら？」

  「叫希罗大人比较好吧？毕竟是子爵家的家主大人」

  「ヒロ様、とお呼びしたほうが良いのではなくて？　子爵家当主様ですもの」

  「那样不会太谄媚了吗？我觉得叫希罗先生刚刚好。对吧，希罗先生？」

  「それは流石に
    
     媚
    こびすぎじゃない？　さん付けくらいが丁度良いと思うわ。ね、ヒロさん？」

  　刚才离开沙龙之前还用打量的视线看我的妹妹们，态度突然变了。

  　先ほどサロンを出る前は値踏みするような視線を送ってきていた妹さん達の態度が一変していた。

  　不，已经太迟了，我不会因为这种程度就上钩。感觉事情会变得很麻烦……衣服什么的无所谓，还是早点离开吧。

  　いや、もう色々と遅いし、その程度で
    
     籠
    ろう
    
     絡
    らくされるわけがないだろう。なんか面倒くさいことになりそうだな……服とかどうでもいいしお暇するか。

  ☆★☆

  ☆★☆

  　瑟琳娜的妹妹们态度一变，对我抛媚眼，但她们被瑟琳娜用物理手段赶出了沙龙。她一个一个使出关节技压制她们的样子有点好玩——穿着漂亮礼服的美少女身体被折弯，发出惨叫，觉得这样好玩是不是很糟糕？不，可是真的很有趣，没办法。包括瑟琳娜在内，她们明明都是贵族的公主，但互动起来与其说是姐妹，更像兄弟。

  　最初の態度とは打って変わって俺に秋波を送るような態度を見せたセレナの妹さん達だが、セレナの物理的な干渉によりサロンから駆逐された。一人一人にサブミッションを仕掛けて制圧していく様はちょっと面白かっ──
    
     瀟
    しよう
    
     洒
    しやなドレスを着た美少女が身体を折り曲げられて悲鳴を上げるのを面白いと感じるのはだいぶヤバいのでは？　いや、でも面白かったから仕方ないな。セレナも含めて全員貴族のお姫様なのに、やりとりが姉妹というより兄弟めいてるんだもの。

  「你完全不为所动呢。」

  「少しもなびきませんのね？」

  　妹妹们被赶出去后，沙龙变得安静下来，我们再次和三位岳母喝茶，但第二夫人，也就是瑟琳娜的母亲希儿德加尔德小姐突然说出这种话。

  　妹さん達が追い出されて静かになったサロンで俺達は再び三人のお義母さん達とお茶を飲んでいたのだが、急に第二夫人でセレナの母であるヒルデガルドさんがそんなことを言い出した。

  「在谈为不为所动之前，你们的互动是不是太有趣了？」

  「なびくどうこう以前にやり取りが面白すぎませんかね？」

  　我这么说完，露出苦笑，她闭上眼睛，叹了口气。她很傻眼吗？

  　そう言って苦笑いを浮かべてみせると、彼女は目を
    
     瞑
    つぶって
    
     溜
    ため
    
     息
    いきを
    
     吐
    ついた。
    
     呆
    あきれているのだろうか。

  「确实，那已经不是会不会被迷倒的问题了……不过，被年轻美丽的姑娘追求，希罗阁下应该也觉得不错吧？」

  「確かにアレではなびく以前の問題ですか……でも、ヒロ殿も若くて美しい娘に言い寄られるのは悪くない気分でしょう？」

  「嗯……基本上是这样，但对方是未婚妻的妹妹，感觉就有点微妙了。而且一点情调都没有，有点那个」

  「うーん……基本的にはそうですけど、婚約者の妹さんが相手だと微妙ですね。それにムードの欠片もないのはちょっと」

  　首先，第一次见面就被明显地估价了。之后突然态度骤变，开始讨好我，我也不知道该作何反应。如果是在完全不同的情况下，我也不清楚。

  　まず初対面であからさまに値踏みされたのがな。そこから急に手の平を返して媚びられても反応に困る。これが全く違う状況であればまだわからないけどな。

  「情调」

  「ムード」

  「哎呀，哎呀哎呀……呵呵呵。我说，瑟琳娜？这孩子真可爱」

  「あら、あらあら……うふふ。ちょっと、セレナ？　この子、可愛いわね」

  「原来如此」

  「なるほど」

  　听了我的回答，希儿德加尔德小姐惊讶地瞪大了眼睛，第一夫人安妮莉洁丝小姐优雅地咯咯笑着，第三夫人贝娅特丽克丝小姐则理解地点了点头。你们这是什么反应啊。

  　俺の返答にヒルデガルドさんが目を丸くして驚き、第一夫人のアンネリーゼさんが優雅にコロコロと笑い、第三夫人のベアトリクスさんが納得したように
    
     頷
    うなずく。なんですか、その反応は。

  「呵呵，呵呵呵……是啊，营造情调很重要呢。呵呵呵」

  「ふふ、うふふ……そうね、ムード作りは大事よね。ふふふっ」

  　虽然不知道为什么，但安妮莉洁丝小姐似乎被戳中了笑点。为什么啊。

  　何かわからないがアンネリーゼさんの笑いのツボに入ってしまったようだ。どうして。

  「单枪匹马冲进结晶生命体群中，砍倒近百名伊克瑟马尔伯爵家的私兵，连哭泣的孩子都会闭嘴的身经百战的佣兵，居然说情调……？」

  「結晶生命体の群れに単艦で飛び込み、百人弱のイクサーマル伯爵家の私兵を斬り伏せる、泣く子も黙る百戦錬磨の
    
     傭
    よう
    
     兵
    へいが、ムード……？」

  「噗……呵呵，呵呵呵……啊哈哈哈哈！」

  「くっ……ふふっ、うふふっ……あははははっ！」

  　「希尔德加尔德小姐的话似乎戳中了笑点，安妮莉洁丝小姐终于忍不住捧腹大笑起来。有这么好笑吗？不会吧？」

  　ヒルデガルドさんの言葉を聞いてとうとう
    
     堪
    こらえきれなくなったのか、アンネリーゼさんがお
    
     腹
    なかを抱えて笑い出した。そんなに笑うことなくない？　なくなくなくない？

  「瑟琳娜小姐，你应该是被他的性格所吸引了吧」

  「セレナさん、
    
     貴女
    あなたは彼の人柄に
    
     惹
    ひかれたのね」

  「……最终来说是这样没错」

  「……最終的にはそうです」

  　瑟琳娜红着脸移开了视线。最终来说啊。她一开始确实是因为我的战斗能力而对我抱有执念，但随着我们接触的次数越来越多，她也渐渐不再掩饰对我的好感。这中间到底发生了什么啊。

  　セレナはそう言って顔を赤くしながらベアトリクスさんから目を
    
     逸
    そらした。最終的には、ね。最初は確かに俺の戦闘能力とかそういった面を見て執着していたようだけど、なんやかやと絡んでいる間にいつの間にか好意を隠さなくなってきたよな。一体何がきっかけだったのやら。

  「虽然作为贵族千金来说不太合适……但你从小就是个不按常理出牌的孩子呢」

  「貴族の娘としてはどうかと思うけれど……貴女は子供の頃から型破りだったものね」

  　希尔德加尔德小姐说着，露出了难以言喻的笑容。这笑容与其说是无奈，不如说是困扰。

  　ヒルデガルドさんがそう言いながらなんともいえない笑みを浮かべた。呆れてる、とは少し違うな。困ったような笑みと表現するのが一番正しいか。

  「啊哈哈哈！呵呵，呵呵呵……！呵呵……好久没有笑得这么开心了。希儿德，瑟琳娜最终找到了自己和对方都能接受的伴侣，这样不就好了吗？只要最终能获得幸福，不就是胜利了吗？」

  「あはははっ！　ふふっ、ふふふ……っ！　ふふっ……久しぶりにこんなに笑っちゃったわ。ヒルデ、セレナは最終的に自分もあの人も納得させられる
    
     伴
    はん
    
     侶
    りよを捕まえられたのだから、それで良いじゃない。最終的に幸せになれさえすれば勝ちでしょう？」

  「话是这么说……安妮，你总是这么宠她……真是的」

  「それはそうだけど……アンネ、貴女がそうやって甘やかすから……もう」

  　希儿德加尔德小姐被终于从笑穴回归的安妮莉洁丝小姐这么一说，这次露出了发自内心感到困扰的笑容。她们俩的关系似乎很好。和第三夫人贝娅特丽克丝小姐则有些距离……应该说贝娅特丽克丝小姐退了一步吗？这三人也和我们船上的女船员们一样，女性之间有很多事要处理吧。我真是在我们家的女性们面前抬不起头来，她们为了不让不和发生而进行调整。

  　ヒルデガルドさんがようやく笑いのツボから復帰したアンネリーゼさんに諭され、今度は正真正銘困った笑みを浮かべている。お二人は仲が良いらしい。第三夫人のベアトリクスさんとは少し距離がある……というかベアトリクスさんが一歩引いているのかね。この三人もうちのクルー達のように女性同士で色々とこう、あるんだろうな。不和が発生しないように調整をしてくれているうちの女性陣には頭が上がらんね、本当に。

  ☆★☆

  ☆★☆

  　在那之后，我也被义母她们狠狠地捉弄了一番，被刨根问底地问了和瑟琳娜及其他船员们交往的经过，搞得我疲惫不堪。我一坐上霍尔斯家准备的空中豪华轿车回到黑莲花，就直接回到自己的房间，脱下外出用的衣服，倒在床上。

  　あの後も散々お義母さん達に
    
     弄
    いじられ、根掘り葉掘りセレナや他のクルー達との
    
     馴
    なれ
    
     初
    そめを聞き
    
     穿
    ほじられた俺は疲労
    
     困
    こん
    
     憊
    ぱいであった。ホールズ家が用意した空中リムジンでブラックロータスに戻るなり自分の部屋へと直行し、余所行き用の服を脱ぎ散らかしてベッドに倒れ込む。

  「啊……」

  「あー……」

  　好累。非常累。和莱昂大舅子他们战斗，身体当然很累，但应付义母她们更让我的头脑疲惫。也可以说是心灵疲惫。

  　疲れた。とても疲れた。レオンお義兄さん達と戦って身体が疲れているのも勿論なのだが、それ以上にお義母さん達への対応で頭が疲れた。心が疲れたと言っても良い。

  　我筋疲力尽地趴在床上，这时有人走进了房间。不用看我也知道，是蜜蜜。随着修行的进展，我的灵能能力逐渐开花，现在我可以自由调节心灵感应的灵敏度了。就算不用眼睛看，我也能感受到熟悉的气息。

  　ベッドにうつ伏せに倒れ込んでぐったりとしていると、誰かが部屋の中に入ってきた。まぁ、見えていなくてもわかる。これはミミだな。修行でサイオニック能力が開花するにつれてテレパシーの感度もかなり自由に調節できるようになった。流石に
    
     馴
    な
    
     染
    じみの気配みたいなものは目で見なくともわかるようになった。

  　她正慢慢地靠近我。不过她已经离我很近了。还有三步，两步，一步……就是这里。

  　そろそろと近づいてきているな。でももうすぐそこだ。あと三歩、二歩、一歩……ここだ。

  「嘿」

  「とうっ」

  「哇哇！？」

  「わわっ!?」

  　我抓住了想要观察我情况的蜜蜜，把她拉到了床上。啊，真棒。太棒了。太美妙了。这份温暖，这份柔软，真是太棒了。我感觉身心的疲劳都融化了。

  　俺の様子を
    
     覗
    のぞき込もうとしてきたミミを捕獲し、ベッドに引きずり込む。あー、いい。
    
     遥
    はるかに良い。素晴らしい。この温かさ、柔らかさは本当に良い。身体と心の疲労が溶け出していくような感覚だ。

  「真是的……希罗大人？你不是累了吗？」

  「んもー……ヒロ様？　疲れているんじゃないんですか？」

  「我现在正在恢复。正在摄取蜜蜜成分。嘶嘶」

  「今回復してる。ミミ成分を摂取している。ずごごごご」

  「唔……被闻味道有点害羞」

  「むむぅ……匂いをかがれるのはちょっと恥ずかしいです」

  　我通过吸蜜蜜而不是吸猫来恢复精神力。嗯？你说我的尊严和绅士风度之类的正在与精神力的恢复量成反比急剧减少？我才不管呢。和那种东西相比，和蜜蜜亲热更重要。

  　猫吸いならぬミミ吸いで俺の精神力が回復していく。え？　精神力の回復量に反比例して俺の尊厳とかダンディーさ的な何かが急速に減少しているって？　知らん知らん。そんなものよりもミミとイチャイチャすることの方が重要だ。

  「冷静下来了吗？」

  「落ち着きました？」

  「有点。被看起来完全就是瑟琳娜姐姐的豪华美女义母们刨根问底地问了一大堆，真的累死我了」

  「少しな。セレナの姉にしか見えないゴージャス美女のお義母さん達に根掘り葉掘り色々聞かれて気疲れしたよ、本当に」

  　我一边说着一边隔着蜜蜜的衣服把脸埋在蜜蜜的肚子上，叹了口气。蜜蜜开始抚摸我的头。被这么宠溺的话，我感觉母性本能要突破天际，变成撒娇鬼了。再怎么说也不能堕落到那种地步。必须坚定意志。

  　そう言ってミミの服越しにミミのお腹に顔を
    
     埋
    うずめながら
    
     溜
    ため
    
     息
    いきを吐くと、ミミが俺の頭を
    
     撫
    なで始めた。そんなに甘やかされるとバブみが天元突破してオギャっちゃいそうなんだが。流石にそこまで
    
     堕
    おちるわけにはいかない。心を強く持たねば。

  「那真是辛苦您了……您还好吗？」

  「それはお疲れ様です……大丈夫ですか？」

  「不好……不过你应该是有事才来的吧？怎么了？」

  「だいじょばない……けど何か用事があって来たんだよな？　どうしたんだ？」

  「是的，是关于小克莉丝的事，她说如果要回德克瑟星系的话，想和您同行」

  「はい、クリスちゃんなんですけど、デクサー星系に戻るなら同道したいということなんです」

  「嗯，这个提议很妥当。反正目的地一样，一起走比较安全」

  「まぁ、妥当な申し出だな。どうせ行き先は同じなんだから一緒に行ったほうが安全だ」

  　克莉丝是怎么来到帝都的呢……说起来劳伦兹氏好像说过是开高速艇飞过来的？我记得他是这么说的。

  　クリスがどのような手段で帝都に来たのかは……そういやラウレンツ氏が高速艇をすっ飛ばしてきたとか言ってたっけ？　確かそう言っていたように思う。

  「不过，那个啊。可不能免费哦」

  「ただ、アレだぞ。無料ってわけにはいかないぞ」

  「是啊。就算她将来会成为我们的家人」

  「ですよね。いくら身内になる予定とはいえ」

  「要当护卫的话……必须得通过佣兵公会才行」

  「護衛をするとなるとなぁ……傭兵ギルドはちゃんと通してもらう必要があるな」

  　至少，必须让佣兵公会和其他佣兵觉得这个报酬是妥当的。报酬可以是特产或交易品等实物，也可以是其他方面的方便。如果在贵族委托中压低价格，就算是白金级也会被公会骂吧。特别是对于白金和黄金级的高位排名者来说，贵族们是很好的客户。

  　少なくとも、傭兵ギルドや他の傭兵から見てギリギリ妥当だと判断される範囲で報酬を払ってもらう必要がある。エネルではなく特産品や交易品などの物納でも良いし、他の便宜でも良い。貴族相手の依頼でダンピングなんてした日には、流石にプラチナランカーでもギルドから怒られるだろうなぁ。特にプラチナやゴールドの高位ランカーにとっては貴族連中ってのは良いお得意様だろうし。

  「这方面还是和克莉丝商量一下比较好。好，走吧。多亏了蜜蜜，我恢复了不少。」

  「その辺りはクリスと話し合った方が良いか。よし、行くか。ミミのお陰でだいぶ回復したし」

  「是、是吗……？那再恢复一点也没关系哦……？」

  「そ、そうですか……？　何ならもう少し回復しても良い、ですよ……？」

  「……时间呢？」

  「……時間は？」

  「再一下下……真的只有一下下哦？」

  「少しだけなら……本当に少しだけですよ？」

  　那就和蜜蜜亲热一下再走吧。只有一下下哦！

  　なら少しだけミミとイチャついてから行くとしよう。少しだけな！

 
  ＃9：出航准备

  ＃９：出航準備

  　在那之后又亲热了一会儿，我和蜜蜜一起移动到了休息区。我们可没有做需要冲澡的事哦。实际上很健全。明白吗？

  　あれからもう少しだけイチャイチャしてからミミと一緒に休憩スペースへと移動した。シャワーが必要になるようなことはしていないぞ。実際健全。いいね？

  「哦哦，欢迎回来。这么快就去亲热了吗？船长真是精力旺盛啊。我也能去亲热吗？」

  「おお、おかえり。早速しっぽりやってきたのかい？　キャプテンはお盛んだなぁ。私もしっぽりしていいんだよ？」

  　一进入休息区，涅薇就过来缠着我。大概是能用自己的脚到处走动很开心吧，她有空的时候经常在各处闲逛。今天似乎是在休息区坐了下来。

  　休憩スペースに入るなりネーヴェが絡んできた。自分の足であちこちを歩き回れるのが楽しいのか、暇な時は結構色んなところをうろうろしているんだよな。今日は休憩スペースに腰を落ち着けていたらしい。

  「没有亲热。真是的，稍微再文雅一点，文雅一点」

  「しっぽりしてません。まったく、もう少しお上品にしなさい、お上品に」

  「对不起。我从出生以来就一直听着下流的军队用语长大」

  「ごめんあそばせ。生まれてこの方お下品な兵隊言葉ばかり聞きかじって育ってきましたの」

  　涅薇用假大小姐的语气开玩笑，我用食指戳了戳她的额头，她就有点开心地叫着「呜哇」倒在了沙发上。真是可爱的家伙。

  　
    
     似
    え
    
     非
    せお嬢様言葉を使っておどけるネーヴェのおでこを人差し指でぐりぐりしてやると、ネーヴェは少し
    
     嬉
    うれしそうな様子で「うわー」とか言ってソファの上にぽてりと倒れ込んだ。
    
     可愛
    かわいい
    
     奴
    やつめ。

  「话说，船长你太受我的外表影响了。虽然长成这样，我可是二十四岁的成年女性哦？」

  「というか、私の見た目に引っ張られすぎだよ、キャプテン。こんなナリだけど私は二十四歳の成人女性だからね？」

  「……我会努力改变认识的」

  「……頑張って認識を改める」

  　虽然道理上是理解的，但看到涅薇这副样子……身高大概和蒂娜她们差不多，但身体的厚度或者说是肉感，真的很纤细。又细又薄。真的就是小孩子的感觉。不知不觉就用对待小孩子一样的态度了。

  　理屈では理解してるんだが、このネーヴェの姿を見るとな……多分身長はティーナ達と
    
     然
    さ
    
     程
    ほど変わらないと思うが、
    
     身体
    からだの厚みというか肉付きがな。本当に細い。細くて薄い。もう本当にお子様って感じ。ついつい子供に接するような態度になってしまう。

  「被这样盯着看，就算是我也会害羞的……那个，要试试吗？为了船长，我会努力的哦？」

  「そんなにジロジロ見られると
    
     流石
    さすがの私も恥ずかしいな……その、してみるかい？　私、キャプテンのためなら頑張るよ？」

  「我不是用那种眼光看你的。不过，不用着急，好好听从翔子医师的指示。交给翔子医师的话就放心了。毕竟她是专家」

  「そういう目で見てたわけじゃないから。まぁ、急がなくて良いからショーコ先生の指示にはよく従うようにな。ショーコ先生に任せておけば安心だ。なんせスペシャリストだからな」

  「Aye Aye, Sir，船长。所以，结果你们去亲热了吗？」

  「アイアイサー、キャプテン。それで、結局しっぽりしてきたのかい？」

  「都说了没去。你这色小鬼，兴致勃勃的啊」

  「してきてねぇって言ってんだろ。興味津々かよこのエロガキがよぉ」

  　我用指尖戳了戳涅薇柔软的脸颊，涅薇不满地撅起嘴。

  　混ぜっ返してきたネーヴェの柔らかほっぺを指先でうりうりとつつき回してやると、ネーヴェは不満そうに唇を
    
     尖
    とがらせた。

  「当然会兴致勃勃了，船长。我之前不仅不能自由活动身体，只能眼巴巴地看着，还觉得自己会就这么死掉。现在能获得健康的身体，我当然会兴致勃勃了。对吧？先不说外表，我可是正在逐渐恢复健康的二十四岁女人哦」

  「興味津々に決まっているじゃないか、キャプテン。今まで自由に身体を動かすことも出来ず、見るだけだった上にそのまま死ぬと思ってたんだぞ、私は。それが健康な身体を手に入れられるとなったら、そりゃもう興味津々さ。そうだろう？　見た目はともかく、私は二十四の健康になりつつある女なんだぞ」

  「这……也是。嗯」

  「それはー……そうね。うん」

  　她突然一本正经地说这种话，让我有点为难。她之前在物理意义上被压抑了那么久，现在对所有能做的事情都兴致勃勃，这我或许也能理解。

  　急にマジトーンで言われると困る。今まで物理的に抑圧されてきた分、できること全てに興味津々というのは理解できるかもしれない。

  「最近我还能吃有味道的流质食物了。甜味真是个了不起的东西啊，船长。就算胃已经很饱了，也会想继续塞进去」

  「最近は味のある流動食も食べられるようになってきたんだ。甘いっていうのは
    
     凄
    すごいものだよ、キャプテン。胃がパンパンになっても詰め込みたくなるんだ」

  　怎么回事，听着涅薇的话，我开始觉得坐立不安了。虽然只是猜测，但她说的甜味流质食物，大概是自动食物料理包经过最低限度的处理和简单的调味后，变成的类似营养补给糊状物的东西。虽然营养充足，但就算说客套话，那东西也不好吃。

  　なんだろう、ネーヴェの話を聞いているといたたまれない気持ちになってくる。甘い流動食って多分だけど、フードカートリッジに最低限の処理と単純な味付けをした栄養補給ペーストじみた物体だぞ。栄養は十分だがお世辞にも
    
     美
    お
    
     味
    いしくはない
    
     筈
    はずのものだ。

  「等身体恢复得更好，能吃普通食物了，我们再吃各种好吃的东西吧。好吗？蜜蜜」

  「もっと身体が良い感じに治って普通の食事もとれるようになったら色々
    
     美
    う
    
     味
    まいもん食おうな。な？　ミミ」

  「好！我会准备很多涅薇喜欢的美食！」

  「はい！　ネーヴェちゃんが気に入りそうな美味しいものを沢山用意しますね！」

  　一直默默看着我和涅薇对话的蜜蜜握紧拳头，呼吸急促。要是蜜蜜太有干劲，搞不好会准备“感觉会寄生在脸上的生物（奶味浓郁）”之类的玩意，有点那个啊……到时候我再帮她一把吧。我也差不多习惯蜜蜜准备的恶心珍馐了，而且味道意外地还不错……虽然偶尔会踩雷。

  　今まで黙って俺とネーヴェのやり取りを見ていたミミが
    
     拳
    こぶしを握りしめて鼻息を荒くする。ミミが張り切ると「顔面にくっついて寄生してきそうなクリーチャー（まろやかクリーミー味）」とか用意してきそうでちょっとアレなんだよなぁ……その時は俺が助けに入れば良いか。ミミが用意するゲテモノ珍味にも結構慣れてきたし。意外と味は良かったりもするしな……たまに大外れがあるが。

  ☆★☆

  ☆★☆

  　目送涅薇再次出门散步后，我坐在休息区和克莉丝取得联系。我将小型情报终端和休息区的大型全息显示器连接，通过情报终端向克莉丝的个人地址发送通信请求。

  　再び散歩に出かけたネーヴェを見送り、休憩スペースに腰を落ち着けてクリスとコンタクトを取る。休憩スペースの大型ホロディスプレイに小型情報端末をリンクし、情報端末を介してクリスの個人アドレスに通信要請を送った。

  『我等您很久了，希罗大人！』

  『お待ちしてました、ヒロ様！』

  　突然就是个特写。因为是和大型全息显示器连接，所以压迫感很强。克莉丝那张端正的脸，或者说那张如花绽放般的笑容，占据了整个视野。

  　いきなりのドアップである。大型ホロディスプレイにリンクしていたので圧が凄い。視界いっぱいにクリスの端整な顔というか花が咲くような笑顔が広がっている。

  「哦，哦。抱歉让你久等了。我刚才有点累，躺了一会」

  「お、おう。なんか待たせてすまんな。ちょっと気力を使い果たしてダウンしてたんだ」

  『您是去见霍尔斯侯爵家的人了吧？那也没办法』

  『ホールズ侯爵家の方々とお会いになってこられたんですよね？　それなら仕方がないと思います』

  　克莉丝的脸从特写镜头中迅速后退。似乎是蜜蜜偷偷调整了位置。全息显示器的投影位置可以自由移动。

  　ドアップで表示されていたクリスの顔がススっと後ろに下がっていく。ミミが
    
     密
    ひそかに
    
     上
    う
    
     手
    まく調節したらしい。ホロディスプレイは投影位置もかなり自由に動かせるからな。

  「那我们直接进入正题吧，你想和我一起去德克瑟星系对吧？」

  「早速本題に入りたいんだが、デクサー星系まで一緒に行こうって話だな」

  『是的！机会难得，希望您能带我一起去。我们的船停泊在古拉基乌斯塞坎达斯殖民卫星，但因为是小型舰，所以能请您用黑莲花一起运载吗？』

  『はい！　折角なので是非ご一緒させていただきたいと思って。私達の船はグラキウスセカンダスコロニーに停泊させたままなんですけど、小型艦なのでブラックロータスで一緒に運んでもらえませんか？』

  「小型舰用的机库还空着一个，所以载你上船没问题。不过，这可不能免费，而且也得通过佣兵公会——」

  「小型艦用のハンガーは一つ空いてるから、乗せていくのは問題ないな。ただ、無料というわけにはいかないし
    
     傭
    よう
    
     兵
    へいギルドも通さないと──」

  『这点请不用担心！我会妥善安排，不会有任何问题的！』

  『その点はご心配なく！　私がバッチリ何の問題もなく手配しますから！』

  　她又露出了甚至能感受到压力的满面笑容。感觉有点可疑。虽然不是面对面，所以无法用灵能能力感知她的想法，但总觉得有点可疑。她似乎有什么企图。

  　またもや圧力すら感じる満面の笑みである。なんか怪しいな。対面で会っているわけではないからサイオニック能力で思考を感知できるわけではないが、なんか怪しい。何か
    
     企
    たくらんでいる気配がする。

  「既然克莉丝都这么说了，那应该可以信任。毕竟克莉丝绝对不会做让我伤心或讨厌的事。那就完全交给你了。」

  「クリスがそこまで言うなら信頼できるな。クリスのことだから俺が悲しんだり嫌がったりするようなことは絶対にしないもんな。じゃあ完全に任せるよ」

  『……当、当然。请交给我吧。』

  『……も、
    
     勿
    もち
    
     論
    ろんです。お任せください』

  　我感觉被我全面信赖的克莉丝脸上似乎冒出了冷汗。她果然有什么企图吗？不过，毕竟是克莉丝，就算什么都不说，她应该也不会做出让我真正讨厌的事。

  　俺から全幅の信頼を寄せられたクリスの顔に冷や汗が見える気がする。やはり何か企んでいたか？　まぁ、クリスのことだから何も言わなくても俺が本当に嫌がるようなことはしないと思うが。

  「不过，如果你们那边能顺利处理好契约关系的话，我想在实务方面应该没问题。黑莲花也有空房间。同行者有两个人对吧？」

  「まぁ、そっちで契約関係を上手いことやってくれるなら実務面では問題はないと思う。ブラックロータスには空き部屋もあるしな。同伴者は二人いるんだったか？」

  『是的，之前介绍过的埃德特鲁，以及在古拉基乌斯塞坎达斯殖民卫星的船上等待的古德伦，一共两人』

  『はい、この前ご紹介させていただいたエデルトルートと、グラキウスセカンダスコロニーの船で待っているグートルーンを合わせて二人ですね』

  「古德伦小姐啊，她也是女性骑士吗？」

  「グートルーンさんね、その人も女性騎士なのか？」

  『是的。她是我的护卫』

  『はい。私の護衛なので』

  　那倒也是。作为未婚女性贵族的护卫，要一起乘船移动的话，也不能让男性骑士上船。

  　それはそうか。未婚の女性貴族の護衛として船で一緒に移動するとなると、男性騎士を乗せるわけにもいかないよな。

  「那么，内容就是护卫三名乘员和运输一艘小型舰。蜜蜜，你和克莉丝还有梅伊三个人一起合作，推进手续。检查一下在帝都没有其他要做的事，没问题的话，明天就从帝都出发」

  「それじゃあ乗員三名の護衛と小型艦一隻の輸送って内容だな。ミミ、クリスとメイと三人で協力して手続きを進めてくれ。他に帝都でやるべきことが無いかチェックして、大丈夫そうなら明日にでも帝都を
    
     発
    たつぞ」

  　要是拖太久的话，那个Fucking Emperor或者皇女殿下又会搞出什么花样。你不是要去韦尔扎鲁斯神圣帝国吗？顺便把露西亚达皇女作为亲善使节带过去吧！嘎哈哈！之类的。光是想想就感觉要吐血了，充满了麻烦事的味道。绝对不能陷入那种事态。

  　あまりゆっくりしていたらまたぞろあのファッキンエンペラーか皇女殿下辺りが何か仕掛けてくるかもしれん。ヴェルザルス神聖帝国に行くんだろ？　ついでに親交使節としてルシアーダ皇女を連れてってくれよ！　ガハハ！　とかな。考えただけで
    
     血
    ち
    
     反
    へ
    
     吐
    どを吐きそうなほど厄介事の香りしかしないから絶対にそんな事態に陥るわけにはいかん。

  「我去确认蒂娜她们是否做好了发舰准备。克莉丝除了和佣兵公会的交涉之外，也要做好退房的准备。对了，姑且也通知一下瑟琳娜吧。」

  「俺はティーナ達に発艦準備が整っているか確認する。クリスは傭兵ギルドとのやり取りもそうだが、宿を引き払う準備も進めてくれよ。ああ、セレナにも一応連絡するか」

  　要是没有任何联络就离开帝都的话，之后她可能会闹别扭。

  　何の連絡もなしに帝都を発ったら後でいじけられそうだ。

  ☆★☆

  ☆★☆

  　确认发舰准备等各项作业完成后，差不多到了晚饭时间。我一如既往地在黑莲花的食堂里享用我们的厨师——铁人制作的料理……并没有。

  　発艦準備の確認など
    
     諸
    もろ
    
     々
    もろの作業を終えたらそろそろ晩飯時である。俺はブラックロータスの食堂でいつのもように我らがシェフ、テツジンの作り出す料理を食べて……いなかった。

  「为什么露出那种仿佛在嚼沙子的表情？」

  「なんでそんな砂でも
    
     嚙
    かんだような顔なんですか」

  「因为眼前有个明明酒量不好，却马上就要喝光一瓶红酒的迷人未婚妻。」

  「酒に強いわけでもないくせに、早速ワインのボトルを一本空けようとしている素敵な婚約者を目の前にしているからかな」

  「唔、唔……这、这也没办法啊。」

  「む、むぅ……し、仕方ないじゃないですか」

  　说着，眼前的未婚妻——穿着潇洒的晚礼服的瑟琳娜——脸颊染上淡红色，移开了视线。

  　そう言って目の前の婚約者──
    
     瀟
    しよう
    
     洒
    しやなイブニングドレスを着飾ったセレナ──が頰を薄紅色に染めながら視線を
    
     逸
    そらす。

  ☆★☆

  ☆★☆

  　我一边确认发舰准备，一边向瑟琳娜说明情况，告诉她最快明天就要离开帝都，她慌忙地切断了通讯，十几分钟后又主动联系了我。

  　発艦準備の確認をしながらセレナに事情を説明し、早ければ明日にも帝都を発つという話をしたら彼女は大慌てで一度通信を切り、十数分かそれくらい後にもう一度あちらから連絡を取ってきた。

  『那个……就是……啊，好痛！？呜……那个，今晚，能和我一起度过吗……？』

  『あの……その……あ痛っ!?　うぅ……その、今夜は、私と一緒に過ごしてくれませんか……？』

  　她隔着小型通讯机的全息投影，满脸通红地请求我。这可拒绝不了。不过，冷静想想也是。瑟琳娜有军务在身，不可能跟我一起走。而且，我之后还要去达莱恩瓦尔德伯爵家的领地，然后直接前往韦尔扎鲁斯神圣帝国。因为要离开帝国，所以不可能像之前那样在旅途中偶然相遇。也就是说，暂时没有机会和瑟琳娜见面了。

  　小型通信機のホログラム越しに顔を真っ赤にしてお願いされてしまった。これは断れない。まぁ、冷静に考えればそうだよな。セレナには軍務があるのだから、俺についてくることなどできはしない。しかも、俺はこのあとダレインワルド伯爵家の領地に赴き、その足でヴェルザルス神聖帝国に行く予定だ。帝国の外に出るわけだから、今までのように旅先で偶然会うなんてことも起こり得ない。つまり、
    
     暫
    しばらくの間セレナと顔を合わせる機会は無くなってしまうのだ。

  「我知道了，我会排除万难，今晚和瑟琳娜一起度过。还有，虽然不知道是谁，但非常感谢。」

  「わかった、万難を排してでも今夜はセレナと一緒に過ごす。あと、誰かわからないけどありがとうございます」

  『呜……那么，就这样。我马上把计划传到终端机。』

  『うぅ……それでは、そういうことで。プランはすぐに端末に送りますから』

  　瑟琳娜说完就切断了通讯，然后如她所言，约会计划马上就发过来了……。

  　そう言ってセレナは通信を切り、宣言通りすぐにデートプランが送られてきたんだが……。

  「发过来的约会计划一直在变啊……」

  「送られてくるデートプランがコロコロ変わりまくってるなぁ……」

  　虽然不知道是什么原理，但“在黑莲花前上迎宾车”之后的计划一直在变。先是去某个餐厅吃饭，然后去高级酒店附设的全息剧院，再然后去同样附设的酒吧。接着又变成稍微逛逛贵族用的剑和衣服的订做店，然后去某个高级酒店附带泳池的套房，享受着别人端上来的晚餐。喂，突然就直奔那种用途的酒店，这种计划也太随便了吧。

  　どういう仕組みなのかわからんが「ブラックロータス前で送迎車に搭乗」後の予定が目まぐるしく変わっている。どこぞのレストランで食事後、高級ホテルに併設されているホロシアターに行き、同じく併設されているバーに行くというプランが表示されたかと思えば、貴族の扱う剣や衣装のオーダーメイドショップを軽く巡った後にどこぞの高級ホテルのプール付きスイートルームで
    
     上
    あげ
    
     膳
    ぜん
    
     据
    すえ
    
     膳
    ぜんのディナーだとか。おい、いきなり明らかにそういう用途のホテルに直行とかいう雑なプランは流石にどうかと思うぞ。

  　很明显是好几个计划者在随意安排。虽然我觉得计划者的真实身份应该是义母她们，但说不定已婚的义姐们也参与其中。虽然在霍尔斯侯爵家的宅邸里没有机会见面，但听说有些人在嫁到别人家后，也会和丈夫一起住在霍尔斯侯爵家宅邸的某个地方。毕竟宅邸的结构本身就大得离谱。宅邸的结构中似乎还有养子和分家的贵族宅邸。

  　明らかに複数のプランナーが好き勝手やってるな。プランナーの正体はお
    
     義
    か
    
     母
    あさん達あたりなんじゃないかと思うが、もしかしたら既婚者のお
    
     義
    ね
    
     姉
    えさん達辺りも参入しているのかもしれん。ホールズ侯爵家の屋敷で顔を合わせる機会はなかったが、他家に嫁いでからもホールズ侯爵家の屋敷の
    
     何
    ど
    
     処
    こかにお相手と一緒に住んでいるみたいなパターンもあるって話だったんだよな。なんせ構造体自体が
    
     滅
    め
    
     茶
    ちや
    
     苦
    く
    
     茶
    ちやでかいから。屋敷の構造体の中に寄子や分家の貴族の屋敷があったりもするらしいし。

  「……在时间到之前就先放着不管吧。啊，姑且先问一下服装吧。」

  「……時間まで放置しよう。ああ、一応服装だけ聞いとくか」

  　可以的话，我希望能穿着平时穿的佣兵服去，不过还是尽可能地配合对方的要求吧。大概会外宿吧……我一边看着不断变化的约会计划一边思考。

  　出来れば普段着ている傭兵服で行けるところが良いんだが、まぁ可能な限り向こうの要求に合わせるか。多分外泊になるよなぁ……とコロコロと変わるデートプランを見ながら考える。

  　和梅伊商量一下吧。

  　メイに相談しよう。

  ☆★☆

  ☆★☆

  　总之，因为这样的缘由，我和瑟琳娜两人单独共进晚餐。

  　とまぁ、そんな経緯があってこうしてセレナと二人きりのディナータイムとなっているわけだ。

  　顺便说一下，最后的计划是简单地吃完饭后休息。这是以三大欲望为优先的计划。

  　ちなみに、最終的にはシンプルに食事のあとご休憩というプランに落ち着いた。これでもかという三大欲求優先プランである。

  「这是我第一次和男性单独约会……是第一次。」

  「男性と二人きりでのデートなんて初めて……初めてですから」

  　瑟琳娜一边说着，一边露出微妙的表情。是啊，这是第一次呢。之前和瑟琳娜见面的时候，我都会和蜜蜜她们其中一人一起行动，避免两人独处。

  　そんなことを言いながらセレナが微妙な表情を浮かべる。そうだね、初めてだね。今までは二人きりにならないようにセレナと会う時には絶対にミミ達の誰かと一緒に行動してたから。

  「在阿雷因星系再会的时候，我还计划着要和你单独在餐厅的包厢里约会，为什么现在会这么狼狈呢？」

  「アレイン星系で再会した時には二人きりでレストランの個室デートなんてのも企てていたのに、なんで今更そんなに
    
     狼狽
    うろたえるんだ」

  「那是因为，和那时相比，我们的立场和想法都不同了。」

  「それはその、あの時とは互いの立場も思いも何もかも違うじゃないですか」

  「有差这么多吗？」

  「そこまでかぁ？」

  「有差这么多啦。该怎么说呢……自从我们发生关系之后，你是不是对我太温柔了？」

  「そこまでですぅー。なんというかその……関係を持ってからこっち、優しすぎません？」

  　不知道是因为喝太快的葡萄酒的影响，还是单纯因为动摇，瑟琳娜红着脸，用不悦的眼神看着我。

  　ハイペースで
    
     吞
    のんでいるワインの影響か、それとも単に動揺しているからなのかは判別がつかないが、顔を赤くしたセレナが俺にジト目を向けてくる。

  「因为已经没必要对你冷淡了，所以我只是坦率地面对你而已。我不是说过了吗？」

  「セレナに塩対応をする必要性が何も無くなったから、素直になっただけだぞ。言っただろ？」

  「就算是这样，也变得太多了吧……感觉情绪都要失控了。话说回来，你真的是有意识地对我那么冷淡吗？真的吗？」

  「それにしても変わりすぎですよぉー……情緒がどうにかなりそうです。というか、本当に意識的に私にあんなに塩対応してたんですか？　本当に？」

  「真的。我只是告诫自己，无论如何都不能对你出手。如果我不告诫自己，而是顺从本能的话，瑟琳娜早就被我吃掉一只手数不完的次数了。」

  「本当だぞ。間違っても絶対に手を出さないように自分を戒めてただけだぞ。俺が自分を戒めずに本能のままに接してたら、セレナは片手の数じゃ足りないくらいの回数俺に食われてたね」

  　这是真的。不过要是她认真抵抗的话，我空手也能把她脖子的骨头给折断，所以也没法强行对她出手就是了。瑟琳娜明明酒量不怎么好，却很喜欢喝酒。她总是很快就喝醉，然后失去意识……等下？这不是很奇怪吗？

  　これはマジ。まぁ本気で抵抗されたら素手でも首の骨をへし折られるだろうから無理矢理ってわけには行かなかっただろうけど、セレナは酒にそんなに強くないのに好きだからな。すぐ酔っ払って正体を
    
     失
    なくすし……って待てよ？　おかしくないか？

  「瑟琳娜才是，这么容易就喝醉不是很奇怪吗？你不是接受过身体强化处理吗？」

  「そういうセレナこそそんなに簡単に酔っ払うなんておかしくないか？　身体強化処置を受けてるんだよな？」

  　身体强化处理并不只是单纯强化肌肉力量，速度，敏捷性等物理层面的身体能力。以循环系统为首的内脏机能等应该也接受了强化处理，所以这么容易就喝醉是很奇怪的。

  　身体強化処置というのはただ単に筋力や速力、
    
     敏
    びん
    
     捷
    しよう性などの物理的なフィジカル面だけを強化するものではない。循環器をはじめとした内臓機能なども同様に強化処置を受ける筈だから、こんなに簡単に酔っ払うのはおかしい筈だ。

  「因为酒精耐性被省略了。贵族里也有很多这样的人。不能享受美酒是人生的损失」

  「アルコール耐性はオミットしてますからね。貴族でも結構多いですよ、そういう人。お酒を楽しめなくなるのは人生の損失です」

  「是这样吗……？我酒量不好，不是很懂」

  「そういうもんかね……？　俺は下戸だからよくわからんぜ」

  　我面前的饮料是普通的水。不，是比普通稍微贵一点的水。经过加热处理，过滤处理，添加矿物质后制成的，既安全又美味的水。说实话，以我的舌头是喝不出这和黑莲花的过滤水有什么区别。

  　そういう俺に配膳されている飲み物は普通の水である。いや、普通よりも少しお高い水である。熱処理、
    
     濾
    ろ
    
     過
    か処理、ミネラル添加によって作り出された安心安全な美味しいお水だ。正直俺の舌ではブラックロータスで飲める濾過処理水との違いがわからんが。

  「不懂酒的享受方式可就亏大了。要喝吗？」

  「お酒の楽しみ方を知らないなんて損ですよ損。吞みませんか？」

  「不用了。要是之后派不上用场就太浪费了」

  「遠慮する。この後役立たずになってしまったら
    
     勿
    もつ
    
     体
    たいないしな」

  　我耸了耸肩这么说道，瑟琳娜似乎没能理解我话中的含义，歪了歪头，随后脸就红了起来。嗯嗯，就是这个意思。真是纯情又可爱啊。

  　俺が肩を
    
     竦
    すくめてそう言うと、セレナは発言の意図を読み損ねたのか首を
    
     傾
    かしげ、その直後に顔を真っ赤にした。うんうん、そういう意味だよ。
    
     初
    う
    
     心
    ぶで可愛いなぁ。

  「……色狼」

  「……すけべ」

  「没错」

  「そうだよ」

  　我毫无羞耻之意，挺起胸膛对白了我一眼的瑟琳娜说道。这种事要是藏着掖着反而更恶心吧。男人就是色狼。这可是常识。

  　恥じ入るところなど一つもない俺はジト目を向けてくるセレナに胸を張ってそう言った。こんなものは変に隠す方が気色悪いだろ。男はすけべな生き物。わかりきってんだね。

  「真是的，怎么突然就开起玩笑来了……搞得我像个傻瓜一样」

  「もう、何を開き直っているんですか……なんだか緊張してた私が馬鹿みたいじゃないですか」

  「虽然作为军人完美无缺，但作为私人却破绽百出，我就是喜欢这样的废柴瑟琳娜啊」

  「軍人としては
    
     完
    かん
    
     璧
    ぺきだけど私人としては隙だらけで割とポンコツなセレナが好きだよ、俺は」

  「我才不是废柴呢？头脑清晰，才色兼备的完美超人指的就是我哦？」

  「ポンコツじゃありませんけどー？　頭脳
    
     明
    めい
    
     晰
    せき、才色兼備の完璧超人とは私のことですけどー？」

  「头脑清晰，才色兼备的完美超人可不会喝醉酒失去意识，最后被扔进简易医疗舱里啊」

  「頭脳明晰、才色兼備の完璧超人は酔っ払って前後不覚に陥った挙げ句、簡易医療ポッドに放り込まれたりしないんだよなぁ」

  「咕努努……喂！怎么突然就冷淡起来了！再多宠我一点啊！」

  「ぐぬぬ……ちょっと！　塩対応になってきてますよ！　もっと甘やかしてください！」

  　啊——这位客人！这位客人您可不能这样！拍桌子可不像话啊这位客人！啊——！这位客人您可不能这样！这位客人这位客人！

  　あー、お客様！　いけませんお客様！　テーブルをバンバンするのははしたのうございますお客様！　あー！　いけませんお客様！　お客様お客様！

  「真是的……真是的……你真的喜欢我吗？爱我吗？」

  「もう……本当にもう……
    
     貴方
    あなた、本当に私のこと好きなんですか？　愛してます？」

  「当然。不然我怎么会只身一人和伯爵家的私兵大打出手呢」

  「勿論。そうじゃなかったら身一つで伯爵家の私兵相手に大立ち回りなんてしないぞ」

  「这……但是，那个时候蜜蜜小姐她们也在吧？」

  「それは……でも、あの時は私だけでなくミミさん達もいたでしょう？」

  　瑟琳娜说着又把脸背了过去，撅起了嘴。虽然背对着我，但时不时地往我这边偷瞄，真是可爱……不过，原来如此。她觉得我之所以和伊克瑟马尔伯爵家的私兵大打出手，是因为蜜蜜她们被囚禁了啊。

  　そう言ってセレナはまた俺から顔を背けて唇を
    
     尖
    とがらせる。顔を背けながらもチラチラとこっちに視線を向けてくるのが実にあざといというかなんというか……しかし、なるほど。俺がイクサーマル伯爵家の私兵相手に切った張ったの大立ち回りをしたのは、あくまでもミミ達が
    
     囚
    とらわれていたからだろうと、そう思ってるわけか。

  「如果当时只有我和瑟琳娜在那艘船上，陷入同样的状况，我想我还是会做出同样的事」

  「あの船に乗り込んでいたのが俺とセレナだけで、同じような状況に陥ったとしたら、やっぱり俺は同じことをしたと思うよ」

  　如果当时只有我和瑟琳娜在那艘船上，文森特应该会用瑟琳娜来威胁我，而不是用蜜蜜她们。那样的话，我应该也会挣脱束缚，杀死文森特，然后赶去救瑟琳娜。我不可能在那种情况下对瑟琳娜见死不救，自己一个人逃走。

  　もしそういった状況になっていたとしたら、ヴィンセントはミミ達の代わりにセレナを盾に俺を脅迫しただろうし、だとすれば俺はやはり同じように拘束を脱し、ヴィンセントを殺してセレナのもとへと急いだだろう。あの状況でセレナを見殺しにして自分一人で脱出を図るということは無いな。

  「……真的吗？」

  「……本当ですか？」

  「大概吧。说到底，如果我对瑟琳娜没有感情，就不会在结晶战役的时候那么快就和她分开，也不会特地在宜居化改造中的行星上以肉身降落，和生物兵器战斗。我在这方面可是很冷酷的。」

  「多分な。そもそも、セレナのことをなんとも思っていなかったら、結晶戦役の時もさっさとサヨナラしてたし、わざわざテラフォーミング中の惑星に生身で降下して生物兵器と斬り結んだりしないって。俺、その辺は結構ドライだぞ」

  　不过，既然我必须养活大家，也不能只凭感情行事。

  　皆を養っていかなきゃいけない以上、情だけで動くってことも無いけどな。

  「话是这么说没错……」

  「それはそうかもしれないですけどぉ……」

  「而且，现在不就只有我和瑟琳娜两个人吗？这样不行吗？」

  「それに、今はセレナと二人きりじゃないか。それじゃ駄目か？」

  「唔……也不是不行啦。」

  「うー……駄目じゃないんですけどぉ」

  　瑟琳娜说着，开始用刀叉玩弄盘子上的料理。你从刚才开始就一直这样，餐桌礼仪差得不像个好人家的大小姐。真是的。

  　そう言ってセレナがカトラリーで皿の上の料理をいじいじし始める。さっきから君ね、いいとこのお嬢様とは思えないほどマナーが悪いぞ。メッ。

  　不过，这与其说是对我有所不满，不如说是感到内疚吧？嗯。

  　しかしアレだな、これは俺に対して不満を抱いているというよりはもしかしてなんか負い目を感じてるのか？　ふむ。

  「我说，我和瑟琳娜以后会成为夫妻吧？」

  「なぁ、これから俺とセレナは夫婦になるんだよな」

  「哈？嗯，嗯。那是当然……啊，你，你讨厌我了吗？对不起。我会做个好妻子的，不要抛弃我……」

  「はぇ？　え、ええ。それは
    
     勿
    もち
    
     論
    ろん……あ、い、嫌になっちゃいましたか？　ごめんなさい。いい子にしますから捨てないで……」

  　瑟琳娜先是呆呆地愣了一下，然后脸色变得铁青，眼角开始泛起泪光。嗯，情绪不稳定。她是不是想用酒强行让自己情绪高涨，借此掩盖住情绪的不稳定呢？

  　ぽかんと
    
     呆
    ほうけたかと思えば今度は顔を真っ青にして目の端に涙を
    
     溜
    ため始めた。うーん、情緒不安定。さては酒で無理矢理テンションを上げてこの情緒不安定さを覆い隠そうとしてたな？

  「嗯，我不会抛弃你的。我想说的是，既然我们成为了夫妻，那就不要有秘密」

  「うん、捨てたりしないから。俺が言いたいのはな、夫婦になるんだから隠し事はナシってことだ」

  「秘密，吗？」

  「隠し事、ですか？」

  「是的。我平时就经常对船员们说，人与人之间之所以会产生纠纷，大多都是因为沟通不足。所以，我告诉他们不要把烦恼和不满憋在心里，要坦率地讲出来。这并不是规定，只是希望大家能注意一下」

  「そうだ。うちのクルーには常日頃から言ってるんだが、大体の場合人と人との間のトラブルってのはコミュニケーション不足が原因だと俺は思っているんだよな。だから、悩み事とか不満とかは溜め込まないで素直に話すように皆には言ってる。ルールってわけじゃなく、そういう風に心がけようってレベルの話だけど」

  「原来如此……？」

  「なる、ほど……？」

  　瑟琳娜歪着头，露出一副似懂非懂的微妙表情。

  　理解がいまいち及んでいないような微妙な表情でセレナが首を傾げる。

  「所以，我今后也不会对你有所隐瞒。你有什么想问的，我都会回答。什么都可以。比如我的出身，克里希那的出处，还有其他事情。所以，我希望你也能坦率地把烦恼告诉我」

  「だから、俺もこれからは隠し事はナシだ。セレナが聞きたいことがあるならなんでも答えるよ。なんでもな。俺の出自だとかクリシュナの
    
     出
    で
    
     処
    どころだとか、その他についてもなんでもだ。だから、セレナも素直に悩みを打ち明けて欲しい」

  　我这么一说，瑟琳娜便低头看向桌子，沉默地思考了一会儿，然后开口。她的声音非常微弱，仿佛在害怕什么似的。

  　俺がそう言うと、セレナはテーブルの上に視線を落として
    
     暫
    しばし黙考し、それから口を開いた。その声は、まるで恐怖にでも震えるかのように弱々しいものだった。

  「那个……我很不安。我怕你其实并不想和我结婚。我怕你只是出于义务感和对霍尔斯侯爵家的顾虑，才答应和我结婚的」

  「その……不安なんです。本当は貴方が私との結婚を望んでいないんじゃないかって。ただ義務感とホールズ侯爵家への配慮で私との結婚を受け入れたんじゃないかって」

  「原来如此，是这么回事啊」

  「なるほど、そういうことか」

  　关于这件事，我在回到帝都之前已经和她谈过很多次了。嗯？难道霍尔斯侯爵家对她说了什么吗？不管怎样，现在只能正面回应了。

  　その件については帝都に戻って来る前に散々話したと思ったんだけどな。うーん？　これはホールズ侯爵家で何か吹き込まれたか？　何にせよ、ここは真正面からぶつかっていくしかないな。

  「对于我对你出手这件事，我确实有义务感，也确实有对霍尔斯侯爵家的顾虑。如果我说没有，那就是在说谎」

  「手を出してしまったことに対する義務感と、ホールズ侯爵家への配慮。無いと言ったら
    
     噓
    うそになるな」

  　听到我的话，瑟琳娜的肩膀颤抖了一下。

  　俺の言葉を聞いたセレナが肩をビクリと震わせる。

  「但是，说到底，就算是因为事关性命，我也不可能和不喜欢的女人——……不过，就算是不喜欢的女人，我也能上就是了」

  「でも、そもそもの話な。命がかかってるからって好きでもない女を──……まぁ好きでもない女でも抱けるけど」

  　毕竟我也是个健全的男人。这一点我也没办法。毕竟我可没有纤细到非要和对方心意相通才能做那种事。

  　俺だって健全な男だからね。こればかりは仕方ないね。心が通い合ってないと致せないってほど繊細な心の持ち主じゃないからね、俺。

  「喂！？现在应该是在谈正经事吧！？」

  「ちょっと!?　今真面目な話をする流れでしたよね!?」

  「因为说谎是不好的嘛」

  「だって噓
    
     吐
    つくのは良くないし」

  　瑟琳娜突然被我破坏了气氛，生气地说道。不过总比哭哭啼啼要好得多，所以我无视她的怒气继续说下去。

  　突然雰囲気をぶち壊されたセレナが怒り出したが、めそめそしているよりはずっとマシなのでその怒りをスルーして話を続けることにする。

  「先不说这个，我可不是那种唯唯诺诺地接受和不喜欢的人结婚的人。正因为对象是瑟琳娜，我才会接受这门婚事。这和霍尔斯侯爵家的意愿无关。如果我无论如何都忍不下去的话，也可以把瑟琳娜掳走，逃出帝国」

  「それはそれとして、好きでもない人との結婚を唯々諾々と受け入れるような人間でもないぞ、俺は。相手がセレナだからこそ、この結婚を受け入れたんだ。ホールズ侯爵家の意向なんて関係ない。どうしても我慢ならなくなったらセレナを
    
     攫
    さらって帝国から逃げ出しても良いしな」

  「那个，那样我会很困扰的……？」

  「あの、それは私が困るんですけど……？」

  「那就努力或祈祷别发生那种事吧。如果真的发生那种事，我会开始乱发起连白刃主义者都会脸色发青的决斗」

  「それじゃあそんな事にならないよう頑張るか祈るかしておいてくれ。もしそんなことになったら白刃主義者も真っ青の決闘乱発を始めるからな」

  　我耸了耸肩，瑟琳娜露出放弃的表情叹了口气，然后轻轻笑了起来。能笑出来就再好不过了。

  　そう言って肩を竦めてみせると、セレナは
    
     諦
    あきらめたような表情で
    
     溜
    ため
    
     息
    いきを吐き、それから小さく笑い声を上げた。笑えるようになったなら上等だな。

  「真是的，太乱来了。你是不是太任性了？」

  「もう、滅茶苦茶です。自分勝手すぎませんか？」

  「如果有什么万一，就用暴力解决。暴力可是好东西」

  「いざとなったらなんでも暴力で解決だ。暴力は良いぞ」

  　因为这是在任何地方都能通用的基本货币。就算是在智慧生命体进行恒星间航行的时代也能通用，真是万能啊。

  　どんな場所でも通用する基本通貨だからな。知的生命体が恒星間航行を行うような時代でも通用するんだから、本当に万能だよな。

  「你在这方面真的很像佣兵呢」

  「そういうところは実に
    
     傭
    よう
    
     兵
    へいらしいですよね、貴方は」

  「当然了。我可是专业人士」

  「勿論です。プロですから」

  　什么专业人士？当然是暴力方面的。毕竟我可是佣兵公会里顶级的白金级佣兵。作为暴力专家，我可不觉得还有比这更厉害的头衔了。

  　なんのプロだって？　そりゃ勿論暴力のだよ。何せ俺は傭兵ギルドでもトップクラスのプラチナランカーなんだからな。暴力のプロとしてこれ以上の肩書きもそうそう無いと思うぞ。

  「别再想那些有的没的了。赶紧吃完饭回房间吧。享受健全的肌肤之亲和不健全的肌肤之亲」

  「うだうだと考えるのはヤメだヤメ。とっとと飯食って部屋に引きこもろうぜ。健全なスキンシップや不健全なスキンシップを楽しもう」

  「这是前几天还说要营造气氛的人该说的话吗？」

  「それが先日ムードとか言ってた人の
    
     台詞
    せりふですか？」

  「那还不是因为瑟琳娜你一营造气氛就开始扭扭捏捏哭哭啼啼的」

  「ムード作ろうとしたらウジウジめそめそし始めるセレナが悪いと思うんだ」

  「呜……无法反驳。既然如此只能喝个痛快了。再来一瓶！」

  「うぐぅ……言い返せない。もうこうなったら吞むしかありません。ボトル追加で！」

  「喂，别这样啊笨蛋」

  「おいやめろ馬鹿」

  　约会的预定行程岂不是要变成照顾醉鬼了吗！

  　デートの予定が酔っ払いの介抱になりかねないだろうが！

  ☆★☆

  ☆★☆

  　第二天早上，我在旅馆的床上醒来，看向紧贴在我身边那团温暖的主人。

  　翌朝、ホテルのベッドで目を覚ました俺はすぐ
    
     側
    そばにぴったりと寄り添う
    
     温
    ぬくもりの主に目を向けた。

  「呼……嗯？」

  「すぅ……んん？」

  　大概是察觉到我微微动了动身体，睡脸安稳的瑟琳娜也醒了过来。我与她惺忪的红眼四目相对。平时威风凛凛的帅气女性露出这种毫无防备的表情，为什么这么可爱呢。

  　俺がわずかに身じろぎしたのに気がついたのか、穏やかな寝顔を見せていたセレナも目を覚ます。しょぼしょぼとした紅い
    
     瞳
    ひとみとばっちり目が合った。普段キリッとしていて格好良い人が、こういう無防備な表情を見せるのってなんでこんなに可愛いんだろうな。

  「早上好……」

  「おはようございます……」

  「早。再睡一会儿也没关系哦？」

  「おはよう。もう少し寝てても良いぞ？」

  　起床后我看了看时间，离起床时间还早。再过一会儿再起床活动也没关系吧。

  　起きた時に時計を見たが、時間的にまだまだ余裕があった。起きて動き出すのはもう少しばかり後でも大丈夫だろう。

  「嗯……」

  「んー……」

  　瑟琳娜不知道是不是理解了我的话，用脸颊蹭着我的肩膀。你是猫吗？好痛，别咬我。别咬来咬去的。

  　俺の言葉を理解しているのかどうか怪しいセレナが俺の肩辺りに頰を
    
     擦
    こすり付けてくる。猫か何かかな？　いてぇ、
    
     嚙
    かむな。ガジガジするんじゃない。

  「你在做什么？」

  「何をしているんだ、何を」

  「想留下痕迹……嗯」

  「跡を残しておこうかなと……んー」

  　别吸别吸。别从肩膀爬上来。会留下痕迹的。不，你就是想留下痕迹吧……算了，就随你吧。

  　吸い付くな吸い付くな。肩からどんどん
    
     這
    はい上がってくるな。跡が残る。いや、そのつもりなんだろうけども……まぁ好きにさせておくか。

  「……不在我身上留下痕迹吗？」

  「……私にはつけないんですか？」

  　瑟琳娜贴在我的胸前，抬眼盯着我的脸。

  　胸元にくっついたまま、セレナが上目遣いで俺の顔をじっと見てくる。

  「一大早就开始挑衅我啊」

  「朝っぱらから挑発してくるじゃないか」

  　就让我好好地让你理解在床上挑衅我会有什么下场吧。

  　ベッドの上で俺を挑発するとどうなるのか、じっくりと理解させてやろう。

  ☆★☆

  ☆★☆

  「唉……」

  「はぁ……」

  「做了这种事之后还深深叹气，感觉很微妙……你累了吗？」

  「こういうことをした後に深い溜息を吐かれると、とても微妙な気分になるんだが……疲れたか？」

  　看着房间里的女仆机器人准备的早餐，我不由得露出苦笑。在那之后，我们起床后享受了一番鱼水之欢，然后一起冲了澡，拜托女仆机器人准备早餐，但冲完澡后瑟琳娜的情绪就一直很低落。

  　部屋付きのメイドロイドが用意してくれた朝食を前に、俺は思わず苦笑を浮かべた。あの後起き抜けにしっぽりと楽しみ、二人でシャワーを浴びてメイドロイドに朝食の用意を頼んだんだが、シャワーを終えた辺りからセレナのテンションがダダ下がりしていた。

  「不，这点小事没什么……只是，一想到要暂时分别」

  「いえ、これくらい別になんでもありませんけど……ただ、暫くお別れだなと思うと」

  「是啊。我也很寂寞」

  「それはそうだな。俺も寂しい」

  　我这么一说，瑟琳娜就眯起眼睛瞪着我。

  　俺がそう言うと、セレナはジト目で俺を
    
     睨
    にらんできた。

  「你回到船上不还有我以外的很多女孩子吗。应该没时间感到寂寞吧？」

  「貴方は船に帰れば私以外にも沢山女の子がいるじゃないですか。寂しい思いをする暇なんて無いでしょう？」

  「也许是吧。不过，我现在确实很寂寞」

  「それはそうかもしれん。でも、今寂しいと思っているのは本当だから」

  「……算了。我也是知道这点才和你发展成这种关系的。这点我能够理解。只是，下次见面的时候我的身体可能就不只属于我一个人了，这点请你好好考虑一下」

  「……まぁ良いです。わかっていて貴方とこういう関係になったんですから。そこは割り切ります。ただ、次に会う時には私一人の身体ではなくなっているかもしれないので、そこはよく考えておいてくださいね」

  　她一脸平静地说出不得了的话，让我差点把喝下去的牛奶喷出来。不知道是不是觉得我的反应很有趣，瑟琳娜单手拿着茶杯，脸上露出坏笑。

  　すました表情でぶち込んできたとんでもない発言に飲んでいたミルクを思わず噴き出しかける。そんな俺の反応が楽しいのか、セレナはティーカップを片手にニヤニヤとした笑みを浮かべていた。

  「吓了我一跳，这样好吗？虽然我也是在婚前就和你做了很多次，没资格说这话」

  「びっくりしたけど、良いのか？　まぁいいだけ婚前交渉しておいて俺が言うのもなんだが」

  　也就是说，这次瑟琳娜没有采取任何避孕措施。不过这种事情也有周期的问题，应该不会这么简单就中奖。

  　つまり、今回セレナは避妊のために必要な措置を何一つ取っていないということなのだろう。こういったことは周期の問題もあるし、そう簡単に命中するものでもないとは思うが。

  「这是母亲大人她们出的主意。父亲大人虽然不会给我好脸色看，但他对母亲大人她们是抬不起头的。啊，不过也不能保证一定会成功哦？毕竟事出突然，药剂的调配也来不及。只能看运气了。」

  「母上達の入れ知恵ですから。父上は良い顔はしないでしょうが、父上は母上達には頭が上がらないですし。ああ、でも確実にというわけでもないですよ？　急なことで薬剤の調達も間に合わなかったですし。運次第といったところですね」

  「药剂……」

  「薬剤って……」

  　是什么呢？是那种只要服用就能百发百中的药吗？不过，毕竟这世界的技术水平已经发展到只要打一针就能治好骨折或内脏损伤的程度了。就算有那种在做之前吃一颗就能让命中率100％的药，也没什么好不可思议的。

  　なんだろう、服用したら百発百中にでもなる薬でもあるんだろうか？　まぁ、簡単な注射一本で骨折や内臓損傷が治るような技術レベルだものな。致す前に一錠飲むだけで命中率１００％みたいな薬があっても不思議ではないか。

  「像你这样的人，要是没有重物压着，就会到处乱晃吧？」

  「貴方みたいな人は
    
     重
    おも
    
     石
    しがないとフラフラと何処かへ行ってしまうでしょう？」

  「不，没那回事……我想。」

  「いや、そんなことはない……と思うが」

  　虽然在特里梅因星系醒来后，我到处乱晃了好几个星系，所以没资格说这种话。

  　ターメーン星系で目覚めてからこっち、散々方々の星系をふらついてきた俺が言っても何の説得力も無いが。

  「可是你总是像这样到处乱晃，抢先一步出现在我面前不是吗？」

  「でもいつもいつもそうやってフラフラして私の行く先に先回りしていたじゃないですか」

  「反了反了。瑟琳娜总是抢先一步出现在我们面前吧。我们还说你这个人真是执念很深呢。」

  「逆だ逆。いつもいつも俺達の行く先にセレナが後乗りで現れてたんだろ。あの人めっちゃ執念深いよなって話してたんだぞ、俺達」

  　冲击性的新事实。原来瑟琳娜并不是一直追在我们后面，只是偶然出现在我们所在的地方而已！不过，我其实也隐约察觉到了。这应该是我无意识中使用的命运操作能力所造成的影响。

  　衝撃の新事実。セレナはいつも俺達の後を追ってきていたのではなく、偶然俺達のいる場所に現れていただけだった！　いや、まぁなんとなく察してはいたけどね。俺が無自覚に使ってるっていう運命操作能力の影響だろうということは。

  「为什么呢？知道我受到无凭无据的中伤，让我莫名地有点生气。」

  「なんでしょう。
    
     謂
    いわれのない中傷を受けていたと知って微妙に腹が立ってきました」

  「别气别气。慢慢吃早餐，冷静下来吧。来，虽然不知道是什么，不过这个很好吃哦。啊～」

  「どうどう。朝飯をゆっくり食べて落ち着こう。ほら、なんかよくわからんが美味しいぞこれ。あーん」

  　我将早餐中出现的不知道是优格还是芝士，总之是类似奶制品的风味丰富派对切成一口大小，送到瑟琳娜的嘴边。于是，瑟琳娜板着脸一口咬下，然后开始咀嚼。

  　朝食に出てきていたヨーグルトかチーズかは判然としないが、乳製品っぽい風味が豊かなパイのようなものを一口大に切ってセレナの口元に運んでやる。すると、セレナは仏頂面のままぱくりと食いつき、そのままモグモグと口を動かし始めた。

  「……啊～」

  「……あー」

  「好好好。」

  「はいはい」

  　我将早餐送到默默张开嘴巴的瑟琳娜嘴边。她是雏鸟还是什么吗？不过，被像瑟琳娜这样的美女撒娇，感觉倒也不坏。

  　無言で口を開くセレナの口元にせっせと朝食を運んでやる。
    
     雛
    ひな
    
     鳥
    どりか何かかな？　まぁセレナみたいな美人さんに甘えられるのは悪い気分じゃないけれども。

  　我一边照顾瑟琳娜一边吃着早餐，总觉得房间里的女仆机器人一直盯着我看。不，是我多心了吗？我瞥了她一眼，视线也没有对上。

  　そうやってセレナのお世話をしながら食事をしていたのだが、なんか部屋付きのメイドロイドにガン見されている気がする。いや、気のせいか？　ちらりと見ても視線が合わないし。

  ☆★☆

  ☆★☆

  　吃完早餐后，差不多该回船上了。我和瑟琳娜一起乘坐接送的飞行型豪华轿车，一路驶向帝都的综合港湾设施。

  　朝食を終えたらそろそろ船に帰る時間だ。セレナと一緒に送迎の飛行型リムジンに乗って一路帝都の総合港湾施設に向かう。

  　顺便一提，我的服装和昨天下船时一样，而瑟琳娜穿的不是在餐厅穿的晚礼服，而是色调高雅的裙子，以及看起来既温暖又柔软，像是毛衣的上衣，完全是便服。虽然她平时穿军服的样子也很帅气，但这种普通的打扮，让她给人的感觉变得圆润，单纯地可爱。说实话，比起晚礼服，我更喜欢她这身打扮。

  　ちなみに、俺の服装は昨日船から出た時と同じだが、セレナはレストランで着ていたイブニングドレスではなく上品な色合いのスカートと、暖かくて柔らかそうなセーターのような上着という実に普段着じみた服装である。いつもの軍服姿も
    
     凛
    り
    
     々
    りしくて格好良いが、こういう普通の格好をされると、雰囲気がかなり丸くなって単純に可愛い。正直イブニングドレス姿よりもこっちの方が俺は好きだ。

  「……」

  「……」

  「……」

  「……」

  　我们彼此都沉默不语。但是瑟琳娜一直粘着我，而且是无与伦比地粘。她抱着我的右臂，把脸颊靠在我的肩膀上，一直蹭来蹭去。被紧紧抱住的手臂上，传来非常强烈的柔软触感。隔着毛衣也能清楚地感受到。太棒了。

  　お互いに無言。しかしセレナは俺にべったりである。それはもう、これ以上無いほどに。俺の右腕を抱え込んで肩に頰を乗せ、ずっとすりすりしている。ぎゅっと抱きしめられた腕に柔らかい感触がこれでもかと押し付けられてもいる。セーター越しにしっかりと伝わってくる。素晴らしい。

  「请不要走。」

  「いかないでください」

  「别强人所难啊……你刚才不是说要放弃了吗？」

  「無理を言うな……さっきの割り切ってる発言はどこにいったんだよ」

  　瑟琳娜可爱的请求，让我不由得用左手捂住脸，仰天长叹。很遗憾，豪华轿车的天花板并没有给我任何解决办法。

  　セレナの可愛いお願いに思わず左手で顔を覆って天を仰いでしまう。残念ながら、リムジンの天井は俺に何も打開策を与えてはくれない。

  「那我跟你一起去。」

  「じゃあわたしがついていきます」

  「那也不行……我知道你很寂寞，但不能因为这样就抛下彼此的立场和工作，做出不负责任的行动」

  「それもアカンだろ……寂しいのはわかるが、それで互いの立場や仕事をぶん投げて無責任な行動を取るのは良くない」

  「……比起我，希罗更重视工作和其他女孩子呢」

  「……ヒロは私よりも仕事や他の女の子が大事なんですね」

  「哇，好麻烦。虽然麻烦但好可爱」

  「うわぁめんどくさい。めんどくさいけど可愛い」

  　瑟琳娜鼓起脸颊，变得像河豚一样。我用左手抚摸她的脸颊，她鼓起的脸颊就“噗咻”一声瘪了下去。她的呼吸吹到我的耳朵和脸颊上，感觉痒痒的。

  　セレナの頰がぷくーっと膨れてフグみたいになっている。左手でその頰を
    
     撫
    なでてやると、ぷしゅーっと音を立てて膨らんでいた頰が
    
     萎
    しぼんだ。吐息が耳元やら頰やらに当たってくすぐったい。

  　就这样，我被瑟琳娜单方面地缠着，卿卿我我了一阵子，空中豪华轿车就到达了目的地。

  　そんな感じでセレナに一方的に絡まれつつイチャイチャしているうちに空中リムジンが目的地へと
    
     辿
    たどり
    
     着
    ついた。

  「好了，下车吧」

  「ほら、降りるぞ」

  「不要……」

  「やだぁ……」

  「不要不要的……你别用那种快哭出来的声音说这种话，我会心痛的」

  「やだじゃないから……泣きそうな声でそういうこと言うの本当にやめてくれ。胸が締め付けられる」

  　我费了好大劲才把闹别扭的瑟琳娜从豪华轿车里拉出来，站在黑莲花的舷梯前。好了，我得想办法哄哄这个粘人精。该怎么办呢？

  　ぐずるセレナをなんとかかんとかリムジンから引っ張り出してブラックロータスのタラップ前に降り立つ。さて、このひっつき虫をなんとか
    
     宥
    なだめすかしてやらんといかんな。どうしたもんか。

  ☆★☆

  ☆★☆

  「昨晚玩得开心吗？」

  「
    
     昨夜
    ゆうべはお楽しみでしたね」

  「唔……」

  「うっ……」

  　我和瑟琳娜一起回到黑莲花，一到休息区，就看到蜜蜜笑容满面地迎接我们。顺带一提，发出呻吟的不是我，而是瑟琳娜。她似乎被蜜蜜的笑容压倒了。

  　セレナと一緒にブラックロータスに帰還し、休憩スペースに移動するなり満面の笑みを浮かべたミミに出迎えられた。ちなみに、
    
     呻
    うめき声を上げたのは俺ではなくセレナである。ミミの笑顔に
    
     気
    け
    
     圧
    おされるような何かを感じたらしい。

  「不过今天轮到我了，对吧？」

  「でも今日は私の番ですから。ね？」

  「呜……是。」

  「うぅ……はい」

  　瑟琳娜败给了蜜蜜不容分说的压力。蜜蜜真强啊……说不定是蜜蜜体内流着帝国王室的血，让瑟琳娜屈服了。实际上，瑟琳娜知道蜜蜜的出身真相，以及和蜜蜜长得一模一样的露西亚达皇女殿下的长相，对她来说，蜜蜜应该是相当难应付的对手吧。

  　有無を言わせぬミミの圧力にセレナが負けた。ミミ強いな……もしかしたらミミの身体に流れる帝国王室の血がセレナを屈服させたのだろうか。実際、ミミの出自に関する真実もミミと
    
     瓜
    うり
    
     二
    ふたつのルシアーダ皇女殿下の顔も知っているセレナにしてみれば、ミミは相当にやりづらい相手だろうな。

  　然后，因为蜜蜜的威压而被我排除在外的瑟琳娜，沮丧地垂下肩膀，无精打采地走向休息区。蒂娜和薇丝卡跟在她身后。

  　そしてミミの威圧によって俺の側から排除されてしまったセレナはしょんぼりと肩を落として休憩スペースへトボトボと歩いていった。その後ろをティーナとウィスカがついて行っている。

  　只要交给天不怕地不怕的开朗蒂娜，以及深思熟虑的温柔薇丝卡，关于瑟琳娜的支援应该就没问题了。

  　
    
     物
    もの
    
     怖
    おじせず明るいティーナと、思慮深く優しいウィスカに任せておけばセレナのフォローに関しては問題ないだろう。

  「唔……」

  「むー……」

  　目送瑟琳娜的背影后，蜜蜜抱住了我，然后开始用头在我的胸口磨蹭。感觉就像穿上新衣服后，想在上面留下自己气味的猫或狗一样。

  　セレナの後ろ姿を見送り終わったミミが俺に抱きついてきた。そして胸元で頭をグリグリとやり始める。なんか新しい服を着たら自分の匂いをつけようとしてくる犬か猫みたいな挙動だな。

  「呣呣呣……啊」

  「むむむ……あっ」

  「嗯？」

  「ん？」

  　蜜蜜抬头看向我的脸，视线固定在我的下巴，或者说是脖子附近。怎么了？

  　俺の顔を見上げたミミの視線が俺の
    
     顎
    あごの下、というか首の辺りに固定される。なんだ？

  「啾……！」

  「ぢゅー……ッ！」

  「好痛好痛！」

  「痛い痛い！」

  　蜜蜜突然踮起脚尖，吸住了我的脖子。看来是发现了瑟琳娜留下的痕迹！？

  　ミミが急に背伸びして俺の首筋に吸い付いてきた。さてはセレナのつけた跡を見つけたな!?

  　就算是这样，为了对抗而留下痛得要命的吻痕也太过了吧。虽然蜜蜜亲吻我的脖子让我很高兴就是了。

  　だからって対抗して痛いほどキスマークをつけるのはどうかと思うのだが。ミミが首元にキスしてくれるのは
    
     嬉
    うれしいけどさぁ。

  「哎呀，你们在做有趣的事情呢。我也来吧？」

  「あら、面白いことしてるわね。私もやろうかしら？」

  「本人也可以吗？」

  「
    
     此
    この身も良いですか？」

  「可以啊。啾一下就完事了」

  「良いですよ。ちゅーっとやっちゃってください」

  「蜜蜜允许了吗……？」

  「ミミが許可するのか……？」

  　艾尔玛和库姬也凑了过来，吸住了我的脖子。她们没有像蜜蜜那么用力，而是用适当的力度吸，所以并不痛，但她们不仅吸，还舔了起来，让我感觉很奇怪。你们两个为什么要这么做啊？

  　わちゃわちゃと集まってきたエルマとクギにも首を吸われる。ミミほど強くなく、適度な強さで吸ってくれたので痛くなかったが、吸うだけでなくペロペロと
    
     舐
    なめられたので妙な気分になってしまった。二人ともどうしてそういうことするんですか？

  「算了，这种程度的吃醋也还好吧？又不是拿出了小刀或者雷射枪」

  「ま、この程度のやきもちを焼くくらいは良いわよね？　ナイフとかレーザーガンとか持ち出してるわけじゃないし」

  「是的。我没有任何意见」

  「はい。何の文句もございません」

  　在被三人包围的状态下反抗也没有胜算，所以我老实地服从了。全面投降。

  　三人に囲まれた状態で反抗しても勝てるわけがないので、素直に従う。全面降伏である。

  「真好啊……完全的两人独处……有点羡慕」

  「良いですね……完全に二人きりで
    
     逢
    おう
    
     瀬
    せ……ちょっとだけ
    
     羨
    うらやましいです」

  　背后传来库姬平静的声音。她抓着我的夹克下摆轻轻拉扯，看起来十分可爱。

  　背後からクギのしっとりとした声が聞こえてくる。ジャケットの端を
    
     摑
    つかんでくいくいと引っ張ってきているのがなんともいじらしい。

  「我会找个机会的，我保证。」

  「どこかでそういう機会を作ろう。約束する」

  「哼……不知道你什么时候才能履行这个承诺。接下来的行程可是很紧凑的哦？」

  「ふーん……その約束が果たされるのがいつになることやらね。ここから先、結構予定が詰まってるわよ？」

  「我们会在韦尔扎鲁斯神圣帝国待一段时间，就去那边吧。库姬，你觉得如何？」

  「ヴェルザルス神聖帝国には暫く滞在することになるだろうし、あっちでどうかな。クギ、どう思う？」

  「好的，本人的国家有很多风光明媚的名胜，这些地方也有很多旅店，也有很多宿场町——也就是观光胜地，我觉得这个主意不错。」

  「はい、此の身どもの国には
    
     風
    ふう
    
     光
    こう
    
     明
    めい
    
     媚
    びな名所が沢山ありますし、そういった場所には
    
     旅籠
    はたごも多く、宿場町──観光の名所となっている場所も多いですから、良い考えかと思います」

  　背后拉扯我衣服的节奏变快了。我隐约听到一阵呼呼呼呼的破风声，这应该是库姬的尾巴高速摇摆的声音吧。

  　背後から俺の服を引っ張るリズムが速くなっている。
    
     微
    かすかにフサフサフサフサと風を切るような音も聞こえるが、これはクギの
    
     尻
    しつ
    
     尾
    ぽが高速で振られている音だろうか。

  「那就这么决定了……可以吧？」

  「それじゃあそういうことで……いいよな？」

  　蜜蜜她们都同意了我的提议。这样一来，家内安全就暂时得到了保障。说到底，凭我这种程度的器量，要同时和这么多女性在一起，本来就是不可能的……至今为止，我应该让她们受了不少委屈吧。为了报答大家，我得比以前更加用心才行。

  　俺の提案にミミ達が
    
     揃
    そろって了解の意を返してくる。これでとりあえず家内安全は成ったようだ。そもそも論、俺
    
     如
    ごときの器でこんな何人も女性を囲うってのが土台無理な話なんだが……これまでも色々と我慢も苦労もさせてきてしまっているんだろうな。皆に報いることができるよう、これまで以上に俺なりに気を遣っていこう。

  ☆★☆

  ☆★☆

  「下次……下次一定要回来。绝对，绝对要回来哦」

  「また……また今度。絶対、ぜったいにかえってきてくださいね」

  「好好……我绝对会回来的，所以你也要好好工作哦」

  「はいはい……絶対に戻ってくるから、それまでちゃんとお仕事してるんだぞ」

  　瑟琳娜抱着我，用快要哭出来的声音说着可爱的话。我紧紧地抱住了她。虽然我们之前也有一两个月没见面过……但果然我还是会寂寞。看着这样抱着我的瑟琳娜，我甚至想就这样把她掳走。

  　俺に抱きついて泣きそうな声で可愛いことを言うセレナをぎゅっと抱きしめる。今までにも一ヶ月や二ヶ月くらい顔を合わせないことなんてあっただろうに……とは思うが、やはり俺も寂しいようだ。こうして抱きついてくるセレナを見ていると、このまま攫ってしまいたくなってくる。

  　这时，一个小小的身影强行挤进我和瑟琳娜之间，把我们分开。

  　そんな俺とセレナの間に強引に押し入って
    
     引
    ひき
    
     剝
    はがす小さな影が一つ。

  「好了好了好了，快放开。还没出嫁的淑女这样粘在一起可不好」

  「はいはいはーい、離れてください。嫁入り前の淑女がそんなにベタベタして良くないと思います」

  「你，你不也一样吗……！」

  「そ、それは
    
     貴女
    あなたも一緒じゃないですか……！」

  「我是未婚妻」

  「私は婚約者ですから」

  「我也是未婚妻！」

  「わたしもこんやくしゃだもん！」

  　被克莉丝拉开的瑟琳娜一边哭着一边向我伸出手。虽然有点可怜，但也很可爱。为什么瑟琳娜一哭起来就这么可爱呢，真是搞不懂。

  　クリスに引き剝がされたセレナが半泣きになりながら俺に両手を伸ばしてくる。ちょっと
    
     可
    か
    
     哀
    わい
    
     想
    そうだけど可愛い。どうしてセレナは半泣きになるとこんなに可愛いのか。これがわからない。

  「只有你一个人抱太狡猾了！虽然要暂时分别，但你做得太过火了！」

  「自分ばっかりずるいんですよ！　暫くお別れだからってやりすぎです！」

  「呜哇啊啊！」

  「うわぁぁーん！」

  　两位货真价实的贵族大小姐开始扭打在一起。或许是因为体格和单纯锻炼的差距，瑟琳娜发出了像是被棒子打的海豹一样的声音，但还是压倒性地占了上风。不愧是再怎么堕落也是军人。

  　正真正銘の貴族のお嬢様二人が取っ組み合いを始めた。体格差と単純な修練の違いのせいか、棒でぶん殴られている浜辺のアザラシみたいな声を出してるのに、セレナの方が圧倒的に優勢である。流石は腐っても軍人だ。

  「不去帮她吗？」

  「助けなくて良いのか？」

  「被卷进去就有点……」

  「アレに巻き込まれるのはちょっと……」

  　听到我的话，克莉丝的护卫埃德特鲁露出一脸饶了我吧的表情。也是，要加入身体强化到火花四溅的贵族之间的扭打，确实会让人有点抗拒。不过那与其说是扭打，不如说只是在嬉闹吧。

  　俺の指摘にクリスの護衛であるエデルトルートが勘弁してくれという顔でそう言う。まぁ、バチバチに身体強化した貴族同士の取っ組み合いに交ざるのは抵抗あるよな。取っ組み合いというか、あれはじゃれてるだけだろうが。

  　过了一会儿，大概是满足了吧，扭打结束，这次真的要出发了，我目送瑟琳娜离开。

  　暫くして満足したのか、取っ組み合いが終わったので今度こそ出発のためにセレナを見送る。

  「那个，可以陪我走到车那边吗……？我想跟你在一起到最后……」

  「あの、車までついてきてくれませんか……？　最後まで一緒にいたくて……」

  「不行哦，希罗大人。你会被掳走的。请快点走吧。嘘嘘。」

  「駄目ですよ、ヒロ様。攫われますよ。とっとと行ってください。シッシ」

  　在扭打中落败，衣服有些凌乱的克莉丝站在我面前，像是在赶野狗一样挥着手。虽然我觉得不用做到这种程度，但我没有看漏瑟琳娜露骨地摆出「你多管闲事」的表情。她真的想把我掳走吗？瑟琳娜在紧要关头会不择手段啊。

  　取っ組み合いで負けて若干衣服が乱れているクリスがセレナから俺を守るように俺の前に立ち、野良犬か何かを追い払うようにシッシと手を振る。そこまでやらんでも良いと思うんだが、セレナが露骨に「余計なことを」みたいな顔をしたのを俺は見逃さなかった。本当にやる気だったのか。いざとなったら手段を選ばんな、セレナは。

  「呜……那再见了……」

  「うぅ……じゃあまた……」

  　瑟琳娜说完后，无精打采地走向舷梯。她不时回头偷瞄这边的样子很可爱。每次回头，克莉丝都会发出「吓——！」这种像猫生气的声音来威吓她，也很可爱。如果克莉丝有像猫一样的尾巴，应该会膨胀起来吧。

  　そう言ってセレナはトボトボとタラップへと向かって歩いていった。チラチラとこっちを何度も振り返ってくるのが可愛い。その度にクリスが「シャーッ！」て怒った猫みたいな声を出して威嚇しているのも可愛い。クリスに猫みたいな尻尾があったらボンッて膨らんでそうだ。

  「真是的……好了，希罗大人。接下来要暂时麻烦你照顾了。」

  「まったく……さて、ヒロ様。これから暫くお世話になりますね」

  「啊，嗯。欢迎。总觉得好久没有像这样搭同一艘船旅行了。感觉很期待呢。」

  「ああ、うん。ようこそ。なんだかこうやって同じ船に乗って旅をするのも久しぶりだな。なんだか楽しみだよ」

  「我也是。啊，我和埃德特鲁一起整理行李，之后再请你陪我玩哦！」

  「私もです。あ、私はエデルトルートと一緒に
    
     荷
    に
    
     解
    ほどきをしてきますので。また後で構ってくださいね！」

  　克莉丝目送瑟琳娜走下舷梯后，笑着这么说道，然后和埃德特鲁一起走向居住区。顺带一提，蜜蜜她们为了给克莉丝和埃德特鲁准备房间，已经离开了舷梯。现在只剩我一个人留在原地。

  　タラップから船外に出ていくセレナを確認したクリスはそう言って笑顔を見せ、エデルトルートを伴って居住区画の方へと歩き去っていった。ちなみに、ミミ達はクリスとエデルトルートが滞在する部屋を用意するために既にタラップからは離れている。俺一人がこの場に取り残された形だ。

  「……一大早就累坏了。不过现在不是说这种话的时候」

  「……なんか朝から疲れたな。そうも言ってられないけども」

  　大部分工作都交给其他人了，我自己的工作并不多。但也不能因为这样就让大家干活，自己却在休息室里偷懒。

  　仕事の大半は皆に受け持ってもらっているから、俺自身がやることは多くない。だが、だからといって皆に働かせて俺は休憩室でダラダラしているというわけにもいかない。

  「去确认一下大家的工作吧……」

  「全員の作業の最終確認をしておくか……」

  　从帝都出港的手续和物资的准备已经完成了。因为收到了报告，所以去休息区确认一下吧。不管怎么说，休息区离居住区，机库和货物区都很近，在那里工作是最有效率的。

  　帝都からの出港に関する手続きや物資の手配などは終わっている。その報告も上がってきているので、休憩スペースでそいつを確認することにしよう。なんだかんだで休憩スペースが居住区画からもハンガーやカーゴスペースからも近いから、そこで仕事をするのが一番効率が良いんだよな。

  
   [image: ]
  

 
  尾声

  エピローグ

  　黑莲花在没有遭遇任何妨碍和意外的情况下从帝都出发，飞向宇宙，与安特利翁对接后，直接前往古拉基乌斯塞坎达斯殖民地。

  　特にこれといった妨害やアクシデントも無く帝都を出発し、宇宙へと飛び出したブラックロータスはアントリオンとドッキングしてそのままグラキウスセカンダスコロニーへと向かった。

  　这是为了在离开首都星系古拉基乌斯星系之前进行物资补给。

  　首都星系であるグラキウス星系から出立する前に物資の補給を行うためである。

  　咦？你问不是已经在帝都补给过物资了吗？帝都的物价和流通有点特殊。

  　え？　帝都で物資は補給したんじゃないかって？　帝都の物価と流通はちょっと特殊なんだよ。

  　帝都生产的一部分物资——比如一部分的粮食和农作物——价格便宜得离谱，但除此之外从其他星系进口的物资价格比市价高很多。还有，像我们这样的船员使用的物资，根本就没有在卖。这是因为航宙舰艇出入帝都受到严格限制。因为需求量少，所以没有在卖。

  　帝都で生産している一部物資──例えば一部の食料や農作物──の値段は
    
     噓
    うそみたいに安いんだが、それ以外の星系外から輸入しているような物資は市価よりだいぶ高い。あと、俺達みたいな船乗りが使うような物資に関してはそもそも取り扱いが無かったりする。これは帝都への航宙艦の出入りが厳しく制限されているからだな。需要が少ないから取り扱いが無いわけだ。

  　因此，从帝都出发后，有必要在古拉基乌斯塞坎达斯殖民卫星进行旅行准备。不过，黑莲花装载的物资本来就绰绰有余，直接出发也没有问题，但无论如何都必须回收克莉丝她们的船，然后收容到黑莲花上。她们的船上似乎有人负责留守，也不能把那个人丢下不管。

  　なので、帝都から出立するとなるとグラキウスセカンダスコロニーで旅支度をする必要があるというわけだ。
    
     尤
    もつとも、ブラックロータスに積んでいる物資にはそもそも余裕を持たせているからこのまま出立したとしても問題はないが、どちらにせよクリス達の船を回収してブラックロータスに収容しなければならないしな。船には留守番役が乗っているらしいし、その人を置いていくわけにもいかない。

  　于是，那个人来到了停靠在古拉基乌斯塞坎达斯殖民卫星的黑莲花，与我们会合。

  　というわけで、グラキウスセカンダスコロニーに寄港したブラックロータスにその人が合流してきたわけなのだが。

  「您就是……原来如此。我叫古德伦。请多指教，船长希罗大人。」

  「
    
     貴方
    あなたが……なるほど。私はグートルーンと申します。よろしくお願い致します、キャプテン・ヒロ様」

  　她恭敬地向我低头致意。年龄大概和我差不多，或者稍微年长一些。是个身材高挑，体型偏瘦的女性。说不定比我还要高。虽然和瑟琳娜那头闪闪发光的金发质感有些不同，但也是个金发女仆。怎么说呢，感觉很不健康，眼神凶恶，或者该说很可疑，眼睛下面的黑眼圈很重……这个人没问题吗？话说她不是护卫骑士吗？怎么穿女仆装。

  　そう言って彼女は恭しく俺に頭を下げた。恐らく年齢は俺と同程度か、少し上だろうか。かなり背の高い、
    
     瘦
    やせぎすの女性である。俺よりも背が高いかもしれない。セレナの輝くような金髪とは少し質感が違うが、金髪のメイド服の女性だ。なんというか、不健康そうで目つきが悪いというか怪しいというか目の下の
    
     隈
    くまがすごいというか……大丈夫か、この人。というか護衛の騎士じゃなかったのか？　メイド服なんだが。

  「请多指教，古德伦小姐。你可以更随意地称呼我。我觉得每次都要叫船长希罗大人，未免太夸张了。」

  「よろしく、グートルーンさん。俺のことはもっと気楽に呼んでくれて構わない。いちいちキャプテン・ヒロ様だなんて呼ぶのは仰々しすぎると思うんだ」

  「不，您将来会成为克莉丝汀娜大小姐的伴侣，我不能那么做。比起这个，我希望您能直接叫我古德伦。因为您是克莉丝汀娜大小姐的伴侣，地位在我之上。」

  「いいえ、将来的にクリスティーナお嬢様の
    
     伴
    はん
    
     侶
    りよとなられる方に対してそういうわけには参りません。それよりも私のことはグートルーン、と呼び捨てにして頂きたく。貴方様はクリスティーナお嬢様の伴侶として私どもの上に立つお方なのですから」

  「或许是这样没错，但现在达莱恩瓦尔德伯爵甚至还没认可我成为正式的未婚夫。在那一刻到来之前，希望你能接受我的任性。」

  「そうかもしれないけど、今はまだ正式な婚約者になることすらダレインワルド伯爵に認められたわけではないから。その時が来るまでは俺の
    
     我
    わが
    
     儘
    ままを受け入れて欲しい」

  「……我明白了。」

  「……わかりました」

  　虽然感觉不太情愿，但古德伦小姐似乎接受了我提出的建议。

  　渋々と、といった感じではあったがグートルーンさんは俺の提案を受け入れてくれたようだ。

  　我从她们的船上卸下她的行李，交给船员们带路——同时，我联系了翔子医师。她现在应该正在为克莉丝和埃德特鲁做健康检查。

  　彼女の荷物を彼女達の船から降ろし、クルー達に案内を任せることにする──と同時に、俺はショーコ先生に連絡を取った。今はクリスとエデルトルートのメディカルチェックを実行している
    
     筈
    はずだ。

  『嗯？怎么了？』

  『うん？　どうしたんだい？』

  「刚才上船的古德伦小姐是另一位克莉丝的随从，可以尽快为她做健康检查吗？」

  「今乗船したグートルーンさん、もう一人のクリスの従者なんだが、早急にメディカルチェックを実行してくれないか？」

  『当然可以，不过发生了什么事吗？』

  『それは
    
     勿
    もち
    
     論
    ろん良いけど、何かあったのかい？』

  「虽然外行人的意见对专家来说可能没什么参考价值，但不管怎么看，她都显得很不健康……我让蜜蜜她们带她去房间了，你联系一下蜜蜜，尽快帮她做检查吧」

  「素人の目線で見たことをプロに言うのもなんなんだが、どう見ても不健康そうにしか見えなくてな……ミミ達に部屋まで案内させてるところだから、ミミにでも連絡して早めに実行してくれ」

  『明白了，我马上联系』

  『了解、すぐに連絡するよ』

  　翔子医师理解得很快，真是帮大忙了。如果真的只是外行人的判断，她实际上很健康的话，那就再好不过了。

  　ショーコ先生は話が早くて実に助かる。本当にただの素人判断で、健康に何の問題も無いってんならそれが一番なんだが。

  「那边只能交给翔子医师了」

  「あっちは任せるしかないか」

  　不管怎么说，我能做的也只有下达指示了……如果没什么问题就好了。

  　どっちにしろ俺ができるのは指示出しくらいだからな……何もなければそれで良いんだが。

  ☆★☆

  ☆★☆

  『是极度睡眠不足』

  『極度の寝不足だね』

  「睡眠不足」

  「寝不足」

  『她似乎因为担心克莉丝而几乎没怎么睡……总之，现在让她睡着了』

  『クリスくんのことが心配で
    
     殆
    ほとんど眠れていなかったようでね……とりあえず、今は眠ってもらってるから』

  「这样啊……我知道了」

  「そっかぁ……わかった」

  　我在机库和整备士姐妹一起检查克莉丝她们的船时，翔子医师把古德伦小姐的体检结果告诉了我。明明只是几天不见，却因为过于担心而睡不着，导致身体不适，这应该需要做些适当的心理辅导吧。

  　ハンガーで整備士姉妹と一緒にクリス達の船を検分していると、グートルーンさんのメディカルチェックの結果がショーコ先生から返ってきた。ほんの数日のことなのに心配すぎて眠れなくなって体調不良って、それはもうなんか適切なメンタルケアをした方が良いのでは。

  「怎么了？你看起来很累的样子」

  「どしたん？　なんか疲れた顔になっとるけど」

  「别在意，真的只是小事」

  「気にしないでくれ、本当に
    
     些
    さ
    
     細
    さいなことだから」

  　看到我不由得叹了一口气，蒂娜开口关心，我则是轻轻挥手回应。因为这应该不是我需要积极介入的问题吧。只要掌握现状，克莉丝应该就会自己想办法解决。不过，我姑且还是会在之后转告她就是了。

  　思わず
    
     溜
    ため
    
     息
    いきを
    
     吐
    ついてしまった俺にティーナが声をかけてきたが、俺は軽く手を振ってそう答えた。俺が積極的に関わる問題でも無いだろうからな。現状を把握すればクリスが自分でなんとかするだろう。一応クリスには後で伝えるだけ伝えるけど。

  「然后，这个……关于克莉丝的船。」

  「で、えーと……クリスの船なんだが」

  「那是艾迪欧制造的，两个世代前的高速小型舰吧。从外观看来，没有什么特别之处或特殊之处。」

  「イデアル製の二世代前の高速小型艦やな。外観から見る分には特に変なところも特殊なところも無いで」

  「毕竟也不能擅自进入船内查看嘛。不过，虽然这艘船有点旧，但是速度很快。居住性就有点问题了。」

  「中身は
    
     流石
    さすがに見るわけにもいきませんしね。ただ、この船は古いですけど足は速いんですよね。居住性に問題があるんですけど」

  「我本来就没打算把这艘船当成战力，不过，克莉丝出差用的船竟然只有这种水平啊……之前我也看过达莱恩瓦尔德伯爵的舰队，整体而言，装备似乎都相当老旧。」

  「もとより戦力にするつもりも無いけど、クリスが出張に使う船がこのレベルか……前にダレインワルド伯爵の艦隊も見たけど、やっぱり装備が全体的に古そうなんだよな」

  「这我就不清楚了，不过，我在科马特星系工作的时候，伯爵家好像没有特别突出的战力。」

  「それは知らんけど、コーマット星系で仕事してた時には特に目立った戦力は無かったように思うな」

  　——将来我跟克莉丝结婚，如果我得参与达莱恩瓦尔德伯爵领地的治安维持工作，这方面的问题搞不好会成为瓶颈。哎，不过，这艘船因为装备比较像样，所以战斗能力还是比一般的宙贼舰高就是了。

  　将来的に俺とクリスが結婚して、俺がダレインワルド伯爵領の治安維持に関わることになったらその辺がネックになりそうな気がするな。まぁ、この船はまともな装備を積んでいる分、一般的な宙賊艦よりも戦闘能力が高いんだが。

  　唔嗯——我实在不认为光凭我的一己之见，就能让达莱恩瓦尔德伯爵领地的战斗舰焕然一新！看来还是先想好对策比较好。

  　うーん、俺の一存でダレインワルド伯爵領の戦闘艦を最新のものに刷新！　とかそう簡単に出来るとも思えないしな。何か考えておいたほうが良いかもしれない。

  「我明白了。你们可以扫描，但是要进行整备或改造的话，得先取得克莉丝的许可。」

  「よくわかった。スキャンはしていいけど、整備とか
    
     弄
    いじったりとかはクリスに許可を取ってからにしてくれ」

  「收到——」

  「りょーかーい」

  「好的，我明白了。」

  「はい、わかりました」

  「那就拜托你们了。我去看看克莉丝她们的状况。」

  「頼んだぞ。俺はクリス達の様子を見に行ってくるから」

  　我向活力十足地回应的整备士姐妹说完，便离开了机库。

  　元気に返事をする整備士姉妹にそう告げ、俺はハンガーを後にした。

  ☆★☆

  ☆★☆

  　不管怎么说，首先都得和达莱恩瓦尔德伯爵商量才行。我要带走您的孙女——不对，是我要被带走才对。老实说，我有点搞不懂伯爵对这件事的看法。实际上，我和达莱恩瓦尔德伯爵交谈的次数并不多。

  　何にしてもまずはダレインワルド伯爵に話をつけなければならない。お孫さんを頂きます──じゃないな。俺が頂かれるのか。その件に関して彼がどのように考えているのかは正直ちょっと俺にはわからんのだよな。実のところ、ダレインワルド伯爵と言葉を交わした回数は
    
     然
    さ
    
     程
    ほど多くないし。

  　不过，从至今为止的来龙去脉来看，伯爵应该不至于讨厌我，而且对于我和克莉丝的关系，他似乎也不觉得荒谬。

  　ただ、今までの経緯を考えれば嫌われているということは恐らく無いし、クリスとの関係について言語道断であると考えてるわけでも無さそうだとは思う。

  　如果伯爵真的这么想，他应该就不会委托我去科马特星系工作，之后和克莉丝联络，以及这次在帝都发生的事，他应该也会进行某些干涉。

  　もし彼がそのように考えているならコーマット星系での依頼を俺に持ちかけたりはしてこなかっただろうし、その後のクリスとの連絡や今回の帝都での件に関しても何らかの干渉を行っていただろう。

  「哎，虽然我左思右想了很多……但该怎么说呢，有没有什么办法能像快刀斩乱麻那样，把所有问题都一口气解决掉呢？」

  「とまぁ、色々と考えを巡らせてはいるが……なんというかこう、快刀乱麻を断つといった感じでスパッと何でもかんでも解決できないもんかね」

  「船长，这种事与其找我，不如找梅伊商量比较好吧？或者找艾尔玛姐也行。」

  「それは私じゃなくてどちらかと言えばメイに相談するのが良い案件じゃないかな、キャプテン。もしくはエルマ姉さんとか」

  「话是这么说没错，但她们两个好像都很忙。涅薇你看起来很闲，所以正好。」

  「それはそうなんだが二人とも忙しそうでな。暇そうなネーヴェは丁度良かったんだよ」

  「虽然很高兴你愿意找我商量，但我毕竟是联邦出身，对帝国的贵族情况不太了解。现在的我顶多只能像这样被船长疼爱，成为你心灵的清凉剂吧。」

  「頼られるのは
    
     嬉
    うれしいんだけど、連邦出身の私は帝国の貴族事情に明るくないからね。今の私にできることはこうしてキャプテンに
    
     愛
    めでられて心の清涼剤になるくらいかな」

  「自己这么说还真有趣。」

  「自分で言うの面白いな」

  「姑且不论年龄，我可是无可挑剔的美少女哦？来，尽情疼爱我吧。要摸也可以哦？不如说，要我摸你也可以哦？」

  「年齢はともかく文句なしの美少女だよ？　ほら、好きなだけ愛でると良い。お触りも良いよ？　むしろ私が触ってあげようか？」

  　喂，你打算摸哪里啊？快住手。明明外表完全是美少女，行为举止却像个性骚扰大叔，害我的脑袋都快当机了。

  　こら、ナニを触るつもりだ。やめなさい。見た目は完全な美少女なのにやることがセクハラオヤジめいていて脳がバグりそうになるわ。

  「咕唔……船长的防守意外地坚固呢。」

  「ぐぬぅ……無駄にガードが堅いよ、キャプテン」

  「那种事要等翔子医师点头同意之后再说。话题扯远了，现在这艘船里闲着没事的只有我和涅薇而已。我们两个在这种地方亲热的话，我想一定会惹人生气的。」

  「そういうのはショーコ先生にＧＯサインを
    
     貰
    もらってからな。話を無理矢理戻すけど、今この船の中で暇を持て余してるのは俺とネーヴェだけなんだよ。そんな二人がこんな場所でディープにイチャついてたら流石に怒られると思うぞ」

  　蜜蜜、艾尔玛和库姬三人忙着准备克莉丝和两名随从的房间，帮忙搬运行李，以及安排补给物资。整备士姐妹也为了出港而四处奔走，进行各种检查作业和确保资材，翔子医师则在照顾古德伦。梅伊的话，不管她正在做什么工作，感觉都能同时陪我，但我知道她很忙，所以不想打扰她。

  　ミミとエルマ、クギの三人はクリスと従者二名の部屋を用意したり、
    
     荷
    に
    
     解
    ほどきを手伝ったり、補給物資の手配だったりに忙しい。整備士姉妹も出港のために各種チェック作業や資材の確保に奔走している頃だし、ショーコ先生はグートルーンの面倒を見ている。メイならどんな業務を行っていてもマルチタスクで俺の相手をしてくれそうだが、忙しいのをわかっていて邪魔をするのはな。

  「我也差不多想要一份工作了。」

  「私もそろそろ手に職が欲しいんだけどね？」

  「我正在烦恼要让你驾驶克里希那还是安特利翁。从人员的角度来看，为了减轻独自驾驶安特利翁的艾尔玛的负担，让你驾驶安特利翁比较好，但让克里希那搭载电子战装备也很有吸引力。」

  「クリシュナに乗せるかアントリオンに乗せるか悩んでるんだよなぁ。人員的には一人でアントリオンを動かしているエルマの負担を軽減するためにアントリオンに乗ってもらうのが良いんだが、クリシュナに電子戦装備を積むってのも魅力的なんだよ」

  　是要让安特利翁专门对付敌人的妨碍，还是让克里希那搭载电子欺瞒手段呢？两种情况都有很大的好处，实在很难抉择。不过按常理来想，应该让她驾驶安特利翁。

  　アントリオンを敵の妨害に特化させるか、クリシュナに電子的
    
     欺
    ぎ
    
     瞞
    まん手段を積むか。どちらの場合も利点が大きいので実に悩ましい。でもまぁ順当に考えればアントリオンに乗せるべきだな。

  「不管怎么说，得先准备好涅薇用的网络套件啊。」

  「何にせよネーヴェ用のサイバーデッキを用意してからか」

  「是啊。顺利的话，说不定不用用上雷射炮和导弹，就能解决掉那些破烂的宙贼船了。」

  「そうだね。
    
     上
    う
    
     手
    まいこと行けばレーザーやミサイルでドンパチすることなく宙賊のボロ船くらいならなんとかできるかもだよ」

  「能确保有那么强的输出吗……？」

  「そこまでの出力を確保できるかぁ……？」

  　所谓的网络套件，就是一种攻击性的电子战装备，能从远处将事先准备好的入侵代码打入敌船，引发各种各样的机器故障。我以前在转乘攻击宙贼的船时，曾经在蜜蜜的辅助下入侵船的系统，获取情报或是让系统发生故障。而网络套件就是能在航宙战的交战距离内做到这些事的装备。虽然以用船进行战斗的方式来说相当刁钻，但要是顺利的话，就会强得一塌糊涂。

  　サイバーデッキというのは
    
     予
    あらかじめ用意しておいたクラッキングコードを遠隔から敵船に
    
     叩
    たたき
    
     込
    こんで様々な機器トラブルを誘発させる攻撃的な電子戦装備のことだ。以前俺が宙賊の船に移乗攻撃を仕掛けた際にミミのサポートを受けながら船のシステムをクラックして情報を獲得したり機能不全を起こしたりさせたのだが、サイバーデッキはそういったことを航宙戦の間合いで行う。船を用いた戦い方としてはかなりトリッキーなやり方だが、上手くハマると
    
     滅
    め
    
     茶
    ちや
    
     苦
    く
    
     茶
    ちや強いんだよな。

  「……不过，看来暂时是没办法准备好网络套件了，你就负责炒热气氛，或是当我的顾问吧。」

  「……ま、
    
     暫
    しばらくはサイバーデッキを用意できそうもないし、
    
     賑
    にぎやかし役というか相談役だな」

  「还是说当宠物比较好？要不要我戴上猫耳和尾巴，说着『喵喵』服侍你呢？」

  「もしくはペット役とか？　猫耳と
    
     尻
    しつ
    
     尾
    ぽをつけてご奉仕するニャンとか言ってあげようか？」

  「别这样，传出去多难听啊。」

  「やめてくれ、外聞が悪すぎる」

  　涅薇在翔子医师的治疗和我们家女性成员的精心打扮下，外表看起来真的就像个楚楚可怜的少女。要是让外人知道我让她打扮成这样还让她说出那种话，传出去就太难听了。

  　ショーコ先生に癒やされ、うちの女性陣に磨き上げられたネーヴェの見た目は本当に
    
     可
    か
    
     憐
    れんな少女そのものなので、もしそんな格好をさせてそんなことを言わせているなんてことが外部の人間に知られたらあまりにも外聞が悪すぎる。

  「你这么在意达莱恩瓦尔德伯爵家的话，要不要我来调查一下？」

  「ダレインワルド伯爵家についてそんなに気になるなら私の方でも調べておこうか？」

  「啊，也对。拜托你了。不过可别铤而走险哦。」

  「あー、そうだな。頼む。でも危ない橋は渡るんじゃないぞ」

  「放心吧。梅伊在监视我。」

  「大丈夫だよ。メイに監視されているからね」

  　那我就放心了。不过，就算是梅伊，会不会也太操劳了？下次找她谈谈是不是该提升一下性能吧。

  　それなら安心だな。しかし、いくらメイとはいえオーバーワークになっていやしないだろうか？　スペックアップとか必要じゃないか今度相談してみるか。

  「如果能顺利和达莱恩瓦尔德伯爵谈完事情，赶快前往韦尔扎鲁斯神圣帝国就好了……」

  「なんとか穏便にダレインワルド伯爵との打ち合わせというか話し合いを終えて、さっさとヴェルザルス神聖帝国に向かえると良いんだが……」

  「就我听到的，应该不可能吧？」

  「話に聞く限り無理じゃないかな？」

  「为什么这么说？」

  「どうしてそういうこというの？」

  　连新来的涅薇都放弃我平稳的旅途，这个现状让我战栗。涅薇是从谁那里听说的？不，我们家的船员应该都会说同样的话吧。是啊。而且实际上应该也会变成那样。

  　新入りのネーヴェにさえ俺の平穏な旅路が
    
     諦
    あきらめられているという現状に
    
     戦
    せん
    
     慄
    りつする。誰から話を聞いたんだ、ネーヴェは。いや、うちのクルーなら全員同じことを言うか。そうだよな。そして実際にそうなるんだろうな。

  「心情好沉重……」

  「気が重いぜ……」

  「我有点期待哦，船长。」

  「私は少し楽しみだよ、キャプテン」

  　涅薇笑嘻嘻地说道，不过我心想，你只有现在能这么从容了，同时抬头看向天花板。

  　ニヤニヤと笑いながらそう言うネーヴェであったが、そんな余裕があるのは今だけだぞ、と心の中でそう思いつつ、俺は天井を見上げるのであった。

 
  后　记

  あとがき

  非常感谢您购买《醒来发现是个渣男，带着最强装备和太空船，以独栋房屋为目标，自由自在地当个佣兵》第十六集！

  『目覚めたら最強装備と宇宙船持ちだったので、一戸建て目指して
    
     傭
    よう
    
     兵
    へいとして自由に生きたい』十六巻を手に取って頂きありがとうございます！

  　第十六集发售啦！总觉得日子过得好快啊！

  　十六巻発売ヤッター！　なんだか日々の流れを早く感じるなぁ！

  　我是在秋意正浓的时候写下这篇后记的。具体来说是十月半。我所居住的北海道已经变得很冷了。需要暖气了！

  　このあとがきを書いているのは秋ど真ん中といった頃合いです。具体的には十月半ば。私の住んでいる北海道は既に寒くなってきています。暖房が要るよ！

  　然后这次也一样，原稿和各种工作一口气袭来，行程表变得很不妙。不要一口气涌过来啊！我可不管会变成怎样哦！

  　そして今回も原稿やら何やらのタスクがまとめて襲いかかってきていてスケジュールがヤバい。まとめて押し寄せてくるのはやめろォ！　どうなっても知らんぞォ！

  　给责任编辑K氏、O氏添麻烦了。原谅我吧☆

  　担当編集のＫ氏、Ｏ氏にはご面倒をおかけしております。ゆるしてね☆

  　作者的近况就先写到这里，这次也一样是作者最近玩过的游戏专栏。

  　作者の近況はこの辺りにしておいて、今回も作者が最近やったゲームのコーナー。

  　最近和朋友们一起通宵，玩了各种机兵抵挡索尔生物和涅库罗的攻击，或是用剑挡开攻击后刺进去，也就是所谓的魂系游戏。现在也变成了羊蹄的怨灵。剑戟动作游戏好帅。光是普通地战斗，就会变成美丽的武打场面，真是厉害呢。

  　最近は友人達と夜を渡ったり、機兵としてゾル生物やネクロの攻撃をパリィしてズブリしたりと
    
     所謂
    いわゆるソウルライクゲーを色々とやりましたね。今は
    
     羊
    よう
    
     蹄
    ていの
    
     怨
    おん
    
     霊
    りようになったりもしています。
    
     剣
    けん
    
     戟
    げきアクションがかっこいい。普通に戦うだけで美しい
    
     殺
    た
    
     陣
    てのようになるのは
    
     凄
    すごいですよね。

  　除此之外，我还玩了个人开发的抢先体验版僵尸游戏。虽然多边形很低，但天气和雨的描写却莫名地好。在满是僵尸的世界里，在废墟里搜刮物资真的很开心！

  　その他には個人開発のアーリーアクセスゾンビゲーとかもやっています。ローポリゴンなんですが、天候とか雨の描写とかだけ妙に質が良いんですよね。ゾンビだらけになった世界で
    
     廃
    はい
    
     墟
    きよを
    
     漁
    あさって物資を
    
     溜
    ため込むのは楽しいぞい！

  　还有，我也玩了很多卡牌构筑型的Rougelike游戏。比如在宇宙船上塞满有相乘作用的零件，一边构筑卡牌一边前进的宇宙佣兵游戏，或是用幸运符构筑卡牌，让硬币的排出数量不断膨胀的吃角子老虎卡牌构筑Rougelike游戏。我有好几次都因为还款金额不够而被踢出游戏……！

  　あとデッキ構築型のローグライトとかも結構やりました。宇宙船にシナジーのあるパーツを詰め込んでデッキを構築しながら進んでいく宇宙傭兵ゲームとか、ラッキーチャームでデッキを構築しながらコインの排出枚数をインフレさせていくスロカスデッキ構築ローグライトとか。何度返済金額が足りずにボッシュートされたか……！

  　不管怎么忙，我都没有时间集中在一个大作游戏上！所以，我玩了很多可以轻松中断和重新开始，或者单次游玩时间较短的游戏。

  　どうにも忙しくて一つの大作ゲームに集中する時間が取れないんですよね！　なので、中断と再開が容易というか、ワンプレイの所要時間が少なめのゲームに色々と手を出した感じですね。

  　不管再怎么忙，我都不放弃玩游戏！！！（钢铁般的意志）

  　どんなに忙しくてもゲームで遊ぶのだけはやめない！！！（鋼の意志）

  　好了，游戏的话题就到此为止，稍微聊聊本篇吧。

  　さて、ゲームの話はこれくらいにして本編の話を少ししましょうか。

  　这次的剧情虽然比较慌乱，但可以说是涅薇的主要剧情。和网络版相比，涅薇的剧情增加了不少。还有克莉丝和瑟琳娜的剧情也是，克莉丝……下一卷才是重头戏！

  　今回は割とドタバタしていますが、ネーヴェがメインと言っても良い回ですね。Ｗｅｂ版と比べるとネーヴェのエピソードがモリモリになっております。あとはクリスとセレナもですが、クリスは……次巻が本番かな！

  　本卷整体来说是为了负起对瑟琳娜出手的责任——而做的事前准备。毕竟贵族的那些事情，可不能像公所提交文件就完事了！这就是麻烦的地方。毕竟还有面子之类的问题。

  　本巻は全体としてはセレナに手を出した責任を取る──ための前準備回といったところですね。何せ貴族的なアレコレなので役所に書類出して終わり！　というわけにはいかないのが大変なところ。メンツとか色々ありますからね。

  　反过来说，这也说明了希罗的立场已经稳固到即使对瑟琳娜出手，也只需要用这种程度的麻烦就能解决。如果是在最开始的时机出手，可就不是这样了！

  　逆に言えばセレナに手を出しても
    
     吞
    のみ込める程度の面倒で済むような立場にヒロが至ったという話であったりもします。最速のタイミングで手を出していたらこうは行きませんでしたからね！

  　接下来是关于本篇中难以描述的设定的环节。

  　次は本編に出にくい設定について語るコーナーです。

  　这次是关于袭击中使用的无人机。作品中使用的有飞行型的自爆无人机和攻击无人机。这些无人机都是通过重力控制技术来飞行的。

  　今回は襲撃にも使用されたドローンについて。作中で使用されたのは飛行型の自爆ドローンと攻撃ドローンですね。これらはどちらも重力制御技術によって飛行します。

  　自爆无人机有像鸟一样的两对四片翅膀，这是为了提高在大气层内的机动性。由于搭载了强力的炸药，所以虽然外观小巧，但杀伤能力却非常强。

  　自爆ドローンは鳥のような二対四枚の羽を持っていますが、こちらは大気圏内での運動性を向上させるためのものです。強力な爆薬を搭載しているので、小さな見た目に反して殺傷能力はとても高いです。

  　攻击无人机的性能没什么特别值得一提的，但其装备的是发射后即刻着弹的雷射枪，而且射击精度也不差，如果没有能够对抗对人雷射的装备，会非常危险。对人雷射兵器虽然杀伤力高，但重量却能压得很低，所以这个世界的战斗机器人和无人机是非常危险的存在。

  　攻撃ドローンに関しては特筆することもない性能ですが、装備しているのが発射後即着弾のレーザーガンである上に、射撃精度も悪くないので、対人レーザーに対抗できる装備を持っていないと大変に危険ですね。対人レーザー兵器は殺傷能力の高さの割に重量を抑えられるので、この世界の戦闘ボットやドローンは非常に危険な存在です。

  　如果没有同时拥有强力个人护盾和装甲的动力装甲，一般是无法对抗这种战力的，而希罗却能以肉身保护着涅薇毫发无伤地突破，其战斗能力已经完全超越了人类的水平。虽然他本人没什么自觉。

  　強力なパーソナルシールドと装甲を併せ持つパワーアーマーでもなければ普通は対抗できないような戦力に生身で、それもネーヴェを守りながら無傷で切り抜けたヒロの戦闘能力の高さはもはや完全に人外レベルです。本人はあまり自覚していませんが。

  　这次就写到这里，先失陪了！

  　これくらいで今回は失礼させていただきます！

  　责任编辑K先生，副责任编辑O先生，负责插画的锅岛テツヒロ老师，参与本书发行的各位，更重要的是购买本书的各位读者，我在此向大家致以最诚挚的感谢。

  　担当のＫさん、サブ担当のＯさん、イラストを担当してくださった
    
     鍋
    なべ
    
     島
    しまテツヒロさん、本巻の発行に関わってくださった皆様、そして何より本巻を手に取ってくださった読者の皆様に厚く御礼申し上げます。

  　那么，我们第十七卷再见！希望还能与各位相见！

  　では、次は十七巻で！　会えますように！

  リュート

  リュート

 
  　降职炼金术师的边境生活　前菁英第二次人生也失败了，所以决定在边境悠哉地重新来过　电子试阅版　（作者：出云大吉　插画：みきさい）

  　左遷錬金術師の辺境暮らし　元エリートは二度目の人生も失敗したので辺境でのんびりとやり直すことにしました　電子特別お試し版　（著：出雲 大吉　イラスト：みきさい）
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  　原本走在出人头地之路上的菁英炼金术师齐克，因为个性恶劣而被贬到边境。而且贬谪的地点只有两个不成熟的炼金术师，是个没什么工作的分部。

  　出世コースを歩んでいたエリート錬金術師のジークは、性格の悪さが原因で辺境へ左遷されてしまう。しかも、左遷先は未熟な錬金術師が２人だけ、仕事もろくにない支部だった。

  　不过，齐克是个天才。他轻松解决了军方的骚扰，还制作了全国第一的魔剑，表现得超乎常人。他必须和猫开「性格改善会议」——虽然会起争执。

  　だが、ジークは天才だ。軍からの嫌がらせも軽く解決し、魔剣製作依頼では国一番のものを作るなど、規格外の活躍をしてしまう。猫と〝性格改善会議〟をしないと──揉めるけど。

  　有坦率又积极的徒弟们，还有可爱的猫使魔。在边境悠闲地重建分部……似乎也不坏。

  　素直で前向きな弟子たちに、可愛い猫の使い魔もいる。辺境でのんびりと支部を再建していくのも……悪くないか。

 
  序章　雅德蕾眼中的天才

  プロローグ　アデーレの見た天才

  　可悲的是，人会对他人的优劣做出评价。评价的范围包括外貌、学力、权力等各种各样的事物。如果认为对方不如自己，就会瞧不起对方，或是鄙视对方。相反地，如果认为对方优于自己，就会尊敬对方，有时也会嫉妒对方。或者，也有人无法承认对方优于自己，而找借口搪塞。这并不是错误的。对于努力、奋斗过来的人来说，这是理所当然的感情。然而，世上也有人超越了这种优劣。

  　悲しいことに人は他人に優劣をつけるものである。それは容姿、学力、権力と様々なものに及ぶ。もし相手を下とみなせば、バカにしたり、見下したりする。逆に相手を上と思えば、尊敬したりするし、時には
    
     妬
    ねたんだりもする。もしくは、相手を上と認められずに言い訳をする者もいるだろう。それは間違いではない。努力をし、頑張ってきた者にとっては当然の感情だ。だが、世の中にはそういう優劣を超越する者もいる。

  「欸，雅德蕾，你听说了吗？」

  「ねえ、アデーレ、聞いた？」

  　隔壁班的朋友玛尔塔，连受词都没加上就问了我。

  　隣のクラスの友人であるマルタが、目的語もつけずに聞いてきた。

  「什么事？」

  「何の話？」

  「齐格同学好像通过了国家炼金术师的5级考试哦。」

  「ジーク君、国家錬金術師の５級に受かったらしいよ」

  　5级……虽然同学中也有人参加10级考试，但没有人通过。然而他却通过了5级考试吗？

  　５級……同級生の中にも10級の試験を受ける者はいるが、誰も受かっていない。それなのに５級に受かったのか。

  　我们是就读于被誉为国内第一的贝斯特魔法学校的学生。学生主要分为两类，一类是立志成为国家炼金术师，另一类是立志成为国家魔术师。然而，我们这一届号称聚集了过去最优秀的学生，但没有一个人通过了10级的国家资格考试，无论是国家炼金术师还是国家魔术师。除了他，齐格瓦托・亚历山大……

  　私達はこの国一番と呼ばれるベステ魔法学校に通う生徒である。生徒は主に国家錬金術師を目指す者と国家魔術師を目指す者の二つに分かれている。しかし、過去最高に優秀な生徒が集まったと言われる華の五十期である私達の中でも、初級である10級の国家資格を取った者はいない。それは国家錬金術師も、国家魔術師もである。彼、ジークヴァルト・アレクサンダーを除いては……。

  　国家考试就是如此困难，齐格同学从二年级第一次参加国家考试以来，一次都没落榜，一路通过到5级。不仅如此，他还参加了与立志成为炼金术师的他无关的国家魔术师考试，而且也一次都没落榜，通过到7级。

  　それほどまでに国家試験というのは難しいものなのだが、ジークさんは二年生で初めて国家試験を受けてから一回も落ちずに５級まで受かったことになる。それどころか錬金術師志望の彼には関係ない国家魔術師試験の方も受けており、これもまた一度も落ちずに７級になっている。

  「真是天才。应该说，根本是怪物。」

  「天才ね。というか、バケモノだわ」

  「那个人果然跟我们不一样。」

  「やっぱりあの人は私達と違うのよ」

  　玛尔塔看向坐在教室角落的齐格同学。齐格同学一边抚摸着蜷缩在桌上的使魔黑猫，一边看着窗外。

  　マルタがクラスの端っこの席にいるジークさんを見る。ジークさんは、机の上で丸まっている使い魔の黒猫を
    
     撫
    なでながら窓の外を見ていた。

  「差距这么大，连嫉妒的念头都涌不上来。」

  「これほどまでに差があると、
    
     嫉
    しつ
    
     妬
    との念も湧かないわね」

  　他就是如此压倒性地胜过其他人。今天是毕业典礼，听说在贝斯特魔法学校悠久的历史中，只有齐格同学连续三年都保持第一名的成绩。

  　それほどまでに他を圧倒している。今日が卒業式だが、長いこのベステ魔法学校の歴史でも三年間、首席であり続けたのはジークさんだけと聞いている。

  「听说他毕业制作的时候做了个神秘的飞行模型，这是真的吗？」

  「卒業制作で謎の空飛ぶ模型を作ったって本当？」

  　立志成为炼金术师的人在毕业的时候必须炼成某种东西。大部分的学生都会制作在学校学到的药水之类的东西，但齐格同学却制作了连老师们都没见过的「遥控直升机」这种神秘的小型飞行艇，让老师们大吃一惊。

  　錬金術師を目指す者は卒業時に何かを錬成しないといけない。ほとんどの生徒が学校で習ったポーションなんかを作って提出するのだが、ジークさんは先生達も見たことのない『ラジコンヘリ』という謎の小さな飛空艇を作って、先生達を驚かせた。

  「是啊。那不是飞行艇，而是神秘的飞行小物体。老师们好像立刻建议他去学会发表研究成果。」

  「ええ。飛空艇でもない謎の空飛ぶ小さな物体ね。先生達はすぐに学会で研究発表をするように勧めたらしいわ」

  「齐格同学怎么说？」

  「ジーク君は何て？」

  「他只说没兴趣，就拒绝了。」

  「興味ないの一言で断ったらしい」

  　那个人总是这样。

  　あの人はいつもそうなのだ。

  「齐格同学真是的。」

  「ホント、ジーク君ね」

  「我们要跟那个人在同一个地方工作吧？」

  「私達、あの人と同じところに就職するのよね？」

  「是啊。我们也要跟齐格同学一样在炼金术师协会总部工作，所以从一开始就被人拿来比较了。」

  「ええ。私達もジーク君と同じ錬金術師協会本部に就職だからね。初っ端から比べられるわよー」

  　好难受……

  　きつい……。

  「明明好不容易才在被称为全国第一的精英组织找到工作。」

  「せっかく国一番のエリートとも呼ばれるところに就職できたのにね」

  「不过，换个角度想吧？像他那种水平，很快就会超越经验丰富的前辈们吧。应该说，他现在就已经超越了吧？5级在这个国家也没五百人吧？」

  「でもまあ、物は考えようよ？　あのレベルだと経験豊富な先輩方もすぐに抜かれるでしょ。というか、現時点で抜いてない？　５級ってこの国でも五百人もいないでしょ」

  「是啊……」

  「そうね……」

  　不是我们的水平太低，是齐格同学太异常了。

  　私達のレベルが低いんじゃない。ジークさんが異常なのだ。

  「哦，我们正在聊的那个人好像要回来了。」

  「おっ、噂の彼が帰るみたいよ」

  　齐克抱着使魔黑猫，站起身走出教室。

  　ジークさんは使い魔の黒猫を抱え、立ち上がると、教室を出ていく。

  「抱歉，玛尔塔。待会儿见。」

  「ごめん、マルタ。また後でね」

  　我向朋友道歉，站起身。

  　友人に謝罪し、立ち上がった。

  「嗯，晚点见。」

  「うん、パーティーで」

  「抱歉。」

  「ごめん」

  　我再次向玛尔塔道歉，追上齐克。

  　再度マルタに謝り、ジークさんを追う。

  「齐克。」

  「ジークさん」

  　我叫住走在走廊上的齐克。齐克没有回答，只是转过头来。然而，齐克的眼神很冷淡，虽然看着我，却好像完全没认出我。不过，齐克肩上的黑猫非常可爱。

  　廊下を歩くジークさんに声をかける。すると、ジークさんは何も答えずに振り返った。だが、ジークさんの目は冷たく、こちらを見ているのだが、まったく私を認識していないように思えた。ただ、ジークさんの肩にいる黒猫は非常に可愛い。

  「什么事？」

  「何だ？」

  　眼神冷淡，声音也很冷淡。他完全对我没兴趣吧。

  　目も冷たければ声も冷たい。まったくこっちに興味がないのだろう。

  「晚点的派对你打算怎么办？」

  「このあとのパーティーはどうされますか？」

  　刚才举行了毕业典礼。这所学校有个惯例，就是毕业生们会在典礼后聚在一起开派对。老师们也会出席，这是个表达感谢，或是与朋友道别，最后畅谈的场合。

  　先ほどまで卒業式があった。この後は卒業生が集まってパーティーをするのがこの学校の習わしである。先生達も出席されるし、感謝を伝えたり、別れる友人との最後の語らいの場でもあるのだ。

  「我不去。」

  「行かない」

  　齐克简短地回答。

  　ジークさんは端的に答えた。

  「不能去吗？」

  「行かれないのです？」

  　肩上的黑猫这么问齐克，齐克的表情变得柔和。

  　肩にいる黒猫がジークさんにそう聞くと、ジークさんの表情が和らいだ。

  「去了也没意义吧。浪费时间。」

  「行く意味もないだろ。時間の無駄だ」

  　表情虽然柔和，但说话却很辛辣。这就是齐克。他非常优秀，却毫无协调性。就连三年来和他同班的我，都没怎么和他说过话。

  　表情は和らいでも言葉は辛らつだ。これがジークさんである。とてつもなく優秀だが、協調性はない。三年間同じクラスである私もロクにしゃべったことがないくらいだ。

  「应该不是浪费时间吧？这可是你读了三年的学校最后的活动。不去和老师们，还有同学们道个别吗？」

  「時間の無駄ってことはなくないですか？　三年間も通った学校の最後じゃないですか。先生方、ご学友に最後の
    
     挨
    あい
    
     拶
    さつをしませんか？」

  　小猫，你说得真好。

  　猫ちゃん、良いことを言う。

  「我对这所学校没什么想法，也不需要道别。时间是有限的。我明天就要离开师父家了，得打扫和整理才行。」

  「この学校に思うことはないし、挨拶も不要だ。時間は有限なんだよ。明日には師匠の家を出るから、掃除や片付けをしないといけないだろ」

  「啊，说得也是。」

  「あ、それがありましたね」

  　小猫表示理解后，齐克看都不看我一眼就离开了。这就是我和齐克在这所学校最后的对话。不过，我们都会在炼金术师协会总部就职。和那个人当同事，真的能好好相处吗？

  　猫ちゃんが納得すると、ジークさんは一切、こちらを見ずに去っていった。これがこの学校における私とジークさんの最後の会話である。しかし、私達は同じ錬金術師協会本部に就職する。はたして、あの人が同僚で上手くやれるのだろうか？

 
  一章　左迁

  第一章　左遷

  「可恶！」

  「クソッ！」

  　我在自己的房间里拍桌，然后把酒一饮而尽。只有我自制的间接照明亮着的昏暗房间，墙上的窗户映照出我自暴自弃的模样。

  　俺は自室で机を
    
     叩
    たたくと、酒を一気飲みする。自作の間接照明だけが点いた薄暗い部屋の壁際の窓には、やさぐれた自分の姿が映っていた。

  「齐克大人，您喝太多了。会伤身的哦？」

  「ジーク様、飲みすぎでは？　お体を壊しますよ？」

  　房间里的黑猫一边这么说，一边跳到坐在椅子上的我的腿上。

  　部屋にいた黒猫がそう言いながら、椅子に座っている俺の
    
     膝
    ひざに飛び乗ってきた。

  「海伦，我做了什么吗？为什么总是要被怨恨？」

  「ヘレン、俺が何かしたか？　なんでいつも恨まれなければならない？」

  　我只是正常地工作而已。明明如此，却被踢出军方的飞空艇制作团队。这实质上意味着我被踢出升迁之路。

  　俺は普通に仕事をしていただけだ。それなのに軍の飛空艇製作のチームから外された。それは実質、出世街道から外れたことを意味する。

  「齐克大人没有错。大概是奥古斯特在背后搞鬼吧。」

  「ジーク様は悪くないです。多分、アウグストが手を回したのでしょう」

  　奥古斯特……是和我争夺军方飞空艇制作团队名额的大贵族的次男。虽然家世显赫，但身为炼金术师的本领远不如我。论资格，我是这个国家不到一百人的3级国家炼金术师，那家伙却止步于5级。所以本来根本没必要争夺升迁。我被选上是理所当然的。明明如此……

  　アウグスト……軍の飛空艇製作のチームの枠を争っていた大貴族の次男坊だ。家柄は最高だが、錬金術師としての腕は俺の方がはるかに上だった。資格にしても俺はこの国に百人といない３級国家錬金術師であいつは５級止まりだ。だから本来、出世争いの必要なんてない。俺が選ばれて当然なんだ。それなのに……。

  「因为怨恨我而施加压力吗……可恶！」

  「俺を恨んで圧力をかけたか……クソッ！」

  　我往空酒杯里倒酒，又一口气喝光。

  　空いたグラスに酒を注ぎ、またもや一気飲みをした。

  「齐克大人……别再喝了啦～」

  「ジーク様ぁ……もうよしましょうよー」

  　海伦爬上我的身体，停在了我的肩膀上。我抚摸着海伦。

  　ヘレンが俺の身体をよじ登り、肩に止まった。そんなヘレンを撫でる。

  「前世也是……前世也是因为被怨恨而被杀的」

  「前世もだった……前世でも恨まれて殺された」

  　我有前世的记忆。我出生在日本这个国家。头脑聪明的我从日本最好的大学毕业，进入大企业就职，一路出人头地。但是，我被同样在出人头地竞争中失败的人怨恨，竟然在公司里被刺杀了。我至今仍会梦到当时的情景。我无法忘记那闪闪发光的菜刀，以及同事那混浊的眼神。

  　俺には前世の記憶がある。日本という国で生まれ育った。頭が良かった俺は日本で最高の大学を卒業し、大企業に就職し、出世していった。だが、同じように出世争いに負けた相手に恨まれ、あろうことか、社内で刺殺された。今でもあの時のことを夢に見る。あのきらりと光る包丁と、同僚のよどんだ目を忘れられない。

  「我知道。是怨恨您的那个人不好」

  「それは存じております。逆恨みする相手が悪いです」

  　是啊……虽然这是理所当然的，但我觉得不能重蹈前世的覆辙，所以除了炼金术之外，我还学习了魔法，以防万一。然而，这次却是贵族的权力。开什么玩笑！

  　そうだ……それは当然、そうなのだが、前世の失敗は繰り返してはいけないと考え、錬金術とは別に魔法も学び、万が一に備えていた。それなのに、今度は貴族という権力だ。ふざけんな！

  「总是有实力以外的什么在妨碍我！一群无能的家伙！」

  「いつも実力とは違う何かが邪魔をする！　無能共め！」

  　前世的我不是富裕家庭的孩子。所以比别人加倍努力，靠着努力和才能一路获胜。今生也是孤儿，过着极其贫困的生活。但是，即使如此我也一直赢。然而，却被只是出身好的无能贵族击垮……。

  　前世は裕福な家の子ではなかった。だから人一倍努力をしてきたし、その努力と才能で勝ち続けてきた。今世もまた、孤児であり、ドがつくほどの貧乏生活だった。だが、それでも勝ち続けた。それなのに、生まれが良いだけの貴族の無能に
    
     潰
    つぶされるとは……。

  「海伦，我哪里不好？我哪里失败了？」

  「ヘレン、俺の何が悪い？　どこで失敗した？」

  「齐克大人没有做错任何事，也没有失败。是对手不好。」

  「ジーク様は何も悪くありませんし、失敗しておりません。相手が悪いのです」

  　嗯……我家的使魔虽然又可爱又聪明，但只会夸奖我。

  　うーん……ウチの使い魔は可愛いし、賢い子なんだけど、褒めることしかせんからな。

  「老实说吧。必须把这次的失败当作教训，为下次做准备。」

  「正直に言え。これを失敗と考え、次に
    
     繋
    つなげなければならない」

  　光是抱怨的话，连无能之辈都做得到。重要的是把这次的失败当作教训，为下次做准备。

  　愚痴を言うだけなら無能でもできる。これを次に繋げることこそが大事なのだ。

  「可、可是……」

  「で、でも……」

  「说吧。」

  「言え」

  「……齐克大人头脑聪明，作为炼金术师，加上前世的知识，毫无疑问是全国第一。魔力也很高，魔法的技巧也很出色。以二十二岁的年纪获得3级国家炼金术师和5级国家魔术师的资格，在这个国家漫长的历史中，也只有齐克大人一人吧。」

  「……ジーク様は頭も良いですし、錬金術師としても、前世の知識も相まって間違いなく国一番だと思います。魔力も高いですし、魔法の腕も素晴らしいです。二十二歳という若さで３級国家錬金術師と５級国家魔術師の資格を得たのは、長いこの国の歴史でもジーク様だけでしょう」

  　那是当然的。

  　それは当然のことだ。

  「我和那些庸才不同。我是有才能，应该站在上位的人。」

  「俺はそこら辺のボンクラとは違う。才能があり、上に立つべき人間なのだ」

  　我以第一名的成绩从这个国家最好的贝斯特魔法学校毕业，以史上最年轻的年龄获得国家炼金术师的资格。我正是菁英，是将来保证出人头地的男人。

  　この国一番のベステ魔法学校も首席で卒業したし、史上最年少で国家錬金術師の資格も得た。まさしくエリートであり、将来が約束された男なのだ。

  「就是这个……齐克大人总是自然而然地鄙视他人，也不懂得协调。虽然对自己很严格，但对他人也一样严格。被别人怨恨是理所当然的，出人头地的竞争中落败也是理所当然的。我只是一只猫，所以不会在意，但我觉得您应该对其他人再温柔一点。」

  「そこです……ジーク様は自然と他人を見下し、協調性もありません。自分にも厳しいですが、他人にも厳しい。恨まれて当然ですし、出世争いに負けるのも当然です。私はただの猫ですから気にしませんが、いくらなんでももう少し、他の人に柔らかく接するべきだと思います」

  　……别说得这么直白啊。

  　……はっきり言うな。

  「原来你是这么想的啊……」

  「お前、そんなことを思っていたんだな……」

  　我完全无法反驳。

  　何も言い返せんかったわ。

  「因为……您应该对周围的人再温柔一点啊。就像您总是温柔地抚摸我一样。」

  「だってぇー……もう少し、周りに優しくしましょうよー。いつも私を撫でてるみたいに」

  「因为你很可爱啊。」

  「お前は可愛いもん」

  　小时候和我缔结契约的使魔。虽然没有特别做什么，但光是待在那里就能让人心情平静。

  　子供の頃に契約した使い魔。特に何かをするわけではないが、そこにいるだけで心が和やかになる。

  「其他人也很可爱啊。」

  「他の人も可愛いですって」

  「不可爱。人类很丑陋。剥下一层皮，里面满是欲望，是只想着如何把别人踢下去的恶魔。」

  「可愛くない。人間は醜い。一皮むけば欲望まみれで、他人を
    
     蹴
    け
    
     落
    おとすことしか考えてない悪魔だ」

  「………………」

  「………………」

  　海伦一言不发地看向像镜子一样的窗户。上面映照着被出人头地的欲望附身的恶魔——也就是我。

  　ヘレンが無言で鏡みたいになっている窓を見る。そこには出世欲に
    
     取
    とり
    
     憑
    つかれた悪魔──俺が映っていた。

  「唔！我知道！我知道……真正的恶魔是我吧。既丑陋，又满脑子只想着出人头地。被怨恨也是理所当然的。」

  「くっ！　わかっている！　わかっているんだ……本当の悪魔は俺なんだろう。醜く、出世のことしか頭にない。恨まれて当然なんだ」

  　是绝对不想成为朋友的人。更别说，如果这是同事的话，那简直糟透了。大家都是这么想的吧。

  　絶対に友達になりたくない人間だ。ましてや、これが同僚なんて最悪。皆、そう思っているのだろう。

  「齐克大人，虽然您确实被排除在飞空艇制作团队之外，但并不代表您完全偏离了出人头地的道路。还有其他方法。您要好好反省，今后要多为他人着想。再这样下去，您会一辈子单身哦。」

  「ジーク様、確かに飛空艇製作のチームからは外されましたが、それで出世の道から完全に逸れたわけではありません。他の道もあります。ちゃんと反省し、これからは他人を思いやりましょう。このままだと一生独身ですよ」

  　虽然我单身也无所谓，但我理解了继续这样下去会很不妙。毕竟都失败两次了，我当然会懂。

  　別に独身でも構わないが、今のままではマズいことは理解した。さすがに二度も失敗したらわかる。

  「为他人着想吗……要怎么做？」

  「他人を思いやる、か……どうやるんだ？」

  「您是可悲的怪物吗……」

  「あなたは悲しきモンスターですか……」

  　我不懂……我不知道何谓为他人着想。

  　俺、わからない……思いやり、知らない。

  「不知道也没办法吧。在我的两次人生中，完全不需要这种东西。」

  「知らないものは仕方がないだろ。俺の二度の人生には、まったく必要のないものだったんだよ」

  「那么，就由我来协助您吧。由专精于被爱，完全理解人心的猫咪来教导您。」

  「では、私がお手伝いしましょう。愛されることに特化し、人の心を完全に理解した猫ちゃんが教えてあげます」

  　猫比人类还了解人心吗……真悲哀。

  　猫の方が人の心に詳しいのか……悲しい。

  　隔天，虽然宿醉的头很痛，但我喝下自制的宿醉药治好症状，前往工作地点——炼金术师公会总部上班。接着，我走进总部大楼，为了前往自己位于三楼的工房而走向楼梯。

  　翌日、二日酔いで頭が痛かったが、自作の二日酔いの薬を飲んで治し、仕事場である錬金術師協会本部に出勤した。そして、本部のビルに入ると、三階にある自分のアトリエに行くために階段へ向かう。

  「齐格瓦托先生，可以打扰一下吗？」

  「ジークヴァルトさん、ちょっとよろしいですか？」

  　就在我走着的时候，位于正面柜台的红发女子向我搭话。

  　歩いていると、正面の受付にいる赤髪の女が声をかけてきた。

  「什么事？」

  「何だ？」

  「齐格大人，这是第一课。礼貌的用语很重要。这是成为温柔的人的第一步。」

  「ジーク様、レッスンその一です。丁寧な言葉遣いが大事です。それが優しい人間になるための第一歩です」

  　肩上的海伦对我耳语。

  　肩にいるヘレンが
    
     囁
    ささやいてきた。

  「我，我知道啦。」

  「わ、わかってるよ」

  　我一边集中精神，一边走向柜台。

  　俺は気を引き締めながら、受付の方に向かう。

  「打招呼也很重要哦。」

  「挨拶も大事ですよ」

  　是是是。

  　はいはい。

  「早安。请问有什么事吗？」

  「おはようございます。どうしましたか？」

  　我按照海伦的建议，注意打招呼和礼貌的用语。

  　ヘレンに言われた通り、挨拶と丁寧な言葉遣いを心掛ける。

  「咦？啊，是的。部长找您，您怎么了吗？」

  「え？　あ、はい。本部長がお呼びですけど、どうしたんです？」

  　柜台小姐很惊讶。

  　受付の女が驚いている。

  「怎么了吗？」

  「どうしたとは？」

  「不，您之前不是都不曾向我打招呼吗？」

  「いや、今まで私に挨拶なんてしたことなかったじゃないですか」

  　咦？是这样吗？我在这里工作了三年耶……

  　え？　そうだっけ？　俺、ここで三年は働いてるんだけど……。

  「昨天，我家养的猫说『你感觉很差劲』。应该没这回事吧？」

  「昨日、ウチの飼い猫が『お前、感じ悪い』って言うもんでな。そんなことないよな？」

  　我这么一问，柜台小姐就什么也没说，表情变得很严肃。

  　そう聞くと、受付の女が何も言わずに真顔になった。

  「齐格大人，看到这个表情，您应该也明白了吧？」

  「ジーク様、この表情を見れば、さすがにわかりますよね？」

  　嗯。她超讨厌我的……

  　うん。めっちゃ嫌われてる……。

  「……我哪里做错了？」

  「……何が悪かったのかな？」

  　我小声地问海伦。

  　ヘレンに小声で聞いてみる。

  「无视打招呼，看不起别人，而且最重要的是，您到现在连我的名字都不知道吧？」

  「挨拶を無視する、他人を見下す、そして何より、あなた、いまだに私の名前すら知らないでしょう？」

  　我明明是问海伦，柜台小姐却回答了。

  　ヘレンに聞いたのに、受付の女が答えた。

  「………………」

  「………………」

  　毕竟，我根本没必要记住柜台小姐的名字……不，我懂了。这就是我的问题所在吧。

  　だって、受付の名前なんて覚える必要ないし……いや、わかっている。これがダメなんだろう。

  「唉……部长找您。请您立刻前往部长室。」

  「ハァ……本部長がお呼びです。至急、本部長室まで行ってください」

  　柜台小姐指着楼梯，我便拖着沉重的脚步走过去。

  　受付の女が階段を指差したので、トボトボと歩いていく。

  「已经太迟了吧？」

  「もう手遅れじゃないか？」

  　我被讨厌的程度超乎想象。

  　俺、想像以上に嫌われているわ。

  「没问题的……齐克大人有我陪着！」

  「大丈夫ですよ……ジーク様には私がついています！」

  　不，你的心灵应该比我先崩溃了吧？

  　いや、俺より先にお前の心が折れてないか？

  　我走上楼梯，来到五楼的部长室前，敲了敲门。

  　階段を上がっていき、五階の本部長室の前まで来ると、扉をノックした。

  「我是齐格瓦托・亚历山大。」

  「ジークヴァルト・アレクサンダーです」

  『进来。』

  『入れ』

  　听到里头传来女性的声音，我便打开门走进去。只见一名黑发女性正把手肘撑在办公桌上。

  　中から女性の声が聞こえてきたので扉を開け、中に入る。すると、デスクに
    
     肘
    ひじをついている黒髪の女性がいた。

  「早安，部长。」

  「おはようございます、本部長」

  「嗯，早。」

  「ああ、おはよう」

  「柜台要我来这里，有什么事吗？」

  「受付からここに来るように言われましたが、いかがしました？」

  「有什么事吗……被踢出军方飞空艇制作团队的隔天，你还真悠哉啊。」

  「いかがしました、か……軍の飛空艇製作チームから外れた翌日にのんきなものだ」

  　我才不悠哉。我现在也觉得非常受伤。

  　のんきじゃない。今でもひどく傷付いている。

  「是我能力不足吧。」

  「私の能力がなかったのでしょう」

  「是啊，你很无能。」

  「そうだな。お前は無能だ」

  　好痛。

  　ぐさっ。

  「很抱歉辜负了您的期待。」

  「ご期待に添えず申し訳ございません」

  　尽管内心受伤，我还是低头致歉。毕竟推荐我的人就是部长。

  　傷付きながらも頭を下げる。俺を推薦してくれたのは本部長なのだ。

  「唉……奥古斯都暗中搞鬼的事，你知道吗？」

  「ハァ……アウグストが手を回したことは？」

  「我猜得到。那男人的自尊心是第一流的。」

  「想像はついております。あの男はプライドだけは一流ですので」

  「是啊……唉，虽然我想说，偶尔也会有这种事，希望你下次能继续努力。」

  「そうだな……まあ、こういうこともあるし、次に繋げてほしい、と言いたいのだがな」

  　嗯？

  　ん？

  「怎么了？」

  「どうしました？」

  「奥古斯都那家伙似乎相当恨你。我试着询问其他队伍，想把你这个自由之身加入他们，但全都被拒绝了。」

  「アウグストの奴はお前を相当、恨んでいるようだな。フリーになったお前を他のチームに入れようと打診したが、そのすべてに断られた」

  　咦？

  　え？

  「全都被拒绝？」

  「すべてですか？」

  　你以为总部有多少队伍？随便算都超过一百支。

  　本部のチームがどれだけあると思っている。軽く百は超えるぞ。

  「没错。奥古斯都施加了压力。」

  「そうだ。アウグストが圧力をかけた」

  「这样啊……」

  「そうですか……」

  　那家伙竟然做到这种地步……

  　そこまでするか、あいつ……。

  「不过，齐克……那家伙的家族确实很强，也确实能施加压力。但只要想抵抗，就能抵抗。这里可是国家炼金术师的大本营。」

  「だがな、ジーク……確かにあいつの家は強いし、圧力もかけられよう。しかし、そんなものは跳ね返そうと思えば跳ね返せる。ここは国家錬金術師の総本山だぞ」

  　我知道……这我也知道。

  　わかっている……それもわかっているんだ。

  「但抵抗的劳力不值得用在我身上吧。」

  「その跳ね返す労力に私が見合わなかったのでしょう」

  「你真聪明。真的很聪明。所以我就直说了。没错。」

  「お前は賢いな。本当に賢い。だからはっきり言ってやろう。そうだ」

  　我知道。

  　知ってる。

  「一切都是因为我能力不足。给您添麻烦了。」

  「すべては私の力がなかったこと。ご迷惑をおかけします」

  「是真的。我对你评价很高。你从小就十分优秀，能想到别人想不到的东西，然后将其实现。你那堪称贪婪的上进心非常了不起。在我众多弟子中，无人能胜过你」

  「本当だよ。私はお前を高く買っていた。子供の頃から優秀で、人には思いつかないものを思いつき、それを実現してきた。その
    
     貪
    どん
    
     欲
    よくともいえる向上心は素晴らしいものだ。数いる私の弟子の中でもお前に勝る者はおらん」

  　我小时候被本部长发掘，成为了他的弟子。所以身为孤儿的我才能进入王都的贝斯特魔法学校就读，然后在这里工作。这一切都是因为本部长的推荐。

  　孤児だった俺は子供の頃に本部長に見出され、師事していた。だから孤児で庶民の出の俺が王都のベステ魔法学校にも通えたし、ここで働けたのだ。そのすべては本部長が推薦してくれたから。

  「您过奖了」

  「過分な評価です」

  「真是的。拥有3级国家资格的人，被超过百支队伍拒之门外，反而很厉害啊。你可真是让我颜面扫地了」

  「まったくだ。３級の国家資格を持つ者が、百を超えるチームから門前払いは逆にすごいわ。よくもまあ、これだけ私の顔に泥を塗れたものだな」

  「非常抱歉」

  「申し訳ございません」

  　我想不到任何反驳的话。他教我炼金术和魔法，还推荐我入学，甚至还是我的监护人，为我担保奖学金。他是我的恩师。

  　何も言い返す言葉が思いつかない。錬金術や魔法を教えてもらい、推薦までしてくれた。そして、奨学金なんかの保証人にまでなってくれた後見人であり、恩師なのだ。

  「唉……比起魔法和炼金术，我更应该先教你做人的道理。不过现在说这些也晚了」

  「ハァ……魔法や錬金術よりも先に人としての道を教えるべきだったわ。後の祭りだがな」

  　啊，果然已经不行了。

  　あ、やっぱりもうダメっぽい。

  「真的非常抱歉」

  「本当に申し訳ございません」

  「够了，笨蛋。来，这是你的下一个职场」

  「もう良いわ、バカ。ほれ、お前の次の職場だ」

  　本部长拿出一张纸放在桌上，我上前一步，拿起了纸。然后，我读起了上面的任命书。

  　本部長が紙を取り出してデスクに置いたので、一歩前に出て、紙を取った。そして、書かれている辞令を読んでいく。

  　原来如此……调职到里特镇啊。

  　なるほど……リートの町に異動、か。

  「齐克大人，里特镇在哪里？」

  「ジーク様、リートってどこですか？」

  　和我一起看着任命书的海莲问道。

  　一緒に辞令を見ていたヘレンが聞いてくる。

  「在南方。」

  「南の町だな」

  　这个国家的城镇名称我全都记住了，所以我知道这份任命书的意思。

  　俺はこの国の町の名前はすべて覚えている。だからこの辞令の意味することがわかった。

  「那是个好地方。治安良好，离海也很近……不过离这里很远就是了。」

  「良い町だぞ。穏やかだし、海も近いし……まあ、ここからはかなり遠いがな」

  　部长拿出香烟，点着火告诉我。

  　本部長がタバコを取り出し、火を点けながら教えてくれる。

  「为什么选这里？」

  「どうしてここに？」

  「因为炼金术师的人数不够。」

  「錬金術師の数が足りないんだと」

  「这样啊……」

  「そうですか……」

  「交通费由我出，你可以搭飞空艇过去。」

  「交通費は出してやるから、飛空艇を使ってもいいぞ」

  　那真是太好了。毕竟距离很远，搬家费用也不容小觑。

  　そりゃありがたいね。遠いから引っ越し代もバカにならない。

  「任期呢？」

  「期間は？」

  「上面有写吗？」

  「書いてあるか？」

  「没有……」

  「いえ……」

  　是空白的。任期未定。也就是说，有可能要待一辈子。简单来说就是降职……出人头地的路断了。

  　空欄だな。期間は未定。つまり一生の可能性もあるということだ。要は左遷か……出世の道は絶たれたな。

  「那就这样了。笨蛋徒弟，从头开始吧。」

  「じゃあ、そういうことだ。一からやり直せ、バカ弟子」

  　部长挥了挥手，赶我走。

  　本部長がしっしと手を振る。

  「告辞了。」

  「失礼します」

  　我低头行礼后离开房间，走下楼梯，前往自己的工房。

  　頭を下げて退室すると、階段を下り、自分のアトリエに向かった。

  　　　　◆◇◆

  　　　　◆◇◆

  　齐克离开房间后，我抬头看着天花板上扩散的白烟，这时传来敲门声。

  　ジークが部屋を出ていき、天井に広がっていく白煙を見上げていると、ノックの音が聞こえてきた。

  「什么事？」

  「何だ？」

  　我这么一问，门缓缓打开，一名金发男子走进房间。

  　そう聞くと、ゆっくりと扉が開かれ、金髪の男が部屋に入ってくる。

  「部长，打扰了。」

  「本部長、失礼します」

  「是克莉丝啊。」

  「クリスか」

  　走进房间的是名叫克里斯托夫的弟子。他是齐克的师兄，也是3级的国家炼金术师。

  　部屋に入ってきたのはクリストフという名の弟子だった。ジークの兄弟子に当たり、こいつも３級の国家錬金術師だ。

  「是的。我听说齐克被调到里特镇了？」

  「はい。ジークがリートの町に転勤と聞きましたが？」

  　消息真灵通。是齐克告诉他的吗？不对，齐克不可能告诉别人。

  　情報が早いな。ジークから聞いたか？　いや、ジークが人に話すわけないか。

  「那个笨蛋，到处树敌过头了。」

  「あのバカ、あちこちにケンカを売りすぎだ」

  「他就是那种人。我跟他也认识很久了，好几次都想揍他。」

  「そういう奴でしょう。私も長い付き合いですが、何度も殴りたいと思いました」

  「我也是。」

  「私もだよ」

  　齐克从小就是个天才，优秀到超乎寻常。但是，他不仅看不起师兄克莉丝，有时甚至会对我这个师父嗤之以鼻。

  　ジークは子供の頃から優秀を通り越して天才だった。だが、兄弟子であるクリスのことも見下していたし、時には師である私すら鼻で笑う時があったくらいだ。

  「是奥古斯特吗？」

  「アウグストですか？」

  「是啊。」

  「そうだな」

  「无视他不就好了？失去齐克太可惜了。那家伙的性格确实有问题，但实力是货真价实的。他可是闪耀的第五十届首席哦？」

  「無視すればいいでしょう。ジークを失うのは痛すぎます。確かにあいつは性格に難がありますが、実力は確かです。華の五十期の首席ですよ？」

  　最辉煌的第五十届……王都的贝斯特魔法学校第五十届的新生中，聚集了魔法使的名门、名家，以及实力派弟子们，被称为最棒的一届。然而，站在顶点的却是身为奖学金学生的齐克。那家伙在学期间就取得了5级国家炼金术师的资格，其他人完全无法与之相比。当然，因为他是那种性格，听说连同期都讨厌他。

  　華の五十期……王都のベステ魔法学校の五十期生は魔法使いの名門や名家、さらに実力者の弟子達が同時期に入学した最高の期と呼ばれている。だが、その頂点にいたのは奨学生のジークだ。あいつは在学中に国家錬金術師の資格を５級まで取り、他をまったく寄せ付けなかった。もちろん、あんなんだから、同期からすら嫌われていると聞いている。

  「如果只有奥古斯特的话倒还好。那个小鬼，竟然利用父母施加压力。」

  「アウグストだけなら良かったんだけどな。あのガキ、親を使って圧力をかけた」

  「奥古斯特的父母？我记得是魔术师协会的本部长吧？」

  「アウグストの親？　確か魔術師協会の本部長でしたか？」

  「没错。然后他要求把齐克调到魔术师协会。」

  「そうだ。それでジークを魔術師協会に出向させろって言ってきた」

  　齐克只因为不想被别人看不起，就取得了5级国家魔术师的资格。听到这件事的时候，我还以为他才是真正的笨蛋。

  　ジークはバカにバカにされたくないという理由だけで、５級の国家魔術師の資格も取っている。それを聞いた時はお前こそバカかと思った。

  「太明显了。他想把齐克送到北部的最前线吧。」

  「見え透いてますね。北部の最前線に送る気でしょう」

  　这个国家和北方的国家处于战争状态。

  　この国は、北にある国と戦争状態にある。

  「应该是吧。所以当然要拒绝。」

  「だろうな。だから当然、拒否だ」

  　齐克虽然有魔法的本领，但没有实战经验，只做过文书工作的那家伙不可能战斗。不仅如此，他在北部也被人讨厌，感觉在被敌人杀死之前，就会先被自己人杀死。

  　ジークは魔法の腕もあるが、実戦経験なんてないし、デスクワークしかしたことがないあいつが戦えるわけがない。それどころか北部でも嫌われて、敵より先に味方に殺されそうだ。

  「是为了保护齐克而把他贬职吗？」

  「ジークを守るための左遷ですか？」

  「不，因为每个团队都说不需要齐克，所以把他调到其他地方的计划没有改变。」

  「いや、どこのチームもジークを要らないって言ってきたから、どこかに転勤させる予定は変わっていない」

  　真亏他能被讨厌到这种程度。明明毫无疑问是国家顶级的总部里最优秀的炼金术师。

  　よくもまあ、それほど嫌われるもんだわ。間違いなく、国の中でトップクラスの本部で最高の錬金術師だというのに。

  「所以是利特吗？至少没有更好的地方了吗？利特不是边境的乡下吗？」

  「それでリートですか？　せめてもうちょっと良いところはなかったんです？　リートなんて辺境の田舎じゃないですか」

  「那种程度的地方对那家伙来说正好。这是个好机会，让那个只顾着看上面，却没注意到自己脚边的笨蛋冷静一下。我要让他在乡下从头开始。」

  「それぐらいがあいつにはちょうどいい。上ばかり見て、自分の足元を見ていないバカが頭を冷やすのには良い機会だ。田舎で一からやり直させる」

  「那家伙会改变吗？他大概真的认为除了自己以外的人都很无能。」

  「あいつが変わりますかね？　多分、本当に自分以外は無能だと思っていますよ」

  　明明是平民孤儿，却对贵族也这么想，而且毫不掩饰自己的态度。

  　庶民で孤児なのに貴族相手にもそう思っていて、その態度を隠しもしないからな。

  「如果这样还不改变，那家伙就没救了。」

  「それでも変わらんようなら、あいつはもうダメだ」

  　没救了。

  　救えんわ。

  　　　　◆◇◆

  　　　　◆◇◆

  　离开部长室的我走下楼梯，前往自己的工作室。然后，我开始收拾东西。

  　本部長室を退室した俺は階段を下り、自分のアトリエに向かう。そして、片付けを始めた。

  「那、那个，齐克大人？刚才的任命书是？」

  「あ、あの、ジーク様？　先ほどの辞令は？」

  　海伦战战兢兢地问道。

  　ヘレンがおそるおそる聞いてくる。

  「被调到乡下了。降职，降职。」

  「田舎に飛ばされた。左遷だ、左遷」

  「咦……」

  「え……」

  「说得委婉一点，就是这里没有我的容身之处，所以要我到一个没人认识我的地方从头开始。这是师父最后的温柔。」

  「良い言い方をするならば、ここに俺の居場所はないから、俺のことを誰も知らない地で一からやり直せってこと。師匠の最後の優しさだな」

  　虽然实际上是解雇宣言。

  　実質、クビ宣言だったけど。

  「齐克大人……」

  「ジーク様……」

  「唉……第二次的人生也失败了。」

  「ハァ……二度目の人生も失敗した」

  　两次失败后我终于明白了……我的性格很差。虽然总部部长说这是上进心，但简单来说就是满脑子只想着把别人踩在脚下的恶魔。跟奥古斯特一样。

  　二度の失敗でようやくわかった……俺は性格が悪いんだ。本部長は向上心と言ってくれたが、要は他人を
    
     蹴
    け
    
     落
    おとすことしか頭にない悪魔。アウグストと一緒だわ。

  「这不是失败！齐克大人还很年轻，可以重新来过！」

  「失敗ではありませんよ！　ジーク様はまだ若いですし、やり直せます！」

  　师父大概是想这么说吧。

  　師匠はそう言いたかったんだろうな。

  「我知道。人要从失败中学习……不过，总觉得好累啊。」

  「わかっている。人は失敗を糧にするものだ……でも、なんか疲れたな」

  　出人头地的道路被切断了。我该为了什么而活呢？不，事到如今，出人头地之后又有什么意义呢？钱？女人？想吃美食？钱只要够生活就好，女人也不需要。对于没受过什么教育的我来说，食物不管是什么都很美味。我需要的是……什么？

  　出世の道は絶たれた。何のために生きればいいのだろう？　いや、今さらながらそもそも出世して、その先に何があるんだろう？　金？　女？　良いものを食べたい？　金は生きる分だけあればいいし、女も不要。ロクな育ちじゃない俺にとっては食べ物なんて何でも美味い。俺に必要なのは……何だ？

  「齐克大人？」

  「ジーク様？」

  「已经……够了吧。」

  「もう……いいか」

  「齐克大人！？不行！请振作一点！」

  「ジーク様ぁ!?　ダメです！　お気を確かにー！」

  　海伦的脸贴了上来。我看不到前面。

  　ヘレンが顔に張りついてきた。前が見えない。

  「不，我不会死。死很可怕，也很痛苦。」

  「いや、死なんわ。死ぬって怖いし、辛いんだぞ」

  　我有过经验，所以很清楚。身体急速变冷的感觉很可怕。

  　経験者だからわかる。あの身体が急速に冷えていく感覚は恐怖だ。

  「啊，是这样吗？」

  「あ、そうですか」

  　冷静下来的海伦跳下桌子，但还是担心地抬头看着我，于是我摸了摸她的头。我和海伦从小就在一起。我没有朋友，也没有家人。我只顾着工作，没有兴趣，也没有女朋友。但就算是这样的我，也有重要的东西。那就是海伦。

  　落ち着いたヘレンがデスクに飛び降りたのだが、いまだに心配そうに俺を見上げていたので、そんなヘレンを
    
     撫
    なでる。ヘレンとは子供の頃から一緒だった。友人もおらず、家族もいない。仕事ばかりをして、ロクに趣味もないし、彼女もいない。そんな俺でも大事なものはある。それがヘレンだ。

  「人生中最重要的事情是什么，是吗……」

  「人生で大事なことは何か、か……」

  　前世和今世，一开始都是为了生存而学习，努力至今。但是，我已经处于能赚到足够生活费的立场了。再继续下去……？

  　前世も今世も最初は生きるために学び、努力をしてきたと思う。でも、すでに俺は生きるだけの金を得られる立場にある。これ以上は……？

  「齐克大人？」

  「ジーク様？」

  　听到我的自言自语，海伦可爱地歪着头。

  　俺のつぶやきにヘレンが可愛らしく首を傾げた。

  「第一次的人生和第二次的人生，出人头地都失败了。只能期待第三次的人生了……」

  「一度目の人生も二度目の人生も出世に失敗した。もう出世は三度目に期待するか……」

  「还有第三次吗？」

  「三度目があるんですかね？」

  「不知道。不管怎样，我已经不可能在王都出人头地了。只能在里特重新来过。」

  「さあな。どちらにせよ、もう王都での出世は無理だ。リートでやり直すしかない」

  「在里特也能出人头地，过上幸福的人生哦！」

  「リートでも出世はできますし、幸福な人生を送れますよ！」

  　是啊……没错。我有海伦。

  　そうだな……その通りだ。俺にはヘレンがいる。

  「海伦，我希望在里特不要失败。」

  「ヘレン、リートでは失敗しないようにしたい」

  「交给我吧！虽然我身为使魔什么也做不到，但可以给你建议！」

  「お任せを！　使い魔としては何もできない私ですが、アドバイスはできます！」

  　她真是个好使魔，我配不上她。

  　俺にはもったいないくらい良い使い魔だわ。

  「好，待在这里只会更凄惨，赶紧收拾吧。」

  「よし、ここにいると惨めなだけだし、急いで片付けるぞ」

  「我来帮忙！」

  「手伝います！」

  　我们收拾好私人物品，用空间魔法收纳起来。然后打扫房间，最后向柜台人员道谢，以及为给他们添麻烦一事道歉，接着就回家了。回到家后，我继续收拾行李，向房东告知要退租。离开城镇的准备顺利进行，这时我突然想到『啊，连个要道别的人也没有』，心情变得有点低落。

  　俺達は私物を
    
     纏
    まとめ、空間魔法で収納していく。そして、掃除をし、最後に受付にお世話になったことと、迷惑をかけたことを伝えて、家に帰った。家に帰ってからも荷物を纏めていき、大家さんに部屋の解約の旨を伝える。町を出る準備はとんとん拍子に済み、この時に『あー、
    
     挨
    あい
    
     拶
    さつをする人すらいないんだなー』って思ってちょっと暗くなった。

  　一切准备就绪，将行李收纳进空间魔法后，我和海伦一起前往机场，购买机票。然后，我们坐在长椅上等待登机。

  　すべての準備を終え、荷物を空間魔法に収納すると、ヘレンと共に空港に向かい、チケットを購入する。そして、搭乗の時間までベンチに腰かけ、待つことにした。

  「齐克先生。」

  「ジークさん」

  　听到有人叫我的名字，我转过头去，发现炼金术师协会本部的柜台小姐站在那里。我一时之间没认出来，但想起最后一天上班时发生的事，才认出她来。

  　俺の名を呼ぶ声がしたので振り向くと、そこには錬金術師協会本部の受付の女が立っていた。一瞬、誰かわからなかったが、出勤最後の日のことがあったので思い出せたのだ。

  「是你啊……今天休假吗？」

  「お前か……今日は休みなのか？」

  　她在这里做什么？

  　何してんだろ？

  「是啊。机会难得，所以就来送行了。」

  「そうですね。せっかくなので見送りに来ました」

  　嗯？送我？

  　ん？　俺のか？

  「为什么？」

  「なんで？」

  「送同事离开需要理由吗？」

  「同僚を見送るのに理由がいりますか？」

  　我需要。当然，我从来没有送过别人离开……

  　俺なら必要だな。もちろん、誰かを見送ったことはないが……。

  「谢谢。」

  「どうも」

  「齐克先生，您有考虑过抵达里特之后的住处吗？」

  「ジークさん、リートに着いた後の住まいは考えておられるのですか？」

  「没有，我打算到了之后再找。在那之前应该会住在旅馆吧。」

  「いや、さすがに着いてから探す。それまではホテル暮らしだろうな」

  　或者是在职场的工房里睡觉。虽说是边境之地，但应该至少会有个人工房吧。

  　もしくは、職場のアトリエで寝る。辺境の地といえど、個人のアトリエくらいはさすがにあるだろう。

  「这样啊。那么，请收下这个。」

  「そうですか。では、これをどうぞ」

  　柜台小姐递给我一张票券，我一看，上面写着陌生的旅馆名称。

  　受付の女が何かのチケットを渡してきたので見てみると、知らないホテルの名前が書いてあった。

  「这是？」

  「これは？」

  「里特的旅馆招待券。去年我拜访朋友，住在那里时拿到的。送给你。」

  「リートにあるホテルの優待券です。去年、友人を訪ねて、そこに泊まった際にもらったものですね。あげます」

  「谢谢。呃……」

  「どうも。えーっと……」

  　结果还是没问到名字……

  　結局、名前を聞いていなかった……。

  「唉……要我自我介绍吗？虽然我觉得你会后悔。」

  「ハァ……自己紹介をしましょうか？　後悔すると思いますけど」

  「不……不好意思，请告诉我您的名字。」

  「いえ……すみませんが、お名前を」

  　之后得写封感谢信才行。

  　後で礼状を送らなければならない。

  「我叫雅德蕾。雅德蕾・冯・约德尔。」

  「アデーレです。アデーレ・フォン・ヨードルです」

  「………………」

  「………………」

  　糟糕，我超常听到这个名字。难怪她会直截了当地说出我的缺点。

  　やっべー。めっちゃ聞いたことある。そりゃ、俺の悪かったところを率直に言うわ。

  「原、原来是同班同学啊……真的很抱歉……」

  「ク、クラスメイトでしたか……本当に申し訳なく……」

  　而且还是贵族千金。无礼也该有个限度。

  　しかも、貴族令嬢だ。無礼にもほどがある。

  「是啊。我是和你在贝斯特魔法学校同班三年的雅德蕾。这下你知道我讨厌你的理由了吧？」

  「ええ。ベステ魔法学校で三年間も同じクラスで学んだアデーレです。私があなたを嫌いな理由がわかりましたか？」

  　我非常理解她的心情。在职场上遇到曾经在同一所学校里学习过的同学，却连长相和名字都记不起来，这实在是说不过去。而且，还无视了对方的问候……。

  　ものすごくわかる。ずっと同じ学び舎で学んできたクラスメイトが就職先で再会したのに、顔も名前も覚えてないのは論外だ。しかも、挨拶を無視って……。

  「真的非常抱歉」

  「大変、申し訳なく思います」

  「请不要忘记反省。还有，请不要忘记你是我们这一届的首席，也是代表。那么，祝你在里特镇大展身手。再见」

  「その反省を忘れずに。そして、あなたは私達の期の首席であり、代表であることを忘れないでください。では、友人のリートの町でのご活躍を祈っています。ごきげんよう」

  　雅德蕾优雅地离开了。

  　アデーレが優雅に去っていく。

  「再见……」

  「ごきげんよー……」

  「她不是个非常好的孩子吗。你到底做了什么……」

  「めちゃくちゃいい子じゃないですか。何をしているんですか……」

  　她还特地来送行，还送了饯别礼。

  　わざわざ見送りに来て、
    
     餞
    せん
    
     別
    べつの品までくれたしな。

  「到了那边之后，写封感谢信和道歉信吧」

  「向こうに着いたら礼状と謝罪文を書こう」

  「我觉得这是个好主意」

  「それがよろしいかと思います」

  　我望着雅德蕾离去的背影，然后在时间到了之后登上了飞空艇。飞空艇起飞，离开了我转生后生活了二十二年的王都。

  　去っていくアデーレの後ろ姿を眺めていると、時間になったので飛空艇に乗り込む。そして、飛空艇が飛び立ち、転生してから二十二年間も過ごした王都を後にした。

  　我乘着飞空艇，一直在思考着事情，然后听到了“砰”的一声。

  　飛空艇に乗り、ひたすら考え事をしていると、ポーンという音が鳴る。

  『即将抵达里特。请准备下机』

  『まもなくリートに到着します。お降りのお客様は準備をお願いします』

  　听到广播后，我望向窗外，看到了大海，森林，以及一望无际的田野。

  　スピーカーからアナウンスが聞こえてきたので窓の外を見ると、海や森、それに一面に広がる畑が見えていた。

  「自然环境很丰富啊」

  「自然豊かだな」

  「挺好的啊。我也喜欢这样的风景」

  「良いではありませんか。私はこういう風景も好きです」

  　这么说来，我想起了前世的同事好像说过向往乡下生活之类的话。

  　そういえば、前世で、同僚が田舎暮らしに
    
     憧
    あこがれがあるみたいなことを言っていたことを思い出す。

  　当时我回答说『乡下是被贬职的地方，没什么好印象』。

  　その時は『田舎って飛ばされるところで良いイメージなんかない』って返したな。

  　现在想想，那句话不仅是在贬低乡下人，还在否定别人的憧憬。完全就是讨人嫌的发言。而且，说那种话的我最后也被贬职了，真是笑不出来。

  　今思うと、田舎の人をバカにしているし、人の憧れを否定するような発言だ。嫌われる要素しかない。しかも、そう言っていた俺が飛ばされたのだから一つも面白くない。

  「在乡下能做什么？」

  「田舎って何をするんだ？」

  「我反过来问您，您在城里都做了些什么？」

  「逆に聞きますけど、都会では何をしてたんですか？」

  　……不知道。

  　……さあ？

  「是啊。既没有兴趣爱好，也没有朋友，和我没什么关系」

  「そうだな。趣味もなく、友人もいない俺には関係なかったわ」

  　不管在哪里都一样。

  　どこでも一緒だ。

  「今后一起努力吧。首先要和职场的同事建立友好关系」

  「これから頑張りましょう。まずは職場の方と友好な関係を築くことです」

  「我知道。奥古斯特的事也是，但更严重的是雅德莉的事」

  「わかっている。アウグストの件もだが、それ以上にアデーレの件はさすがにない」

  　要不是雅德莉来送行，我可能一辈子都不会发现每天见面的接待员是同学。虽然我不会参加同学会，但肯定会开一场恶毒的批斗大会。

  　俺、アデーレが見送りに来なかったら一生、毎日顔を合わせている受付嬢が同級生であることに気付けなかったわけだし。同窓会なんかに出る気はないが、とんでもない悪口大会が開かれていたはずだ。

  「还有，齐克大人应该再放松一点」

  「それとですが、ジーク様はもう少し、心にゆとりを持つべきだと思います」

  「放松？」

  「ゆとりとは？」

  「齐克大人虽然很认真，但也有点工作狂的倾向。我觉得您应该多重视一下自己的私人时间。再这样下去，您会结不了婚，孤独终老的」

  「ジーク様は真面目な方ですが、若干、ワーカホリックなところがあります。もう少し、プライベートを大事にされた方が良いと思います。このままでは結婚もできず、孤独死ですよ」

  　结婚啊……。

  　結婚ねー……。

  「不结也行。我有你」

  「せんでいいんだがなー。俺にはお前がいる」

  　不如说，只要有你就好。

  　むしろ、お前さえいればいい。

  「齐克大人……我很高兴，但请不要说这么悲伤的话」

  「ジーク様……
    
     嬉
    うれしいんですけど、悲しいことを言わないでください」

  「好好好。你说要重视私人时间对吧？也不一定非得是女人。我可以去海边抓鱼给你吃」

  「はいはい。プライベートを大事にだろ？　別に女に限ったことじゃない。海にでも行って魚を獲ってやるよ」

  　不如做个这样的魔道具吧。

  　そういう魔道具を作ってやろう。

  「哇！好棒！」

  「わぁ！　素敵です！」

  　海伦开心地抬头看着我。

  　ヘレンが嬉しそうに見上げてくる。

  　多么可爱的孩子啊。我前世听说养猫会错过婚期，现在看来确实如此。除了这孩子，我什么都不需要。

  　なんて可愛い子なんだろうか。前世で、猫を飼ったら婚期が遠のくと聞いたことがあったが、まさしくだな。この子以外、俺に必要なものなんかない。

  　我摸着海伦，飞空艇进入着陆状态，缓缓下降。然后，飞空艇完全停止了，我从座位上站起来，走出飞空艇。我从停在船坞的飞空艇上走下连接的渡板，穿过大门，来到镇上。

  　ヘレンを撫でていると、飛空艇が着陸態勢に入り、徐々に降下していった。そして、完全に動かなくなったので席を立ち、飛空艇から出る。ドックに収まった飛空艇から
    
     繋
    つながった渡し板を歩き、ゲートを抜けると、町中にやってきた。

  　接下来的故事，请在现在发售中的『左遷錬金術師の辺境暮らし　元エリートは二度目の人生も失敗したので辺境でのんびりとやり直すことにしました』中阅读

  　この続きは現在配信中の『左遷錬金術師の辺境暮らし　元エリートは二度目の人生も失敗したので辺境でのんびりとやり直すことにしました』にてお楽しみください

  Daikichi Izumo, Mikisai 2025
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